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例  言

1 本書は、山梨県甲府市北口二丁目180外および丸の内一丁目1211に 所在する、甲府城跡ならびに甲府城

下町遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、甲府駅周辺土地区画整理事業 (舞鶴城公園西通 り線)に伴う本調査であり、甲府市教育委

員会の委託を受けた財団法人山梨文化財研究所が発掘調査および整理作業にあたった。

3 発掘調査は、平成18年 10月 3日 より翌19年 3月 31日 および平成21年 7月 21日 ～ 8月 6日 まで実施し、整

理作業は平成21～ 23年度に実施した。

4.本書の執筆は、畑大介、望月秀和、宮澤公雄が行い、編集は宮澤が担当した。

執筆分担は以下のとおりである。

畑 大介 第 3章第 2節、第 4章第 3節

望月秀和 第 1章第 4節、第 2章、第 4章第 4節

宮澤公雄 上記以外

5.本書に掲載の遺構写真は畑、望月、宮澤が、遺物写真は中川美治、宮澤が撮影した。

6.発掘調査および整理作業のうち一部の調査・業務について、以下の機関や方々に委託ならびに協力を

得た。

基準′点・航空測量   株式会社テクノプラニング

鉄器・木器保存処理  財団法人山梨文化財研究所

陶磁器類鑑定     藤澤良祐 (愛知学院大学)

堀内秀樹 (東京大学大学院人文社会系研究科埋蔵文化財調査室)

石材鑑定       河西学 (財団法人山梨文化財研究所 )

7 本書ならびに発掘調査に関わる記録図面 。写真・出土遺物等は、甲府市教育委員会が保管 している。

8,本遺跡の発掘調査および整理作業にあたっては、以下の諸機関・各位から多大なるご指導。ご協力を賜つ

た。ここに記 して深 く感謝の意を表する次第である。

甲府市教育委員会、甲府市都市建設部、柳沢文庫、大和郡山市教育委員会、山梨県教育委員会学術文化

財課、山梨県埋蔵文化財センター、山梨県立考古博物館、山梨県立博物館

荒川宏枝、伊藤正彦、伊藤正幸、岩下友美、大木丈夫、河西学、櫛原功一、坂田邦夫、佐々木満、

志村憲一、信藤祐仁、鈴木稔、外ナ|1豊子、中山誠二、西海真紀、早川俊子、平琢洋一、平野修、藤澤良祐、

堀内秀樹、三沢一也、宮里学、森原明廣

9.参考文献は、執筆者順に第 4章末にまとめて掲載 した。

例

1.遺跡全体におけるX・ Y座標は、世界測地系平面直角座標第Ⅷ系のX=-37040.000、 Y=6200.000(北

緯35度 39分07秒、東経138度 24分07秒)を基点 (X=0、 Y=0)と した座標値である。なお、各遺構平

面図中に示す方位は、すべて座標北を示 している。

なお、真北方向角は0度 2分24秒 となる。

2.遺構・遺物実浪1図 の縮尺は、以下の通 りである。

遺 構

ィ毒  一-  1/20、  1/40、  1/60、  1/80、  1/120、  1/160

竪穴状遺構 - 1/40
」二  うt  ―-  1/40



集石土坑 - 1/40
ピット ー  1/40

T子  アJ  ―-  1/25、  1/40、  1/50

石組遺構 - 1/40
石敷遺構 - 1/40
井  戸  -  1/40

埋 甕 -1/20
埋 桶 - 1/40
カ戸  -  1/20、  1/30

元了  迪巨  ――  1/60

遺 物

」と  号予  -  1/1、  1/2、  1/3、  1/4、  1/6

陶磁器 - 1/3、 1/4

土製品 - 1/1、 1/2、 1/3、 1/4

ガラス ー  1/2、 1/3

木製品 - 1/2、 1/4、 1/8、 1/10

金属製品 - 1/2、 1/3、 1/4

夢こ  -  1/3、  1/6

石製品 - 1/2、 1/3、 1/4、 1/6

3.遺構図版中で使用 したスクリーントーンの凡例は以下の通 りである。

翻 瓦  ∞ 石  々 煉瓦  □ 金属  □ 焼土  ∽ 抗

4.遺構図版中の遺物分布図のマークは以下の通 りである。ただし、マークの向きは平面図については北向

き、垂直分布図は垂直方向を基準としている。

△土器   ■陶器   ▲磁器   ●瓦   □金属製品   ◆木製品   ○石器・石製品

☆土製品  ◇その他・種子

5,遺物図版中で使用したスクリーントーンの凡例は、以下の通りである。

匡ヨ 硫黄  El漆  匠ヨ 付着物  EEl割 れ口

6.遺構同一図版中の標高は、原則として統一しているが、一部異なるものもあり明記してある。

7.出土遺物分布図中の出土遺物実測図は、任意の縮尺であり統一していない。また、接合関係を表現した

線のうち、実線は接合関係にあるもの、破線は同一個体と判断されるが直接接合しないものを表す。

8.遺構図版中および遺物観察表中の色調名は、農林水産省技術会議事務所監修 1990『新版 標準土色帖』

(小山正忠・竹原秀雄)に よっている。

9,本書で用いた地図は、国土地理院発行の「甲府北部」「甲府」 (125,000)、 甲府市役所発行の甲府市都市

計画図 (1:10,000お よび12,500)で ある。

10.第 153図 で使用した地図の縮尺および方位は任意である。

11.遺物観察表中の計測値のうち、石造物の五輪塔の計測部位は以下の通りである。
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第 1章 序 説

第 1節 調査に至る経緯

甲府市では、新都市拠点整備事業として平成 3年度から、 」R甲府駅周辺の整備事業を進めている。

」R甲府駅は、山梨県下最大規模を誇る近世城郭である甲府城ならびに甲府城下町遺跡の範囲にあたり、

これまでにおいても周辺では開発事業に伴い幾度となく発掘調査が実施されてきた。

甲府駅南側と北側を結ぶ昇鶴城公園西通 り線のうち、舞鶴陸橋から北へ廷びる道路の拡幅ならびに新設が

予定されるとともに、甲府駅北ロリニューアルに伴う駅舎の仮設移転 も計画された。この計画を受け甲府市

教育委員会では、平成13年 10月 に道路拡幅計画地の試掘調査を実施 し、近世の遺構。遺物の存在を確認 した。

また、平成18年 6月 から8月 にかけて甲府城清水曲輪にあたる甲府駅北口周辺の試掘調査を実施 し、北口仮

駅舎建設予定地付近で甲府城の石垣、大規模な瓦溜などを確認 したため、発掘調査が必要であると判断した。

同年 9月 に甲府市教育委員会より財団法人山梨文化財研究所に対 し発掘調査の依頼があり、協議 した結果、

委託契約を結んで発掘調査にあたることとした。

平成18年度は、調査区を3区に区分 し、北区、南区、西区と呼称 して発掘調査にあたった。また、南区の

南側に位置する地点は、南区第 2地点として平成21年度に発掘調査を実施 した。

整理作業は、山梨県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業なども活用 して平成 21年度から3ケ 年にわたっ

て実施 した。

調査体制

北 区

調 査 主 体   野団法人山梨文化財研究所

調査担当者   畑大介、宮澤公雄 (財団法人山梨文化財研究所 )

調査補助員   萩原忠

発掘調査参加者 小沢恵津子、小池孝男、武井美知子、中川博子、中川美治、平賀早苗、古屋袈裟男、

望月喜美子、望月宏美

事 務 局   柳本千恵子、杉田陽子、林紀子

南 区

調 査 主 体 財団法人山梨文化財研究所

調 査 担 当 者 畑大介、宮澤公雄 (財団法人山梨文化財研究所 )

調 査 補 助 貝 萩原忠

発掘調査参加者 荒木昭彦、岡悦子、金井いく代、倉田勝子、小池孝男、小宮通子、菅沼芳治、

武井美知子、手塚理恵、中川美治、花曲敬子、平賀早苗、平沢則子、古屋袈裟男、松野達夫、

望月喜美子、望月宏美、渡辺百合子

事  務  局 柳本千恵子、杉田陽子、林紀子

西 区

調 査 主 体 財団法人山梨文化財研究所

調 査 担 当 者 畑大介、宮浮公雄 (財団法人山梨文化財研究所 )

調 査 補 助 貝 萩原忠

発掘調査参加者 荒木昭彦、飯室恵子、岡悦子、金井いく代、窪田信一、倉田勝子、小池孝男、小宮通子、

菅沼芳治、武井美知子、中川美治、花曲敬子、平賀早苗、平沢則子、古屋袈裟男、松野達夫、
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第 1表 甲府城・甲府城下町遺跡主要調査地点一覧表

ロ ー 丁 目 1-5(

務事

望月喜美子、望月宏美、渡辺百合子

局 柳本千恵子、杉田陽子、林紀子

南区第 2地点

調査体制

調 査 主 体

調 査 担 当 者

調 査 参 加 者

事  務  局

整理作業参加者

北 区

平成18年

10月 3日  アスフアル トカット

10月 4日  表土剥ぎ開始

10月 6日  事務所設置

10月 10日 発掘調査開始、杭打ち作業

10月 11日  遺構確認作業

10月 23日  遺構調査開始

10月 24日  土坑、ピット、溝の調査

11月 6日  1号石列調査

財団法人山梨文化財研究所

望月秀和 (財 団法人山梨文化財研究所 )

石井弘文、飯野金雄、岩崎誠至、岡享洸、櫛原ゆか り、久保田明義、河野逸廣、河野敏彦、
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第 2節 調査経過

11月 8日  1号井戸調査

11月 17日  1号竪穴状遺構調査

11月 28日  1号石組遺構調査

12月 1日  2号石組遺構調査

12月 5日 航空写真測量

12月 7日  2号井戸調査

12月 13日  3号竪穴状遺構調査

12月 14日  3号井戸、 1号炉調査

12月 15日  2・ 3号炉調査
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12月 27日

平成19年

1月 5日

1月 9日

1月 13日

1月 20日

1月 24日

1月 25日

1月 29日

2月 5日

2月 6日

2月 7日

2月 13日

2月 25日

2月 28日

3月 1日

3月 3日

3月 4日

3月 5日

3月 7日

南 区

平成18年

9月 25日

9月 27日

9月 29日

10月 4日

10月 5日

10月 6日

10月 10日

10月 16日

10月 17日

10月 21日

10月 23日

10月 24日

10月 30日

10月 31日

11月 1日

11月 10日

11月 16日

12月 5日

12月 8日

12月 12日

12月 19日

12月 20日

12月 27日

平成19年

1月 6日

1月 10日

1月 15日

1月 18日

1月 19日

1月 20日

1月 22日

1月 24日

1月 29日

1月 30日

1月 31日

2月 2日

年末年始のため現場整備作業

4号井戸調査

5号井戸調査

4号炉調査

調査区北側写真測量

5号炉調査

3号井戸半我

2号井戸半我

1号井戸半裁

5号井戸半秩

機材救収

遺物整理、図面修正

諸記録整理

調査区東狽‖拡張区北側表土剥 ぎ

拡張区南側表土剥ぎ、北狽1遺構調査開始

拡張区南側遺構調査開始、北側写真測量

拡張区南側写真測量

遺構補足調査

機材撤収

計画準備

フェンス設置

アスファル トカット

表土剥ぎ開始

基準点測量

現場事務所設置、機材搬入

機材搬入、環境整備、城跡地区排水作業

城跡地区プレハブ搬入

石垣、裏栗石検出作業

石垣写真測量、一部埋戻 し

城下町地区遺構確認作業

堀断面掘 り下げ

堀断面写真測量

城跡地区埋戻し、救収作業

調査区南側表土剥ぎ

調査区北側調査開始

1号溝、ピット調査

1号溝写真測量

調査区南側調査再開

1号石列調査

9～ 11号溝調査

1号井戸、 1号集石土坑調査

年末年始休業のためバリケー ド設置、養生作業

調査区南側の撹乱部分埋戻 し

12・ 13号溝調査

16号溝調査

17号溝調査

18号溝調査

1号不明遺構調査

2号井戸、15号溝調査

19号溝調査

調査区内清掃作業

航空写真測量

1号井戸半裁

1号不明遺構完掘

2月 3日  3号井戸半我、 1号集石土坑内杭調査
2月 6日 諸記録・遺物整理

2月 9日 機材救収

2月 13日 本製品養生作業
2月 14日 諸記録整理作業
2月 22日  調査区既掘調査情報地図作製
2月 26日  木製品養生作業
2月 28日  木製品養生作業

西 区

平成18年

12月 4日 計画準備

12月 12日 表土剥ぎ開始

12月 14日  遺構確認作業開始

12月 18日 基準点設置

12月 27日  年末年始のため現場整備

平成19年

1月 5日  遺構にセクションポイント設定
1月 9日 排水作業

1月 10日  遺構確認作業

1月 18日 排水路掘 り下げ

1月 20日  調査区周囲にフェンス設置
1月 30日 調査区内に杭打ち作業
1月 31日  重機により排土処理

2月 2日 遺構確認作業、撹乱掘 り下げ
2月 6日 土坑、ピット、埋秦調査
2月 8日  1号井戸調査

2月 10日 重機により排土処理

2月 15日  1号石敷遺構調査

2月 21日  2号井戸調査

2月 22日  3号井戸調査

3月 2日 重機にて表土剥ぎ

3月 7日  4号井戸調査

3月 9日  1号石列調査

3月 13日  1号竪穴状遺構調査

3月 14日  2号石列調査

3月 15日  1号埋桶調査

3月 16日  写真測量

3月 19日  1号井戸半哉、2号石列完掘
3月 20日  標準土層図面作成、 3号井戸半散、 1号埋奏取

り上げ

3月 21日  2・ 4号井戸半散
3月 23日  調査区埋戻 し作業、機材撤収

3月 26日  出土遺物整理作業

3月 28日 事務所救収

3月 29日  出土遺物整理作業

3月 30日  業務終了

南区第 2地点

平成21年

7月 21日 重機による表土剥 ぎ

7月 22日  遺構調査開始

7月 23日  雨天により現場水没、28日 まで調査中断
7月 30日  ピット等調査

8月 2日  遺構実測作業、不明遺構調査

8月 3日  遺構掘削完了。調査区全景写真撮影、写真測量
8月 5日  遺構断面実測作業
8月 6日 埋め戻 し、調査終了
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第 2図  甲府城下町遺跡調査区位置図
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調査区周辺の調査成果 (1)
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第 8図 調査区周辺の調査成果 (2)
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第 3節 調査方法

事業対象地内のうち、試掘調査によって遺構が確認された範囲を調査対象地として発掘調査を実施 した。

調査区は、調査可能期間も異なっていたため、 3地区に分け調査を実施した。また、甲府城イ青水曲輪の西

側石垣部は、南区の一部として発掘調査を実施 した。

それぞれの調査面積は、北区895ど、南区555∬、南区石垣地点 289だ、西区 1,231だ となる。

北区および南区の一部は、道路用地としてアスファル トが敷設されていたため、アスファル トならびに砕

石を除去後に遺構確認面まで重機により掘 り下げを行っている。

調査区設定の後、重機により表土を除去 し、引き続き人力による遺構確認作業を行った。確認された遺構は、

平面観察で遺構の新旧が明らかな場合は構築年代の新 しいものから順次調査を行ったが、平面観察において

新旧関係が不明な重複 した遺構については同時に調査を行い、土層断面観察により新旧関係の判断をした。

重機による表土剥ぎ終了後、調査区全体を被 うように国土座標にあわせて南北方向をX軸、東西方向をY

軸とするメッシュをかけ、南西隅を基点とした世界測地系第Ⅷ座標X=-37040,000、 Y=6200.000を 基点 (X

=0、 Y=0)と し、調査区内に5mメ ッシュの抗打ちを行った。

出土した遺物は、遺構内のものについてはごく微細なものを除き、遺構外出上のものについてはある程度

の大きさをもち、かつ原位置が明らかなものは光波測量機器を用いて個別に取 り上げを行った。また、遺物

微細図はデジタルカメラによる測量を実施 した。遺構図の作製は、光波測量機による測量を主 として行い、

デジタルカメラによる測量、手作業による実測などで補完した。

第 4節 遺跡概要

甲府城下町は、内堀で囲まれた範囲に城を築き、その周囲に二の堀で囲まれた武家屋敷地を配する。武家

屋敷地は南北二郭に分かれ、土塁と堀が巡 り、外側の町人地とは15か所の見附によって連絡 していた。二の

堀のタト側には三の堀が掘られ、町人地として北部と西部に上府中26町、南部と東部に下府中23町が整備され

た。この武家屋敷と町人地を含めた範囲を甲府城下町遺跡としている。明治 7(1874)年 に甲府城は廃城とな

り、前年に山梨県令に着任 した藤村紫朗の施策によって内城以外の取 り壊 しと二の堀 。三の堀のほとんどが

埋立て払い下げられ、市街地イとした。また、勧業試験場 としての利用や内城西側には官公庁施設が建設され

るなど、近世城下町の景観は失われていった。

甲府城および甲府城下町遺跡における本格的な調査は、昭和42(1967)年 に実施 した甲府城総合学術調査に

はじまったといえる。この調査は山梨県教育委員会の文化財緊急調査事業として、山梨県文化財調査委員を

主体 として編成された甲府城跡総合学術調査団が実施 したもので、甲府城の歴史 。建築 。自然地形などをま

とめ、城跡の保護と史跡指定の実現を目的に進められた。翌年に甲府城は県史跡に指定され、昭和44(1969)

年に『甲府城総合調査報告書』力千1行 されている。

平成 2(1990)年より石垣の改修工事や園路・広場整備、歴史的建造物復元を中心 とした舞鶴城公園整備事

業が県土木部により着手され、これに運動して発掘調査・石垣解体調査が実施された。平成16(2004)年 まで

に実施された山梨県埋蔵文化財センターによる発掘調査 (第 1図23～27)では、天守台 。本丸 。人質曲輪・

天守曲輪・帯曲輪・稲荷曲輪・数奇屋曲輪・二の九 。鍛冶曲輪・屋形曲輪・堀を対象に進められた。この調

査により、江戸時代の遺構は広範囲にわたって撹乱を受けていることが確認されたが、各曲輪では多量の瓦

や土師質土器・陶磁器類に加え、稲荷曲輪櫓台では輪宝などの遺物が検出された。その他、鍛冶曲輪で検出

された鎌倉～室町時代の井戸跡や、石垣の裏栗石から多数出上 した五輪塔をはじめとする石造物や石臼等の

一蓮寺に関連する遺物など、築城以前の様相を示す遺構・遺物が確認されている。平成17(2005)年 に報告書

が干J行 され、石垣の構築技術から推定した各曲輪の成立年代、出土瓦の分頚 などが行われた。

甲府城下町遺跡では、平成 7(1995)年 以降、甲府駅周辺の新都市拠点整備事業に伴って断続的に発掘調査
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が実施されている。甲府駅北口周辺では、二の堀と森下小路周辺の調査 (第 1図 4・ 5・ 8～20)が 甲府市教

育委員会・山梨県埋蔵文化財センターで実施され、武家地の区画溝などが検出されている。また、甲府城築

城以前の武田城下町に関連する16世紀代の遺構や遺物 も確認されている (同 2・ 4・ 8～ 10。 13)。

甲府駅西側は、18世紀前半には柳沢吉保の家老屋敷、幕府領の時代 となる18世紀中葉以降には山手御役宅

が置かれた地点で、甲府市教育委員会が実施 した調査 (同 44～46)で は、柳沢氏の家紋瓦や肥前系の磁器な

どが多量に検出したとされている。また、甲府駅南口側の一帯では、一通寺と同様に甲府城築城に伴って南

方へ移転 した長廷寺の推定地とされてお り、中世武田城下町の南端 と甲府城下町が重複する地域にあたる。

43街区労働局地点 (同42)で は、調査時より長廷寺の存在に留意 して進められ、寺院の存在を示すまでに

は至 らなかったが、16世紀代の井戸跡や区画溝、同時代の所産である灰釉皿が出上した土坑や北宋銭を伴 う

墓墳などが検出されている。甲府城柳御門の西側にあたる九の内二丁 目3地点 (同49)に おいても16世紀代

の遺構が確認されてお り、中世段階の武田城下町が極めて広範囲に及んでいた証左 となっている。なお、同

調査地点では 17世紀の早い段階に設置された馬場の痕跡や、明治期の監獄署に係る施設の一部として甲府

上水に関する遺構が検出されている。その他、九の内二丁 目109地点 (同47)で は鋳型や鋳物片が廃棄され

た土坑が確認されており、周辺に鉄鋼製作に関連した工房の存在を示す資料として注目されている。

甲府城二の堀南辺部では、平成17年 に集会所建設工事に伴う調査 (同53)が実施され、武家屋敷と明治期

の県病院に関する甲府上水遺構などが検出されている。この他、現在整理中の調査区や試掘調査の成果では

道路状遺構なども確認されてお り、甲府城および甲府城下町の全貌が解明されつつあるといえる。

第 5節 基本層序

遺跡は、北から南へ向かって緩やかに傾斜する、相川によって形成された扇状地扇端部に位置する。北区

は道路用地となってお り、アスファル ト下の砕石を除去するとほぼ遺構確認面という状況であった。調査区

3地区は南北に長くなっており、現地表付近は造成による盛土は南側が顕著となり、南へ向かうに従って遺

構確認面は深くなる傾向にある。遺構確認面の深度に変化がみられるのみで、地区によって土層堆積に大き

な違いがあるわけではない。

ここでは、 3地区を代表 して西区南端の調査区壁面の上層を調査区標準土層として図示 した (第 9図 )。

第 1・ 2層 は 敷 地 造 成 の  F             W^__^ 西区標準土層 鰯 査区 南壁 )E Wど些278600    i 驚君盲
ための埋め土である。第

3層 の焼土および炭化物

をわずかに含む黒褐色粘

質土層が遺物包含層とな

る。第 5層 の黒褐色粘質

土層は、暗掲色粒子をわ

ずかに含み、粘性、 しま

りとも強い土層で、遺構

確認面となる。遺構確認

は、地山土と覆上の上色

に違いがあり、比較的容

易に行えた。

盤め上
軍褐色粘質土層(10YV3)焼土および虎化物をわずかに合l」・。
黒褐色粘質土層(76釈″り焼土塊を多く、炭化物を少量含む。
景楊色粘質と層(10YR3/1)嗜協色粒子を少量含む。
黒協色粘貿土層(10YR3/1)褐 色土プロックを多く含む。
黄褐色土層(10Y脳/6)黒 協也粘質土アロックおよび灰貰楊色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質と層(10YR3/1)貨 褐色土ブロックおよび氏黄楊色とアロックを少量含l」。
灰貨色粘貿土層15YDり 黄褐色土ブロックおよび黒色粘とを多く含む。
黄楊色砂質土層(10YR5 6)灰 貨褐色土ブロックおよび黒色土ブロックを少量含む。
粘性に欠ける。

11 灰黄褐色粘質と層(10YRy2)黄褐色土ブロックを多く、黒色粘とを少畳含む。粘性
はやや強い。

12 褐仄色粘質土層(10YRVl)暗褐色の砂が層状に入る。黒色粘とが薄く上下に入る。
具色粘土ブロックを多く含む。

13 灰貨協色粘質土層(10YR5/2)褐 色土アロックを少量、黒色粘土をわずかに合む。粘
性はやや強い。

14 協色砂層QOYR4湾)灰黄褐色土ブロックを少量、黒色粘土をわずかに合む。 しまり
はやや強く、粘性に欠ける。

15 黒褐色砂礫層●5Y32)責 褐色土ブロックおよび小礫を少三、黒色土アロックをわず
かに含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。

16 にボい責協色p/層 (10Y酔3)鉄分を少目、灰黄褐色の砂層状に薄く入る。しまりは
やや強く粘性に欠ける。

17 暗鴇色砂礫層(10YRy3)黄 協色土アロックを少量、灰責褐色の砂層状に薄く合む。
しまりはやや強く、粘性に欠ける。

18 楊灰色砂層(10Y誦 /D黒色粘上をわずかに、黄褐色土アロックを少三含む。しまり
はやや強く、粘性に欠ける。

19 暗オリーブ褐色砂礫層(Z5Yy3)賞 褐色土ブロックを多く、尻貨褐色土ブロックおよ
び小礫を少三合tr。 しまりはやや強く、粘性に欠ける。

20 にぶい責褐色砂層(10YR4 3)灰 貨禍色の砂ブロックを少昌含む。しまりはやや強く、
粘性に欠ける。

21 責褐色シルト(10Y鮨 /8)黄褐色上ブロックおよび鉄分を少量含む。粘性は弱い。
22 貨褐色シルト(25渦/3)禍 色シルトと黒色シルトが層状に薄く入る。鉄分をわずかに

含む。お性はやや強ヤち
23 灰色粘土層(5Y71)鉄分を少量含む。
雰 オリーブ黒色粘土層(5弼/1)灰 色粘■を少量、鉄分をわすかに含む。粘性は岸に強い。
25 灰色粘土層(5Y4/1)儀分をわずかに合む。粘性は特に強ヤ、
% 黒褐色粘土層(25Y3/1)具 色粘とが薄く層状に入る。粘せは特に強ヤ、

0             (1:40)            2m

第 9図 標準土層
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 遺跡の地理的位置

山梨県甲府市に所在する甲府城下町遺跡は、甲府城の築城に伴って16世紀末から17世紀初頭に造営された

近世城下町である。同遺跡は甲府盆地北端部に位置する相川扇状地の扇端部から盆地中央の沖積低地あたり

にまで展開し、東西約1.5km、 南北約1.8km、 標高は約270～290mを 浪Iる 。扇状地を形成 した相川は奥秩父山

塊に続 く太良峠を源流とし、城下町の西側を南流 して荒川に注いでいる。また北東側には藤川が愛宕山の縁

辺部を東流 している。

今回調査を実施 した甲府駅北口周辺は、相川扇状地扇端部の緩やかな傾斜地に立地する。中世武田城下町

と近世甲府城下町が重複する位置にあたり、中世段階には町人地、近世には柳沢期に武家屋敷 。町人地とし

て拡張整備された地域である。

甲府の地名は、甲斐国府中の略に由来し、その開発は永正16(1519)年 に武田信虎が甲府市東部の川田館か

ら相川扇状地頂部へ館を移 してきたことに起因する。武田氏館跡 (現・武田神社)は 甲府城の北2.5kmに 位

置しており、北方の山と相川・藤川によって形成された断崖などの自然地形に加え、外縁の山塊に城砦網を

整備 した堅固な構えとなっていた。この館を中心に扇状地形の緩やかな南傾斜地に形成されたのが中世段階

の武田城下町であり、家臣屋敷から町人地の順で南に向かって形成されている。現在の甲府駅南口周辺は、

中世段階には寺院地およびその門前町が展開していたと推定されている。位置は明確ではないが、かつては

柳沢権太夫屋敷周辺に蛇伏山長廷寺、一条小山に稲久山一蓮寺があったとされ、ともに甲府城築城に伴って

南方へ移転 したと考えられている。

甲府城が築城された一条小山は、標高304.8mを 測る独立峯である。原地形は愛宕山から続 く一連の尾根

筋の端部で、扇状地化の進行により周囲が埋没 して形成されたと考えられている。甲府城は、一の堀 (内堀 )・

二の堀 。三の堀を設け、さらに東国では希少な総石垣の近世城郭として整備された。天守台を築いた―の堀

内側を内城、一の堀タト側から二の堀までの範囲を内郭、二の堀のタト偵1か ら三の堀までの範囲をタト郭とし、そ

のタト側は郭外と称される。城郭の構造としては、一の堀に囲続された内城を中心に、その北・西・南側に取

り巻 くように諸役所 。倉庫・武家屋敷地などが置かれた内郭、武家屋敷地・町人地などからなる外郭が形成

され、さらに三の堀タト側の町人地・寺社地にあたる郭外へと同心的な広が りをみせていた。

内城には南側に追手御門、西側に柳御門、北側に山手御門が設置されて内郭に通じていた。素掘 りの堀と

土塁に囲続された内郭には、15日の見附があった。二の堀南西部から右回りに挙げると、二の堀西側には穴

切町口 。青沼町口・相川町口・横沢町口・元三日町口、北側には竪町口・元連雀町口・元城屋町口、北東側

には愛宕町口、東側には近習町口・山田町口・八日町口・三日町口・連雀町回、追手門南側の二の堀南端に

片羽町口が設置されていた。二の堀のタト側に形成された町人地については、北側には中世城下町を継承 した

上府中26町 と、南東側には甲府城築城に伴って設置された下府中23町が整備された。また、城下町の北東部

にあたる愛宕山裾野には、密教系の寺院が多 く、鬼門鎮護を目的に配置されたと考えられている。

なお、用語としての「甲府城」は、内城 。内郭 。外郭を示すが、遺跡名としては内城を「甲府城跡」とし、

さらにその一部は山梨県史跡に指定されている。「甲府城下町」については、内郭と外郭に加え、郭外まで

含んだ近世都市の総称として用いられている。但 し、文化財保護法に基づ く周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲

については、第10図 に示 したとおりであり、内郭・外郭に加え、北東側の愛宕山裾野部分及び二の堀南西外

側の九の内二丁目。三丁目を含んだ範囲に限られている。
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遺跡名 時代 種 別

1 甲府城下町遺跡 (調査地点) 近 城館跡

甲府城下町遺跡 近 城館跡

甲府城跡 近 城館跡

武田城下町遺跡 中 城館跡

武田氏館跡 中 城館跡

6 鐘推堂山遺跡 中 城館跡

7 要害城跡 中 城館跡

8 湯村山城跡 中 城館跡

9 土屋敷遺跡 中 城館跡

瑯圏ヶ崎亭跡 中 城館跡

茶堂蜂火台 中 城館跡

2 峰本南A遺跡 近 寺院跡

3 北原遺跡 縄・平 集落跡

4 上石田遺跡 縄 集落跡

5 朝気遺跡 縄～平 集落跡

6 ―ノ森経塚遺跡群 中 経 塚

7 琥石古墳 古 古墳

8 湯村山 6号墳 古 古墳

湯村山 5号墳 古 古墳

万寿森古墳 古 古墳

湯村山4号墳 古 古墳

湯村山 3号墳 古 古墳

湯村山 2号墳 古 古墳

湯村山 1号墳 古 古墳

三光寺山遺跡 古 古墳

和田無名墳 古 古墳

緑ヶ丘二丁目遺跡 古 ～平 吉 墳

お塚さん古墳 古 古墳

コツ塚古墳 古 古 墳

ニッ塚 刊号墳 古 古墳

ニッ塚 2号墳 古 古墳

ニッ塚 3号墳 古 古墳

―ツ塚古墳 古 古墳

善光寺塚 2号墳 古 古墳

善光寺塚 1号墳 古 古 墳

三日月古墳 古 古墳

地蔵塚古墳 古 吉墳

鎧塚古墳 古 古墳

北原無名 1号墳 古 古墳

善光寺無名塚 古 古墳

ポンポコ塚 古 古墳

長閑遺跡 中 包蔵地

岩窪遺跡 奈・平・中 包蔵地

塩部遺跡 弥～平 集落跡

山梨大学遺跡 奈・平 包蔵地

宝町違跡 縄・平 包蔵地

寿町遺跡 古 ～ 包蔵地

青沼遺跡 古 包蔵地

本郷遺跡 縄・古～ 包蔵地

日影田遺跡 散布地

緑ヶ丘―丁目遺跡 古 散布地

十二天遺跡 平 散布地

第2表 周辺の遺跡一覧表

遺跡名 時代 種 別

永井遺跡 古・平 散布地

村之内遺跡 古～平 散布地

向田A遺跡 弥～古 散布地

向田 B遺跡 散布地

西前田B遺跡 散布地

御馬屋小路A遺跡 中 散布地

不動遺跡 近 ～ 散布地

御馬屋小路B遺跡 散布地

峰本南 B遺跡 近 散布地

口影遺跡 散布地

岩窪 C遺跡 古 散布地

中道東遺跡 近 散布地

中道西遺跡 中 散布地

新紺屋小学校遺跡 近 散布地

茶堂遺跡 平 散布地

大笠山水の元遺跡 古 ～ 散布地

北善光 A遺跡 平 ～ 散布地

堤下 B遺跡 平 ～ 散布地

堤下A遺跡 平 ～ 散布地

地蔵北遺跡 古～平 散布地

亥ノ兎遺跡 平 ～ 散布地

大六天遺跡 平 ～ 散布地

宮の脇 A遺跡 縄・平～ 散布地

善光寺裏遺跡 縄・平～ 散布地

南善光 B遺跡 吉～平 散布地

南善光A遺跡 平 ～ 散布地

殿屋敷遺跡 平 ～ 散布地

宮の脇 B遺跡 縄・平～ 散布地

上郷遺跡 平 ～ 散布地

銀杏之木遺跡 平～近 散布地

宮裏遺跡 平 ～ 散布地

東光寺遺跡 平 ～ 散布地

宮の前遺跡 縄 散布地

本郷 B遺跡 平 ～ 散布地

本郷 C遺跡 吉～中 散布地

酒折縄文遺跡 縄 散布地

内林遺跡 近 散布地

大橋遺跡 中 散布地

中坪遺跡 吉 散布地

家之前遺跡 平 散布地

里吉天神遺跡 古～平 散布地

上石田B遺跡 平 散布地

大北河原遺跡 平 散布地

久保北河原遺跡 平 散布地

宮北遺跡 縄・平 散布地

千松院遺跡 中～ 散布地

大田町遺跡 古 ～ 散布地

湯田―丁目遺跡 古 散布地

青沼三丁目遺跡 中～ 散布地

八幡神社遺跡 糸電 散布地

大手下遺跡 糸電 散布地

-21-



第 2節 遺跡の歴史的環境

第10図には甲府城下町遺跡・武田城下町遺跡に加え、甲府城下町周辺に分布する甲府市遺跡地図 (甲 府市

教育委員会 1992)に 掲載される103遺跡を示 した。第10図 1～ 11は城館跡 (城・館・砦等 )、 同13～ 15・ 44

は集落跡、16～41は 経塚・古墳、42・ 43。 45～ 103は包蔵地・散布地とされている。ここでは甲府城・甲府

城下町遺跡周辺の歴史的背景について概観 してお く。

原始・古代

縄文時代から古代に至る時期の遺跡分布をみてみると、散布地と位置づけられている遺跡が多 く、不明な

点が多い。これは扇状地に立地するため集落遺跡が造営されにくかったことや、流路変移または中近世にお

ける土地の改変によって消失してしまった可能性等が指摘されている。 しかし、甲府城下町およびその周辺

における発掘調査では、縄文時代～平安時代の遺物の出土が少なからず確認されてお り、未発見の集落が存

在する可能性も窺える。

縄文時代では、荒川の南側で集落跡が確認された上石田遺跡 (同 14)の ほか、武田氏館跡の南東部に位置

する大手下遺跡 (同 103)や愛宕山裾野の人幡神社遺跡 (同 102)、 善光寺周辺に分布がみられる。甲府城跡

や甲府城下町遺跡の調査では明確な遺構は検出されていないが、縄文土器や石鏃などが出土している。弥生

時代には、朝気遺跡 (同 15)・ 塩部遺跡 (同44)で住居跡が検出されている他、相川流域の向田 A遺跡 (同

55)な どが散布地として周知されている。古墳時代には、甲府城下町遺跡甲府裁判所地点の調査において、

弥生時代末～古墳時代前期の遺物が伴う竪穴状遺構が検出されている。周辺においては塩部遺跡で古墳時代

前期の集落が確認されてお り、甲府盆地北部における一勢力圏を成 していたと考えられ、城下町にも集落が

広がっていた可能性が窺える。古墳時代後期には、朝気遺跡で集落が検出されており、その他にも木製品の

出土や奈良時代の竪穴住居、さらに平安時代には再び集落が営まれたこと等が確認されている。また、塩部

遺跡・朝気遺跡で方形周溝墓群が検出されている他、 6世紀前半に築かれた万寿森古墳 (同20)や、湯村山・

愛宕山・善光寺周辺にも古墳・積石塚古墳が分布 している。

中世 (甲府城築城以前)

甲府城が築かれた一条小山は、平安時代末に武田信義の嫡男である忠頼が一条郷を領 し、一条を称 して居

館を置いたことに由来する。寿永 3(1184)年 、忠頼が源頼朝に誅殺された後、忠頼夫人によって菩提の尼寺

が建立された。これを後に遊行二世他阿真教に帰依 した一条時信によって、正和元 (1312)年 に時宗寺院とし

て改められたのが稲久山一条道場一蓮寺である。

永正16(1519)年、武田信虎は甲府市東部の川田館から相川扇状地頂部へ館を移した。この館が戦国期の武

田氏 (信虎・信玄・勝頼)の本拠となった武田氏館跡 (同 5)であり、半島状に突出した郵問ヶ崎に接 して

造営されたことから脚閲ヶ崎館 と呼ばれた。『高白斎記』によると、信虎は大永 3(1523)年 に湯村山に山城 (同

8)を普請し、翌大永 4(1524)年には一条小山の普請をはじめ、大永 6(1526)年には一連寺を小山原へ移し

て新道場が建設されたとしている。普請規模は明確ではないが、館周辺の防衛拠点整備の一環と推定され、

湯村山同様に一条小山の山頂 も明け渡したことが推定されている。なお、小山原については、甲府城南側で

堀に接する平場の鍛冶由輪が想定され、発掘調査では築城期以前の井戸跡が検出された。これについて秋山

敬氏は、一連寺門前町の考察から小山原を楽屋曲輪付近とし、大永 4年の普請の時に山頂から移された一連

寺の伽藍は、一条小山の南西部の平地にかけて広がっていたと推定されている (秋 山 1998)。

近世 (甲府城築城期～甲府勤番期 )

天正10(1582)年の武田氏減亡後、甲斐は織田信長による支配となり、信長家臣川尻秀隆が領有 した。本能

寺の変で信長が誅殺されると、甲斐は天正壬午の乱を経た後から天正18(1590)年 まで徳川家康の支配となっ

た。甲府城の築城は、天正■ (1583)年 または天正13(1585)年 に家康が命 じたものと考えられており、重臣で

あつた平岩親吉が城代に配された。

その後、小田原の役を境に家康が関東へ移封されると甲斐は豊臣領となり、羽柴秀勝、加藤光泰、浅野長
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政・幸長父子など豊臣家重臣による支配地となった。甲府城の築城は関東の徳川の章制を目的に進めたと考

えられ、豊臣系城郭の特徴 とされる野面積み石垣や、発掘調査で朱や金箔を施 した豊臣家の家紋瓦の出土が

その証左となっている。一条小山にあった一連寺は、天正19(1591)年 頃に加藤光泰によって南方へ移転され

た。甲府城の発掘調査では、石垣の裏栗石から五輪塔などの石造物や石臼等が多量に出上 しており、寺院に

関連した遺物と判断されている。同じく築城に伴い移転した長延寺については、柳沢権太夫屋敷付近にあっ

たとされるが、同寺を断定する遺構・遺物は確認されていない。また、武田氏減亡の際に堂宇を消失したが、

二世の顕了道快が家康から同所に寺領を得て再興 したとみられ、文禄年間に移転 したとされている。

甲府城の築城年代に関する文禄・慶長年間の史料は極端に少ないが、浅野長政・幸長父子の在城期に基本

構造が整ったとする説が有力で、各曲輪からは浅野家の家紋瓦が多量に出土 している。この時期には城下町

の整備 も進められ、これまでの武田城下町を城郭南東へ移し、大手門南側部分を武家地として二の堀で、ま

た新たに町人地とした南東部分は三の堀で囲続 した。武田城下町を継承 した山手門北西部については、26

町に区画して上府中と称 した。移設 した新 しい町人地については、東西に甲州街道が抜けてお り、南北 4条、

東西 6条に町割 して23町を整備 し、下府中と称 した。

関ケ原の戦い後、甲斐は再び徳川方の領有となり、城代には平岩親吉が再任された。この時期に浅野父子

から引き継いだ甲府城の築城を完成させ、城下町についても慶長検地などからこの段階に完成 していたと推

定されている。江戸幕府開府後、甲府城は義直をはじめとする徳川家直系が城主となる位置づけになったが、

どの城主も在城せず、城代や武田氏の旧臣である武川十二騎等が城番として置かれた。

慶安 4(1651)年 には徳川綱重が甲斐を拝領 し、甲府藩が成立する。寛文 4(1664)年には幕府より2万両を

得て大規模修復が行われている。綱重の子綱豊は、延宝 6(1678)年 に城主となるがやはり在城せず、江戸城

桜田門外で甲府家をたてた。

宝永元 (1704)年 からの約20年間、柳沢吉録 。吉里が甲府藩主となり、甲府城の大規模な改4多および城下町

の再整備が実施され、甲府城下町は最盛期を迎える。甲府城唯―の在城城主となったのが吉里であり、甲斐

在国に伴う家臣とその家族は推定 2万人であったとされている。柳沢氏による再整備は武家地の内郭だけに

留まらず、町人地であった外郭にも拡張された。また、武家地拡張とともに町人地も三の堀の内恨1に移設さ

れており、甲府城下町の新たな町割 りが進められた、大規模な整備であつたことがわかる。なお、移設元の

町には「元」、移設した町には「新」を付 して称されるようになり、「元紺屋町」や「新紺屋」といった地名・

呼称が今日まで残っている。

柳沢氏の大和郡山移封後から幕末に至るまでの約 140年間は、幕府直轄領として勤番支配のもとに管理さ

れた。享保年間には建物の老朽化に加え、本丸御殿などを焼 く大火があり、度々修復の申請があったものの、

大規模な4笏復は実施されなかった。

幕末・近代

慶応 2(1866)年 に勤呑を廃 して甲府城代が設置されたが、慶応 3(1867)年 の大政奉還の後、翌年の明治元

(慶応 4年 。1868)年 3月 に板垣退助率いる官軍が入城 して開城となった。同年 6月 に城代を廃として「甲斐

鎮撫府」が置かれ、その後「甲斐府」、「甲府県」と名称を変えて明治 4(1871)年の廃藩置県により「山梨県」

に改められた。甲府城は維新政府によって兵部省、続いて陸軍省の管轄におかれ、明治 7(1874)年に山梨県

に引き渡された。なお、同年の大政官布告で廃城が決定となり、内城以外の取 り壊 しがはじめられ、二の堀・

三の堀は埋め立てられて市街地化 していつた。

廃城後の内城では、国の施策であった殖産興業の一環を担う場として、楽屋曲輪の御殿内では養蚕の実施、

さらに内城の空き地では製糸工場建設のための煉瓦石製造が行われた。明治 9(1876)年には勧業試験場とし

て城内全域で葡萄などを栽培 し、ワインの醸造が実施された。明治29(1896)年 には清水曲輪が鉄道院に割譲

され、明治36(1903)年 に甲府停車場の開業によって清水曲輪と花畑は消失した。甲府城の一部を破壊 して開

通した中央線と甲府駅の設置は、本県の産業や都市開発の起点になった一方で、甲府城下町を南北に分断す

ることになり、その後の市街地の形成にも大きな影響を与えたといえる。
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第 3章 遺構 と遺物

第 1節 北区の調査

3地区のうち、北区の調査では溝跡26条、竪穴状遺構 3棟、土坑59基、ピット136基、石列 7条、石組遺構 1基、

井戸 5基、炉 5基などが発見された。

1溝 跡

1号溝 (第 11図 )

位  置 X=312、 Y=203グ リッド

主  軸 N-71° 一W
遺構概要 現存長 ■29m、 幅は中央で 0.6m、 深さは中央 0.05mを測 り、西端は調査区外へ延びる。出土

遺物はない。

時  期 不明

2号溝 (第 11図 )

位  置 X=299、 Y=209グ リッド～X=314、 Y=206グ リッド

主  軸 N-9° 一W
遺構概要 主軸長 15.24m、 幅は北側で 0.45m、 中央 0.65m、 南側 0.48m、 深さは北側で 0.12m、 中央 0.14m、

南側 0.09mを 測る。46号土坑を切 り、4・ 6。 47号土坑、104号 ピット、1号石列に切られる。26号溝、3号土坑、

南端で24号溝 と重複するが新旧関係は不明。出土遺物はない。

時  期 不明

3号溝 (第 11図 )

位  置  X=309、 Y=210グ リッド～X=314、 Y=211グ リッド

主  軸 N-16° 一E

遺構概要 主軸長 5,33m、 幅は北側で 0.52m、 南側 0.73m、 深さは中央付近で 0.07mを 測る。

遺物出土状況 (第 11図)土 器、陶磁器類がわずかに出土 したのみである。

出土遺物 (第 91図 )第 91図 1は瀬戸・美濃の橋鉢、同 2は肥前の磁器瓶である。いずれも17世紀前半代 に

比定される。

時  期 17世紀前半

4号溝 (第 11図 図版 4-3)
位  置 X=301、 Y=207グ リッド～X=307、 Y=207グ リッド

主  軸 N-3° 一W
遺構概要 主軸長 6.23m、 幅は北側で032m、 中央 0.48m、 南側 0.46m、 深さは北側で 0,08m、 南側 0.06mを測る。

北側は一部 1号石列に切 られる。

遺物出土状況 (第 11図)磁 器がわずかに出土したのみである。

出土遺物 (第91図 )出 上 した遺物は、瀬戸・美濃産の磁器碗で、型紙招 りである (第 91図 3)。

時  期 明治10～ 20年代

5号溝 (第 11図 )

位  置 X=307、 Y=201グ リッド～X=309、 Y=201グ リッド
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主  軸 N-16° 一W

遺構概要 現存長 1,75m、 幅は中央付近で 0.46m、 深さは中央付近で0.06mを測る。北側は調査区外へ廷びる。

出土遺物はない。

時  期 不明

6号溝 (第 11図 )

位  置 X=306、 Y=200グ リッド～X=306、 Y=202グ リッド

主  軸 N-67° 一W

遺構概要 主軸長 1.66m、 幅は中央付近で 052m、 深さは中央付近で 0.06mを 測 り、西側は調査区タトヘ廷び、

南には7号溝が並行 している。出土遺物はない。

時  期 不明

7号溝 (第 11図 )

位  置 X=305、 Y=200グリッド

主  軸 N-70° ―W

遺構概要 長さ 0.9m、 幅は中央で 0.42m、 深さは中央で 004mを 測る。西側は調査区外へ廷びる。出土

遺物はない。

時  期 不明

8号溝 (第 11図 図版 4-4)

位  置 X=315、 Y212=グ リッド～X=318、 Y=204グ リッド

主  軸 N-75° 一W

遺構概要 現存長 8,65m、 幅は東西共に 1.lm、 深さは東側で 0.17m、 西側 0.■ mを 測る。中央部分は約

6mにわたり撹乱を受け、東西 ともに調査区外へ延びる。西側で 10号溝 と重複するが大きく撹乱を受けて

おり、新旧関係は不明。出土遺物 もない。

時  期 不明

9号溝 (第 12・ 13図 図版 4-5。 6)

位  置 X=318、 Y218=グ リッド～X=322Y=207グ リッド

主  軸 N-69° 一W

遺構概要 現存長 12.36m、 幅は東側で 0,38m、 中央 0.54m、 西側 0.39m、 深さは東側で 0.08m、 中央 0.06

m、 西側 0.07mを 測る。98号 ピットを切 り、西端で10号溝に、中ほどで97号 ピットに切 られる。東端で25

号溝と重複するが、同一の溝跡である可能性が高い。中央は2mにわたり撹乱を受ける。東側では、清北側

の立ち上がり付近に5mほ どにわたつて 0.38～ 0.45mの 間隔で抗の痕跡が確認された。

遺物出土状況 (第 11図)土 器、陶器が数点出土したのみである。

出土遺物 (第91図 )第 91図 4は瀬戸・美濃のせんじ碗、同 5は福建・広東のイである。

時  期 杯が19世紀代のものであることから、19世紀代と思われる。

10号清 (第 12・ 13図 図版 4-7)

位  置  X=319、 Y=205グ リッド～X=325、 Y=209グ リッド

主  軸 N-35° 一E

遺構概要 現存長 7.8m、 幅は北側で 1.2m、 中央 0,76m、 南側 1.06m、 深さは北側で 0.17m、 中央 0,16m、

南側 0.12mを 測る。 9号溝、 9号土坑を切 り、 7・ 8号 ピットに切 られる。北端は11号溝と、南端は一部
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8号溝と重複するが新旧関係は不明。南北両端 ともに撹乱を受ける。出土遺物はない。

時  期 不明

11号溝 (第 14図 図版 4-8)
位  置 X=325、 Y208=グ リッド～X=341、 Y=214グ リッド

主  軸 N-17° ―E

遺構概要 現存長 17.16m、 幅は北側で 145m、 中央 1.28m、 南側 1.5m、 深さは北側で 0.22m、 南側 0.24

mを 測る。12号溝、10。 14・ 22号土坑を切 り、13号溝、11号土坑、58号 ピットに切 られる。南端は 10号溝

と重複 し、撹乱を受ける。

遺物出土状況 (第 14図)わ ずかに磁器の小破片が 1点出土 したのみである。

時  期 不明

12号溝 (第 14図 図版 4-8)
位  置 X=327、 Y=210グ リッド～X=355、 Y=221グ リッド

主  軸 N-28° ―E

遺構概要 現存長 29,5m、 幅は北側で 1.lm、 中央 1.3m、 南側 1.08m、 深さは北側で 0.lm、 中央 0.24m、

南側 0.28mを 測る。18号溝、23号土坑、61～ 63号 ピットを切 り、中央以南を11号溝 と平行 し一部 を同溝に、

13・ 15号土坑、59号 ピットに切 られる。13・ 16号溝、39号土坑、60号 ピットとも重複するが新旧関係は不明。

北端は39号土坑 と重複 し、南端と同様に撹乱を受ける。北側に延びる21号溝とは同一の遺構である可能性が

高い。出土遺物はごくわずかである。

出土遺物 (第 91図)第 91図 6は肥前産の油壼で漆継 ぎされている。

時  期 18世紀後半代か

13号溝 (第 12・ 13図 図版 4-9)
位  置 X=332、 Y=218グ リッド～X=333、 Y=209グ リッド

主  軸 N-72° W
遺構概要 現存長 086m、 幅は東側で ■08m、 西側 1.55m、 深さは東側で 0.19m、 西側 0.39mを浪1る 。直

交する 12号溝を切 り、中央東寄 りで 1号石組遺構に切 られる。東端で 14号溝、14号 ピットと、西側で 11

号溝 と重複するが、新旧関係は不明。中央は幅 2.2mほ どにわたり撹乱を受け、東西両端ともに調査区タトヘ

延びている。

遺物出土状況 (第 12図)東 側を中心に土器、陶磁器など60点ほどが出土している。

出土遺物 (第 91図)土 器には大小の皿がある (第91図 7・ 8)。 前者は底部に2ヶ 所穿孔されている。陶器

には京都の碗 (同 9)、 志戸呂の悟鉢 (同 12,13)の ほか、大窯の皿 もみられるが、混入であろう (同 10)。

磁器には肥前の蓋物 (同 15)、 染付碗 (同 16・ 17)な どがある。

時  期 18世紀後半～19世紀前半

14号溝 (第 12・ 13図 図版 4-10～ 12)

位  置  X=320、 Y=214グ リッド～X=331、 Y=217グ リッド

主  軸 N-20° 一E

遺構概要 現存長 11.8m、 幅は北側で 0.61m、 中央 ■04m、 南側 048m、 深さは中央北寄 りで 0.53mを 測

る。94号 ピットを切 り、北側で13号溝と直交する。中央以北の東側は調査区外にあたる。13号溝の遺物分布

状況は、14号溝 と交差する付近に集中してお り、この状況から同一の遺構である可能性もある。

遺物出土状況 (第 12図)遺 構の北側を中心に濃密に分布 し、土器、陶磁器類、土製品のほか、煙管、釘を

-26-



はじめとする金属製品などが出土 している。

出土遺物 (第 91・ 92図)土 器には皿 (第91図22～ 26)、 鋼 (同27)がある。そのうち、22。 23は重なった状

態で出土し、接着面には漆 らしき付着物が認められた。陶器には碗 (同 28～ 30)、 皿 (同 31。 32)、 鉢 (同

33・ 34)、 悟鉢 (同35)な どがある。磁器には、イ (第 92図 1)、 碗 (同 2～ 7)、 徳利 (同 8)な どがある。

同 9は狐の陶製品であるが、頭部を欠損する。同10～ 13は煙管の雁首および吸口。同14～30は釘お よび棒

状の鉄製品である。

時  期 18世紀後半～19世紀前半

15号溝 (第 15図 )

位  置 X=345、 Y=213グ リッド～X=348、 Y=215グ リッド

主  軸 N-41° 一E

遺構概要 主軸長 4.48m、 幅は北側で 0.18m、 中央 0.52m、 深さは北側で 0.05m、 南側 0.07mを 測る。中

央以南の西側と南端は調査区外へ延びる。出土遺物はない。

時  期 不明

16号清 (第 14図 )

位  置 X=334、 Y=218グ リッド～X=335、 Y=213グ リッド

主  軸 N-77° 一W
遺構概要 主軸長 5,7m、 幅は東側で 0.68m、 西側 1.32m、 深さは東西 ともに019mを測る。西端は 12号

溝と重複するが新旧関係は不明。中央西寄 りは 1.8mに わたり撹乱を受けており、東端は調査区外へ延びる。

出土遺物はない。

時  期 不明

17号溝 (第 15図 図版 4-13)

位  置 X=357、 Y=219グ リッド～X=359、 Y=218グ リッド

主  軸 N-40° 一W
遺構概要 主軸長 2.55m、 幅は北西側で 0.54m、 南東側 0.66m、 深さは中央で 0,07mを 測る。東南側は撹

乱を受け、北西端は調査区外へ延びる。覆土上層には 2 cm～ 15cm程度の礫が多量に混入していた。

遺物出土状況 (第 15図)出 土遺物はほとんどなく、桟瓦および金属製品が 1点ずつ出上 したのみである。

出土遺物 (第 92図)第 92図31は 、煙管の雁首である。羅宇側を欠損する。

時  期 近世

18号溝 (第 15図 )

位  置 X=339、 Y=218グ リッド～X=340、 Y=215グ リッド

主  軸 N-75° 一W
遺構概要 主軸長 3.5m、 幅は東側で 0.89m、 西側 0.95m、 深さは東側で 0.3m、 西側 0,16mを 測る。西端

は12号溝に切 られる。

遺物出土状況 (第 15図 )土 器、磁器がわずかに 1点ずつ出土 したのみである。

出土遺物 (第 92図 )第 92図 32は 、土器皿で、底部に明瞭な回転糸切 り痕を残す。同33は 、肥前の碗でいわ

ゆるくらわんかである。

時  期 18世紀代
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19号溝 (第 16図 図版 4-14)

位  置  X=348、 Y=227グ リッド～X=348、 Y=229グ リッド

主  軸 N-75° 一W
遺構概要 主軸長 21m、 幅は東側で 0,88m、 西側 0.4m、 深さは中央で 0,09mを 測る。東端は調査区境で

20号溝と重複 し、調査区外へ延びるものと思われるが、新旧関係を明らかにすることはできなかった。

遺物出土状況 (第 16図)陶 磁器類、瓦 (桟瓦 3点、本瓦 1点)な どが出上 しているが、図示できるものは

ほとんどない。

出土遺物 (第 92図 )第 92図 34は、頑戸・美濃産の陶器鍋である。

時  期 19世紀前半から中葉

20号溝 (第 16図 図版 4-15)

位  置 X=334、 Y=225グ リッド～X=354、 Y=232グ リッド

主  軸 N-18° 一E

遺構概要 主軸長 20.65m、 現存幅北側で 0.35m、 中央 0.39m、 南側 0.19m、 深さは北側で 019m、 中央 023m、

南狽10,32mを 測る。19,22号溝、 2・ 4号井戸、 3号竪穴状遺構、35号土坑を切 り、34・ 36号土坑に切られる。

東側の立ち上が りは調査区外にあり、幅は不明。北側は撹乱により削平され、南端は調査区タトヘ廷びる。

遺物出土状況 (第 16図)調 査可能な範囲は狭小であったが、陶磁器類、瓦などが30点ほど出土 している。

出土遺物 (第92図 )陶 器には、片口鉢 (第 92図 35)、 鉢 (同 36)、 瓶 (同 37)、 碗 (同38)があ り、磁器には碗 (同

39,40)、 鉢 (同 41)、 ガラス製乳棒 (同 42)、 金属製品 (同 43。 44)がある。遺物には近世のものもみられるが、

明治から大正時代にかけてのものが多 くを占める。

時  期 近代

21号溝 (第 17図 図版 5-1)
位  置  X=356、 Y=222グリッド～X=860、 Y=228グ リッド

主  軸 N-58°  E
遺構概要 主軸長 7.9m、 幅は北東側で 1.lm、 中央 13m、 南側 0,98m、 深さは北東側で 0.13m、 中央 0.17

mを浪1る 。37・ 42号土坑を切 り、38号土坑、 3。 4号石列に切られる。北東端は調査区タトヘ延びる。出土遺

物はほとんどなく、鉄釘がわずかに出土 したのみである。

出土遺物 (第 92図 )第 92図45は九釘である。

時  期 近代以降

22号溝 (第 16図 図版 5-2)

位  置 X=353、 Y=230グリッド～X=353、 Y=231グリッド

主  軸 N-78° 一W
遺構概要 主軸長 1.6m、 幅は中央で 0.56、 深さは中央で 014mを 測る。東端は20号溝に切 られるが、さら

に東へ延びるかどうかは不明。

遺物出土状況 (第 16図)瓦がまとまって25点 ほど出上しているが、本瓦 5点、桟瓦20点である。いずれも

小破片で、図示できるようなものではない。

時  期 近世以降

23号溝 (第 16図 )

位  置 X=344、 Y=227グ リッド～X=346、 Y=226グリッド

主  軸  N-29° 一W
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遺構概要 主軸長 252m、 幅は中央で 0.65m、 深さは中央で 0.08mを 波1る 。北側は削平を受けてお り、南

端では新旧関係は明らかにできなかったが 3号竪穴状遺構 と重複する。土器の小破片がわずかに 1点出土 し

たのみであり、図示できるものはない。

時  期 不明

24号清 (第 17図 図版 5-3)

位  置 X=298、 Y=209グ リッド～X=327、 Y=218グ リッド

主  軸 N-20° 一E

遺構概要 遺構の残存状況が悪 く、一部削平を受けるなどしているが、現存長 30.05m、 幅は北側で 0.59m、

南側 0.62m、 深さは北側で 012m、 中央 0.09m、 南側 006mを 測る。このうち北側から92・ 93'102・ 90。

95(も しくは101)・ 97・ 124・ 123。 118号 ピット、51号土坑、108。 129・ 128・ 127号 ピットなどと重複する。

2・ 9号溝とも重複するが新旧関係は不明。南北両端 ともに調査区外へ延びる。溝の東西立ち上が り部には

0.9mほ どの間隔で並列する杭の痕跡が認められた。重複するピット群は、0.9m前後の間隔で一列に並んで

お り、柱穴列 として認識できる。そのうちの 90号 ピットは土層断面観察により、24号溝の埋没後に掘られ

ていることが解ってお り、柱穴列は、24号溝廃棄後に掘 られたものであることが想定される。また、両遺構

は、杭列を伴 うなど、屋敷区画境に設けられた施設であると考えられる。

遺物出土状況 (第 17図)碗 を中心とした磁器および鉄釘などが数点出土している。

出土遺物 (第 92図 )磁 器碗はいずれも肥前産で、18世紀後半台に比定されるものである (第 92図46～ 48)。

金属製品は、いずれも棒状のものである (同49～ 54)。

時  期 18世紀後半

25号溝 (第 12・ 13図 )

位  置 X=317、 Y=218グ リッド～X=318、 Y=218グ リッド

主  軸 N-20° 一E

遺構概要 主軸長 1.64m、 幅は中央で 0.28m、 深さは中央で 0,05mを 測る。北端は 9号溝 と重複する。同

様な形態を示すことから、同時期に機能していた可能性が高い。出土遺物はない。

時  期 9号溝と同時併存であるならば、19世紀前半から中葉。

26号清 (第 11図 )

位  置 X=301、 Y=208グリッド～X=303、 Y=208グ リッド

主  軸 N-12° 一E

遺構概要 現存長 184m、 幅は中央で 0,3m、 深さは中央で 004mを測る。北端は2号溝 と重複するが、新

旧関係は明らかではない。出土遺物はない。

時  期 不明

2 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (第 18図 図版 5-4～ 6)

位  置 X=350、 Y=217グ リッド

主  軸 N-74° ―W

遺構概要 調査可能範囲で、東西長 3,45m、 南北長 2.56mの隅丸長方形のプランを呈する。深さは東側 0.19m、

西側 0.26m、 北側 0.22m、 南側 0.26mを 測る。19号土坑を切 り、17号土坑、31号 ピットに切 られる。東狽1

は調査区外へ廷びる。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。性格不明。

遺物出土状況 (第 18図)土 器、陶磁器類、石製品が底面付近より出土している。
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出土遺物 (第93図 )第 93図 2～ 4は陶器皿で大窯製品である。同 5の悟鉢 も大窯製品の可能性がる。同 6

は景徳鎮の白磁で、いわゆる端反皿である。同7は五輪塔の空風輪。

時  期 16世紀後半代

2号竪穴状遺構 (第 19図 図版 5-7)
位  置 X=356、 Y=218グ リッド

主  軸 N-13° 一E

遺構概要 南北長 178m、 東西長 1.45mの南東隅が一部欠損 した不整隅丸方形を呈する。深さは東狽1で 0,05

m、 西側 0,13m、 北側 0.12m、 南側 008m、 遺構中央部で 01mを淑1る 。21号土坑を切 り、57号 ピットと

も重複する。底面は比較的平坦であり、付属施設はなかった。性格は不明。

遺物出土状況 (第 19図)陶 器の悟鉢、棒状鉄製品がそれぞれ 1点出土 したのみである。

出土遺物 (第 98図 )第 93図 8は瀬戸・美濃の橋鉢破片、同 9は棒状の鉄製品である。

時  期 17世紀後半

3号竪穴状遺構 (第39図  図版 5-8)
位  置 X=344、 Y=228グ リッド

主  串由 N-18° ―E

遺構概要 現存値で南北長 2,92m、 東西長 0.95mの 残存部は隅九台形を呈する。深さは東側 01l m、 西 0.14

m、 北 004m、 南 0.03mを 測る。西端は 23号溝と重複。東側は4号井戸に切 られ、20号溝とも重複するが

新旧関係を明らかにすることが出来なかった。遺構の大半は調査区外へ廷びている。出土遺物はない。

時  期 不明

3 土 坑

北区からは、59基の上坑が発見された。土坑 とピットの区分は、径 40cmほ どを境界として大きいものを

土坑、小さいものをピットとした。ただし、プラン確認の段階で遺構名称を付 しているため、調査結果をもっ

て厳密に区分 したものではなく、両者の規模に馳齢が生 じている場合 もある。個々の遺構データについては、

第 3表にまとめた。

ここではいくつかの特徴的な遺構について概観する。

出土遺物がほとんどない土坑が多い中にあって、 5号土坑は比較的豊富な遺物が出土 している (第20図 )。

土器、陶磁器類、金属製品など25点 ほどが出上 している。第93図 13は陶器製油皿、同14は信楽の腰白茶壼、

磁器には肥前の金彩された碗 (同 15)、 鉢 (同 16)、 瓶 (同 17)な どがある。金属製品には、棒状鉄製品 (同

18～ 20)、 寛永通賓 (同21)があり、多 くは18世紀後葉に比定されるものである。

36号土坑は、半分ほどが調査区外にあたり正確な規模は明らかではないが、長方形プランを呈するものと

思われる (第 25図 )。 壁に角杭 を打ち込み、角材を杭に渡 し礫をその上に並べている。土器、陶磁器類、桟

瓦などが出上 しており、近世の遺物も多 くみられるが、第93図 36は 、銅版転写の碗で明治30年代から大正時

代の遺物である。同37は、石製の片口鉢の片田部分と思われる。

54号土坑は、不整楕円形を呈 し、59号土坑を切る (第20図 )。 陶磁器類、金属・石製品、壁土などが出土

している。第94図 4は磁器碗、同 5は悟鉢、同 6は信楽の腰白茶壷である。その他、鉄釘 (同 7～ 9)、 砥

石 (同 10)な どがある。18世紀前半の所産と思われる。

4 ピット

北区からは、186基のピットが発見された。個々の遺構データについては、第 4表にまとめた。建物配置

を示すようなピットは確認されず、列をなすようなものもほとんど確認されなかった。唯一、24号溝と重複
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して発見された、90。 92・ 93・ 95'97・ 101・ 102・ 118・ 123。 124・ 127～ 130号ピット51号土坑は、■5mほ

どの間[扇 をもってほぼ一列に並んでいる (第 17図 )。 24号溝内には並列する杭の痕跡も確認されており、こ

れらのビット列のうち、90号 ピットが24号溝に伴うものかどうかは明らかにできないが、溝ともども屋敷境

の施設の痕跡を示す遺構だと思われ、東狽1に は小路があることから、小路と屋敷の境界の施設とも考えられ

る。

5  て三 夢む

1号石列 (第 30図  図版 7-8)

位  置 X=303、 Y=215グ リッド～X=307、 Y=205グ リッド

主  軸 N-71° 一W
遺構概要 主軸長 10.2m、 掘 り方の幅は東側 0.58m、 中央 0.3m、 西側 0.52m、 深さは東側で 0,15m、 中

央 0.12m、 西側 0.13mを 測る。 2・ 4号溝、50号土坑、114号 ピットを切る。東端は調査区外へ延びている。

溝西側および東端において10～ 20cm大 の礫が敷き並べたような状態で確認された。礫は中ほどでは確認され

なかったが、当初から敷き並べ られなかったのかについては不明。出土遺物 もなく、性格不明。

時  期 明治10～20年代以降

2号石列 (第31図 )

位  置 X=309、 Y=203グ リッド～X=310、 Y=210グ リッド

主  軸 N-72C― W
遺構概要 現存長 ■78m、 掘 り方の幅は 0.5m、 深さは 0.12mを 測 り、西側は調査区外へ廷びる。溝内に

は10～ 15cmほ どの礫が敷き並べたような状態で確認された。出土遺物 もなく、性格不明。

時  期 不明

3号石列 (第32,33図 図版 7-9)

位  置 X=357、 Y=233グ リッド～X=358、 Y=225グ リッド

主  軸 N-71° 一W
遺構概要 X=360、 Y=225グ リッド付近で L宇型に屈曲する形態を呈する。東西現存長 8.3m、 掘 り方

の幅は東側で 0.65m、 中央 0.51m、 西側 046m、 深さは東側で 0.21m、 中央 016m、 西側 0.2m、 南北長 242

m、 堀 り方の幅は北側で 047m、 中央 0.51m、 南側 0,49m、 深さは中央で 0.19mを 測る。21号溝、 5号井

戸を切 り、東側の屈曲部で 6号石列 と、南側で 4・ 7号石列と接する。東狽1は調査区外へ廷びる。溝状の掘

り方内には10～ 20cmほ どの礫を隙間なく充填 していた。形】犬から、建物にかかわる遺構であると考えられる。

遺物出土状況 (第33図)土 器・陶器 。磁器の小破片がわずかに各 1点出土 したのみである。

出土遺物 (第94図)第 94図 22は 、灰釉陶器の鉢で、遺構の時期を示す ものではないと思われるが図示 した。

時  期 近代

4号石列 (第32,33図 図版 7-9)

位  置  X三 355、 Y=224グ リッド～X=358、 Y=222グ リッド

主  軸 N-16° 一E

遺構概要 X=357、 Y=224グ リッド付近で L字型に屈曲する形態を呈する。南北長 323m、 掘 り方の幅

は北側で 0,42m、 中央 0,34m、 南側 0.36m、 深さは中央で 0.05m、 東西長 2.5m、 掘 り方の幅は東恨1で 0.42

m、 西側 0.48m、 深さは東側で 0,1l m、 西側 006mを 測る。21号溝、38'41,42号土坑を切る。屈曲部で、

3'7号石列と接する。掘 り方内には10～25cm大の礫を充填するが、南端および東端付近には礫があまり認

められない。出土遺物はないが、 3号石列と同様な性格を有するものと思われる。
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時  期 近代

5号石列 (第 32・ 33図 図版 7-9)
位  置  X=355、 Y=227グ リッド～X=356、 Y=225グ リッド

主  軸 N-72° 一W
遺構概要 X=356、 Y=227グ リッド付近で L字型に屈曲する形態を呈する。東西長さ2,27m、 掘 り方の

幅は北側で 0.38m、 南側 0,35m、 深さは中央で 0.14m、 南北長さ 17m、 幅は東側で 0.4m、 西側 0.38m、

深さは中央で 01mを測る。東側は 7号石列 と接する。掘 り方内には10～25cm大の礫を充填するが、他の石

列内の礫より概 して大形である。

遺物出土状況 (第 33図)磁 器の小破片がわずかに数点出土したのみで、図示できるものは 1′点のみである。

隣接する石列と同様な性格を有するものと思われる。

出土遺物 (第94図 )第 94図 23は 、磁器広東碗の蓋であり、遺構の時期を示すものではないと思われるが図

示 した。

時  期 近代

6号石列 (第 32・ 33図 図版 7-9)

位  置 X=359、 Y=221グ リッド～X=360、 Y=225グリッド

主  軸 N-74° ―W
遺構概要 X=361Y=222グ リッド付近で L字型に屈曲する形態を呈する。東西長 3.4m、 掘 り方の幅は

東側で 0,51m、 西側 041m、 深さは中央で 0.07m、 南北長 ■6m、 掘 り方の幅は 0.6m、 深さ008mほ ど

を測る。東側は3号石列と接 し、屈曲部は一部撹乱によって削平を受ける。出土遺物はないが、他の石列と

同様な性格を有するものだと考えられる。

時  期 近代

7号石列 (第 32'33図 図版 7-9)
位  置  X=357、 Y=225グ リッド

主  軸 N-76° 一W
遺構概要 主軸長 1.58m、 幅は東側で 0,72m、 西側 0.62m、 掘 り方深さ0.05mを 測る。21号溝を切 り、西

側は 3・ 4号石列と接する。出土遺物はないが、他の石列と同様な性格を有するものだと考えられる。

時  期 近代

6 石組遺構

1号石組遺構 (第31図 図版 4-9、 7-10)

位  置 X=332、 Y=215グ リッド

主  軸 N-71° 一W
遺構概要 主軸である東西長 176m、 南北長 1.29mを 測る長方形を呈する。13号溝内に構築されている。

長さ25cmほ どのやや細長い礫を小口に2ないし3段積んでいるが、西側は残状況が悪 く1段のみが残 され

ている。底面は平坦となり、その他の施設は確認されなかった。土層断面観察では、13号溝の覆土を再掘削

して石組みを行っている様子は確認されなかったことから、13号溝が坦没する以前に石組遺構が構築された

ことが理解できるが、両遺構が同時に機能 していたかどうかは明らかではない。

遺物出土状況 (第31図)陶 器、磁器が 3点のみ出土 している。

出土遺物 (第 94図 )第 94図 24・ 25は志戸呂の悟鉢、同25は 白磁の端反皿である。白磁皿は16世紀代に比定

されるもので、悟鉢も16世紀後葉から17世紀前葉のものである。出土遺物の様相は古いが、豊富な出土遺物
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から18世紀後半～19世紀前半に比定される13号溝内に構築されていたことからすれば、それ以降の構築とい

っことになる。

時  期 18世紀後半～19世紀前半以降

7 井 戸

1号井戸 (第 34図  図版 7-11・ 12)

位   置 X=350、 Y=225グ リッド

遺構概要 南北 2.lm、 東西 2.05mの 円形を呈する。確認面から底までの深さは 38mを測る。南側で重複

する16号土坑に切られる。石組、桶などは用いない素掘 り井戸で、断面形態はロー ト状を呈する。確認面か

らの深さ 1～ 15m付近にかけて、10～ 30cm大 の礫が大量に確認された。井戸を埋め戻すにあたつて、投棄

されたものと考えられる。底は角がとれた三角形状を呈 し、地山礫層上面まで掘 られている。

遺物出土状況 (第 34図 )出 土遺物は少なく、覆土上層において陶磁器が10点足 らず発見されたに過ぎない。

重機による断ち割 り調査 も実施 したが、覆上下層において遺物を発見することはできなかった。

出土遺物 (第94図 )第 94図 27・ 28は 鉄釉天 目茶碗、同29は 陶器皿である。28。 29は 大窯製品である。同30

は景徳鎮染付皿である。いずれも16世紀代のものである。

時  期 16世紀後半代

2号井戸 (第35図  図版 7-13・ 14)

位  置 X=341、 Y=226グ リッド

遺構概要 南北 2.5m、 東西 2.15mの 不整円形を呈する。確認面から底までの深さは 3,7mを 測る。東端部

は20号溝 と重複する。礫を底部まで積んだ石囲いの井戸である。石積みの下層は、崩落の危険があり、図化

できていない。底部に胴木などは用いず、基礎 となる石はやや大型の礫を据えている。底部の平面は隅丸の

不整方形を呈する。断面は底部との幅に差のない方形を呈する。

遺物出土状況 (第35図 )覆 土上層より陶器が 4点ほど出上 したに過ぎず、断ち害Jり 調査のため覆土下層で

の遺物はほとんど確認できていない。

出土遺物 (第94図 )第 94図 32・ 33は 陶器悟鉢、同31は大窯製品の鉢である。

時  期 16世紀後葉から17世紀前葉

3号井戸 (第 36・ 37図  図版 7-15、 8-1～ 3)

位   置  X=337、 Y=222グ リッド

遺構概要 南北 1.8m、 東西 1.65mの 円形を呈する。確認面から底までの深さは 4.35mを 波1る 。確認面より

0.6～ 0,7mの深さで段を有する構造となり、下部構造は径 1l mほ どの円形を呈するが、底は胴木を組み上

げているため、やや袋状の断面形態となる。井戸は桶を用いたもので、 3段確認できる。最下段の桶側板は

長さ 0,9m、 中段の桶側板長さ 1.8m、 上段の桶側板は上部が腐食 してお りlmほ どしか残存 していないが、

遺構確認面あたりまででちょうど18mほ どあるため、1.8mの側板を使用 していたことが想定される。橘

を支える胴木は、 4本の角材を井形に組み、相欠き接ぎによって接合 している。胴木には桶の縁が嵌るよう

に深さ5 cmの 弧状の掘 り込みがみられる。また、接合部上には、補強のためか台形に加工 した厚さ 1.3～ 28

cmの板材を置いている。

遺物出土状況 (第 37図 )出 土遺物は豊富で、陶磁器、金属・土・ガラス製品、コンクリー ト片など150点余

りが出土 している。第37図 では、遺物分布断面図を示 したが、覆土上層と下層に遺物の分布が集中している

ようになっているが、中層は井戸桶の取上げ時に覆土が崩落したため、正確な位置での遺物の取上げができ

なかったことによるもので、覆土中の遺物分布にそれほどの差があるものではないと考える。

出土遺物 (第95～ 104図)土 器には植木鉢 (第 95図 1)がある。陶器には郭 (同 2)、 蓋 (同 3)、 片口鉢 (同 4)、
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鉢 (同 5。 6)、 悟鉢 (同 7～ 11)、 瓶 (同 12)、 急須 (同13)があり、磁器には杯 (同 14～ 19)、 碗 (同20～

37)、 皿 (同38～ 40、 第96図 1・ 2)、 蓋 (同 3～ 6)、 鉢 (同 7)、 パレット (同 8)、 合子 (同 9)、 急須 (同

10・ 11)、 瓶子のミニチュア (同 13)がある。土製品には、火消 し壺の蓋 (同 12)、 碍子 (同 14)、 泥面子 (同

15)、 陶器製の集緒器 (同 16～ 18)がある。ガラス製品には、化粧瓶 (同 19～22)があるが、同20は薬瓶の

可能性がある。第 98図 9は、桶の底板で、 4ケ所に焼印の跡が見えるが判読不明。第97・ 98図 1～ 8、 第

99～ 102・ 103図 1～ 11は井戸の井戸枠材である。第103図 12～15は井戸胴木の接合部に乗せていた台形の板材。

第104図 1～ 4は胴木である。第105図 1は真鍮製の置時計で、文字盤には白色エナメルが塗られている。同

2・ 3・ 5は板状鉄製品で、木質が付着 してお り、鉄製の籠の可能性がある。同4は釘、同 5は鋼製の縁飾

である。

時  期 明治後半から大正期の遺物がほとんどを占めることから、大正期の遺構 としてよいと考える。

4号井戸 (第 39図 図版 5-8)
位  置 X=344、 Y=228グ リッド

遺構概要 東側の大部分が調査区外に位置することから、調査が可能だった部分で南北 1.65m、 東西 0.56m、

深さ 1.22mを測る。 3号竪穴を切 り、20号溝に切 られる。覆土中には多量の礫が廃棄されており、最上面

には大型の礫を据え並べたような状況が確認された。井戸内には石組みなどはみられないことから、素掘 り

ないし桶を埋め込んだ構造のものと思われる。

遺物出土状況 (第 39図)出 土遺物はわずかで、土器、瓦、金属製品などが出土 している。

出土遺物 (第 105図)第 105図 8は 刀ヽ型の土器皿、同 9は古銭で、北朱銭 と思われるが、銭種不明。

時  期 遺物がほとんどなく断定できないが、中世に遡る可能性 もある。

5号井戸 (第38図  図版 8-4・ 5)

位  置 X=358、 Y=230グ リッド

遺構概要 南北 2.2m、 東西 2.lmの 円形を呈する。確認面から底までの深さは 4.68mを 測る。 1号炉、 3

号石列に切られる。断面形態はロー ト状 となり、明瞭な段はもたない。上層の開いた部分には、一部ではあ

るが石積みが 2段ほど確認された。おそらく、本来は全周 し、上面まで積 まれていたものと思われる。

遺物出土状況 (第38図 )土 器、陶磁器、金属製品などが10点ほど出上 している。

出土遺物 (第 105図)第 105図 10は土器の皿、同■は陶器皿で大窯製品。同13は鮫皮を貼った刀の柄、同14

は古銭で北未銭であると思われるが、銭種不明。同15は水晶の玉。図示できた遺物は中世に遡る様相がみら

れるが、小破片ではあるが瀬戸・美濃の磁器が出上していること、井戸の深さが 468mも あることなどから、

近世の可能性が高いと考える。あえて図示はしていないが、古墳時代前期に比定される台付甕の脚部が出土

している。

時  期 19世紀代か

8 炉 跡

1号炉 (第39図  図版 8-6)
位  置 X=358、 Y=229グ リッド

主  軸 N-24° 一E

遺構概要 南北 0.55m、 東西 0.51mの隅丸方形を呈する。一部残存 しないが、掘 り込み内の四囲に桟瓦を

立てている。炉内には焼上、灰などが確認され、火を燃やした痕跡が確認された。掘 り方の深さは、0.06m

ほどの皿状の浅い掘 り込みとなる。炉の用途は不明。

遺物出土状況 (第39図 )土 器、陶器が各 1点、構造材としての桟瓦が出土 しているのみである。

出土遺物 (第 105図)第 105図 16は志戸呂の信鉢である。
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日寺 期 近世か

2号炉 (第40・ 41図  図版 8-7～ 9)

位  置 X=355、 Y=229グ リッド

主  軸 N-12° 一E

遺構概要 南北 1.07m、 東西 0.93mの馬蹄形を呈する。3号炉が西側に隣接 し、5号炉の上層に造られている。

炉は地面を15cmほ ど平坦に掘 り下げ、壁体は、煉瓦と桟瓦を交互に積み上げた形状となり、現状では20cm

ほどの高さをもつ。覆土中には壁体が崩落 したと思われる煉瓦、桟瓦 とともに、多量の焼土が確認された。

炉として使用されているが、用途不明。

遺物出土状況 (第41図 )炉 内に崩落 した煉瓦、瓦を取 り上げると、床面付近に錆びて大 くなった鉄製品が

多数発見された。鉄製品はほとんどが、棒状の鉄製品ならびに丸釘であった。その他、陶磁器類がわずかに

出上している。

出土遺物 (第 105。 106図)第 105図 17は 陶器の瓶、同18は磁器の碗である。同19～ 30、 第106図 1～ 26は棒

状の鉄製品や釘である。釘はほとんどが九釘であるが、一部和釘が存在する。同 27～ 29は銅線である。同

30～ 33は、重機による表土剥 ぎの段階で出上 したもので、どの炉より出上 したのか明らかにできないが、参

考までに図示 しておく。同331よ輔の羽口である。

時  期 近代

3号炉 (第40'41図 図版 8-7～ 9)

位  置 X=355、 Y=228グ リッド

主  軸 N-14° 一E

遺構概要 南北 ■07m、 東西 1.12mの 馬蹄形を呈する。 2号炉の東側に位置 し、 4・ 5号炉を切る。平面

プランは2号炉に比べ、やや円形に近い。構造的には2号炉と同様な造 りであるが、炉の焚口部には煉瓦を

人の字状に配している。炉内には煉瓦、瓦が散乱 していた。 2号炉同様、炉として使用されているが、用途

は不明。

遺物出土状況 (第41図 )2号 炉同様、炉内の煉瓦、瓦を取 り除 くと、床面に錆びで太 くなった鉄製品が多

数発見された。それに混 じって土器、磁器がわずかながら出上している。

出土遺物 (第 106・ 107図 )第 106図 34は 肥前の磁器碗である。同35～ 46、 第107図 1～26は棒状鉄製品並び

に丸釘である。同27は板状の鉄製品で、両側面を折 り返しているが用途不明。同28は線状の鉄製品である。

時  期 近代

4号炉 (第 40・ 41図  図版 8-10)

位  置 X=355、 Y=227グ リッド

主  軸 N-15° 一E

遺構概要 南北長 1,1l m。 東西長 0.83mの、南北にやや長い精円形を呈する。深さは 0.2mほ どを測る。 5

号炉を切 り、 3号炉、 5号石列に切られる。 2・ 3号炉のように地山を堀 りくぼめ、土と瓦を互層状に積み

上げた煉瓦を用いない構造の壁体としている。また、炉内に瓦を露出させず、上を塗り覆うようにしていた。

2・ 3号炉の焚口は北側であったのに対し、4号炉の焚口は南側にあり、反対方向となる。炉として使用さ

れたことは明らかではあるが、用途不明。

遺物出土状況 (第41図)炉内より瓦のほか、陶磁器がわずかながら出上している。

出土遺物 (第 107図)陶器には、受付皿 (第 107図 29)、 鉢 (同30)があり、磁器碗 (同31)も みられる。い

ずれも、18世紀後葉から19世紀代の遺物であるが、遺構の時期を示すものではない。

時  期 近代
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5号炉 (第42～ 44図 図版 8-11・ 12)

位  置 X=354、 Y=228グ リッド

主  軸 N-17°  E
遺構概要 南北長 3.46m、 東西長 3.lmの隅丸方形を呈する。深さは東側で 0.51m、 西側 0.54m、 北側 0,45

m、 南側 0.23mを 測る。 5号石列、 2～ 4号炉に切 られる。当初、掘 り込み内に瓦が多量に廃棄されてい

たことから、瓦溜 として調査を行ったが、後述するような状況となり、炉として報告する。竪穴状の掘 り方

のうち、北側は長さ■2～ ■3m、 幅 0,35～ 0.4mほ ど2条地山を掘 り残 している。それによって出来た 3

ケ所のくぼみの底部は、被熟 してお りよく焼けていた。掘 り残 した部分には、袖状の役割をもたせていたよ

うである。 3ケ所の炉のうち、東側の焚口両袖 と、中央の焚回の東側焚口には、0.3～ 0.5mの長方形に地

山をわずかに掘 りくぼめた痕跡が確認され、何かを据え置いたものと思われる。南側の方形に掘 りくぼめた

部分も含め、炉の使用 目的は不明である。位置的に2～ 4号炉 とほぼ重なることから、 5号炉の廃棄直後に

炉を築いていることが考えられる。ただし、 2・ 3号炉とは焚国の方向が逆となる。

遺物出土状況 (第 42～44図 )竪 穴状の掘 り込み内からは、瓦をはじめとして多量の遺物が出上 している。

出土 した瓦の総重量は、241 2kgを 測 り、そのほとんどが桟瓦である。その他の遺物として、陶器30点、磁

器 26点、金属製品4点、土製品40点以上が出土している。

出土遺物 (第 107～ 109図 )陶 器 には、油皿 (第 107図 32・ 33)、 鍋 (同34)があ り、磁器 には碗 (同35。

36)、 蓋物 (同 37)、 鉢 (同 39)、 花生 (同40)がある。同41～第108図 1～ 5は、輔の羽口で、径にあまり差

のないタイプと円錐形となるタイプ (同 5)がある。その他、碁石 (同 6)、 鉄釘 (同 7)、 銭種不明の古銭 (同

9)な どがある。遺物は18世紀から19世紀の所産のものであるが、遺構の年代を示すものではないと考える。

時  期 2～ 4号炉と時期的は隔たりはないものと思われ、近代の遺構 と考えられる。

第 2節 南区の調査

南区では溝跡20条、土坑26基、集石土坑 1基、ピット120基、石列 1条、井戸 2基、不明遺構 2基のほか、

甲府城跡の石垣が調査された。

1溝 跡

1号溝 (第 45。 46図 図版 9-2～ 4)

位  置 X=295、 Y=205グ リッド～X=298、 Y=197グ リッド

主  軸 N-71° W
遺構概要 長さ8.27mに 渡って検出され、東西両端は調査区タトヘ と続いている。溝の底に胴木を4本敷 き

(図版 9-4)、 溝の南岸に石積みがされ、その背後には裏込め石が施されている。石積みは2段ないし3段
で、往復積みになっている箇所 もみられる (第45図 )。 胴木は直径 6～ 10cmで 、いずれも赤松材であろうか。

まっすぐになるように切れ込みを入れている材もある。石積みと北岸 との間の溝内には人為的に土が埋め ら

れ、北岸上部には浅い段を付けて、そこに部分的に石列や板柵が施されている。石列は東端で残 りがよい一

方、西端では幅 5 cm、 厚さ l cmほ どの横板が長さ 1.2mに 渡って確認され、その南側には横板を支える直径

5～ 9 cmの 木杭が検出されている (第 ■2図 12)。 木抗の中には脇に固定のため小さな木杭が打ち込まれた

ものもみられる。完掘段階での溝の幅は東側で 12m、 中央で 1.15m、 西側で 136m、 深さは東側で 0.65m、

中央で 0.58m、 西側で 0.55mを 測る。

出土遺物 (第 112図 )溝 内からは焼 き印が押された枝杓の枝 (第 112図11)の ほか、鋼板転写の磁器 (同 7)

やガラス瓶 (同 10)な ど近現代の遺物が出上 した。

時  期 近現代
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2号清 (第47図 図版 9-6)

位  置 X=292、 Y=204グ リッド～X=295、 Y=196グ リッド

主  軸 N-70° 一W
遺構概要 撹乱によって部分的に損なわれているが、長さ8.lmに渡って確認され、両端は調査区外へ と延

びている。幅は東側で 0.94m、 中央で 0,62m、 西側で 038mを測 り、深さは東側で 0.08m、 西側で 0.12m。

3号溝を切る。北岸側において直径 4 cm前後の木杭 (第 112図 18)が不規則に打たれてお り、中には2本セッ

トで打たれたと考えられるものもある。

出土遺物 (第 112図 )第 ■2図 17は 17世紀末から18世紀初頭の肥前の染付皿。

時  期 18世紀前半

3号溝 (第47図 、図版 9-5・ 6)

位  置 X=292、 Y=203グ リッド～X=294、 Y=196グ リッド

主  軸 N-69° 一W
遺構概要 2号溝 と部分的に重なるように、ほぼ平行に掘 られている。長さ7.75mに 渡って検出され、東

端は撹乱を受け、西端は調査区外へと延びている。幅は東側で 0.57m、 中央で 0.71m、 西側で 0.48m、 深

さは東側で 0.26m、 西側で 0.47mを 測る。 2号溝、 3号ピットに切 られる。北岸側には部分的に直径 4 cm

前後の杭 (第 112図 19)が打たれている (図版 9-5)。

時  期 2号溝 (18世紀前半)よ り古い。

4号清 (第47図  図版 9-7)

位  置 X=289、 Y=203グ リッド～X=290、 Y=195グ リッド

主  軸 N-71° 一W
遺構概要 長さは8.35mで 、両端 とも調査区外へと続いている。幅は東側で 1.06m、 中央で 0.56m、 西側で 0.65

mを測 り、東端で幅を増 している。深さは東側で 0.3m、 中央で 0.29m、 西側で 0.22m。 5号溝、 8・ 9。

15号 ピットに切られる。

出土遺物 (第 112図 )土 器片 (第■2図20)出 土。

時  期 不明

5号溝 (第47図  図版 9-7)

位  置 X=284、 Y=201グ リッド～X290、 Y=195グ リッド

主  軸 (東西が長い逆 L字型)

遺構概要 4号溝 とほぼ平行するが、東側において大きく南側に曲が り、長さは 11.2mを測る。幅は南側

で 1.48m、 中央東寄 りで 0.88m、 中央で 1.14m、 西側で 0.38m。 深さは南側で 0.21m、 中央東寄 りで 0.14

m、 中央で 0.19m、 西側で 0.12mを 測る。 4・ 6号溝を切 り、 9・ 20。 21号 ピットに切 られる。西 。南両

端とも調査区外へ延びる。出土遺物なし。

時  期 不明

6号溝 (第47図 )

位  置  X=286、 Y=202グ リッド

主  軸 N-15° 一E

遺構概要 調査区の端で検出され、全体像は不明であるが、長さ 1.15m、 幅 0,18m、 深さ0.13mの規模である。

5号溝に切られ、東側は調査区外へ廷びる。出土遺物なし。

時  期 不明
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7号溝 (第47図 )

位  置  X=294、 Y=203グ リッド

主  軸 N-13° ―E

遺構概要 長さは 1.32mを 波1り 、幅は中央で0.53m、 深さは南側で013m。 中央南寄 りと北端は撹乱 を受ける。

出土遺物 (第 112図 )第 ■2図21は 19世紀前半から中葉にかけての肥前の蓋片。

時  期 不明

8号溝 (第47図 )

位  置 X=291、 Y=203グ リッド

主  軸 N-17° ―E

遺構概要 長さは 0,84mを 測 り、幅は中央で 0.32m、 深さは南側で 0.05m。 17号 ピットに切 られ、16号 ピッ

トを切る。北端は撹乱を受ける。出土遺物なし。

時  期 不明

9号溝 (第48図 図版 9-8)
位  置  X=270、 Y=193グ リッド～X=275、 Y=189グ リッド

主  軸 (東西が長い」字型 )

遺構概要 長さは 9,7mを 測 り、西側は調査区外に延びている。幅は北西側で 0.62m、 中央で 049m、 南側

で 061m、 深さは北西側で 0,16m、 中央で 0.14m、 南側で 0.17mを 測る。12号溝を切 り、 1号石列、10,

11・ 13号溝、 4・ 5号土坑、42号 ピットに切られる。

遺物出土状況 (第 49図)広い範囲から土器皿 。悟鉢・焙烙・陶磁器・鉄製品など、多種の遺物が出土。南側

の地点で土鈴 2点出土。

出土遺物 (第 112。 113図 )第 112図 26は焼塩童の破片であろうか。同27は 、京都。信楽の18世紀中葉の銹絵碗。

同32は堺の悟鉢で、第113図 1は肥前の貫入が入った染付碗。ともに18世紀後半の所産。同 4は水滴の破片。

時  期 18世紀後半

10号溝 (第48図 図版 9-8)
位  置 X=273、 Y=194グ リッド～X=275、 Y=188グ リッド

主  革由 N-75° 一W
遺構概要 長さは 5,9mを測 り、西端は調査区外に続 く。幅は東側で 0.51m、 中央で 0.53m、 西側で 0.56

mを測 り、深さは東側で 0.22m、 中央で 0.29m、 西側 015m。 この溝には部分的に抗列が施されているが、

木部はほとんど残 らず、黒い上になっている。 9号溝 と6号土坑を切 り、11号溝に切 られる。

遺物出上状況 (第49図)中間域を中心に陶磁器類が出土。

出土遺物 (第 113図 )第 ■3図 17は19世紀中葉の瀬戸・美濃の木型打込み寿紋皿。同18は 18世紀末から19世

紀初頭の肥前の広東碗蓋。

時  期 19世紀中葉

11号溝 (第48図 図版 9-8)
位   置  X=272、 Y=195グ リッド～X=274、 Y=188グ リッド

主  軸 N-73° 一W
遺構概要 10号溝に重なりながら平行 し、長さ6.65mを 測る。幅は東側で 0.58m、 中央で 0.52m、 東側で 0,36

m。 深さは西側で 022m、 中央で 018m、 西狽1で 0.23m。 9。 10。 13号溝、 3・ 6号土坑、 1号井戸を切る。

東端は撹乱を受け、西端は調査区外へ廷びる。

-38-



出土遺物 (第 113図 )第 113図 19は 19世紀の京焼の壺の蓋。緑釉が施され、貫入が入る。同20は 18世紀後半

の肥前の筒形碗。

時  期 19世紀中葉

12号溝 (第48図 図版 9-9)

位  置 X=271、 Y=193グ リッド～X=272、 Y=187グ リッド

主  軸 N-73° 一W
遺構概要 長さは 5.36mを 測 り、西端は調査区外に廷びる。幅は東側で 0.39m、 中央で 0.57m、 西側で 0.63

m、 深さは東側で 0.12m、 西側で 0.07m。 43号 ピットと1号井戸を切 り、9。 13号溝と7号土坑に切 られる。

出土遺物 (第 113図 )第 113図 22は削 り出し高台をもつ18世紀後半の肥前の染付碗で、熱を受けている。

時  期 18世紀後半

13号溝 (第48図 図版 9-10)

位  置 X=266、 Y=189グ リッド～X=273、 Y=192グ リッド

主  軸 N-15° ―E

遺構概要 長さは 7.9mを 測 り、幅は北側で 0.85m、 中央で 0,7m、 南狽1で 0.49m、 深さは中央南寄 りで 02

m。 北端は11号溝に切 られ、南端は以前の トレンチ調査によって削られ消える。 9号・12号溝、44・ 48号 ピッ

トを切るが、45'61号 ピットとの新旧関係は不明。

遺物出土状況 (第 49図)広範囲から土器・陶磁器類、鉄製品が出土。

出土遺物 (第 113図 )第 113図 28・ 29は 瀬戸・美濃の灰釉の五合徳利で、前者は19世紀前半から中葉、後者

は18世紀の所産。同31は 18世紀の灰釉の灰落 しで、熱を受けている。同38は鉄釉の鍋で、18世紀後半から

19世紀中葉にかけての在地産であろうか。同34は 18世紀後半の白磁の杯、同37は 18世紀後半から19世紀に

かけての筒形碗、同39は 18世紀後半の火入れで、いずれも肥前産。

時  期 19世紀中葉

14号溝 (第48図 )

位   置 X=268、 Y=196グ リッド～X=273、 Y=197グ リッド

主  軸 N-18°  E

遺構概要 長さは 4,9mを測 り、幅は北側で 1.55m、 中央で 162m、 南側で ■42m。 深さは北側 0.12mと

浅い。北端は 1号集石土坑と接 し、東側は調査区タトヘ廷びる。 1号集石土坑との新旧関係は不明であ り、14

号溝と1号集石土坑から出土 した陶器が接合 しているため、もともと一体であった可能性もある。74号 ピッ

トを切る。

遺物出土状況 (第 49図)広 い範囲から土器・陶磁器類、金属製品、石製品、木製品が出土。

出土遺物 (第 114図 )第 114図 1と 2は染付碗で、前者は19世紀中葉の瀬戸・美濃産、後者は18世紀後半の

肥前産。同 3は近代の急須の把手。同7は環状銅製品で、同10は粘板岩製の硯片。

時  期 近代

15号溝 (第 50図 図版 9-11)

位  置 X=261、 Y=189グ リッド～X=267、 Y=195グ リッド

主  軸 N-50° 一E

遺構概要 長さは 8.3mを浪1り 、幅は北端で 0,6m、 中央で 1,72m、 西端で 066m、 深さは北側で 0。 12m、

西側で 0.2m。 北東側は調査区外へ延び、西端は以前の トレンチ調査によって削られ消える。16号土坑を切 り、

18号土坑と66号 ピットに切られる。56号 ピットとの新旧関係は不明。
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遺物出土状況 (図版 9-11)底 部から、次項で取 り上げる土器が正位で出土。

出土遺物 (第 114図 )第 114図 12の土器は完形で、「水」ない し「木」の墨書あ り、18世紀後半の所産と推

定される。

時  期 18世紀後半

16号溝 (第 50図 図版 9-12)

位  置  X=256、 Y=192グ リッド～X=258、 Y=183グ リッド

主  軸 N-75° 一W
遺構概要 長さは 9.35mを 測 り、東西両端は調査区外へと延びている。幅は東側で 1.44m、 中央で 1.81m、

西側で ■5mを測 り、深さは東側で 0,62m、 中央で 0.66m、 西側で 0.68mと 深い。21号土坑・94号 ピット・

2号井戸を切 り、17号溝に切 られる。

出土遺物 (第 114図 )第 114図 15は 19世紀中葉から明治にかけての白磁の杯で、その他土器や鉄釘 も出土。

時  期 近代

17号溝 (第 50図 )

位  置  X=255、 Y=184グ リッド～X=256、 Y=192グ リッド

主  軸 N-77° 一E

遺構概要 長さは 8.66mで、東端は調査区タトヘ廷びる。幅は東側で ■7m、 中央で 114m、 西側で 1,3mを

測る。深さは東側で 0.08m、 中央東寄 りで 0.08m、 西側 0,06mと 浅い。16号溝、92,95・ 101号 ピットを切る。

93号 ピットとの新旧関係は不明。中央西寄 り部分は以前の トレンチ調査によって削られている。

出土遺物 (第 114図)第 114図 17は瀬戸・美濃の鉄釉天目碗。

時  期 16号溝 (近代)よ り新 しい。

18号溝 (第 50図 )

位  置  X=259、 Y=191グリッド～X=261、 Y=185グリッド

主  軸 N-75° 一W
遺構概要 中央部分は 2.4mに 渡 り以前の トレンチ調査によって削 られ、全体の長さは 6.9mを測る。幅は

東側で 0,34m、 中央で 0.36m、 西側で 0.28m、 深さは東側で 0.08m、 西側で 0.09m。 21号土坑を切る。出

土遺物なし。

時  期 21号土坑 (近代)よ り新 しい。

19号溝 (第 50図 )

位  置 X=251、 Y=189グリッド～X=254、 Y=190グリッド

主  軸 N-26° 一E

遺構概要 長さは 2.92mで 、西側は撹乱を受ける。幅は北側で 034m、 南側で 0.7m、 深さは中央付近 0.09

m。 98・ 104・ 105。 106号 ピットを切 り、北端は 92号ピットに切られる。出土遺物なし。

時  期 不明

20号溝 (第 51図 )

位  置 X=232、 Y=178グリッド

主  軸 N-15° 一E

遺構概要 調査区南端で確認した遺構で、確認範囲では長さ 1.15m、 幅中央付近 0.96m、 深さ南側 0.14m

を測 り、調査区タトヘ延びる。出土遺物はなく、覆土は炭化粒・サビ粒を含み、径 5～ 8 cmの礫が混在 した。
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Π寺 期 不明

2 土 坑

平面プランを確認 した段階で長径が概ね 40cm以 上のものを上坑、それ以下のものをピットとした。ただ

し掘 り上げた段階では、その基準におさまっていない例 もみられる。個々の状況については第 5表を参照さ

れたい。ここでは特徴的なもののみ取 り上げる。

3号土坑は内部に杭が打ち込まれている。 4号土坑は東側が撹乱で失われていたが、内部に礫 と遺物が詰

まっていた (図版10-2)。 第114図 20は 19世紀中葉の瀬戸・美濃の染付碗で、火鉢片 (同21～ 24)、 九瓦片

(同25)の ほか、使用痕がある粘板岩製の硯 (同 26)も 出上した。 6号土坑の底からは、板にのるかたちで

磁器片が出上 した (図版10-3)。 21号土坑は2号井戸の上部に位置し、多 くの遺物が検出された。第115図

6は 16世紀後半の大窯の鉄釉天目碗底部で、同13は 18世紀後半から19世紀中葉の糸 目土瓶。18世紀後半の肥

前の染付碗 (同 15)や 19世紀前半から中葉の御神酒徳利 (同 18)も みられるが、明治期の白土染付の上瓶 (同

12)が出土 しているため、遺構の時期は近代である。25号土坑から出土 した悟鉢片 (同21)は 、16世紀後

半～17世紀前葉の志戸呂産であろうか。

3 集石上坑

1号集石土坑 (第 56図 図版10-6'7)

位  置 X=274、 Y=197グ リッド

主  軸 N-74° 一W

遺構 411要 平面は東西 2.64m、 南北 2.12mの楕円形で、底部は東西方向に長い長楕円形を呈 し、深さは中

央で 0.51mを 測る。内部に直径 5～ 20cm程 度の礫が詰まり、その下部は土が主体 となっている。斜面の中

腹には平面が円形になるように木抗列が施されている (第 116図 14、 図版10-7)。 西側の木杭は残存 してい

るものが多い一方、東側では劣化が進み黒い上が確認できる程度である。残っている木杭は直径 1.5～ 3 cm、

長さ22～ 35cmの九杭で、ほぼ垂直に打たれている。14号溝との新旧関係は不明で、14号溝の項でふれたと

お リー体であった可能性もある。

遺物出土状況 (第 56図)主 として礫層に、数多 くの陶磁器片等が混在する。

出土遺物 (第 115。 116図 )第 115図 30は 近代の鉄禾由の楯鉢で、在地産であろうか。同31は 19世紀前葉の堺の

悟鉢で、同33は 18世紀後半の瀬戸・美濃の鉄釉悟鉢。第116図 1は 18世紀後半の染付碗、同 4は 19世紀中葉

の瀬戸・美濃の染付碗で、ともに高台内に銘がある。同 8は 19世紀中葉の瀬戸・美濃の色絵木型打込み寿紋

皿。同11は近代の火鉢で、在地産か。

時  期 近代

4 ビット

個々の状況については第 6表参照。ここでは特徴的な事例のみを示 したい。

25号 ピットの確認面直上からは、18世紀前半のコンニャク印判の染付郭 (第■6図 18)が正位の状態で出

土 した (図版10-10)。 93号 ピットの出土品 (第 116図 19)は焼塩重の蓋であろうか。ピットのなかには 10。

23・ 26・ 36。 74号をはじめとして覆土に礫が入つている例がみられるが、38号 ピット (図版10-11)の よう

に人為的に礫が入れられたと考えられるものもある。 6・ 11'13・ 18号 ピットは中に木杭が打ち込まれたり、

入れられていた。62～64号 ピットは以前の トレンチ調査によってすでに掘られていた。

5  不i 夢1

1号石列 (第 59図 図版10-14)

位  置 X=276、 Y=189グ リッド～X=274、 ～Y=192グ リッド
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主  軸 N-61° 一W
遺構概要 長さは 3.5mを 測 り、幅は東側で 0.35m、 中央で 0.3m、 西側で 038m。 深 さは東側で 0.2m、

中央で0,18m、 西側で0.15m。 礫の下部は溝状になってお り、溝に礫が入れられていた可能性 もある。9号溝、

5号土坑、42号 ピットを切る。西端は調査区タトヘ延びる。

遺物出土状況 (第 59図)礫 に混じって陶磁器類や瓦片のほか石製品が出土。

出土遺物 (第 116。 ■7図)第 116図 20は 18世紀後半の堺の信鉢。第117図 1は 凹石で、同2は用途不明石製品。

時  期 18世紀後半

6 井 戸

1号井戸 (第60図 図版11-1,2)
位  置  X=273、 Y=188グ リッド

遺構概要 直径 0,6～ 0,7mの 円形の石積み井戸で、石積み上部から3.3m下 に丼桁に組 まれた胴木が施さ

れている (図版ll-2)。 胴木は南西側の材のみが角材で、他は丸太材であり、それぞれの接点は加工が施

され組み合わされている (第 117図 10,11、 第118図 1・ 2)。 11・ 12号溝に切られる。

遺物出土状況 (第 60図)井 戸の中や石積み内から、土器 。陶器、木製品、石製品が出土。

出土遺物 (第 117。 118図 )第 ■7図 3の土器皿は口縁部にタールが付着。同4は 17世紀前葉の瀬戸・美濃の

鉄釉碗、同 5は 同時期の志野鉄絵皿、同 6の鉄釉悟鉢は 16世紀後半の大窯製であろうか。同 7の鉄釉情鉢

は16世紀後半から17世紀にかけての志戸呂産か。 8は五輪塔空風輪で底部に柄はない。同 9は曲物の底板。

時  期 17世紀前半

2号井戸 (第 61図 図版11-3～ 5)

位  置 X=258、 Y=192グ リッド

遺構概要 確認面は21号土坑の下の 1辺約 ■8mの隅丸方形状の落ち込みで、そこから0,7mほ ど掘 り下げ

たところで、木材を井桁に組んで枠木とし、その上に石がのせられた部分を確認 した。木材は南東辺のもの

のみ 2本で、他は 1本であり、高さを調整するため下に石を敷いている部分 もみられる (図版11-3)。 枠

木の内側は 1辺約 0,7mの ほぼ正方形である。木材の上の石は、交点の上に大きめの石が用い られ、各辺で

は木材の側面をタト側からおさえるように積まれている。この上部確認段階では、井戸内部において息継ぎ竹

を検出した。井戸は円形の素掘 りであり、木組みの下部から深さ3.4mま で続いていることを確認 したが (図

版11-5)、 安全確保のため底は未確認である。16号溝と21号土坑に切られる。

遺物出土状況 (第 61図 )井 戸内から土器 。陶磁器類、木製品、鉄製品が出土。

出土遺物 (第 118'119図 )第 118図 4は 18世紀後葉～19世紀中葉の美濃の駄知土瓶 (「 駄」の刻印あ り)。 同

5は 18世紀前葉の三島手の鉢で、象嵌がみられる。同 9。 10は桶の側板、同12・ 13は底板。第119図 5～ 8

の鉄製品は最上部から出土 し、21号土坑の底部にあたる位置である可能性もある。

時  期 18世紀後半か

7 不明遺構

1号不明遺構 (第 62・ 63図  図版11-6～ 10)

位  置 X=253、 Y=184グ リッド

遺構概要 東西 4.05m、 南北 3.85mの 円形の上坑で、断面はロート状を呈し底は狭まる。遺構の東側には

上下 2本の木材が横に渡され (図版11-9)、 それにもたれかかるように8枚の板材が立て掛けられていた

(図版11-7・ 8)。 横に波された木材のうち上部のものの両端は土坑の壁に若干くい込むようにして固定さ

れ (図版11-10)、 8枚の板材の下部は、直線状に並ぶように底が加工されていた。木材遺構の西根1に は集

石がみられるが、第 63図のセクション図をみると、この礫層 (4層)は木材遺構の上部へと広がっている。
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礫層には近現代の遺物 も含まれていたが、礫層と木材遺構・ロー ト状土坑の時期が異なることも考えられる。

24,25号土坑に切 られる。

遺物出土状況 (第 62図)主 として上部の礫層から遺物が出土 した。

出土遺物 (第■9図)第 119図 9は 13世紀の龍泉窯系青磁碗。同10は杵で、同11～15は 曲物側板。

時  期 礫層 (4層 )は近現代であるが、木材遺構 。ロー ト状土坑の時期は特定できない。

2号不明遺構 (第 63図 図版11-12・ 13)

位  置 X=238、 Y=184グ リッド

遺構概要 調査区西壁際で確認 した遺構のため、確認範囲では東西 1.60m、 南北 162mを 測つた。底部の掘

り方から埋桶遺構 と考えられるが、桶材は抜かれてお り、性格については不明である。出土遺物は第119図

16の 陶器の他、上部に木片が数本と拳～人頭大の礫が混在 した。断面観察から、桶材の除去後徐々に埋没 し

た状況が窺え、ゴミ穴等に利用されていた可能性 も考えられる。

時  期 近現代か

8 石 垣

位  置 X=145、 Y=85グ リッド～X=165、 Y=90グ リッド

主  軸 N-18° ―E

遺構概要 (第 65。 66図 図版11-15。 12-1～ 5)甲 府駅の線路の北側において遺構確認調査 を実施 し、

清水曲輪の西側に築かれた石垣の下部を全長 19,6mに渡って検出した。裏栗石層まで含めた幅は耳ヒ側で 445

m、 中央付近で 3.7m、 南側で 3.4mを 測る。石垣はいわゆる野面積みで勾配をもって積まれ、残 りがよい

部分では高さ2.8mほ どである一方、最下段の石材のみ残る部分 もみられる。裏栗石層の幅は、石垣の残 り

がよい中央部分で lm、 南側で 1,4mほ どである。

石垣の最下端の石材の下には胴木が敷設されている (図版12-3)。 石垣のラインに直交する枕木が隣接

して確認できるところでは芯―芯で 0.4～ lmの 間隔で並べ られ、その上に石垣ラインと並行する胴木をか

ませて、石材が積まれている。枕木は直径12～ 18cm程度の九太材である。胴木は石材の下の奥に位置するた

め、十分な観察ができなかった箇所 もあるが、直径 15cm程度の九太材が主のようである。胴木の前面には

1箇所のみであるが、直径 5 cmの 木杭が垂直に打ち込まれていた。

この石垣の南端において、石垣と直交する方向に西側に向けて トレンチを拡張し、堀の状況を把握 した。

第66図の E一 E'は トレンチの南面をある程度勾配をもった壁 とし、立面をとらえた図であ り、最下部はほ

ぼ堀底 と考えられる。 lは表土層で、国鉄時代の盛上である。 3は築城以前の地山層で、石垣の裏栗石層 (4

層)の背後 とE'寄 りの西端で確認された。西側の 3お よび27～ 29層 の東側ラインが堀の立ち上が りのライ

ンであ り、角度は 45° 前後である。26層 は堀が機能 していた時期の堆積層であろう。25層 は石垣および裏

栗石が破壊され堀内に石材等が掻き落とされた層であり、 8～24層 によつて段階的に堀は埋められ、 2・ 6・

7層 によって整地されたと考えられる。築城当初の堀底幅は 13.4m程 度で、確認できる範囲の堀の上幅は

17.6mほ どということになる。この トレンチ以外の地点でも試掘をおこない堀の岸を探ったが、国鉄時代の

撹乱が面的に広がっていたため、確認することはできなかった。

出土遺物 (第 123・ 124図 )堀 および裏栗石層から土器・陶磁器類、金属製品、石製品が出上 した。第124

図10は裏栗石層に含まれていた凹石で、同 11は石垣の隙間から出土 した石臼である。その他の遺物は堀内

から出上 したもので、同 9の五輪塔空風輪は裏栗石層に含まれていたものであろう。同12は矢穴が残る石垣

材である。第123図 の近代の陶磁器類のなかには、城が破却され堀が埋められた時に混入 した遺物 もあると

推測される。同18は「監」と朱書きされた明治10～ 20年頃の型紙摺 りの磁器碗、同221ま「文明堂」 と記され

た近代の行平鍋の取手で、在地産か。
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第 3節 西区の調査

西区の調査では、溝跡24条、竪穴状遺構 1棟、土坑33基、ピット■6基、石列 2条、石敷遺構 1基、井戸 4基、

埋甕 l基、埋桶 1基などが発見された。

1溝 跡

1号清 (第 67図  図版13-3)

位  置 X=245、 Y=153グ リッド～X=279、 Y=165グ リッド

主  軸 N-17° 一E

遺構概要 主軸長 36.lm、 幅は北側で 0.58m、 中央 0.51m、 南側 0.69m、 深さは北側で 0.15m、 中央北寄 り0.25

m、 中央南寄 り0.16m、 南側 0.185mを 測る。 4・ 5'15。 20号溝、 3・ 4・ 8号土坑、 9。 55・ 86・ 99・

115。 116号 ピット、 2号井戸を切 り、24号土坑、10。 98号 ピット、 1号石敷遺構に切 られる。溝は北側で直

角に東側へ曲がり、南側とともに調査区外へ延びる。

遺物出土状況 (第 67図 )出 土遺物はわずかで、土器、磁器、瓦などが 7点ほど出土 したにすぎない。

出土遺物 (第 125図 )第 125図 1は土器皿、同 2は肥前の色絵皿、同3は磁器製の化粧瓶である。

時  期 近代

2号清 (第68図  図版13-4)

位  置 X=249、 Y三 154グ リッド～X=251、 Y=147グ リッド

主  軸 N-70° 一W
遺構概要 現存長 6.4m、 幅は東側 0.34m、 中央 0.43m、 西側 0。32m、 深さは東側で 0,06m、 西側 0.07mを測る。

東端は4号土坑に切られ、西側は撹乱を受けている。出土遺物はない。

時  期 不明

3号溝 (第68図 )

位   置  X=256、 Y=155グ リッド

主  草由 N-70° 一W
遺構概要 現存長 1.32m、 幅は中央で 0,4m、 深さは中央で 0.08mと 浅 く、東西両端は削平されたものと

思われる。西側で延長線上にある12号溝とは、同一の遺構の可能性がある。出土遺物はない。

時  期 不明

4号溝 (第68図  図版13-5。 6)

位  置  X=256、 Y=156グ リッド～X=259、 Y=147グリッド

主  軸 N-70° ―W
遺構概要 現存長 2.59m、 幅は東側で 0.18m、 西側 0.16m、 深さは東側で 0.1l m、 西側で 0.07mを 測る。

中ほどは削平され残存せず、 5号溝 と並行 しほとんどを切られる。西側では16号 ピットにも切 られる。西側

は撹乱によって、東側は 1号溝によって削平されている。出土遺物はない。

時  期 18世紀後半代に比定される5号溝に切 られることから、それ以前の開削。

5号溝 (第68図  図版13-5～ 8)

位  置 X=256、 Y=157グ リッド～X=260、 Y=146グリッド

主  軸 N-70° 一W
遺構概要 現存長 11.5m、 幅は東側で 0.56m、 中央 0.38m、 西側 0.8m、 深さは東側で 0.25m、 中央 0,14m、
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西側 0,24mを 測る。 4号溝16号 ピットを切 り、1号溝、1号石敷遺構に切 られる。東端は調査区タトヘ延びる。

西端と中央部分の 5m以上は撹乱を受ける。溝の両立ち上が り付近には抗の痕跡が認められたが、その間隔

は0.3～ 0,9mほ どであり、等間隔ではない。これは、並行する4号溝に伴う杭痕 と重複する結果の可能性

もある。

遺物出土状況 (第68図 )土 器、陶磁器が30点ほど出上 している。

出土遺物 (第 125図 )陶 器には京・信楽の碗 (第 125図 4)、瓶 (同 5)、 橋鉢 (同 8。 9)があり、磁器には碗 (同

6・ 7)がある。

時  期 出土遺物のうち、 7は明治期に属するものであるが、その他は18世紀中葉から後葉を中心とした

ものであり、18世紀後葉の時期と考えたい。

6号溝 (第 70図  図版13-6・ 9)

位  置 X=259、 Y=158グ リッド～X=260、 Y=156グ リッド

主  軸 N-72° 一W

遺構概要 現存長 2,75m、 幅は東側で 0.19m、 西側 0。 1l m、 深さは中央西寄 りで 0.02mを 測る。西側で直

交する 1号溝を切る。西側の延長線上には 14号溝があり、同一の遺構である可能性が高い。出土遺物はない。

時  期 1号溝を切ることから、近代以降の開削である。

7号溝 (第 68図 図版13-10)

位  置 X=248、 Y=148グ リッド～X=249、 Y=146グ リッド

主  軸 N-76° 一W
遺構概要 現存長 2.74m、 幅 0.6m、 深さ0,07mを 測る。西側は撹乱により削平されている。出土遺物はない。

時  期 不明

8号溝 (第 68図 )

位   置  X=255、 Y=148グ リッド

主  軸 N-86° 一W

遺構概要 現存長 1.9m、 幅 0.62m、 深さ0.06mを 測る。西側は撹乱によって削平されている。出土遺物はない。

時  期 不明

9号溝 (第 69図 図版13-11)

位  置 X=243、 Y=142グリッド～X=246、 Y=135グ リッド

主  軸 N-72° 一W

遺構概要 主軸長 7.64m、 幅は東側で 0.51m、 中央 0.63m、 西側 0.55m、 深さは東側で 0,12m、 中央 0,33

m、 西側 0.28mを 測る。直交する10。 11号溝に切 られる。東側は調査区外へ廷び、西側は撹乱により削平

を受けている。溝北側の立ち上が り部には、40～ 50cm間隔で杭の痕跡が確認された。

遺物出土状況 (第69図 )本 瓦が10点ほど出土 している。

出土遺物 (第 125図)第 125図 10・ 11は、九瓦の破片である。

時  期 近世

10号清 (第69図  図版13-■ )

位   置  X=244、 Y=137グ リッド

主   軸  N-20° 一E

遺構概要 現存長 064m、 幅 0.88m、 深さ0.375mを 測る。北側では9号溝を切 り、南側は調査区外へ延びる。
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並行 して東側に掘られた11号溝に切 られる。

遺物出土状況 (第69図 )瓦 の小破片が数点出土 したのみである。

時  期 近世以降

11号溝 (第 69図  図版13-11)

位  置 X=244、 Y=138グ リッド

主  軸 N-20° 一E

遺構概要 主軸長 0.64m、 幅 0.29m、 深さ0.14mを 測る。北側で直交する 9号溝、西側に並行する10号溝

を切る。南側は調査区外へ延びる。出土遺物はない。

時  期 近世以降

12号溝 (第68図  図版13-12)

位   置  X=258、 Y=149グ リッド～X=259、 Y=147グ リッド

主  軸 N-70° 一W
遺構概要 現存長 1,95m、 幅 0.36m、 深さ0.12mを 測る。西側は撹乱によって削平されている。北側には

14・ 15号溝が並行 している。

遺物出土状況 (第68図 )陶 器の小破片が 1点出上しているが、図示できるものではない。

時  期 不明

13号溝 (第70図 図版13-13)

位  置 X=264、 Y=156グ リッド～X=265、 Y=154グリッド

主  軸 N-71° ―W
遺構概要 現存長 23m、 幅は東側で 0.49m、 西側 0.35m、 深さ 0。12mを 測る。北側に並行する19号溝に

切られる。東側は撹乱を受け、削平されている。出土遺物はない。

時  期 19号溝に切 られることから、18世紀前半以前の開削。

14号溝 (第 70図 図版13-6)

位  置  X=261、 Y=152グ リッド～X=263、 Y=147グリッド

主  軸 N-72° ―W
遺構概要 遺構の残存状況が悪 く、一部で途切れるが、現存長 5,56m、 幅は東側 0.2m、 西側で 0,16m、 深さ0.03

mほ どを測る。 9号土坑 と重複するが、新旧関係は明らかではない。西側は撹乱によって削平される。東側

の延長線上には、ほぼ同一の形態を呈する6号溝があり、同一の遺構の可能性が高い。出土遺物はない。

時  期 6号溝と同一であるならば、近代以降の開削である。

15号溝 (第68図 図版13-6)

位  置 X=257、 Y=158グ リッド～X=262、 Y=146グリッド

主  軸 N-72° ―W
遺構概要 現存長 12.2m、 幅は東側で 0.92m、 中央 0.96m、 西側 0。93m、 深さは東側で 0,14m、 中央 0,12

m、 西側 0.12mを 測る。 1号溝、 7号土坑に切 られ、57～ 63号 ピットが重複する。東西両端 ともに調査区

タトヘ延びる。溝底面中央には、1.8mの等間隔に57～ 62号 ピットが直線的に掘 られてお り、本溝に伴う柱穴

として認めて良い。また、両立ち上が りには、等間隔ではないものの、 1～ ■5mほ どの間隔で杭の痕跡が

認められた。

遺物出土状況 (第68図)土 器、陶磁器が15点 ほど出上している。
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出土遺物 (第 125図 )陶 磁器ともに碗 (第 125図 12～ 14)がみられる。13は尾呂茶碗 と呼ばれ、18世紀前半

代のものであり、他の 2点 も時代性に飢騒はない。同 15は棒状鉄製品。

時  期 18世紀後半代

16号溝 (第70図 )

位   置 X=263、 Y=150グ リッド

主  軸 N-22° 一E

遺構概要 現存長 1.15m、 幅 0.22m、 深さ0.04mを 測る。南側で重複する24号 ピットに切られる。北側の

延長線上に18号溝があり、同一の溝である可能性がある。出土遺物はない。

時  期 不明

17号溝 (第70図 図版13-14)

位  置 X=265、 Y=146グ リッド～X=268、 Y=147グ リッド

主  軸 N-22° 一E

遺構概要 現存長 3.4m、 幅は北側で 0.62m、 南側 0.85m、 深さ0.08mを 測る。北側で直交する19号溝を切る。

北南両端ともに撹乱を受け、削平されている。

遺物出土状況 (第70図 )】ヒ側で陶器のままごと道具や碗が出土 している。

出土遺物 (第 125図 )第 125図 16・ 17は京焼のミニチュアでままごと道具、同18は瀬戸・美濃の陶器碗である。

碗は17世紀前葉のものであるが、ミニチュアは19世紀前半から中葉のものである。

時  期 19世紀前半から中葉

18号溝 (第 70図 )

位  置 X=266、 Y=151グ リッド

主  軸 N-15° 一E

遺構概要 現存長 0.7m、 幅 0.8m、 深さ0.06mを 測る。北側で19号溝 と直交 し、切 られる。南側の延長線

上に16号溝があり、同一の遺構である可能性がある。出土遺物はない。

時  期 不明

19号溝 (第70図  図版13-13)

位  置 X=264、 Y=158グ リッド～X=269、 Y=144グリッド

主  軸 N-77° 一W

遺構概要 現存長 15.2m、 幅は東側 ■05m、 中央東寄 り上36m、 中央西寄 り0,8m、 西側 0,94m、 深さ

は東側で 013m、 中央 0。18m、 西側 0.17mを測る、比較的大型の溝である。13。 18号溝、17号土坑、26・

64・ 65号 ピットを切 り、西側で直交する17号溝にも切られる。東端は 8号土坑と重複するが新旧関係は明ら

かに出来なかった。西狽1は撹乱を受け、削平されている。

遺物出土状況 (第 70図)陶 磁器数
`蕉

と金属製品が出土している。

出土遺物 (第 125図 )第 125図 19は陶器碗、同20・ 21は磁器皿である。同22は 鉛製の鉄砲玉、同23は板状の

鉄製品で、両端に穿孔がみられるが用途不明。磁器は17世紀代のものであるが、陶器碗は18世紀代の可能性

が高い。

時  期 18世紀前半

20号溝 (第69図  図版13-15)

位  置 X=272、 Y=162グ リッド～X=273、 Y=156グリッド
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主  軸 N-76° W
遺構概要 現存長 6.61m、 幅は東側で 0.34m、 中央 044m、 西側 039m、 深さは東側で 0.1l m、 西側 0.07

mを測る。東狽1で直交する 1号溝に切られる。西端は撹乱を受け削平されるが、撹乱より西側へは廷びてい

ない。出土遺物はない。

時  期 不明

21号溝 (第71図  図版14-1)

位  置  X=276、 Y=153グ リッド～X=285、 Y=155グ リッド

主  軸 N-15° 一E

遺構概要 現存長 9.45m、 幅は北側で 0.28m、 中央 062m、 南側 0.83m、 深さ北側 0.15m、 南側 0.22mを 測る。

東側に並行 して掘 られた 22号溝を切る。

遺物出土状況 (第 71図)土 器、磁器、金属製品が 5点ほど出土 したに過ぎない。

出土遺物 (第 125図 )第 125図 24・ 25は 瀬戸 。美濃産磁器の杯・碗で、いずれも19世紀中葉に比定されるも

のである。

時  期 19世紀中葉

22号溝 (第71図  図版14-1)

位  置 X=276、 Y=158グ リッド～X=295、 Y=158グ リッド

主  軸 N-14° 一E

遺構概要 現存長 19.65m、 幅は北側 0.81、 中央 1.42m、 南側 0,8m、 深さは北側で 0.25m、 中央 0.31m、 南側 0.43

mを測る。21号溝、 1号埋桶に切られ、25号土坑とも重複する。北側は調査区外へと廷びる。

遺物出土状況 (第 71図)遺 物は比較的豊富で、南狽1を 中心に土器、陶磁器、本瓦など45点ほどが出土 している。

出土遺物 (第 125図 )第 125図28～31は 陶器碗で、瀬戸・美濃産が多 くを占める。いずれも16世紀後半から

17世紀前半にかけてのものである。その他陶器には橋鉢 (同 32)、 鉢 (同 33)、 重 (34)が ある。磁器には不

(同 35)、 皿 (同 36)、 香炉 (同37)がある。

時  期 16世紀後半代の遺物もみられるものの、18世紀後半代の遺物があることから、この時期の所産

と考える。

23号清 (第72図  図版14-2)

位  置 X=282、 Y=188グ リッド～X=284、 Y=189グ リッド

主  軸 N-18° 一E

遺構概要 現存長 2.85m、 幅は0,95m、 深さ0.26mを 測る。北端は撹乱を受け、南側は調査区外へ廷びている。

溝の両立ち上が り付近には、対 となるよう0.9m間 隔で抗の痕跡が確認された。

遺物出土状況 (第 72図 )調 査範囲が狭小なこともあり、出土遺物はわずかであるが、土器、陶器、瓦、金

属製品が出上 している。

出土遺物 (第 126図 )第 126図 1は陶器小杉碗、同 2は磁器筒形碗で、いずれも18世紀後半から19世紀初頭

にかけてのものである。同 3は環状を呈する鉄製品。

時  期 18世紀末～19世紀初頭

24号溝 (第72図  図版14-3)

位  置 X=286、 Y=174グ リッド～X=289、 Y=174グ リッド

主  軸 N-14° 一E

遺構概要 現存長 295m、 幅 ■58m、 深さ0,42mを 測る。北狽1は撹乱を受け、南側は調査区外へ廷びる。
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底面には 0,9mほ どの間隔で杭の痕跡が確認された。出土遺物はない。

時  期 出土遺物および切 り合い関係がないため明らかではないが、23号溝 と類似 したあり方を示してい

ることから、同時期の可能性 もある。

2 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (第 72・ 73図 図版14-4～ 6)

位   置  X=286、 Y=178グ リッド

主  軸 N-20° ―E

遺構概要 調査範囲が狭小であり、遺構の平面形態も明らかにできないため、竪穴状遺構 として調査を行っ

たが、廃棄土坑の可能性 もある。南北長 3.6m、 東西長 3.45m、 深さ 0.5mほ どを測 り、底面は比較的平坦

である。 1号石列が上層に掘られていた。北側上層部は撹乱を受け残存 しておらず、南北側ともに調査区外

へ廷びる。

遺物出土状況 (第 73図 )調 査範囲は限られていたものの、出土遺物は豊富で、土器、陶磁器類、金属製品など、

190点 ほどが出土 している。

出土遺物 (第 126・ 127図 )第 126図 4。 5は土器の皿、 6は土器の台付受付皿である。陶器も器種が豊富で、

碗 (同 7～ 9)、 受付皿 (同 10)、 皿 (同 11)、 鉢 (同 12～ 21)、 瓶 (同 22)、 灰落 し (同 23)な どがある。磁

器には、碗 (同 24～ 26)、 皿 ((同 27)、 蓋 (第 127図 1)、 鉢 (同 2)、 猪回 (同 3)、 瓶 (同 4・ 5)、 壺 (同

6)がある。金属製品には引き戸の把手 (同 8)、 煙管雁首 (同 9,10)、 寛永通賓 (同 15。 16)な どがある。

遺物は多 くが被熱しており、火災にあった遺物を一括廃棄 したものと思われる。

時  期 18世紀前半代の遺物が多 くを占めるが、後半代の遺物 も存在することから、18世紀後半代の所

産と考えられる。

3 土坑

西区からは土坑が 33基発見された。土坑 とピットの区分は、径 40cmほ どを境界として大きいものを上坑、

小さいものをピットとした。ただし、プラン確認の段階で遺構名称を付 しているため、調査結果をもって厳

密に区分 したものではなく、両者の規模に飢締が生 じている場合 もある。個々の遺構データについては、第

7表にまとめた。

ここではいくつかの特徴的な遺構について概観する。

1号土坑 (図版14-8)の底部からは、鉄製の範が弧状となって発見されたが、桶材などは確認されなかっ

た。また、土坑内からは磁器製の人形 (第 127図 17)、 ガマロ金具 (同 18・ 19)、 印鑑入れ (同 20)、 木製の印

鑑 (第 129図 3)な どが出土 した。同21～ 28、 第128図、第129図 1・ 2は鉄製の箱である。

7号土坑からは、焼塩壺の蓋 (第 129図 5)のほか、陶器には碗 (同 6)、 受付皿 (同 7)、 鉢 (同 8)、 橋

鉢 (同 9～ 12)、 瓶 (同 13)、 甕 (同 14)がある。磁器には皿 (第 130図 1・ 2)、 蓋 (同 3・ 4)、 急須 (同 5)

があり、脚の付いた火鉢 (同 6)も みられる。いずれも19世紀中葉に比定されるものが多い。

20号土坑からは陶器の指外 (同 8)、 京都の銚子 (同 9。 10)、 磁器の碗 (同 11)、 蓋 (同 12)な どが出土

しており、18世紀前葉から中葉に比定される。

28号土坑は、径 1.lm、 深さ 17mほ どを測る比較的大型の上坑である。土坑内より、焙烙 (同 24。 25)、

陶器皿 (同 26～ 28)、 悟鉢 (同 28)、 茶臼 (第 131図 1・ 2)砥石 (同 3)な どが出上 している。陶器はいず

れも大窯製品で、16世紀後半代に比定されるものである。

33号土坑 (図版15-11)か らは、土器の油皿 (第 132図 1)、 陶器碗 (同 2)、 磁器の杯 (同 3)、 鉢 (同 4)、

火入れ (同 5)、 土製火鉢 (同 6)、 碁石 (同 7)が出土しており、18世紀後半代に比定される。
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4 ピッ ト

西区からはピット116基が発見されたが、建物配置を示すようなピットは確認されず、列をなす ようなも

のもほとんど確認されなかった。個々の遺構データについては、第 8表にまとめた。唯一、15号溝内から発

見された、57～62号 ピットが溝底面に 1.8mの 間隔をもって直線的に掘 られていた (第 68図  図版16-1)。

これらのピットは規模 もほぼ同じことから、溝に伴うピット列として認識できるものである。

5  τi 夢1

1号石列 (第84図 図版16-8)

位  置  X=284、 Y=179グ リッド～X=288、 Y=176グ リッド

主  軸 N-39° 一W
遺構概要 現存長 4.58m、 幅は 0,65m、 深さは北側で 0.lm、 南側 0,08mを 測る。 1号竪穴状遺構 を切る。

北側は撹乱を受け、南側は調査区外へ廷びる。溝状の掘 り込み内には10～20cm大の礫が充填されていた。

遺物出土状況 (第84図)礫 とともに土器、陶磁器類、瓦、金属製品などが25点ほど出土 した。

出土遺物 (第 132図 )第 132図 14は陶器受付皿、同15はいわゆる馬の目皿、同16は鍋である。その他土製の

風炉と思われる口縁部破片 (同 18)、 寛永通賓 (同 19)が出土 している。

時  期 19世紀前半～中葉

2号石列 (第84図 図版16-9)

位  置 X=282、 Y=166グ リッド～X=285、 Y=160グ リッド

主  軸 N-72° 一W
遺構概要 現存長 6.9m、 幅は東側で 0,72m、 中央 0.6m、 西側 0.45m、 深さは東側で 0.22m、 西側 0,16

mを測る。西側は撹乱を受け、東端は調査区外へ延びる。 5 cm～ 20cmほ どの礫が検出されているが、東側

に比べ西側のものは概 して小ぶ りであり、西端では礫は検出されていない。掘 り方は、東側が 2段となって

いるが西側では段は消失している。土層断面観察では、掘 り直しの痕跡は認められなかった。掘 り方北側の

立ち上が り付近には、35～ 50cmの 間隔で杭の痕跡が確認された。

遺物出土状況 (第 84図)土 器、陶磁器類が20点ほど出上 しているが、小破片 となっているものが多 く、図

示できるものは少ない。

出土遺物 (第 132図 )陶 器には指鉢 (第 132図 20)、 壺 (同 21)、 磁器には碗 (同 22)、 蓋 (同 23)、 火入れ (同

24)がある。

時  期 19世紀前葉から中葉

6 石致遺構

1号石敷遺構 (第 84図 図版16-10)

位  置 X=256、 Y=156グ リッド～X=258、 Y=158グ リッド

主  軸 N-71° ―W
遺構概要 現存する規模で、東西長 2.6m、 南北長 1.3mの長方形を呈する範囲に礫が敷きつめられたよう

な状況が確認された。礫は 5～ 20cmと 大きさもさまざまであるが、北側の端にはやや大型の礫を配 している。

礫を配するための掘 り込みはわずかで、深さは東側で 0.12m、 西側 005m、 北側 0。 lm、 南側 0.08mほ ど

である。石敷きは5号溝上に位置する。西側は撹乱により削平され、東側は調査区外へと廷びる。性格不明。

遺物出土状況 (第84図)礫 の間から、土器、陶磁器、瓦など40点 ほどが出土 している。瓦は本瓦 と桟瓦が

認められるが、本瓦が多数を占める。

出土遺物 (第 132図 )図 示 したのはいずれも陶器で、油皿 (第 132図 25)、 土瓶 (同 26。 27)、 瓶 (同28)がある。

28は瀬戸・美濃産であるが、他は京都・信楽のもので、いずれも19世紀前葉から中葉に比定されるものである。
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時  期 19世紀前葉～中葉

7 井 戸

1号井戸 (第 85図  図版16-11'12)

位   置 X=246、 Y=152グ リッド

遺構概要 南北 2.12m、 東西 1.98mの 円形を呈する。底までの深さは 3.67mを 測る。 1号 ピットに切られ、

西狽1は撹乱を受ける。確認面から深さlmほ どのとこに段構造をもち、テラス部に20～ 30cmほ どの偏平な礫

を一段巡らせている。段以下の掘 り方は、径 0.8～ 09mほ どで、断面形態は寸胴である。

遺物出土状況 (第85図 )出 土遺物はほとんどなく、石鉢が 1′点出上 したのみである。

出土遺物 (第 132図 )第 132図 291よ、玄武岩製の石鉢である。胴下半部を欠損する。

時  期 掘 り方の深さが浅いことから、中世段階の遺構 と考えられる。

2号井戸 (第86図 図版16-13・ 14)

位   置 X=262、 Y=158グ リッド

遺構概要 径 0,8m前後の円形を呈する。深さは浅 く、1.92mを測る。 1号溝、 3号土坑に切 られる。確認

面から深さ lmほ どの位置に明瞭な段 をもつ、二段構造となる。幅 0.35mほ どのテラス部には礫を据え、

裏栗石などは用いず、円筒形に礫 を5段ほど積み上げ井戸枠としている。堀 り方は、径 ■8m前後の円形と

なる。下段は素掘 りのままで、径 0.5m前後、深さ0.9mほ どである。

遺物出土状況 (第86図 )出 土遺物はわずかで、土器、磁器、石製品などが 5点ほど出上 したに過ぎない。

出土遺物 (第 132図 )第 132図 30は 土器皿、同31は 、景徳鎮の白磁皿、同32は 五輪塔の火輪部分である。

時  期 16世紀代

3号井戸 (第 87・ 88図 図版16-15、 17-1～ 5)

位  置 X=269、 Y=155グ リッド

主  軸 N-72° 一W

遺構概要 東西長 2.82m、 南北長 2.47mの 隅丸方形を呈する。深さは492mほ どを測る。西側は撹乱を受

けている。堀 り方の上段は隅九方形を呈するが、深さ0,9mほ どのところで、明瞭な段をもつ二段構造となる。

下段は、上部掘 り込みの北側に寄つてお り、東西 1,54m、 南北 1.36mの 円形の掘 り込みをもつ。地表下 095

mほ どのところに径 0,4m、 高さ0.57mの 桶が埋められていた。土層断面観察により井戸が地表下 lmほ ど

のところまで埋められた段階で、桶を据え置いたものと考えられる。上部の隅丸方形の掘 り込みは、その際

掘削されたものであろう。桶の設置と上部掘 り込みの掘削は、桶が埋められた井戸の東西方向の中央に位置

していること、桶の縁が上部構造の底面と高さが一致することなどから、井戸の埋戻 しと同時に行われたこ

とが想定される。井戸断面図をみると、地表下 3,3m付近の掘 り方が、やや膨 らんでいることがわかる。そ

のやや上位に位置する第33層 は礫を多量に含んでいることから、当初この位置を井戸底とし、その後、掘 り

直 しを行った可能性も考えられる。

遺物出土状況 (第88図 )出 土遺物は豊富で、土器、陶磁器、瓦、金属 。木製品などが550点ほどが出上 して

いる。とくに、桶が埋められた底部付近には瓦の小破片が大量に廃棄されていた。また、埋められた桶の上

層と下層で遺物の時期に時間差が認められず、井戸の埋戻 し、掘削、埋桶の利用がそれほど時間を経ず して

行われたことが想定される。

出土遺物 (第 133～ 137図)土 器には焙烙 (第 133図 1)、 土鍋 (同 2)がある。陶器には、碗 (同 3)、 油皿 (同

4～ 6)、 皿 (同 7・ 8)、 鉢 (9,10)、 橋鉢 (同 11)、 片口鉢 (同 12・ 13)、 花生 (同 14)、 壼 (同 15)、 鍋

(同 16)がある。磁器には碗 (同 17～ 19)、 皿 (同 20～ 26)、 蓋 (同 27)、 鉢 (28～ 30)、 仏花器 (同 31)、 猪

口 (同 32)、 壷 (同 33)な どがある。土製品には、火鉢、箱庭道具、土鈴、壁上の焼けた塊などがある。第

134図 6～ 19、 第135図 1は井戸内に埋められていた桶である。同 3は棒状の木製品で端部が細 く加工 してあ
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り、逆の端部は穿孔されている。同 4は井戸の釣瓶用の滑車である。左右のフランジ部分の径に違いがみら

れる。滑車は焼け焦げていたが、軸受け部には菱形の金属が取 り付けられていたようで、焼け焦げを免れて

いる。同 5は溜内朱の漆椀である。タト面には丸に桔梗の家紋が 3ヶ 所みられる。また、底部高台内には、文

様が朱書 きされている。同 6は 円筒形銅製品であるが、表面には網目状の細工が施されている。用途は不明

であるが、煙管の一部である可能性がある。同 7～ 10は釘、同11～20は棒状鉄製品、同21は環】犬鉄製品であ

るが、用途不明。同22も 用途不明の銅製品。そのほか、瓦 (第 135図 23・ 24、 第136図 1～ 11、 第137図 1)、

砥石 (第 137図 2・ 3)な ども出上している。陶磁器類の多 くは被熱 してお り、火災による廃棄と考えられる。

壁上の焼けた塊、焼け焦げた滑車などからも裏付けられる。

時  期 16世紀代に比定される景徳鎮なども見られるが、多 くは18世紀前葉の遺物である。享保12年の大

火で焼失 した遺物である可能性もある。

4号井戸 (第 89図  図版17-6)

位  置 X=270、 Y=158グ リッド

遺構概要 確認面において南北 1.31m、 深 さ0.2mほ どの浅い隅九方形の掘 り込みが確認 された。方形掘

り込みの東側は撹乱によって削平されてお り、正確な形状は明らかではないが中央に径 0.95mほ どの円形

を呈する掘 り込みが確認されたことから、上部構造の掘 り込みと考えてよい。井戸の深 さは 455mを測 り、

断面形態はほぼ寸胴のとなる。井戸底には集水施設や礫敷などはみられなかった。

遺物出土状況 (第89図)覆 土中からは多 くの遺物が出土 してお り、土器、陶磁器、瓦、金属製品など80点

ほどが発見された。遺物分布図では上層に分布が集中しているが、これは中層以下が断ち割 り調査時に掘 り

上げたものであり、遺物の正確な位置把握ができなかったことによるもので、覆土中の層位によって遺物分

布に多寡があるものを示すものではない。

出土遺物 (第 137図 )土 器には皿 (第 137図 4)、 焼塩壺の蓋 (同 5)、 焙烙 (同 6・ 7)がある。陶器には

碗 (同 8～ 10)、 悟鉢 (同 11)、 髪水入れ (同 12)があり、磁器には碗 (同 13)、 瓶 (同 14)がある。その他、

板状の加工品 (同 15)、 釘 (同 16)、 瓦 (同 17)な どがある。

時  期 18世紀初頭

8埋 甕

1号埋甕 (第 90図  図版17-7)

位  置 X=255、 Y=155グ リッド

主  軸 N-5° 一W
遺構概要 南北 0.64m、 東西 0.42m、 深さ0.05mの浅い楕円形を呈する。 l号土坑上に掘 られており、土

坑を切る。

遺物出土状況 (第90図 )浅 い掘 り込み内に土製の甕が潰れた状態で確認された。上面の遺物は削平にあっ

ているようで、底面側のみ残存 していた。

出土遺物 (第 137図 )第 137図 18は、肥前の磁器染付碗である。高台部だけを残すよう、打ち欠 き加工 している。

同19は土器甕で内面に付着物がある。

時  期 磁器碗は 18世紀後半代に比定されるものであるが、遺構の時期を示すものではないと考えられ、

遺構は近代の可能性が高い。

9 埋 桶

1号埋桶 (第 90図  図版17-8・ 9)

位  置 X=289、 Y=157グリッド

遺構概要 土坑は東西長 2,45m、 南北長 2.35mの 円形を呈する。深さは中央部で0.65mを 測る。22号溝を切る。
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土坑底部の周囲には幅 013m、 深さ02聾ほどの溝が掘られている。土坑内には径 1.6mほ どの大型の桶が

据えられていた。土坑底部は平坦に掘られているが、桶は土坑底部に接することなく、東側が持ち上がった

状態であった。桶の外側に接するように、4ケ所に竹が打ち込まれていたが、用途は不明。桶測板も長いも

ので60cmほ どしか残存しておらずヽ残存状況は良好ではなかった。

遺物出土状況 (第90図)桶内ならびに掘り方の覆土中から土器、陶磁器、瓦が出土しているが遺物量は少

なく、29点足らずである。

出土遺物 (第138～ 142図)第 138図 1は瀬戸・美濃の陶器でせんじ碗、同2は瀬戸・美濃の磁器の杯である。

第138図 4～ 142図 7は埋桶であるが、大きさも大きいことから堅回に作られている。底板の厚みは9 cm以上

もあり、接合のための竹釘は上下三段に打たれている。

時  期 明治期
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( )の 中の数値 は残存値

第 3表 北区土坑一覧表

遺構名 グリット 形 態
上端 下端

深 さ 主軸 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号土坑 312-20判 円 形 056× 051 051× 048 0 055 〈-37°  一E

2号土坑 310-205 偶丸長方形 112× 068 0705× 035 0 705 寸-14°  一E 23号 ピットを切る

3号土坑 309-206
不整隅丸方

形
1 125× 0 56 085× 036 0 665 土器 2、 陶器 1、 被熱粘土塊 1

金属製品 1
2号溝 と重複

4号土坑 309-208 晴円形 109× 084 078× 056 0 695 ヤー21°  一E 弦器 1、 金属製 品 2 2号溝、 5号土坑を切る

5号土坑 310-209 偶丸長方形 (166× 096) (128× 059) ヤー75°  一E
土器 20、 陶器 10、 磁器 7、 粘 土塊
1、 金属製 品 4、 瓦 2、 石 1

4号土坑 に切 られ る

6号上坑 307-208 長楕 円形 (039× 047) 083× 0395 0 035 f-60▽  ―W 匂器 1 2号溝を卯る

7号土坑 314-208
不整長精 円

形
101× 052 0915× 041 0 145 1-71° 滋器 1

8号土坑 300-198 精 円形 (057× 034) (043× 0275) 0 295 f-19°  一E 陶器 1、 磁器 2

9号土坑 323-206 (096× 035) (089× 031) 0 06 10号溝、8号ピットに切られる

10号土抗 336-212 不整円形 064× 056 055× 0465 0 20 土器 1、 磁器 2 n号溝に切られる

H号土坑 340-212 隅丸方形 (098× 071) (091× 064) 0 095 1-71°
 一W 土器 4、 陶器 1、 被熱粘 土塊 1

H号溝、14号土坑を切る 58号 ピッ
トと重複

12号 上坑 346-214 円形 051× 045 048× 042 0 07 f-67▽  ―W 陶器 1、 スサ入り被熱粘上塊 9

13号 上坑 342-215 長精 円形 (379× 128) (358× 108) 0 215 f-67°  一W
土器 7、 陶器 2、 金属製品 2、 溶
融物3

12号溝を切る 東側は撹乱を受ける

と4号土坑 344-212 Fgl九 方形 (097× 091) (087× 086) 0 13
11号湊、17号 ピット、H号土坑に切
られる

15号 土坑 348-218 不整 円形 (0505× 048) (037× 0335) 0 13 12号溝 を切 る

と6号土坑 (051× 033) (034× 025) 0 685 N-27°  一E 27号 ピッ ト、 1号井戸 を切 る

17号土坑 351-218 隅丸長方形 157× 053 140× 044 0 25 N-15°  一E
土器 1、 陶器 1、 磁器 1、 被熱粘
土塊 1

1号竪穴を切 る

[8号 土坑 352-219
不整長楕 円

形
114× 034 109× 026 0 025 N-27°  一E

19号 土坑 349-215 187× 064 182× 059 0 11 1号竪穴 に切 られ る

20号土坑 332-209 円 形 (0485× 039) (037× 034) 0 13

21号 土坑 355-218 (074× 035) (069× 029) 0 045 2号竪穴に切 られ る

22号 土坑 340-213 不整形 0645× 0515 057× 0495 0 045 H号溝 に切 られ る

23号土坑 343-216 不整形 (125× 067) (126× 047) 0 09 N-12°  一W
12号溝、13号土坑に切られ、東南側
は境乱を受ける

24号 土坑 341-223 不整楕 用形 (060× 042) 038× 0285 N-65°  ―W 25号土坑 に切 られ る

25号 土坑 341-223 不整形 (041× 0125) (0195× 0 24 7号 ピッ ト、24号 土坑 を切 る

26号 上坑 342-223 不整形 045X0405 0285× 0 0 125 N-34°  一V

27号土抗 344-223
不整隅丸方

形
0635× 056 044× 039 0 37

28号 土坑 344-224 円形 0435× 0395 031× 029
29号 土坑 345-224 不整楕 円形 055× 038 034× 0145 0 N-73°  一V

30号 土坑 345-225 円形 0465× 0 033× 0315 0 055

31号土坑 347-225 不整 円形 053× 046 0335× 027 0 185 N-69°  一V

32号 土坑 350-228 不整楕 田形 0515× 041 037× 0355 0 11 N-45°  一E 土器 3、 陶器 1、 磁器 2

33号 土坑 336-224 不整 円形 129× 126 0955× 0905 0 20 陶器 1、 磁器 8、 土製品 1(目 皿
か)瓦 1

34号土坑 350-230 円形 (054× 0525) (047× 036) 0 22 陶器 1 Ю号溝を切る 35号土坑と重複
35号 土坑 350-230 不 整 方形 (148× 059) (134× 056) 0 155 N-20°  一E 20号溝に切られる 34号土坑と重複

36号 土坑 336-225 2105× 102 114× 0455
陶器 6、 磁器11、 土製品4(土管
2、 レンガ2)ガラス 2、 瓦 6、

石 1、 その他 1(貝殻)

20号溝 を切 る

37号土坑 356-222 不整形 0795× 071 074× 064 0 155 N-21°  一E 土器 1、 磁器 1 21号溝 に切 られ る

38号土坑 358-222 不整形 (203× 179) (159× 1285) 0 13 陶器 1、 磁器 1 21号博 を切 る 西側 は坑 乱 を受 ける

39号土坑 355-221 不整 円形 0855× 0775 0725× 0695 0 15 N-21°  ―W 12・ 21号溝と重複
40号土坑 355-220 円形 073× 069 048× 041 0 185 N-5°  一

ll 12号溝と重複
41号 土坑 355-223 不整 円形 (058× 053) (048× 039) 0 33 N-17°  一E 土器 1、 土製 品 1(玉 ) 4号石列 と重複

42号 土坑 357-224 不整 円形 0645× 058 036× 034 0 375 土器 4 21号溝 に切 られ る

43号 土坑 321-216 不整 円形 0505× 0495 008× 0 07

44号 土坑 不整方形 (0395× 024) (0285× 019) 0 21 58号土坑 を切 る

45号 土坑 301-207 円形 061× 061 0105× 008 0 215

46号 土坑 300-209 不整 円形 (047× 034) (028× 0215) 0 135 N-43°  一W 2号溝 に切 られ る

47号 土坑 301-209 不整精 円形 067× 058 048× 029 0 225 -ヾ83▽  ―V 2号溝 を切 る

48号 土坑 302-210 不整 円形 0395× 034 027× 0 185 0 105 W-74°  一V

49号 土坑 304-210 円形 065× 064 024× 0 16 0 107号 ピン トを切 る

50号土坑 305-2 不整楕 円形 047× 038 0375× 029 0 07 1号石列 に切 られ る

51号土坑 305-2 不整 円形 037X032 0 21× 0 16 0 24 N-74°  一W

52号土坑 不整精 円形 039× 0295 025× 0235 0 05 -ヾ22°  一E 112号 ビットを切る

53号土坑 307-2 不整方形 073× 055 040× 0 16 -ヾ86°  一W 金属製品 1、 瓦 1

54号 土坑 308-210 (0955× ― ) (― ×044) 0 42
土器 1、 陶器 7、 被熟粘上塊 1

金属製品 3、 石 1
57・ 59号土坑 を切 る

55号 土坑 308-214 不整 円形 042× 036 0255× 02〕 0 165

56号 土坑 310-212 (0715× 032) (068× 029) 134号 ピッ トに切 られ る 135号 ピッ

トと重複

7号土坑 309-210 不整楕 円形 049× 042 034X028 0 38 -ヾ16°  一W 金属製品 1 54号土坑 に切 られ る

58号 土坑 298-208 不整形 (067× 054) (051× 038) 0 195 -ヾ63▽  ―W 44号土坑 、 103号 ピッ トに切 られ る

59号 土坑 309-210 (0685× ―
) (044× ―

) 54号土坑 に切 られ る
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( )の 中の数値 は残存値   単位 :m

遺構名 グリッド 形 態
上端 下 端

深 さ 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号 ピ ッ ト 311-203 楕 円形 041× 035 018× 015 0 165

2号 ピ ッ ト 314-204 下整形 0365× 0 027× 020 0 095

3号 ピット 315-205 円形 (068× 060) (064× 0565) 0 035 北東側 は撹乱 を受 け る

4号 ピッ ト 314-210 楕 円形 0425× 033 0285× 023 0 155

5号 ピット 301-206 円形 024× 022 012× 0095 0 09

6号 ピ ッ ト 301-206 不整 円形 0 17× 0 0105× 0065 0 05

7号 ピット 323-206 (037× 032) (034× 034) 0 05 10号溝 を切 り、 8号ピッ トに切 られ る

8号 ピッ ト 323-206 (041× 035) (038× 036) 0 05 10号溝、 9号土坑、 7号 ピットを切る

9号 ピ ッ ト 325-207 円形 0325× 029 028× 022 0 065

10号 ピ ッ ト 320-208 円形 036× 033 026X0225 0 11

11号 ピット 322-212 不整形 037× 0325 0335× 031 0 03

12号 ピット 337-211 不整 円形 044× 044 037× 029 0 335 被熱粘土塊 4

13号 ピッ ト 336-214 不整楕 円形 043× 031 032× 0275 0 蔵器 1

14号 ピッ ト 不整 隅丸方形 0375× 030 026× 023 0 土器 よ 13号溝 と重複

15号 ピ ッ ト 332-216 円 形 029× 0 28 0 185× 0 17 0 3

16号 ピット 339-215 不整 円形 033× 031 004× 003 0 15

17号 ピット 341-212 (034X016) 009× 006 0 34 14号土坑を切る

18号 ピッ ト 342-212 円形 0245× 022 0165× 0 0 205

19号 ピット 342-213 円形 0355× 034 025× 025 0 165 20号 ピットと重複

20号 ピット 342-213 不整精 円形 036× 029 024× 0195 0 19号 ピットと重複

21号 ピット 342-214 不整 円形 031× 0285 0 19× 0 18 0 24

22号 ピット 342-214 不整隅九方形 045× 038 039× 028 0 095

23号 ピン ト 310-205 偶九方形 O 145× 0 12 012× 009 0 035 2号土坑 に切 られ る

24号 ピ ッ ト 346-216 宥円形 0405× 027 018× 015 0 175 土製品 1、 被熟粘 土塊 13

5号 ピッ ト 346-216 竜円形 0 195× 0 16 006× 006 0 23

る号 ピッ ト 344-218 不整 円形 0315× 027 004× 003 0 19

7号 ピ ッ ト 349-225 (038× 024) (022× 019) 0 23 16号 土坑 に切 られ る

28号 ピット 348-216 円形 0375X034 027× 024 0 235

と9号 ピット 不整形 0315× 0275 005× 003 0 165

〕0号 ピ ッ ト 347-217 円形 035× 032 0275× 022 0 17

31号 ピン ト 352-216 不整 円形 0 28× 0 245 021× 018 0 20 皮熱粘上塊 1 1号竪 穴 を切る

32号 ピッ ト 352-219 円 形 033× 0305 0 195× 0 0 245

33号 ピッ ト 354-216 不整形 (039× 021) (021× 015) 0 305 34号 ピ ッ トを切 る

34号 ピン ト 354-216 不整形 (042× 026) (023× 009) 0 295 33号 ピントに切られる

35号 ピット 352-216 円形 (0305× 025) (019× 0135) 0 245 51号 ピットと重複

36号 ピッ ト 352-217 円形 0255× 0245 020× 019 0 155

37号 ピ ッ ト 352-217 不整形 (035× 021) 021× 019 0 245
38号 ピッ トに切 られ る 52号 ピッ トと重

梅

38号 ピット 352-217 不整精 円形 (042× 028) 0305× 021 0 305 W号ピットを切る 52号 ピットと重複

19号 ピッ ト 353-216 (038× 026) (026× 0205) 0 295

Ю号 ピッ ト 354-216 (043× 027) (032× 023) 0 18

1号 ビッ ト 354-217 不整精 円形 032× 025 011× 009 0 23

!2号 ピ ッ ト 326-213 円形 025× 024 0165× 0 0 055

3号 ピッ ト 333-216 不整 円形 0205× 0 195 0 11× 0 11 0 125

4号 ピッ ト 337-217 円 形 0225× 019 0 13× 0 115 0 145

5号 ビット 360-219 円形 0365× 035 027× 021 0 25

16号 ピ ッ ト 860-219 円形 (0305× 025) 0 165× 0 0 255 磁器 1 ,3号 ピ ッ トに切 られ る

7号 ピット 361-219 円形 023× 0205 0055× 003 0 22

18号 ピッ ト 不整隅丸方形 032× 032 0195× 021 0 21

19号 ピット 363-219 隅形 031X029 024× 019 0 07

50号 ピット 360-221 不整円形 0455× 0445 038× 0345 0 455

51号 ピット 352-216 (0215× 013) (0105× 009) 0 15 〕5号 ピ ッ トと重複

52号 ピット 352-217 (031× 015) (027× 009) 0 06 37・ 38号 ピッ トと重複

53号 ピット 860-219 楕 円形 (026× 021) (019× 019) 0 18 46号 ピットを切る

54号 ピッ ト (026× 0215) 0 145× 0 0 32

55号 ピッ ト 355-217 不整隅丸方形 (022× 021) 0 14× 0 125 0 055

56号 ピット 355-216 円形 0225× 0205 0 16X0 15 0 16

57号 ピッ ト 357-218 不整形 037× 031 008× 006 0 17 2号竪穴と重複

58号 ピット 339-212 円形 (032× 0305) 0205× 0 18 0 345 磁器 1、 金属製品 2 1号 土坑と重複 11号 溝を切る

59号 ピッ ト 341-214 不整 円形 028× 024 004× 003 0 14 12号溝 を切 る

60号 ピッ ト 345-215 不整隅丸方形 0295× 0265 0 17× 0 14 0 255 12号溝 と重複

61号 ピッ ト 350-220 不整形 037× 033 0305× 021 0 155 磁器 1 12号溝 に切 られ る

62号 ピット 350-220 宥円形 0375× 028 023× 0 175 0 085 12号溝 に切 られ る

63号 ピッ ト 351-220 円形 035× 034 0 19× 0 0 22 12号溝 に 切 られ る

)4号 ピッ ト 343-219 不整 円形 0235× 0235 0 175× 0 15 0 365

〕5号 ピッ ト 346-220 円 形 029× 029 023× 021 0 185

〕6号 ピ ッ ト 346-219 不整隅丸方形 0435× 041 0335× 033 0 125

57号 ピ ッ ト 347-219 円形 0245× 023 0 195× 0 16 0 23

〕8号 ピッ ト 349-226 円形 033× 0325 029× 024 011

〕9号 ピット 341-222 円形 029× 0265 0 18× 0 15 0 355

70号 ピッ ト 342-223 円形 025× 024 0 19× 0 16 0 04

第 4表 北区ピットー覧表
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遺構名 グリッド 形 態
上 端 下端

深 さ 出土遺物 備考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号 ビッ ト 343-222 惰 円形 (034× 023) 0 21× 0 135 0 075 75号 ピントを切る

'2号 ピット 343-224 円形 0215× 0 013× 0115 0 16

3号 ピ ッ ト 345-22J 円 形 0345× 034 025× 0225 0 06
74号 ピ ッ ト 337-224 楕 円形 0525× 046 0255× 0215 0 08 陶器 1

Ъ号 ピッ ト 343-222 (022× 017) (012× 0■ ) 0 065 71号 ピッ トに切 られ る

硲号 ピッ ト 341-223 (029× 0145) (021× 009) 0 39
24・ 25号 土 坑 に切 られ る 77号 ピ ン トと

煮梅

7号 ピッ ト 341-223 (036× 018) 19× 016) 0 155
25号土坑に切られる 24号土坑、76号
ピットと重複

「8号 ビッ ト 344-224 円 形 0305× 028 0265× 024 0 05
「9号 ピ ッ ト 不整 円形 0315× 029 0 19× 0 16 0 17

〕0号 ピ ッ ト 円形 027× 0245 0 18× 0 135 0 135

1号 ピット 347-221 精 円形 035× 029 014× 013 0 41

〕2号 ピッ ト 326-218 不整 円形 0445× 039 0 13× 0 0 53 金属製品 1

〕3号 ピッ ト 325-217 不整形 (035× 032) 014× 0035 0 22 雨側 は境乱 を受 ける

〕4号 ピッ ト 326-219 楕 円形 (034× 0235) (016× 014) 0 12 ,6号 ピットと重複

35号 ピッ ト 325-221 不整形 028× 023 0 095× 0065 0 22

36号 ピ ッ ト 325-22J 円形 0245X0 24 0 19× 0 17 0 305

37号 ピッ ト 323-220 円形 0 195× 019 0 16X0 14 0 095

38号 ピッ ト 322-220 円 形 021× 0205 0035× 003 0 46

39号 ピット 322-217 円形 023× 0265 0 185X0 0 265 ,0号 ピッ ト、24号溝 を切 る

〕0号 ピット 322-217 精 円形 (027× 022) (0185× 014) 0 14 24号溝 を切 り、89号 ピッ トに切 られ る

91号 ピット 320-219 楕 円形 026× 019 0 16× 0095 0 15

92号 ピッ ト 326-218 不整 円形 0 19× 0 18 0 14× 0 11 0 12 24号澪 に切 られ る

93号 ピッ ト 325-218 不整 円形 0245× 0235 0 145× 0 135 0 135 24号溝に切られる

94号 ピッ ト 325-216 円形 0275× 0245 0 155× 0 11 0 22 [4号溝 に切 られ る

95号 ピッ ト 320-217 宥円形 0275× 0 21 0 15× 0 15 0 26 101号 ピットを切り、24号溝に切られる

96号 ビッ ト 326-219 不整 円形 (017× 016) (005× 004) 0 285 34号 ピッ トと重複

97号 ピッ ト 円 形 022X021 0 14× 0 13 0 11 9号溝 を切 る

)8号 ピット 不整 円形 036× 034 0 145× 0 13 0 24 金属製品 3 9号溝 に切 られ る

,9号 ビット 円形 0225× 0221 0 5× 0 15 0 26

100号 ピッ ト 320-219 円形 023× 021 0 5× 0 13 0 17

101号 ピッ ト 320-217 惰円形 (021× 014) ω 2× OH) 0 075 95号 ピット、24号溝に切られる

102号 ピッ ト 323-217 不整 円形 024× 021 0 85× 0 14 0 125 24号溝 に切 られ る

103号 ピッ ト 299-208 精 円形 0 17× 0 12 0 1× 006 0 06 58号土坑を切る

104号 ピッ ト 円 形 029× 026 020× 018 0 055 2号溝 を切 る

105号 ピッ ト 円形 032× 031 024× 0215 0 355

106号 ピッ ト 302-209 円 形 0255× 024 0 14× 0 13 0 09

107号 ピッ ト 304-210 円形 024× 0215 0 15× 0 0 24
136号 ピットを切り、49号土坑に切られ
る

108号 ピッ ト 304-21, 円形 0295× 028 021× 019 0 06

109号 ピッ ト 楕 円形 0295× 024 021× 016 0 04

110号 ピッ ト 300-211 長楕 円形 0255× 016 0205× 011 0 105

111号 ピッ ト 303-213 円形 0 155× 0 011× 0095 0 03

112号 ピッ ト 305-211 長楕 円形 (0325× 0215) (005× 004) 0 16 52号土坑 に切 られ る

113号 ピッ ト 303-213 不整 円形 0 17× 0 15 0 10× 009 0 105

114号 ピッ ト 304-212 不整 円形 0335× 0295 018× 0145 0 06

115号 ピット 305-213 不整 円形 019× 0 015× 0 0 075 1号石列 に切 られ る

116号 ピッ ト 306-213 不整円形 0 175× 0 17 0 13× 0085 0 10

117号 ピッ ト 307-214 不整楕円形 0255× 0205 0 185× 0 125 0 13

118号 ピット 307-212 円形 031× 029 0195× 0 0 135 119号 ピットと重複

119号 ピッ ト 307-212 円形 034× 031 013× 008 0 27 118号 ピッ トと重複

120号 ピッ ト 301-210 精 円形 014× 0095 0075× 0045 0 03 24号溝に切られる

121号 ピッ ト 302-210 円形 0115× 011 006× 005 0 09 金属製 品 1 24号溝 に切 られ る

122号 ピッ ト 309-212 円形 (031× 029) (014× 008) 0 12 132号 ピッ トに切 られ る

123号 ピット 308-212 不整形 047× 037 020× 0085 0 18 24号溝 を切 る

と24号 ピッ ト 310-213 円形 (031X021) (0225× 017) 0 24 24号溝 に切 られ る

125号 ピッ ト 308-214 円形 0225× 0205 018× 0 0 12

126号 ピッ ト 307-216 不整円形 0275× 0235 0 19× 0 16 0 105

127号 ピッ ト 楕円形 032× 023 018× 0 14 0 12 24号溝 に切 られ る

128号 ピッ ト 300-210 円形 027× 024 0 17× 0 12 0 13 34号溝 に切 られ る

129号 ピッ ト 303-210 不整精 円形 032× 021 0 12X0 105 0 08 34号溝 に切 られ る

130号 ピッ ト 303-211 下整楕 円形 0255× 0 0 185× 0 135 0 11 」4号濤 に切 られ る

131号 ビッ ト 305-210 不整精 円形 026× 019 005× 003 0 31

と32号 ピッ ト 309-212 F整楕 円形 (0345× 026) (021× 018) 0 12 122・ 133号 ピッ トを切 る

133号 ピッ ト 309-212 不整楕 円形 (028× 0 (0115× 009) 0 08 132号 ピッ トに t/Dら れ る

134号 ピッ ト 310-212 F整楕 円形 (039× 036) (034× 0285) 0 28 135号 ピット、56号土坑を切る

135号 ピッ ト 310-212 不整形 (0235× 0175) (0145× 0 0 405
134号 ピットに卵られる 56号土坑と重
複

136号 ピッ ト 304-210 隋円形 (029× 0195) (0145× 009) 0 045
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( )の中の数値は残 存値

( )の中の数値は残存値 単位

第 5表 南区土坑一覧表

第 6表 南区ビットー覧表

童構名 グリッド 形 態
上 端 下端

深 さ 主 軸 出土遣物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号土坑 289-196 (0785× 0525) 048× 035 0 38 N-13 
° 一E 磁器 1、 瓦 1 北 。東側は撹乱を受ける

2号土坑 276-190 円 形 078× 073 066X0 011 陶器 1

3号土坑 273-190 不整 円形 105× 095 066× 0605 0 23 N-53°  一W 土器 1、 陶器 1、 木製品 1
6号土坑、H号溝 (19世 紀中葉)に
切られる 中に木杭が打たれている

4号土坑 271-193 隅丸方形 (072× 064) (0555× 051) 0 31 N-72°  一W
土器 8、 晦器 2、 磁器 1、 土製 品

4、 瓦 23、 石 1
9号溝 (18世 紀後半)を切 る

5号土坑 275-19】 円形 081× 078 064× 059 0 05 瓦 2
1号石列 (18世 紀後半)に切 られ 、

9号溝 (18世紀後半)を切 る

6号土坑 273-191 不整 円形 (059× 041) (035X032) 0 095 N-16°
 一E 滋器 1、 本製 品 1

10・ H号溝 (19世紀中葉)に切ら
れ、 3号土坑を切る

7号土 T4~ 271-190 右円形 192× 161 138× 199 0 35 N-7°  一W 旬器 3、 磁器 3、 瓦 1 12号溝 (18世 紀後半)を切 る

8号土坑 266-191 不整 円形 0695× 0645 0525× 047 0 13 N-21°  一W 陶器 1

9号土頻 265-191
不整隅丸方

形
0915× 0755 077× 058 0 145 N-26°  一E )5号ピットを切る

10号 土坑 263-187 円 形 0465× 045 033× 0315 0 165

H号土坑 263-170 晴円形 074× 065 057× 051 0 14 N-37°  一E

12号 土坑 264-189 不整形 062× 0605 0445× 027 0 28 武掘調査 によつて既掘

13号上坑 263-189 不整精円形 (069× 044) 0 32X0245 0 29 N-44°
 一W

武掘調査によつて既掘 14号 土坑と
言複

14号土坑 263-189 不整楕 円形 (045× 044) (0405× 034) 0 23 N-34°  一E
試掘調査によつて既掘 13号 土坑と
重複

15号土坑 261-188 精円形 0535× 037 (0 095× 0 085) 0 135 N-87°  一W 武掘調査によつて既据

16号土坑 264-193 不整 円形 088× 085 065× 057 0 37 金属製品 1 15号注 (18世 籠後半)に切 られ る

17号 土坑 262-194 不整形 064× 052 038× 029 0 16 N-14°  一E 衛器 1

18号 土坑 262-190 精 円形 (075× 065) (054× 053) 0 095 N-7°  一ll 土器 1、 陶器 1 15号溝 (18世 紀後 半)を切 る

9号土坑 259-188 不整 円形 0605× 055 051× 033 04〕 N-76°  一V 弦器 1

20号 土坑 258-189 不整形 0 525× 0 52 023× 0205 0 445 N-17°  一E 16号溝と重複

1号土坑 259-192 (237× 168) (233× 一
) 0 55 N-66°  ―W

土器 8、 陶器60、 磁器42、 土製品
3、 木製品 3、 金属製品 2、 瓦 6

16号 (近代)・ 18号溝に切られ、 2

号井戸を切る 22・ 23号土坑と重複

2号土坑 258-192 滋器 4 16号溝、21号土坑と重複

お号土坑 259-191 (073× ― ) 0 145
21号土坑と重複 大部分は境乱を受
ける

И号土坑 254-186 不整形 0665X061 052× 043 0 035 1号不明遺構 を切 る

号土坑 251-183 不整形 (144× 077) (0815× 052) 0 285 土器 1、 陶器 3
1号不明遺構を切る 南側は撹乱を
受ける

26号土坑 261-185 不整方形 059× 0585 0525× 038 0 17

童特名 グリッド 形態
上 端 下端

深 さ 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号 ピ ッ ト 294-196 円形 0385× 036 023× 022 0 33 3号溝 と重複

2号 ピ ッ ト 293-198 円形 0295× 0295 0 185X0 13

3号 ビット 294-198 円形 039× 0365 0 115× 0 11 0 165 3号溝 を切 る

4号ビット 293-197 円形 033× 033 0235× 023 0 055

5号 ビッ ト 293-197 円形 021× 0205 0 15XO H 0 085

6号 ピッ ト 291-200 円 形 0225× 0215 016× 0135 0 105 中に木杭 が打たれてい る

7号ピッ ト 292-197 Il形 0315× 0285 0245× 0 0 115

8号 ピット 291-197 (024× 0165) (021× 015) 0 085 4号溝 を切る 東側 は境乱 を受 ける

9号 ピッ ト 291-195 不整 円形 0375× 035 028× 0245 0 25 掏器 1 4号溝 を切 る

10号 ピット 289-195 不整 円形 031× 025 024× 024

H号 ピット 289-195 不整 円形 033× 031 026× 024 弦器 2、 木製 品 1 中に木杭 が打 たれ ている

12号 ピッ ト 288-195 円形 032× 031 0235× 021 0 205 土器 1

13号 ビッ ト 288-196 円形 032× 0305 023× 021 0 32 中に本杭が打たれている

14号 ピッ ト 291-200 不整 円形 0 185× 0 15 0035X003 0 19

15号 ピッ ト 290-199 不整精 円形 044× 033 0165× 013 4号溝を切る

16号 ピッ ト 291-201 円形 245× 0215 0 195× 0 0 255 8号溝、17号 ピットに切られる

17号 ピッ ト 291-202 不整 円形 0365× 0335 0285× 0 0 365 8号溝 を切 る

18号 ピッ ト 288-194 楕 円形 (0455× 0415) (0325X025)
中に木杭が打たれ てい る 西側 は調査 区

外

19号 ピッ ト 288-201 橋 円形 (0215× 0215) 0 135× 0 13 0 12 5号溝と重複 東側は撹乱を受ける

20号 ピッ ト 287-201 円 形 0245× 0245 0075× 006 0 185 土器 1 5号溝を切る

21号 ピッ ト 286-201 円 形 0305× 0265 0 16× 0 15 0 345 5号溝を切る

22号 ピット 285-200 円形 028× 024 006× 003 0 405

23号 ビッ ト 288-198 円形 031× 0295 0 185× 0 175 0 19

4号 ピッ ト 287-198 円形 0225× 0195 0 105× 0085

25号 ビッ ト 287-195 円形 0265× 0245 0215× 0 185 0 065 滋器 1 確認 面 に正位 の磁器

26号 ピット 286-195 不整 円形 (0305× 0275) 026× 0205 0 135 南端 は調査 区外

27号 ビット 299-202 円形 0 37× 033 026× 0235 0 285

28号 ピッ ト 291-203 着円形 (0405× 036) (0 31X0 29) 0 28 戻側 は調 査 区外

Ю号 ビッ ト 277-194 不整精 円形 (0325× 022) (0295× 0165) 北側 は調査 区外

〕0号 ピッ ト 277-196 不整 円形 032× 023 0 215× 0 0 205

31号 ビッ ト 276-194 不整 円形 0405× 0365 0305× 031 0 12 32号 ピッ トを切る

32号 ビット 276-193 不整楕 円形 0305X028 0 215× 0 15 0 07 31号 ビットに切られる
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遺構名 グリンド 形 態
上 端 下端

深 さ 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

33号 ピ ッ ト 円 形 0395× 0375 031× 0305 031
34号 ピッ ト 不整 円形 0295× 028 0 185× 0 16 0 26 35号 ビッ トに切 られ る

〕5号 ピッ ト 不整形 (041× 031) 0 13× 009 011 34号 ピッ トを切 る

36号 ピッ ト 274-193 円形 033× 033 025× 024 0 085

37号 ピッ ト 274-195 不整楕 円形 0 165× 0 12 006× 005 011
38号 ピッ ト 272-192 円形 055× 049 0385× 0355 0 115 覆 上に人為的に礫 が入れ られ てい る

39号 ピ ッ ト 270- 円 形 0325× 031 0 175× 0 16 0 085

40号 ピ ッ ト 270- 精 円形 0425× 0375 0345× 0295 0 26

I号 ビッ ト 楕円形 041× 034 023× 020 0 31

2号 ピッ ト 274-192 不整 円形 025× 0235 0 16× 0 14 0 285
9号溝、 1号石列 (18世 紀後半)に切ら
オιる

43号 ピ ッ ト 271 不整 円形 (0385× 033) (0235× 023) 0 12 と2号溝 (18世 紀後半)に切られる
44号 ピ ッ ト 271 円形 0335× 0315 0275× 0245 0 09 13号溝との新旧関係は不明
5号 ピッ ト 不整 円形 032× 031 0255× 0245 0 21 13号溝に切られる
6号 ピッ ト 不整精 円形 0535× 0445 0445× 0325 0 06 47号 ピットと重複
7号 ピッ ト 269-191 弓形 039× 037 032× 0305 0 155 46号 ピットと重複

48号 ピッ ト 269-190 円形 0365× 033 0315× 026 0 26 [3号溝 (19世紀 中葉)に切 られ る

9号 ピッ ト 270-187 不整 円形 0325× 0 022× 0175 0 14

,0号 ピッ ト 270-193 不整形 0515× 0485 0255× 0215 0 31 掏器 1 東側 は撹乱 を受 ける

1号 ピッ ト 273-196 円形 O HX0 095 006× 005 0 31

テ2号 ピット 268-187 円 形 032× 029 023× 0 0 09

53号 ピ ッ ト 268-194 Il形 0275× 024 0185× 0 15 0 17

94号 ピッ ト 267-195 円 形 034× 031 023× 0215 0 19

55号 ピッ ト 267-195 不整 円形 037× 0315 0255× 022 0 11

,6号 ピッ ト 267-195 円形 0 18× 0 18 0115× 011 0 08 15号溝 との新 旧関係 は不明

57号 ピッ ト 268-188 不整精 円形 0485× 037 0365× 0285 0 105

,8号 ビッ ト 268-192 円形 045× 0425 035× 032 0 19 衛器 1

59号 ピッ ト 266-188 楕 円形 0 36× 033 028× 026 0 09 50号 ピン トを切 る

50号 ピ ッ ト 266-188 不整楕円形 042× 0305 033× 0 0 16
'9号

ピッ トに切 られ る

t号 ピット 266-189 不整 円形 0305× 027 0 19× 0 19 0 13号濤と重複
52号 ピッ ト 266-189 楕円形 037× 0295 0205× 018 0 075 武掘調査 によって既掘

53号 ピッ ト 265-189 不整 円形 045× 042 0235× 025 0 09 武掘調査によって既掘
)4号 ピッ ト 265-190 円形 035× 0255 0 13× 0 115 0 04 武掘調査によって既掘
)5号 ピッ ト 265-191 精 円形 (041× 0865) (033× 031) 0 45 9号土坑に切 られ る

〕6号 ピッ ト 円形 037× 0355 0295× 0285 0 49 15号溝 (18世紀後 半)を切 る

)7号 ピ ッ ト 265-186 不整楕 円形 033× 028 026× 017 0 065

)8号 ピ ッ ト 265-187 円 形 025× 023 0 15× 0 15 0 12

〕9号 ピッ ト 265-186 円形 0245× 0225 0 16× 0 16 0 06

10号 ピッ ト 264-186 円 形 024× 0235 0 185× 0 175 0 105

1号 ピッ ト 264-186 不整 円形 022× 0195 0 145× 0 135 0 09

72号 ピッ ト 円形 0235× 022 0 17× 0 14 0 09

73号 ピッ ト 精 円形 (025× 018) (013× 0125) 0 17

4号 ピッ ト 円形 035× 033 029× 025 0 075 14号溝 (近代)に切 られ る

5号 ピット 不整 円形 0235× 0205 0 185× 0 0 04 76号 ビッ トに切 られ る
76号 ビ ッ ト 円形 023× 021 0 155× 0 0 035 75号 ビッ トを切 る

7号 ピッ ト 263-185 不整 円形 0305× 0285 024× 023 0 04
78号 ピッ ト 円形 0245× 02判 0 165× 0 0 145

り号 ピッ ト 円形 0235× 027 02] × 0 0 13

,0号 ピッ ト 円形 0295× 0255 0185× 0 5 0 105

'1号
ピット 不整 円形 0235× 0205 0 145× 0 0 085

12号 ピッ ト 不整 円形 025× 021 0 16× 0 0 055

33号 ピッ ト 不整楕 円形 042× 0345 027X023 0 27 土器 1

34号 ピッ ト 260 円 形 0285× 0255 0 185× 0 15 0 225

85号 ピ ッ ト 不整楕 円形 0405× 024 0365× 018 0 105

36号 ピッ ト 不整 円形 041× 036 0 18× 0 11 0 14

87号 ピッ ト 楕 円形 023× 016 0 18× 0 11 0 06

88号 ピッ ト 楕 円形 031× 023 007× 004 021
89号 ピッ ト 円形 0225× 022 016× 0 0 14

90号 ピッ ト 不整楕 円形 0295× 0215 0 175× 0 15 0 09 金属製品 2

91号 ピッ ト 用形 023× 025 0205× 0175 0 185

92号 ピッ ト 254-190 円 形 042× 041 036× 034 0 155
土器 2、 スサ入り被熱粘土塊
1

7号溝に切られ、19号溝を切る

93号 ピッ ト 不整形 048× 041 034× 027 0 28 土器 1

94号 ピッ ト 楕 円形 0345× 0295 0 17× 013 0 445 土器 1、 磁器 1 16号溝 (近代 )に切 られ る

95号 ピッ ト 楕 円形 033× 0255 0255× 0185 0 13 17号溝 に切 られ る

96号 ピッ ト 楕 円形 0275× 0185 016× 0065 0 06

97号 ピッ ト 255 円形 0 145× 0 OH× 008 0 095

98号 ピッ ト 不整方形 041× 028 022× 0 0 265 19号溝 に切 られ る

99号 ピッ ト 251 円 形 0215× 0215 0 16× 0 155 0 315

100号 ピ ッ ト 255 楕 円形 0385× 0305 025× 015 0 185 陶器 1

101号 ピッ ト 円 形 0255× 0235 0 195× 0 185 0 048 17号溝に切られる
102号 ピッ ト 精 円形 045× 035 033× 0255 0 32

103号 ビッ ト 不整 円形 (0515× 044) (0285× 008) 061
104号 ピッ ト 円形 (0235× 0205) (005× 003) 0 18 19号溝 に切 られ る 105号 ピッ トと重 tta
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還 構 名 グリッド 形 態
上端 下端

深 さ 出土遺物 備 考
長径 X短径 長径 ×短径

105号 ピッ ト 252-189 円形 (015× 0105) (012× 0105) 0 105
106号 ビット、19号溝に切られる 104号
ピットと重複

106号 ピッ ト 252- 不整 円形 (0 105× 0705) (007× 007) 0 095 05号 ピッ トを切 り、 19号溝 に切 られ る

107号 ピッ ト 240- 円形 056× 0535 0415× 035 0 32

108号 ピッ ト 不整 円形 0205X0 0 18× 0 155 0 035

109号 ピ ッ ト 不整精 円形 0335× 021 0 150× 0 125 0 07

110号 ピッ ト 81 円形 024× 024 0 9× 0 165 0 15

H号 ピッ ト 楕 円形 0435× 026 0 X0 0 095 12号 ピ ッ トを切 る

12号 ビッ ト 242-182 0395× 0295 0 85× 0 18 0 065 111号 ビ ッ トに切られ る

113号 ピッ ト 242-183 円形 0235× 021 0 65× 0 15

114号 ピ ッ ト 240-183 不整 円形 036X0335 0105× 0075 0 185

115号 ピッ ト 241-183 円形 014× 0135 007× 006

116号 ピッ ト 241-183 精 円形 0 19× 0 14 009× 007 0 065

117号 ピッ ト 不整形 0345× 0315 027× 024 0 055

118号 ピッ ト 楕 円形 0595× 0465 0385× 0355 0 13

119号 ピッ ト 240- 円形 0515× 051 0115× 008 0

120号 ピッ ト 242- 円形 0 185× 0 008× 007 0 05

( )の中の数値 は残存値 単位

第 7表 西区土坑一覧表

遺橋 名 クリンド 形 態
上端 下端

深 さ 主 軸 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号土坑 255-155 不整 円形 1 35× 1 185 0905× 0855 N-21°  一W

土器 1、 陶器 5、 磁器 8、 土製 品

3、 ガラス 1、 木製品 1、 金属製

島 1

号埋甕に切られる

号土坑 255-154 (072× 0405) (0315×
0215)

0 37 匂器 1

3号土坑 261-159 不整楕 円形 (0665× 048) 0475× 0405 N-8°  一E
1号溝、 2号井戸 を切 る 東側 は調

査 区外へ延び る

4号土坑 249- 不整精 円形 0715× 0385 033× 0 195 0 12 N-15 2号溝を切り、 1号溝に切られる

5号土坑 255 (073× 041) (036× 034) 0 27 6号土坑に切られ る

6号 土IJ~ 255 3 (133× 064) (108× 054) 0 31 土器 1、 陶器 4、 磁器 4、 瓦 5 5号土坑 を切 る

7号上坑 259-154 不整精円形 208× 1695 197× 158 N-16°  一E
土器 2、 陶器23、 磁器20、 土製品
1、 ガラス 1、 瓦34

18・ 29号 ビッ ト、 15号溝 を切 り、

30・ 61号 ビッ トに切 られ る

8号土坑 264-159 不整楕 円形 1475× 0685) 0685× 032 N-14°  一E 陶器 2、 磁 器 1、 木製 品 1、 瓦 3
1号溝、55号 ピットに切られる
9号溝と重複

9号土坑 1 円形 074× 073 023X0205 0 57

10号土坑 262- 不整楕円形 0875× 0605 061× 0435 N-75°  一V

11号 土坑 精円形 0755× 0485 059× 037 N-57°  一V 金属製品 1

12号土坑 精 円形 0875× 068 0495× 045 0 52 N-88°  ―W スサ入り焼成粘土塊 3

13号土坑 265- 円形 077× 0725 0745× 0655 0 085 N-17°  一E

14号 土坑 267 不整 円形 (054X052) (048× 0385) 〕4・ 35号 ピッ トに切 られ る

15号土坑 275- 不整楕 円形 054× 041 033× 027 0 205 N-10°  一W

16号土坑 276- 不整円形 052× 052 044× 039 0 22

17号 土坑 不整形 0585× 0415 033X0815 0 37 N-31°  一W 土器 1 19号溝に切られる

18号 土坑 不整精円形 0735X062 0615× 0525 0 N-50°  一E

19号土坑 277-147 不整 円形 0525× 0495 036× 0345 021 78号 ピッ トを切 る

Ю号土坑 277-160 不整 円形 (226× 194) (204× 1845) 0 205
土器 6、 陶器 9、 磁器 9、 土製品
8、 金属製品 1、 瓦4,石 1

85号 ビットを切る 東側は撹乱を受
ける

Jl号上坑 280-157 (214× 109) (168× 082) 0 25
土器 4、 陶器 3、 磁器 6、 土製 品

4、 瓦 3

89・ 96・ 97号 ピットを切る 東判は

撹乱を受ける

2号土坑 280-160 楕 円形 0 665× 0 535 044× 025 0 395 N-73°  一W

33号土坑 291-157 不整楕円形 137× 063 045× 0285 0 17 N-16°
 一E 上器 5、 陶器 3、 磁器 1

ど4号土坑 267-160 (0995× 031) (087× 026) 0 105 1号溝を切る

25号土坑 238-157
不整 隅丸長

方形
(227× 095) (182× 079) 0 34 N-16°  一E

陶器 5、 磁器 9、 土製品 2、 瓦
5、 石 1

22号溝と重複

26号土坑 282-162 不整形 106× 0915 0965× 0795 0 125 N-46°  一E 7号土坑に切 られ る

27号土坂 282-162 不整楕 円形 0705× 043 059× 035 0 105 N-45°  一W お号土坑を切る

28号土坑 284-187 円 形 113× 106 0925× 0885 土器 7、 陶器 4、 石3

29号土坑 285-183
不整隅丸方

形
061× 0585 058× 053 0 105 旬器 5、 瓦 1

30号上坑 284-183
不整隅丸方

形
0605× 059 0 17× 0 14 0 225 滋器 2、 瓦 2

31号土坑 285-182 不整形 (0505× 038) (041× 029) 0 035 N-72°
 一W 113号 ピントに切られる

2号土坑 286-181 不整楕 円形 061× 0515 037× 0315 0 17 N-5°  一E

3号土坑 291-164 不整精 円形 (122× 077) 094× 047 0 25 N-74°  ―V
土器 1、 陶器 1、 磁器 2、 上製品
2、 石 1

北側は撹乱を受ける
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( )の 中の数値 は残存値 単位

第8表 西区ピッ トー覧表

遺構名 グリッド 形 態
上 端 下 端

深 さ 出土遺物 備 考
長径 ×短径 長径 ×短径

1号 ピッ ト 円形 0415× 038 036× 029 0 175 1号井戸を切 る

2号 ピット 246 3 楕 円形 (014× 009) (006× 0045) 0 115 3号 ピッ トを切 る

3号 ピ ッ ト 9 円 形 (027× 022) (021× 0195) 0 06 2号 ピッ トに切 られ る

4号 ピ ッ ト 8 不整 円形 034× 0305 0225× 0185 0 09

5号 ピット 9 不整 円形 034× 0325 0215× 0 195 0 125 匂器 1

6号 ピット 250-148 楕 円形 0365× 0305 0 195× 0 0 505

7号 ピット 8 円形 0255× 024 0 185× 0 0 495

8号 ピット 256- 不整方形 0205× 0195 0135× 0 0 295

9号ピット 248- (048× 028) (038× 032) 0 04 1号溝 に切 られ る

10号 ピット 不整 円形 043× 036 0 14× 0 14 0 185 1号溝 を切 る

H号 ピ ッ ト 263- 不整 形 026× 0235 0 145× 0 0 115

12号 ピッ ト 41 不整 円形 026× 026 021× 0195 0 06

13号 ピ ッ ト 不整形 (039× 0255) (032× 0165) 0 215 14号 ピットに切られる
14号 ビ ッ ト 245- 不整形 (0325× 0165) (0245× 0105) 0 09 13号 ピッ トを切 る

15号 ピッ ト 258- 不整 円形 0485× 044 0285× 027 0 105

16号 ピ ッ ト 259- 司形 (043X042) (043× 0255) 0 07 瓦 2 4・ 5号溝を切る
17号 ビット 267- 不整 円形 0495× 046 037× 034 0 14

18号 ピ ッ ト 260- 円形 (062× 038) (027× 024) 0 295 29号 ビッ トを切 る 7号 土坑 に切 られ る

19号 ピント 266- 不整 円形 046× 0445 029× 0235 0 18 滋器 1 4・ 5号溝 と重複す る

20号 ピ ッ ト 267 不整 円形 0335× 032 0 19× 0 18 0 155

21号 ビッ ト 263- 不整隅丸方形 023× 022 016× 011 0 255

22号 ピッ ト 不整 円形 033× 031 0 16× 0 13 0 35

23号 ピ ッ ト 円形 0205× 018 006× 005 0 255

24号 ピッ ト 263- 円形 048× 048 0425× 0405 0 105 16号溝 を切る

25号 ピ ッ ト 264- 51 不整形 0 185× 013 009× 006 0 055

26号 ピッ ト 不整形 0305× 0 195 (0035× 005) 0 265 19号溝 に切 られ る

27号 ピッ ト 269- 51 不整形 (025× 0245) (0185× 0 0 195 ,0号 ピットを切る
28号 ピ ッ ト 不整 円形 031× 0285 023× 022 0 255 滋器 1

29号 ピット 偶丸方形 (026× 0205) (019× 016) 0 33 7号土坑、 18号 ピッ トに 剪 られ る

30号 ピ ッ ト 不整形 (0315× 016) (0205× 012) 0 24 27号 ピットに切られる
31号 ピ ッ ト 不整 円形 0305× 0295 0 175× 0 0 355

32号 ピット 不整楕 円形 0255× 022 0 115× 0 105 0 255

33号 ピ ッ ト 円形 0365× 0315 0225× 0 19 0 215

34号 ピット 51 Fl形 0335× 031 022× 021 0 22 15号 ビッ ト、 14号土坑 を切 る

35号 ピント 51 不整形 (026× 008) (016× 007) 0 12 14号土坑 を切 る 34号 ピ ン トに切 られ る

36号 ピッ ト 267 53 不整楕 円形 0395× 0295 025× 021 0 46 磁器 1

37号 ピット 不整隅形 0405× 037 027× 026 0 065

38号 ピッ ト 不整楕円形 033× 025 022× 0195 0 16

39号 ピッ ト 不整 円形 021× 0 195 0 13× 0 11 0 15

40号 ピット 円形 0 19× 0 165 012× 0105 0 155

41号 ピット 円形 025× 025 003× 003 0 235

42号 ピ ッ ト 円形 0305× 0295 0245× 0195 0 28

43号 ピット 270- 宥円形 0245× 0185 009× 006 0 245

44号 ピ ッ ト 塙円形 0 245× 0 135 OH× 003 0 05

45号 ピッ ト 不整円形 036× 0335 0285× 0235 0 195

16号 ビット 不整 円形 0435× 0405 0335× 033 0 16

17号 ピット 272- 下整 隅 丸方 形 023× 022 014× 0 0 165

48号 ピット 273- 不整 円形 027× 024 022× 0 8 0 05

9号 ピッ ト 273- 不整 円形 028× 026 013× 0 3 0 13

,0号 ピット 273- 51 不整精 円形 0425× 029 0235× 0 0 24

I号 ピン ト 275- 不整形 039× 037 014× 0 0 245

,2号 ピッ ト 274- 不整形 021× 0205 008× 007 0 245

;3号 ピ ッ ト 274- 不整 円形 022× 0205 0135× 011 0 175

'4号

ビット 274- Il形 0355× 032 023× 0 195 0 455

,5号 ピッ ト (043× 023) (036× 021) 0 11 1号濤に切られる 8号上坑を切る
,6号 ピット 275- 不整 円形 033× 0285 0 205× 0 19 0 215

,7号 ピット 司形 0585× 054 0435× 039 0 18 15号溝 に切 られ る

'8号
ピット 260- η形 046× 0445 034× 0305 0 115 15号溝に切られる

つ号 ピ ッ ト 司形 048× 044 008× 004 0 195 15号溝に切られる
60号 ピット 259- ヨ形 (053× 052) (0405× 037) 0 19 15号溝に切られる 7号土坑を切る

61号 ピット 259-154 不整 形 (044× 042) (037× 029) 0 305 15号溝に切られる 7号土坑を切る
東側は撹乱を受ける

62号 ピット 258- 不整 円形 053× 048 044× 0425 0 22 15号溝に切られる
63号 ピッ ト 259- 不整 円形 0 18× 0 009× 0085 0 13 15号溝に切られる
64号 ピット 265- 不整楕 円形 0365× 028 022× 018 0 155 19号溝 に切 られ る

65号 ピン ト 不整楕 円形 0305× 025 0185× 0175 0 19 19号溝 に切 られ る

66号 ピント 円形 026× 0235 0 165× 0 16 0 24

37号 ピット 266- 円 形 015× 0135 008× 008 0 305

68号 ピット 4 不整 円形 0235× 0215 0 13× 0 125 0 125

69号 ピッ ト 5 不整 円形 0415× 0375 0245× 0235 0 28 陶器 4、 磁器 1、 瓦 2

70号 ピット 267-145 不整形 025× 0225 0 15× 0 125 0 175
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遺構名 グリッド 形 態
上端 下 端

深 さ 出土遺物 備考

長径 ×短径 長径 ×短径

1号 ピッ ト 269-146 不整形 0425× 0405 0265× 019 0 385

2号 ビッ ト 270-144 不整 円形 (039× 088) (019× 0 0 175 北東部は撹乱を受ける

73号ピット 272-145 精 円形 033× 0255 013× 015 0 335

74号 ピント 272- 不整楕 円形 0345× 028 0105× 007 0 25

75号 ピッ ト 不整精 円形 033× 026 025× 0135 0 355

76号 ピッ ト 不整 円形 022× 0215 012× 009 0 19

77号 ピッ ト 円形 0285× 0 0165× 0095 0 195

'8号 ピット 7 不整 円形 (0265× 024) 0 145× 0 125 0 14 土器 1 19号土坑 に切 られ る

り号 ピッ ト (042× 016) (005× 002) 0 355

〕0号ピット 272 商円形 0435× 0315 0285× 022 0 17

1号 ピッ ト 274 不整 円形 0475× 0425 041× 0395 0 525

〕2号 ピ ッ ト 円形 0415× 0405 039× 0345 0 52

33号 ピッ ト 275-157 円形 029× 028 024× 023 0 17

4号 ピッ ト 275-158 ヨ形 032× 029 0235× 0205 0 205

汚号ピット 276-160 (0305× 029) (027× 024) 0 045 Ю号 土坑 に切 られ る

〕6号 ピ ッ ト 272-162 長楕 円形 0705× 03逍 066× 029 0 09 1号溝と重tt2す る

W号 ピッ ト 278-155 不整円形 023× 0215 0 14× 0 125 0 085

〕8号 ピ ッ ト 279-156 円 形 0205× 0 18 0115× 011 0 05

〕9号 ピ ン ト 280-156 不整 円形 0205× 016 012X009 0 125 1号上坑に切られる

)0号 ピット 281-156 円形 0255× 024 0195× 0175 0 09

91号 ピッ ト 232-156 精 円形 028× 0195 0 16× 008 0 205

92号 ビ ッ ト 282-157 円形 027× 024 0225× 018 0 05

93号 ピ ッ ト 不整楕 円形 043× 031 034× 024 0 205

4号 ピッ ト 不整精円形 (038× 035) (027× 025) 0 44 95号 ピ ッ トを切 る

,5号 ピッ ト 281-159 不整楕 円形 (042X031) (036× 026) 0 21 94号 ビ ッ トに切 られ る

,6号 ピッ ト 280-157 不整形 0305× 0245 022× 0195 0 23 を1号土坑 に切 られ る

)7号 ビッ ト 280-157 不整形 038× 037 0305× 0285 0 27 磁器 1、 本製品 1 1号土坑にt/」 られる

〕8号 ピッ ト 275-162 不整形 (059× 0335) (043× 0175) 0 11 1号溝を切る

99号 ピット 276-163 円形 043× 042 034× 032 0 075 1号溝を切る

100号 ピ ッ ト 299-138 有円形 0455× 0355 033× 028 0 205

101号 ど ッ ト 299-138 不整楕 円形 0475× 038 0365× 0215 0 095

102号 ピッ ト 298-142 宥円形 0,355× 025 0 165× 0 14 0 195 旬器 1

103号 ピット 295-148 円 形 0205× 0 19 011× 0105 0 07

104号 ビッ ト 295-148 惰 円形 028× 023 0 185× 0 14 0 095

105号 ピッ ト 294-151 円形 0315× 0275 0 225× 0175 0 105

106号 ピッ ト 296-151 円形 041× 036 029× 02“ 0 085

107号 ピット 295-152 精 円形 041× 034 0275× 0215 0 13

108号 ビ ッ ト 294-152 不整楕 円形 0515× 042 036× 0275 0 225

109号 ピッ ト 不整 円形 013× 0105 004× 004 0 055

110号 ピント 弓形 0275× 0265 0185× 017 0 12

lH号 ビット 285-160 不整 円形 0225× 021 005× 0035 0 08

2号 ピ 284-183 宥円形 0405× 032 034× 0265 0 05

3号 ピ 285-182 円形 024× 024 0145× 014 0 105 31号 土坑を切る

4号 ピ 291-163 円形 0325× 0305 0155× 0145 0 33

5号 ピ 273-161 円形 046× 043 034× 029 0 64 1号溝に切られる

116号 ピット 265-160 不整 円形 (051X ―  ) 0455× 0295 0 42 1号溝 を切 る

-61-
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9表

 
出
土

遺
物

観
察
表

(北
区
土

器
)

1 
法

量
(

2 
残

存
率

は

)は
復

元
実

測
値

図
示

さ
れ

た
う

[ 
 ]
は

現
存
値
で
あ
る
。

ち
の

も
の
/個

体
全
体
の

う
ち
の
も
の
を
示
す
。

ま
た
、
こ
れ

ら
の
数
値
は

目
測
に
よ
る
も
の
で
あ

色
 

調

灰
黄
(2
5Y
7/
2)
釉

―
黒

褐

| ω N |

浅
黄

(2
5Y
7/
3)
釉

一
せ

ん
じ
碗
 

呉
須

絵
 

真
入

あ
り

白
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

底
部

に
2ヶ

所
孔

あ
り

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

黄
灰

(2
5Y
6/
1)
釉

―
黒

褐

黒
褐

(1
0Y
R3
/1
)

こ
ぶ

い
黄

褐
(1
0Y
R4
/3
)

大
窯
 

鉄
釉
 

天
目
 

見
込

み
部

に
擦

痕
あ

り

灰
黄

(2
5Y
7/
2)
釉

―
明
オ
リ
ア｀
灰

(2
 5
GY
7/
1)

灰
黄

(2
5Y
7/
2)
釉

―
褐

鉄
釉
 

餌
悟

り
鉢

(2
5Y
7/
2)
和

―
褐

銅
板

転
写

 
「

喜
山

」
亥
」
F「

あ
り
 

蛇
の

日
高

台



-89-



|

⇔ ト

|

遺
構

名
図

版
番

号
胎

質
器
 

種
法

  
量

(c
m)

整
  

形
色
 

調
月台

 
土

含
 

有
 

物
焼

成
残

存
率

(%
)

産
 

地
時
 

代
傭
  

考
底

客
器
 

高
内
 

面
外

 
而

戊
 

都

2号
井

戸
94
-3
2

陶
器

悟
鉢

[6
2]

蔀
目

ロ
ク

ロ
ナ

デ
疋

白
(1
0Y
R8
/2
)和

―
黒

褐
密

黒
色

粒
子

一 戸
美

濃
16
C～

17
C前

葉
か

茨
平由

2号
井

戸
94
-3
3

陶
器

悟
鉢

(1
10
)

[3
0]

蔀
目

ロ
ク

ロ
ナ

デ
]転

糸
切

り
後

疋
黄

(2
5Y
7/
2)
釉

―
黒

褐
密

赤
色

粒
子

良
40
/一

一 声
美

濃
16
C～

17
C前

葉
か

茨
釉

3号
井

戸
95
-1

土
器

芭
木

鉢
[4
1]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ナ

デ
 

刻
み

目
こ
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
7/
4)

密
良

25
/―

3号
井

戸
95
-2

匂
器

イ
78

35
48

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

テ

ヨ
転

ヘ
ラ

削
り

リー
フ｀
万烹

(5
YG
6/
1)

絞
箔

良
不

明
E代

蓋
絵
 

付
高

台

3号
井

戸
95
-4

陶
器

片
口

鉢
か

4)
42

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
]転

ヘ
ラ

削
り

疋
黄

(2
5Y
7/
2)
釉

に
ぶ

い
黄

密
黒

色
粒

子
良

瀬
戸

・
美

濃
月
治

カ
庚
釉
 

貫
入

あ
り
 

付
高

台

3号
井

戸
陶

器
(1
7

[4
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
IP
3転

ベ
ラ

削
り

回
転

ヘ
ラ

削
り

灰
黄

(2
5Y
7/
2)

緻
密

良
25
/

益
子

月
治

垂 白
灰

釉
 

目
痕

に
漆

か

3号
井

戸
95
-7

匂
器

層
鉢

(2
9 
0)

[4
2]

ロ
ク

ロ
ナ

テ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

暗
褐

(1
0Y
R3
/3
)

密
白

色
粒

子
長

5/
―

堺
19
C前

葉

3号
井

戸
95
-8

旬
器

層
鉢

(2
50
)

[6
4]

ロ
ク

ロ
ナ

テ

鯨
目

ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
小

い
東

橙
(1
0Y
R6
/3
)x
IH
に

ぶ
い

赤
練

5Y
R4
/3
)

密
白

色
粒

子
良

5/
―

不
明

1明
治

鉄
釉

3号
井

戸
95
-9

旬
器

腐
鉢

(1
10
)

[4
2]

デ
櫛

目
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ヨ
転

糸
切

り
(5
YR
3/
3)

密
自
・

黒
色

粒
子

良

3号
井

戸
95
-1
1

旬
器

吾
鉢

[4
7]

ロ
ク

ロ
ナ

テ
回

転
ナ

デ
喪

束
橙

(1
0Y
R8
/3
,和

に
ふ

ヤ
密

・
赤

・
黒

色
粒

子
良

20
/

3号
井

戸
95
-1
3

旬
器

ま
須

(6
0)

51
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

削
り

天
貢

(2
5Y
7/
2)
和

―
Π 旨

オ
ケ
ー
フ

級
密

良

95
-2
1

3号
井

戸
95
-2
4

磁
器

碗
(1
02
)

(3
8)

[4
6]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
絡

黒
色

粒
子

不
良

戸
・

美
濃

銅
板

転
写

3号
井

戸
弦
器

碗
(1
16
)

36
48

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
ヂ

ロ
ク

ロ
サ

デ
白

緻
密

良
戸
・

美
濃

転
写
 
「
東

雲
堂

製
J銘

あ
り

3 3 3 3号
井

戸
96
-3

磁
器

蕎
(1
00
)

[2
0]

炎
黄

(2
5Y
8/
3)
釉

―
浅

黄
密

白
・

黒
色

粒
子

良
10
/一

外
面

に
貢

入
あ

り

3号
井

戸
96
-6

磁
器

蓋
(1
00
)

(3
8)

ロ
ク

ロ
ナ

ヂ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
白

級
密

良
0/
70

瀬
戸

・
美

濃
代

の
蓋
 

銅
板

転
写

 
「
深

山
」

銘
あ

り

3号
井

戸
96
-7

確
器

鉢
0)

[3
7]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
灰

日
(7
5Y
3/
1)
釉

明
縁

灰
緻

密
黒

色
粒

子
良

20
/―

骨B
前

18
C後

半
青

磁
 

蛇
の

目
高

台



急
須

1号
炉

2号
炉

2 2～
4号

炉

|

⇔ い

|

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

白
(2
5Y
8/
2)
釉

―
黒

褐

10
YR
3/
4)
和

一
淡

黄

褐
(7
 5
YR
4/
4)

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

雰
嘉

`そ

,半
7/
2)
釉

暗
褐
  
1 

密
(1
0Y
R3
/4
)

黄
灰

(2
5Y
6/
1)
釉

― 掲
(7
 5
YR
4/
4)

ロ
ク

ロ
ナ

デ

こ
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
R7
/3
)釉

R著

5号
炉
  
 l
 1
07
34

染
付
 

手
描

き
 

准
砂

敷
あ

り
ロ

ク
ロ
ナ

ァ

外
面

と
も

に
煤

け
て

い
る

り
 1
浅

黄
橙

(7
 5
YR
8/
3)

自
 

赤
・

黒
色

粒
子

こ
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
R7
/4
)

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
7/
4)

自
(7
6Y
7/
1)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

灰
白
(7
5Y
8/
1)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
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出
土

遺
物

観
察

表
(北

区
土

製
品

。
他

)

1 
法

量
( 
 )
は

復
元
実
測
値
 [
  
]は

現
存
値

で
あ

る
。

2 
残

存
率

は
、
図
示

さ
れ

た
う
ち
の

も
の
/個

体
全

体
の

う
ち
の

も
の

を
示
す
。

ま
た
、

こ
れ

ら
の
数
値

は
目
測

に
よ
る

も
の
で

あ
る
。

|

ω ω 1

遺
構

名
図

版
番

号
胎
 

質
器
 

種
法
  

量
(c
m・

g)
整

形
技

法
色
 

調
胎
 

土
残

存
率

(%
)

備
  

考
口

(径
)底

 
高
/長

 
幅
 

厚
重
 

量
肉
 

面
外
 

面
底
 

部

13
号

澄
91
-1
8

十
す
品

怜
1 
2・

2 
7・

0珀
ナ

デ
残

黄
橙

(7
 5
YR
8/
4)

白
色

粒
子

14
号

溝
92
-9

土
と
品

!裂
人

形
33
1・

12
91
・

19
12

笹
許
(7
 5
YR
5/
6)

4号
ピ

ッ
ト

94
-1
2

土
製

品
土

鈴
の

玉
10

1 
11

に
ぶ

い
褐

(7
 5
YR
5/
4)

3号
井

戸
96
-1
2

土
器

蓋
(1
40
)・

―
・
[2
8

回
転

ナ
デ

す
デ

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
7/
4)

自
・

示
・

黒
色

粒
子

25
/―

火
消

し
≡

の
著

3号
井

戸
96
-1
4

滋
器

母
子

20
・

20
・

25
自

3号
井

戸
96
-1
5

滋
器

不
明

36
・

25
,0
4

59
白

瀬
戸

・
美

濃
 

自
磁

か
 

貼
付
 

近
代

3号
井

戸
96
-1
6

1磁
器

緒
器

19
。

19
,0
7

17
頑

戸
・

美
濃
 

白
磁

3号
井

戸
96
-1
7

磁
器

柔
緒

器
20
・

20
・

07
19

頼
戸

・
美

濃
 

白
磁

3号
井

戸
96
-1
8

滋
器

柔
緒

器
20
。

20
・

07
頼

戸
・

美
濃
 

白
磁

2～
4号

炉
06
-3
3

上
製

品
晴
の

羽
日

13
68
・

12
ナ

デ
ナ

デ
登

(5
YR
6/
6)

自
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

煤
付

着

5号
炉

07
-4
1

上
製

品
偏

の
羽

口
15

59
・

14
ナ

デ
ナ

デ
登

(5
YR
6/
6)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

25
/―

5号
炉

08
-1

上
製

品
の

羽
日

17
99
。

15
71
2

す
デ

ナ
デ

登
(5
YR
6/
6)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

50
/―

外
面

媒
付

着

5号
炉

08
-2

土
製

品
晴
の

羽
口

19
7

16
ナ

デ
ナ

デ
に

ぶ
い

褐
(7
 5
YR
5/
4)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

60
/一

5号
炉

10
8-
3

土
晴
の

羽
口

19
3・

66
・

13
ナ

デ
ナ
デ
 
指
圧
痕

月
赤

褐
(5
YR
5/
6)

白
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

5号
炉

10
8-
4

土
晴
の

羽
日

14
68
・

13
29
6

ナ
デ

す
デ

月
赤

褐
(5
YR
5/
6)

自
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

小
礫

50
/―

外
面

煤
付

着

5号
炉

10
8-
5

土
師

の
羽

日
19
51
・

20
ナ

デ
ナ

デ
月
赤

褐
(5
YR
5/
6)

自
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母
 

礫

5号
炉

10
8-
6

と
お

は
じ
き

20
・

20
,0
5

19
ナ

デ
ナ

デ
登

(7
 5
YR
6/
6)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子

遺
構

外
11
0-
12

滋
器

碍
子

上
径

:3
6・

下
径
:4
4

61
16
4 
1

ズ
自

(N
8/
0)

豊
樗

外
磁
器

碍
子

28
・

29
・

44
庚

白
(N
8/
0)

置
構

外
0-
14

磁
器

碍
子

23
・

28
・

42
47
 7

7L
白

色

儒
外

0-
15

磁
著

碍
管

08
・

―
。
37

戻
白

(7
5Y
8/
2)

構
外

磁
碍

管
径
:0
8長

さ
:[
28
]

22
白

置
穏

外
0-
17

磁
怒

碍
管

径
:0
8長

さ
:[
27

18
疋

自
(1
0Y
8/
1)

直
構

外
0-
18

磁
器

碍
箸

径
:0
8長

さ
:2

3
13

戻
白
(7
5Y
8/
1)

遺
構

外
10
-1
9

磁
器

集
緒

器
20
・

20
・

07
27

豊
構

外
磁

集
緒

器
20
・

20
・

07
26

頼
戸

・
美

濃
 

白
磁

貴
構

外
10
-2
1

磁
器

集
緒

器
20
・

19
,0
7

18
頼
戸

・
美

濃
 

白
磁

貴
構

外
10
-2
2

磁
三 緒

器
20
・

19
・

07
18

頼
戸

・
美

濃
 

白
磁

責
構

外
三 緒

器
20
・

20
'0
6

顆
戸

・
美

濃
 

白
磁

貰
構

外
20
・

19
,0

6
14

頓
戸

・
美

濃
 

白
磁

宣
構

外
10
-2
5

磁
器

柔
緒

器
18
・

19
,0

7
15

90
/9
0

頓
戸

・
美

濃
 

白
磁

豊
構

外
10
-2
6

磁
器

宅
緒

器
19
・

20
・

07
頓
戸

・
美

濃
 

白
磁

宣
構

外
磁

器
宅
緒

器
20

18
・

07
16

頓
戸

・
美

濃
 

白
磁

童
構

外
磁

器
三緒

器
19
・

18
・

06
17

頓
戸

・
美

濃
 

白
磁

賢
橋

外
1-
1

磁
君

柔
緒

器
20
・

20
・

06
19

額
戸

美
濃

白
磁

遺
構

外
1-
2

滋
器

集
緒

器
20
・

20
'0

7
23

額
戸

美
濃

白
磁

宣
樗

外
1-
3

滋
器

集
緒

器
[0
9]
・

19
・

[0
7]

10
45
/4
5

傾
戸

表
濃

白
磁



法量(  )は復元実測値 [  ]は 現存値である。

遺構名 コ版番号 種  別
イ去 量 (cm)

整  形 色  調 備  考
日径 ・ 直径 器 高 底 径 )享 さ

JO号濤 92-42 棒 径 :18・ 長 さ:[37] 透 明

3号井 戸 96-19 FA [94 70 04 うす緑透明 ・ 10□ ・」

3号井 戸 96-20 価 19 73 02 無色透 明

3号井戸 96-21 慨 [2 3] 無色透 明 卜IJ

3号井戸 96-22 慨 26 02 自

遺構外 4 lA 2 1 62 19 密明

蓋に EKITASATO・ INSTITUTE]と 記載 底
には「はさみ」のマークと「KI」 の文字あり 薬品らしき
(液体)中身が残つている

瞳構外 と-5 領 16 47 20 02 羊務 明

遺構外 1-6 lTt 18 35 02 茶

遺構外 [-7 蓋 長 さ [33 中邑:最 大 19最 少 16 炎青 価の 蕎

遺構外 1-8 伍 64 53 76 05 ヨ ポマー ド瓶  「メヌマ

遺構外 1-9 7L棒 径 :20。 長 さ :57 男

重構外 1-10 7L棒 径 ■ 8・ 長 さ155 歪明

貴構 タト 1-11 棒 径 :17・ 長 さ:58 透明

穏 外 1-12 コオ居≡ 径 :19。 長 さ:64 歪明

構 外 1-13 ▼L棒 径 120。 長 さ:63 歪明

宣構外 1-14 乳 棒 径■ 9・ 長さ:68 姦明

第11表  出土遺物観察表 (北区ガラス製品 )

第12表 出土遺物観察表 (北区木製品)

法量 (  )は復元実測値、 [  ]は現存値 である。

遺特名
図版
番号

種  別
法  量

備  考
長さ。径 (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm)

3号井戸 97-1 井戸桶側板 922 150
3号井戸 97-2 井戸 tRl側 板 912 14 7

号井戸 97-3 炸戸桶 側 板 92 3 14 7 25

3号井 戸 97-4 炸戸桶側板 91 9 144
3号井 戸 97-5 井戸桶側板 918 145 23

3号井戸 97-6 井戸桶側板 91 7 14 7 24

3号井戸 97-7 井戸桶側板 916 143 25

3号井戸 97-8 井戸桶側板 923 146 25

3号井戸 97-9 井戸 tRi側 板 914 145
3号井戸 97-10 井戸桶 側 板 91 2 145
3号井 戸 97-11 井戸桶側板 909 145 24

3号井 戸 97-12 辞戸掃側板 91 0 14 1 25

3号井戸 98-1 井戸桶側板 918 150 26

3号井戸 98-2 井戸桶側板 910 14 8 29

3号井戸 98-3 井戸桶側板 90 9 147 25

3号井戸 98-4 井戸桶側板 919 139
3号井戸 98-5 洋戸桶側板 92 1 140 29

3号井戸 98-6 岸戸 本語イ則板 92 1 129 26

3号井戸 98-7 痒戸桶 91 9 148 25

3号井 戸 98-8 井戸桶側板 92 3 142 26

3号井戸 98-9 井戸桶底板 2] 214 10 売印あ り (文 字は不明 )

3号井戸 99-1 井戸桶側板 7 145
3号井戸 99-2 井戸桶側板 181 5 149
3号井戸 99-3 井戸桶側板 181 0 146
3号井戸 99-4 井戸桶側板 181 7 14 8 24

3号井戸 99-5 井 戸桶 側 板 181 7 148
3号井 戸 99-6 炸戸桶側板 1815 146 24

3号井戸 100-1 井戸襦側板 182 1 148 24

3号井 戸 100-2 井戸桶側板 1814 145 25

3号井戸 100-3 井戸桶側板 8 14 7 24

3号井戸 100-4 井戸桶側板 178 0 27

3号井戸 100-5 井戸桶側板 156 7 146 35

3号井戸 100-6 井戸桶側板 181 4 145 25

3号井戸 0 1 井戸桶側板 181 9 14 1

3号井戸 2 井戸桶側板 1682 147
3号井戸 檸戸桶 側 板 5 146 27

3号井戸 岸戸桶側板 5 14 8 24

3号非戸 杵戸桶側板 18 8 14 8 26

3号井 戸 井戸桶側板 5 150 21

3号井 戸 102-1 井戸桶側板 182 5 15 0 26

3号井戸 102-2 井戸桶側板 181 6 148
3号井戸 102-3 井戸桶側板 181 6 142 23

3号井戸 102-4 井戸桶側板 60 9 147 2 7

3号井戸 102-5 井戸桶側板 59 4 152 27

3号井戸 102-6 井戸桶側板 51 5 150 24

3号井戸 102-7 井戸桶 4 494 23

3号井戸 102-8 炸戸 桶 t 474 23

3号井 戸 102-9 井戸桶側板 489 148 29

3号非戸 102-10 井戸桶側板 41 7 152 27

3号井 戸 102-11 井戸桶側板 465 149 21

3号井戸 102-12 井戸桶側板 52 0 14 6 24

3号井戸 103-1 井戸桶側板 48 0 14 1 22

3号井戸 103-2 井戸桶側板 566 15 1 27

3号井戸 103-3 井戸桶側板 552 14 5 23

-67-



遺構名
図版

番号
種  別

法  量
備  考

長 さ・径 (cm) 幅 (cm) 厚 さ (伽 )

3号井 戸 103-4 井戸桶 4H板 848 14 7 29

3号井戸 103-5 井戸桶 lFl板 553 144 24

3号井 戸 103-6 井戸桶側 板 445 142 24

3号井戸 103-7 井戸桶側板 54 4 147 22

3号井戸 103-8 井戸桶側板 655 146 23

3号井戸 103-9 井戸桶側板 71 8 14 2 23

3号井戸 103-10 井戸桶側 板 72 3 151 27

3号井 戸 103-11 岸戸桶 側 板 574 144 24

3号井戸 103-12 岸戸枠 38 8 218 28

3号井 戸 103-13 洋戸枠 137 21 233 25

3号井戸 103-14 井戸枠 450 225
3号井戸 103-15 井戸枠 [425] 205 15

3号井戸 104-1 井戸枠 124 6 130
3号井戸 104-2 井戸枠 107 0 51 126
3号井戸 104-3 井戸枠 1229 13 7

3号井 戸 104-4 井戸枠 118 0 0 と25
5号非 戸 105-12 庭板 177 05

第13表 出土遺物観察表 (北区金属製品)

-68-



-69-



遺構名
取

号
凶
番 種  別 材質

法  量
重 量 (g) 備  考

幅 (cm) 厚さ(cm)

3号炉 107-28 下明 (線状) 銅
司

０８熟徹
[0 3]

5号炉 108-7 欧 07 1 7

5号炉 108-8 ⌒明 (棒】犬 飲 3ι

5号炉 [08-9 子銭 23 04 02 07 麦檀 小 明

重構 外 聖管 (雁 盲 ) 45 09 0 1

童襦 外 丸釘 鉄 67

躊 外 謝 鉄 07

'構

外 百 鉄 04 05 30
】 鉄 04

貴構 外 -20 】 吹 32 05 11
登棒外 阿 荻 23 06
豊構外 耐 骸 2 1 0

重棒 外 示明 解 状 ) 鉄 107 1

直構 各 示明 (棒 状 ) 6つ 1

量構 外 下明 籐 状 ) 鉄 11 10 78
穏 外 -26 ボfIP(権状) 鋏 07 07 40
尊タト 下明 (棒 状 : 20
章タト 小明 瞭 状 , 欧 3判 07 06 20

構 外 小甥 (円 挫整】犬) 2つ 2 1

重構 外 示明 鉄

重儒 外 万く弓 鉄 3J

躊 外 銅 子L0 6 18
穏 外 鍋 36 大正 九年 十 十一

奪歩″ト 儀 銅 子L 10 7 13 残種 不 明

第14表 出土遺物観察表 (北区瓦)

第15表 出土遺物観察表 (北区石製品)

遺構名
版

号

図

番 機  種

法 ,m, 成形・調整

菫
①

文様・ 装飾 ほか 色  調 備 考
長 さ 径 幅 厚 み

深

高

区
幅

様

・

文

径 瓦当厚 玉縁長 凹 面 凸 面 縁 面

53号 土坑 94-3 宅瓦

3号井戸 105-7 平 瓦 [92] 18 ナ デ ヘ ラ削 り
リ
ブ

削
ナ

|やねかんむ りに
とJ刻印か

え白(N7/0)

5号炉 109-1 HI丸 瓦 (134) ナ デ ナ デ 左巻  連珠 (7)

にぶ い貢褐

(10YR5/3)～ 褐灰

(10YR6/1)

5号炉 109-2 H・平瓦 [133] 16 22 46 ナ デ ナ デ 面取 り 曹革 (東海式)
健(7 5YR7/6)～ 灰
(5Y6/1)

5号炉 109-3 Hf平 瓦 [17 5] 1] 16 [32] 42 ナ デ ナ デ 面取 り 唐 車

にぶい策橙
(10YR7/4)～ 灰
(75Y7/1)

5号炉 109-4 肝平瓦 [8 1] 18 [06] 41 ナ デ ナ デ 面取 り
唐軍  |やねかん

む りに二 I刻印

灰(N4/0)～灰 自
(5Y7/1)

5号炉 109-5 平 瓦 [167] 27 4 21 面取 り 1260
|やねかんむりに
二J ttFΠ

ヒ灰(N2/0)

5号炉 I09-6 平 瓦 [180] 8] 15 面取 り
「やねかんむ りに
二」刻 Fロ

吹自(5Y8/1・
5Y7/1)～ 灰
(5Y6/1・ 5Y5/1)

5号炉 平 瓦 [160] [167] 16 面取 り
|やねかんむ りに

二J亥lFロ

ズ黄 (25Y7/2)～
黄灰 (25Y5/1)

5号炉 109-8 平 瓦 [6 6] 15 面取 り 115 「○」の刻印
笹(7 5YR7/6)～ 黒
(7 5YR2/1)

5号炉 109-9 平 瓦 [133] 16 面取 り
Iやねかんむ り1

二 Iク lE同
灰 (N6/0)

5号炉 109-10 平 瓦 [51] [79] 18 面取 り
|や taか んむ りに

二 十 刻障ロ
咲 自 (5Y7/1)～ 橙

5号炉 109-11 平 瓦 [84] [57] 面取 り 「○」刻 印
栓 (5YR6/6)～ に ぶ

いき搭(loYR7/4)

5号炉 109-12 平 瓦 [6 I] [120] 16 面取 り
「やねかんむ り1

二 1刻印
灰 白 (25Y7/1)

5号炉 109-13 平 瓦 [69] [106] 16 面取 り 「○」
橙 (5YR6/6)～ 灰 自
(7 5Y7/1)

5号炉 109-14 FI桟 瓦 [163] [134] 20 19 ナ デ ベラナテ
llり

面取 り
左巻三巴 唐章

橙 (7 5YR7/6)～ 灰
意ヒ(2 5Y7/2)

5号炉 109-15 軒桟瓦 [8 [11 8] 17 [1 7] ナ デ ナデ 面取 り 唐 車
灰 (25Y7/1)～ 橙
(7 5YR7/6)

遺構外 111-35 平 瓦 [5 19 ナ デ ナ デ
|□ 中條村□合」

刻印
灰 白 (75Y7/1)

遺構外 111-86 肝桟 瓦 [9 0] 15 ナ デ ナ デ
ナデ

削り
「O」 刻 印 灰 自 (25Y7/1)

遺樟外 111-37 平 瓦 [9 17 ナデ ナ デ
|やねかんむ りに

文J刻 印
灰 白 (75Y7/1)

法量(  )は復元実測値、[  ]は現存値である。

出土遺樟 目版番テ 種 男可 材  質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (clu) 重量 (g) 色  調 備  考

1号堅穴 93-7 工輪塔 安山岩質凝灰岩
A■ 93C■ 04D:67E■

F'i32G':19 天白 (25Y8/2) 空風輪

36号土坑 93-37 Fr tt fIか 奏山岩 8 129 50 2680 天(5Y6/1)

54号土坑 94-10 砥石 佑板岩 70 20 20 45 5 天(N4/0)

5号井戸 105-15 水 晶 水 晶 直 19 10 無色透 明
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二
ぶ
い
橙

(7
 5
YR
7/
4)

こ
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

と
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

と
ぶ
い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

こ
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

(5
Y6
/1
)釉

―
黒

褐
(1
0Y
R2
/3
)

筒
形

碗
 

染
付
 

手
描

き

合
徳

利
 

灰
釉
 

削
り

出
し
高

台

五
合

徳
利
 

灰
和

に
ぶ

い
黄

(2
5Y
6/
4)

灰
黄

(2
5Y
7/
2)
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1図
版

番
号

含
 

有
 

物

|

瀾 ∞

|

遺
構

名

2号
不

明
遺

構

遺
構

外

遺
構

外

追
4岳

外

1迫
構

外

12
0-
5

12
0-
6

12
0-
7

ビ
ッ

ト
 1
 1
16
1

ど
ッ

ト
 1
11
61
8

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

1号
井

戸

1号
井

戸

万
算
拘

栗

口
縁

部
に

タ
ー

ル
付

着

5Y
7/
3)
釉

一
灰

白
鉄

絵
 

貫
入

あ
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ

黄
(2
5Y
7/
3)

16
C後

半
～

17
C

き
む

ら
あ

り
自

・
黒

色
粒

子
 

金
色

雲
母

灰
黄

(2
5Y
7/
2)

知
土

瓶
「
駄

J 
tt
F口

あ
り
 

鉄
釉

ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

日
(2
5Y
3/
1)

土
瓶
  
 |
 

―
 |
(1
00
'

(1
00
)|
[2
9]

ロ
ク

ロ
ナ

デ

三
島

手
 

象
嵌
 

削
り

出
し

高
台

X由
一
オ
リー

フ

1)
釉

:見

京
焼

き
風
 

灰
釉
 

内
外

貫
入

あ
り
 

付
高

台

大
窯
 

灰
釉
 

底
部

輪
痕

あ
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ

釉
 

輸
痕

あ
り

白
・

黒
色

粒
子

白
色

粒
子

白
・

黒
色

粒
子

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
12
01
41
磁

器

内
外

と
も

貫
入

あ
り

段
重

の
蓋
 

銅
板

転
写
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土
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含
 

有
物

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
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表
 

出
土

遺
物

観
察
表

(南
区
土

製
品

・
他

)

1 
法
量
( 
 )
は

復
元
実
測
値

、
[ 
 ]
は

現
存
値

で
あ

る
。

2 
残
存

率
は
、
図
示

さ
れ

た
う
ち
の

も
の
/個

体
全
体

の
う
ち
の

も
の

を
示

す
。

ま
た
、
こ
れ

ら
の
数
値

は
目
測

に
よ
る

も
の
で

あ
る
。

― 　 「 ト ー

遺
棒
名

図
版
番

号
胎
 

質
器
 

種
法
 

量
(c
m・

g)
蟹

形
授

法
色
 

調
胎
 

土
残
存
率

(%
)

備
  

考
口

(径
)l
Fk
 

高
/長

・
幅

・
厚

重
量

(g
)

内
 

面
外
 

面
底
 

部

9号
溝

13
-5

土
製

品
土

鈴
37
・

28
,0

3
11

天
自
(2
5Y
8/
2)

黒
色

粒
子

9号
溝

11
3-
6

土
製

品
土

鈴
[3
0]
・

29
・

04
に

ぶ
い

貢
橙

ボ
・

黒
色
粒

子

12
・

13
号

溝
18
-2
3

火
鉢

(2
60
)。

― ・
13
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

男
褐

(7
 5
YR
5/
6)

白
・

赤
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/一

4号
土

坑
11
4-
21

土
器

火
鉢

(2
50
)。

一
・

[3
4]

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ぶ
い
黄
橙

OY
R6
/3
)

白
・

赤
色
粒

子
 
金
色
雲
母

4号
土

坑
土

器
火

鉢
(1
50
)・

[2
6

11
7

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ナ
デ

葵ヽ
�

橙
(7
 5
YR
6/
4)

白
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/―

4号
土

坑
11
4-
23

土
器

火
鉢

[8
5]

71
小

い
東

褐
OV
R5
/3
)

自
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

4号
土
坑

土
器

火
鉢

[6
1]

73
ナ

デ
ハ

ケ
ロ

ぶ
い

貢
褐

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

1号
集

石
十

坑
16
-1
1

丈
鉄

ロ
ク

ロ
ナ
デ

売
(5
Y5
/1
)

黒
色

粒
子

10
/―

代
 

在
地

物
か
 

型
打

ち

1号
集

石
土

坑
16
-1
2

上
器

火
鉢

・
(2
70
)。

「
66

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

堀
赤

褐
(5
YR
5/
6)

白
・

赤
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/―

1号
集

石
土

坑
16
-1
3

土
器

目
皿

橙
(5
YR
6/
6)

白
色

粒
子

宣
構

外
21
-1

滋
器

母
子

97
・

― ・
[4
8]

乳
白

色
90
/―

白
磁

「
39
-3

豊
構

外
12
1-
2

滋
器

母
子

・
53
・

75
乳

白
色

ピ
ン
碍
子
 
「
山
マ

ツ
」

(山
悦

電
気
製
陶
帥
)マ

ー

ク
 

ー
重
ひ

だ
 
内
部

に
硫

黄
塊

あ
り

責
構

外
21
-3

磁
器

ン
ケ

ッ
ト

14
・

(6
4)
・

40
51

60
/―

頼
戸

・
華

滑
か
 

自
磁

宣
構

外
4

滋
器

父
査
用

孝
L鉢

(3
69
)・

10
7・

28
白

11
5,
16
,1
8,
20
,2
2,
23
,2
5,
27
,2
8J
 t
tL
部

巨
径
:3
4

孔
都

深
度

:2
1

遺
構

外
12
1-
5

磁
器

食
査

用
▼
L鉢

[8
0]
・

[4
0]
・

29
自

「
。
実
用
新
案
第
一
三
〇

六
三
・
酒

井
式
検

査
用

乳
鉢

美
濃

中
津
町
J 

子と
部

直
径

:(
39
)子

L都
深
度

:2
1

遺
椿

外
12
1-
6

骸
器

父
査

用
乳

鉢
[2
52
]・

10
2・

29
自

3,
4,
5,
10
,1
1,
12
,1
3」

孔
部

直
径
:3
9孔

部
深

支
:2
1

遺
構

外
2ユ
ー
7

土
器

々
鉢

(2
36
)・

―
・
[4
5

ロ
ク

ロ
ナ
ラ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

自
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

20
/一

日
縁

部
に

Jf
R付

看

遺
構

外
21
-8

土
器

k鉢
。
(2
18
)・

[4
4

ロ
ク
ロ
ナ
ラ

ロ
ク

ロ
ナ
テ

ナ
デ

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

自
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/一

遺
構

外
12
1-
9

土
器

七
輪

(1
20
)・

― ・
13

37
に

小
い

黄
橙

(1
0Y
R6
/3
)

七
輪

の
サ

ナ
 

近
代
 

被
熱

遺
構

外
21
-1
0

匂
器

七
輪

(1
20
)・

―
・

[9
2]

ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

天
黄

(2
5Y
7/
2)

25
/―

月
治
 

瀕
戸

・
美

濃
 

灰
釉
 

被
熱

宣
構

外
11

土
器

風
炉

す
デ

師
目

掲
(7
 5
YR
4/
3)

白
赤

・
黒

色
粒

子

宣
構

外
21
-1
2

土
器

⊆
炉

か
(4
16
)・

―
・

[8
1

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

月
赤

褐
(5
YR
5/
6)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/―

孔
あ

り

宣
構
外

12
1

13
土

器
仁
炉

か
(5
50
)・

―
・

[1
08
]

ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

肉
:灰

褐
(7
 5
YR
4/
2)

外
:黒

tE
D(
7 
5Y
R3
/1
)

白
・

赤
・

黒
色

粒
子
 

金
色

雲
母

10
/―

8ヶ
子
Lあ

り



法量(  )は復元実測値、[  ]は現存値である。

法量(  )は復元実測値、[  ]は現存値である。

第18表 出土遺物観察表 (南区ガラス製品)

第19表 出土遺物観察表 (南区木製品)

遺構名
図版

番号
種 別

法  量 (cm)
整  形 色  調 備  考

口径・直径 器 高 底 径 厚 さ

1号溝 112-10 板
明 僚 灰

(10GY7/1)
染料瓶 「志らが赤毛染ナイス」 「T M」

置構外 4 瓶 (52) (35) 予し白色 IJUJU」   1412」

遺襦外 5 伍 (3 6) 63] (44) 05 平L白 色 オント
｀
リホ
マ
マート

躊外 6 額 ICHT

構 外 7 乳棒 径:20・ 長さ:71 奎明

遺構名
図版番
号

種  別
法  量

備  考
長 さ・径 (cm) 幅 (cm) サ享さ (cm)

1号濫 112-11 雨杓 の柄 36 2 19 16

づ
}    i 112-12 航 469 北岸杭 列西か ら 2本 目

2号―
112-18 杭 436 32 航ケJ

3号‐ 112-19 杭 426 39 航 列

14号溝 114-11 杭 63 8 65 62

」1土坑 115-19 角材 1658 43

■土坑 115-20 角材 115 8 68 50

1号集石 土坑 116-14 悦 313 35 80

H号 ピッ ト 116-17 角材 17 8 80

1号井戸 117-9 壷板 [72] 05 径 16 0cnl

1号井 戸 117-10 ‖司木 (528) 97 85 (雨東 )

1号井戸 11 胴木 121 5 (北西)

1号井戸 1 同木 134 9 145 103 (面 西

1号井戸 2 同木 118 8 155 13 1 (耳ヒ東 )

2号井戸 118-9 側板 136 05

2号井戸 118-10 側 板 13 6

2号井戸 118-11 板 167 07

2号井戸 118-12 医板 [323] 16

2号井 戸 118-13 医板 504 (265)

2号井 戸 119-1 胴 木 120 5 135 145 南東 )

2号井戸 119-2 胴 木 1206 93 (1ヒ東)

2号井戸 119-3 桐木 120 1 90 1南東の北西側 )

2号井戸 119-4 同木 1205 130 (北西 )

1号不明遺構 背 376 69 43

1号不明遺構 119-11 強物 71 01

l号不 明 潰 構 119-12 」物 72 01

1号不 明遺 構 119-18 蜘物 78 87 0 1

1号不 明遺 橋 119-14 当物 65 83 0 1

1号不明遺構 119-15 曲物 44 85 12

遺構外 122-1 則板 603 10

遺楕外 122-2 則板 602
遺構外 122-3 側板 597
遺構外 122-4 脚オ反 598 58

遺構 外 122-5 側 板 60 1 67

置橋 外 122-6 側板 605 10

橋 外 122-7 lRl板 59 8 55 10

瞳構外 122-8 側 板 570 1 1

置構外 122-9 側 板 60 1 44 1 1

遺構外 122-10 底 板 309 791 15

遺構外 122-11 医板 237 120 23

遺構外 122-12 下駄 8 1 22 穴径 0 7cm

-75-



遺構名
版
号

図
番

種  別 材 質
法  量

重量 (g) 備  考
長 さ 。径 (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm)

1号澄 12-13 師 07
1号濫 12-1コ 打 隊 02 07
1号溝 112-15 小明 鮮零状 )  1欽 32 05 03 07
9号濤 113-7 不明 (棒状 )  1欽 7 07 04 16
9号縛 113-8 不明 (棒状 ) 1鉄 133 2 0 55 229
9。 10号凝 113-9 打 「34 10 2 1
9～ 11・ 13号溝 113-13 不明 (棒状 ) 鉄 07
13号溝 113-41 飲 32 23
14号濫 不明 (棒状)  1鉄 43
14号澄 14-5 不明 (棒状 : 狭 05
4号溝 114-6 小明 (棒状 , 次 13 03 0

4号溝 114-7
「

明(環状) 嗣 15 0 085
14号博 114-8

「
明(板状 狭 22 36 0 17 14

6号溝 114-16 不 茨 40 33 152 9
6号土坑 115-3 】 決 [2 03
1号集 石 十坊 16-1 キ4t 羽 子L0 6 「宙 永 涌 警 |

2号井 戸 19-5 F明 (棒状 ) 次 07 07 62
2号井戸 119-6 明ヽ(棒状) 茨 30 05 05 16
2号井戸 119-7

「
明確 状) 茨 2 07 5

2号井 戸 119-8
^明

(棒状) 茨 7

躊 外 122-13 不明 (円 峠 北d 22 高09コ 0 055 64
穏 外 122-14 釘 扶 07 19

貴橋 外 灘 扶 43 07
責構 外 】 矢 20 05 09
石 煽 べ釘 矢 t43 16
百垣 124-2 厨 次 233 09 0 106 2
百坦 124-3 不明 (棒状 ) 次 25 08

百坦 124-4 示明 (棒状 ) 羨 32
石 垣 124-5 ボ明朧 状) 決 35
石 lfH ボ明籐 渋) 茨 62
石 IIH 124-7 下明 珠 70 29 07 〕5

石 lH 下明 (環状 ) 外 径 35 内径 22 0 03 7

法量 (  )は復 元実測値 、 [ ]は現存値である。

)は復元実測値 、 [  ]は現存値 であ

第20表 出土遺物観察表 (南区金属製品)

第22表 出土遺物観察表 (南区石製品)

民 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm)

第21表 出土遺物観察表 (南区瓦)

で

遺構名
図版番

号
機  種

成 形・ 調 整

三量 (g) 文様・装飾ほか 色  調 備 考
長 さ 径 幅 厚 み

深

高

区

幅

様

・

文

径 瓦当厚 玉縁長 凹 面 凸 面 縁 面

1号溝 112-16 平 瓦 [142] [105] 17 [09] 面取 り
|やねかんむ りに

や 1 玄l EΠ
灰 (5Y6/1)

4号土坑 ナデ

置構外 123-1 桟 瓦 [59] [57] 17 [19] ナデ ナヂ 715
「やねかんむりに
工I ttFロ

天(N6/0)

遺構外 123-2 桟 瓦 [82] [102] 17 [26] ナデ ナデ
「やねかんむ り1

五 十刻印
叉自 (75Y7/1)

123-4 賎瓦 106] 「サ1亥1印

遺構外 123-5 桟 瓦 [HO] [85] 16 [22] ナ デ 一ア
|やねかんむりに

サJ ttFロ
天(5Y6/1)

遺構外 123-6 桟 瓦 [31] [50] [201 ナ デ ナデ 86 5
|やねかんむ りに
、1 坊1磨同 灰(75Y6/1)

遺橋外 123-7 桟 瓦 [129] [100] 15 [27] ナ デ ナ デ
|やねかんむ リイ

庚(5Y6/1)

遺構外 123-8 軒先瓦 [85] [57] 16 32 ナ デ ナ デ
「やねかんむリイ

戻(75Y6/1)

遭構外 123-9 桟 瓦 [152] [140] 16 [41] ナ デ ナ デ
「やねかんむ リイ
ふ1坊 印

え(5Y6/1)

遺構外 123-10 桟 瓦 [14 7] [159] 18 [32] ナ デ ナ テ
「やねかんむりt

疋白(5Y7/1)

遺構外 123-11 桟 瓦 249 [145] 17 55 ナ デ ナ デ
「やねかんむりに

疋自 (75Y7/1)

遺構外 123-12 桟 瓦 [11 [129] 16 [29] ナ デ ナ デ
Iやねかんむりに
ツ1刻 Fロ

疋自 (75Y7/1)

遺構外 123-13 桟 瓦 [149] 1 6 [35] ナ デ ナ デ 412 5
|やねかんむ りに

つ 1亥 lFロ
只自 (75Y7/1)

遺構外 123-14 桟 瓦 1] [59] 16 [22] ナ デ ナ デ
|やねかんむ りに
コ1亥1印

灰 自 (75Y7/1)

重畳可

15  1  313
20    オリーフチ天(2 5GY6/1

114-10

114-26

117-1

(5Y7/1

(2 5Y7/1

法量 (

種  別

43

-76-

3120  1オ サーフ

備  考



第
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表
 

出
土

遺
物

観
察
表

(西
区
土
器

)

法
量
( 
 )
は

復
元

実
測

値
、
[ 
 ]
は

現
存

値
で

あ
る
。

残
存

率
は

、
図

示
さ
れ

た
う
ち

の
も

の
/個

体
全

体
の

う
ち

の
も
の

を
示

す
。

ま
た

、
こ
れ

ら
の

数
値

は
目
演
1に

よ
る

遺
構

名

|

ミ N I

外
面

摩
滅

顕
著

灰
黄

(2
5Y
7/
2)

釉
 

付
高

台
 

員
入

あ
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ

和
 

付
高

台
 

貫
入

あ
り

灰
貢

(2
5Y
7/
2

自
色

粒
子
 

小
礫

尾
呂

茶
碗
 

灰
釉

藁
灰

流
し

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ま
ま
ご
と
道
具
 
鉛
釉

ま
ま

ご
と

道
具
 

鉛
釉

鉄
釉

灰
釉

流
し
 

被
熱

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

外
面

と
も
摩

滅
顕

署
と
ぶ

い
褐

(7
 5
YR
5/
4)

(1
32
)

自
(2
5Y
8/
2)
4B
―

に
小

↓
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

[i
05
]

ロ
ク

ロ
ナ

デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

小
杉

碗
 

灰
釉
 

貫
入

あ
り

18
C後

葉
～

19
C初

J転
ヘ

フ
向

1

ロ
ク

ロ
ナ

デ

に
ぶ
い
褐

(7
 5
YR
6/
3)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
に

ぶ
い

赤
褐

(5
YR
4/
3)

17
C中

葉
か



|

預 ∞

I

遺
構

名
図

版
番

号
冴 台

質
器
 

種
法
  

量
(側

)
整
  

形

色
 

調
胎

土
含
 

有
 

物
攪

け
残

存
率

(%
)

産
 

地
'寺

 
イく

備
  

考
日
 

径
底
 

径
器
 

高
内
 

面
外
 

面
底
 

部

1号
竪

穴
12
6-
13

陶
器

鉢
(2
80
)

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰
貢

(2
5Y
7/
2)
釉

―
灰

オ
,フ

緻
密

授
戸
 

美
濃

黄
瀬

戸
鉢
 

灰
釉

緑
釉

流
し

一 貨

l号
竪

穴
12
6-
20

陶
器

鉢
(1
50
)

[6
2]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
島
灰

(1
0Y
R5
/1
,和

―
内

:灰
貢

偽

11
0Y
R6
/2
)外

:黒
楊

(1
0Y
R3
/1
)

緻
密

良
20
/―

1号
竪

穴
12
6-
21

陶
器

片
日
鉢

[6
7]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
火
日

(2
5Y
8/
2,
TH
l―

炭
粛

12
 5
Y7
/4
)

密
良

20
/一

頼
戸

・
美

濃
18
C前

葉
疋
釉

1号
竪

穴
12
6-
22

陶
器

瓶
[7
8]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

テ
回
転

ハ ＼
ラ

肖
1り

火
日

(5
Y7
/1
)和

R音
オ
リ

フ
密

良
瀬

戸
美

濃
lS
C前

葉
―

升
徳

利
 

鉄
釉
 

被
熱

1号
竪

穴
12
6-
23

旬
器

え
落

し
(8
0)

[1
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
天

自
(2
5Y
7/
1)
粕

に
ぶ

い
貢

緻
密

白
色

粒
子

良

黒
色

粒
子

1号 1号 1号 1暑 6号
土

坑
12
9-
4

土
器

養
[3
84
]

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
褐

(7
 5
YR
5/
4)

密
良

20
/―

内
面

に
付

着
物
 

外
面

に
煤

・
タ
ー

ル
痕

あ
り

7号
土

坑
12
9-
6

句
器

碗
(4
0)

[1
8]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ナ

ブ
戻

白
(2
5Y
7/
1)

密
良

60
/―

日
馬

19
C中

葉
～

明
治

呉
須

絵

7号
土

坑
12
9-
7

掏
器

受
付

皿
(9
2)

(4
5)

19
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
E2
3転

かヽ
ラ
肖
!り

天
貢

(2
5Y
7/
2)
零

由
―
褐

緻
密

良
順

戸
・

美
濃

19
C前

～
中

葉
観

釉

7号
土

坑
12
9-
8

陶
器

鉢
(8
8)

[2
1]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ナ
デ

死
(5
Y6
/1
)

檄
密

艮
25
/

不
明

19
C中

薬
～

明
治

∴1
毛

目

7号
土

坑
12
9-
9

陶
器

信
鉢

(2
90
)

[5
5]

ロ
ク

ロ
ナ

テ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
褐

 (
7 
5Y
R4
/3
)

緻
密

自
色

粒
子

艮
20
/

堺
19
C中

葉

7号
土

坑
12
9-
10

陶
器

信
鉢

[5
9]

ロ
ク

ロ
ナ

ア
飾

日
ロ

ク
ロ
ナ

デ
院

貢
(2
5Y
7/
3)
釉

R音
褐

密
良

瀬
戸

・
美

濃
18
C後

半
～

19
C前

次
釉

7号
土

坑
12
9-
11

旬
器

層
鉢

(1
20
)

[7
5]

師
目

ロ
ク

ロ
十

デ
ナ

デ
天

貢
(2
5Y
7/
2)
釉

―
褐

密
良

25
/―

瀬
戸

・
美

濃

白
色

粒
子

7号
土

坑
と2
9-
13

旬
器

jf
I

(1
20
)

[]
3]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
削

り
回

転
ヘ

ラ
削

り
灰

(5
Y6
/1
)釉

―
黒

褐
(1
0Y
R3
/2
)

緻
密

良
25
/

瀬
戸

・
美

濃
18
Cカ

志
利
 

鉄
釉
 

被
熱

7号
土

坑
12
9-
14

旬
器

甕
(9
2)

[4
1]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

削
り

回
転

ヘ
ラ

削
り

灰
黄

(2
5V
6/
2)
釉

―
黒

褐
(2
 5
Y3
/2
)

密
自
・

具
色

粒
子

良
20
/―

瀬
戸

・
美

濃
18
C後

来
～

19
C前

半
胴

甕
 

鉄
釉

白 白

Ю
号

土
坑

13
0-
8

旬
器

雷
鉢

[3
3]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
戻
黄

褐
(1
0Y
R4
/2
)

緻
密

白
色

粒
子

良
志

戸
呂

不
明

欽
釉

20
号

土
坑

13
0-
10

陶
器

銚
子

カ
[6
0]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
東

(2
5Y
7/
2)
釉

―
内

:黒
褐

緻
密

良
20
/―

京
都

18
C前

～
中

葉
銹

絵
 

外
面

貢
入

あ
り

21
号

土
坑

13
0-
14

土
器

イ
(5
1)

[0
9]

こ
ぶ

い
橙

(5
YR
6/
4)

や
や

密
自 喜

赤
・

黒
色

粒
子
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40
/―
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外

面
と

も
摩

滅
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21
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土
坑

13
0-
15

土
器

皿
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2
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ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回

転
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切
り

ヘ
ラ
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YR
6/
6)
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密
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色

粒
子

良
80
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坑

13
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陶
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64
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)
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2]

ロ
ク
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ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
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転

ヘ
ラ

削
り
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黄
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5Y
7/
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釉
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灰

白
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名

30
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0
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美

濃
笠
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鉢
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釉
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号
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デ
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釉
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り
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ロ
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5Y
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密

良
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lE
前
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磁

4号
井

戸
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7

土
器

皿
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ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
回
転

糸
切

り
明

黄
褐

(1
0Y
R7
/6
)

粗
良

4号
井

戸
13
7-
6

土
器

と
烙

(3
40
)

(3
10
)

73
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ヘ

ラ
十

デ
ナ

ヂ
明

赤
褐

(5
YR
5/
6)

や
や

名
良

15
/1
5

4号
井

戸
13
7

7
土

器
き

烙
(3
12
)
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80
)

68
ナ

デ
ナ

デ
 

指
頭

痕
明

褐
(7
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YR
5/
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や
や

粗
良

30
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0

勺
耳

土
器
 

外
面
 

底
部

内
面

が
煤

け
て

い
る

4号
井

戸
13
7-
11

旬
器

層
鉢

(1
20
)

[3
6]

櫛
目

回
転

ヘ
ラ

削
り

回
転

糸
切

り
火

貢
(2
5Y
7/
2)
和

―
偶

(7
 5
YR
4/
6)

や
や
粗

白
・

黒
色

粒
子
 

小
礫

良
20
/

瀬
戸

・
美

濃
18
C

決
釉
 

使
用

痕
あ

り

4号
井

戸
13
7-
12

旬
器

愛
水

入
れ

[2
9]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

(5
Y7
/1
)

密
黒

色
粒

子
良

80
/

瀬
戸
 

美
濃

17
C末

～
13
C前

葉
決
絵
 

摺
絵

1号
埋

桶
13
8-
〕

旬
器

痴
(4
2)

[1
I]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
賃
東

(2
 5
Yr
/3
,t
HI
―

灰
黄

碕
密

良
瀬

戸
・

美
濃

18
C後

半
と
ん

じ
碗
 

灰
釉

鉄
釉

か
け

わ
け

萱
構

外
14
2-
11

旬
器

蓋
(5
2)

(7
0)

[2
1]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
削

り
回

転
ヘ

ラ
削

り
こ
み

い
東

橙
(1
0Y
R6
/4
,和

Π 旨
緻

密
良

40
/4
0

信
楽

か
18
C末

～
19
C初

土
瓶

の
蓋
 

鉄
釉

宣
構

外
14
2-
12

句
器

蓋
カ

(9
2)

(7
0)

12
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
緻

密
良

30
/3
0

不
明

近
代

鉄
釉

宣
構

外
14
2-
13

句
器

鉢
(9
0)

[2
8]

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

削
り

ヘ
ラ

削
り

(5
Y4
/2
)

緻
密

白
色

粒
子

良
20
/―

一 則
17
C末

～
18
C前

乗
灰

釉

宣
構

外
14
2-
14

掏
器

ム
飯

器
[2
3]

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
浅

黄
橙

(1
0Y
R8
/3
)

密
良
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/―

頼
戸

美
濃

17
C後

葉
～

18
C前

鉄
釉
 

被
熱

巨
樗

外
14
2-
15

旬
器

屋
(2
20
)

隋
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

削
り

火
日
(2
5Y
7/
1,
碁

倒
褐

イ7
 5
VP
4/
4ヽ

密
黒

色
粒

子
良

5/
―

預
戸

・
美

濃
明

治
か

鉄
釉
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第25表 出土遺物観察表 (西区ガラス製品 )

法量(  )は 復元実狽」値、[  ]は現存値である。

遺構名
図版

番号
種  別

法  遷き(cm)
整  形 色  調 備  考

日径・直径 器 高 底 径 厚 さ

遺構外   11438 業
エ

25 33 02 無各 務 明 5角 形 の中に 「萬 J

法量 (  )は 復 元実測値 、 [  ]は 現存 1直 である

第26表 出土遺物観察表 (西区木製品)

遺構名
図版

番 号
種  別

法  量
備  考

長 さ・ 径 (cm) 幅 (cm) チ早さ (cm)

1号土 lyt 129-3 60 06 秋 山 1 印鑑 入れ の令 日部 分 (窮 127図 20)>一 緒 に I「 十

,7ピ ット を32-13 氏板 274 153 08
3号井 戸 134-6 穏イ則1板 610 157 3 1

3号井戸 134-7 編側板 58 1 22
3号井 戸 と34-8 編イ則1板 596 73 22
3号井戸 134-9 踊側板 581 98 22
3号井 戸 再側板 589 135
3号井戸 596 75
3号井 戸 踊側板 60 6 82 25
3号井戸 586 69
3号井 戸 焉側板 608 162 25
3号井戸 輔イ則板 60 3 25
3号井 戸 掃側板 607
3号井戸 補 側 板 599 82
3号井 戸 編側板 605 150
3号井戸 Ⅲ市側板 510 107 25
3号井 戸 135- 底板 39 5 396 3 1

3号井戸 135-2 医 板 217 +6 1

3号井 戸 135-3 側板 260 29 28
3号井戸 135-4 木製 品 (井戸 の 滑 草 ) 245 21 4 79 焼 けた為、木が黒色化  ボ ヨボ コとウロコ状 になってい る
3号井戸 135-5 椀 高台径 :(61)器 高 :[4 黒漆 に内面朱  3ヶ 所 に九 に桔梗  底面に文榛朱書 き
4号井 戸 137-15 版 113 5 135 27
1号埋桶 138-4 底板 101 2 175 97
1号埋補 133-4 医板 140 7 222
ユ号埋桶 138-4 底板 1603 24 0
1号埋 桶 138-4 医板 1670 22 5
1号埋桶 138-4 残板 1670 34 0 93
1号埋 構 138-4 医板 152 0 13 3

1号埋桶 138-4 噴板 137 0 36 9 り ]

1号埋 楠 139-1 可板 593 130 36
1号埋桶 139-2 lRl板 582 72 39
1号埋桶 139-3 可板 655 132
1号埋桶 139-4 側板 48 1 13 1 39
1号埋楠 139-5 ‖板 483 133
1号埋桶 139-6 則板 43 3 132
1号埋桶 139-7 側板 46 9 133
1号埋桶 139-8 側板 52 5 131
1号埋 桶 139-9 側板 55 5 131
1号埋桶 139-10 側 板 56 5 132 39
1号埋 桶 139-11 側板 58 9 132
1号理 桶 139-12 側板 61 8 13 1 39
1号埋 桶 140-1 側板 62 5 130 35
1号埋桶 140-2 Rl板 608 135 37
1号姓 桶 140-3 側板 534 132 37
1号埋桶 140-4 側板 44 4 129 39
1号埋桶 140-5 J板 570
1号埋桶 140-6 側板 520 113 35
1号埋桶 140-7 !板 466 128 37
1号埋桶 140-8 側板 49 4 130 38
1号埋楠 140-9 ∬板 48 1 132
1号埋桶 140-10 則板 519 114 37
1号埋補 140-11 側板 53 6 125
1号埋桶 140-12 則板 475 127
1号埋桶 1 卿板 420 120 88
1号埋桶 1 則板 468 136
1号埋桶 3 側板 503 129
1号埋桶 1 4 1則板 500 4 1

1号埋 桶 ユ 側板 518 70

1号埋桶 1 6 則板 517 133
1号埋 桶 側板 500 182
1号埋 楠 141-8 則板 532
1号埋 桶 141 側板 516 134
1号堰 補 141-10 Hl板 540 130
1号埋桶 141 11 側板 600 [35 38
1号埋補 141-12 則板 53 8 を3 1

1号埋桶 142-1 則板 47 0 130
1号埋 補 142-2 則板 540 130
1号埋桶 142-3 則板 48 5 13 1

と号埋楠 142-4 則板 52 6 106 37
と号埋桶 142-4 則板 523 130
1号埋桶 142-5 則板 466 13 0 37
1号埋桶 142-6 則板 420 13 9
1号埋桶 142-7 則板 450 13 3

遺構外 142-9 節 181 03 材質 =鼈甲か

-82-



法量(  )は復元実測値、[  ]は現存値である。

第27表 出土遺物観察表 (西区金属製品)

遺構名
図版

番号
種  別 材 質

法  量
重量 備  考

長 さ 径 (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm)

15号溝 125-15 不明 (棒状 次 L24 04 04

19号溝 125-22 沿 玉 沿 1 2 1 1

19号溝 125-23 不明 (板 状 ) 羽 6 12 05 4

■号 vff 125-26 不明 (棒状 ) 鉄 8 [ 9

13号濫 126-3 不明 (管 状 ) 鉄 8 12 0 1 7

1号竪穴 127-8 引き手 4 [15] 0 1 2

1号竪大 127-9 煙管 (雁 首 ) 嗣 15 0 08 1

1号竪穴 127-10 煙管 (雁 盲 ) 鋼 [20] 16 01 7

1号竪穴 127-11 不 明 1 281 011 1

1号竪穴 127-12 不明 (板 状 ) 銅 23 0 16 6

1号竪穴 と27-13 示明 (棒状 ) 鉄 8 06´ フヽ08 06-08 9

1 穴 127-14 不明 (円 盤状 ) 銅 (5 0) 0 05 3

1 穴 127-15 古銭 24 子L06 7 寛永通賢」 1文」

1号竪穴 127-16 古銭 鋼 孔07 19 寛永通賓」

1号土坑 127-18 ガマ ロ金 口 青銅 76 03 0 05 31

1号土坑 127-19 ガマ ロ金 口 青銅 75 0 05 30

1号土坑 127-20 三口鑑入れ 洞 1 1 0 085 104

1号土尻 駈 映 [65 03 10 1

1号土坑 127-21 鮨 鉄 7 32 02 6J

1号土坑 127-21 臨 鉄 8 19 02 1

1号 十坑 127-22 絶 鉄 216 28 03 [2901

1号土坑 127-23 箱 鉄 0 33 02 20 】

1号土坑 127-24 籠 鉄 6 32 04 240

1号土坑 127-24 術 欽 2 35 03 117

1号土坑 127-24 征 33 03 4

1号土坑 127-25 駈 鉄 [73] 33 03 4

1号土抗 127-25 距 欽 [148 3 7 634

1号土坑 127-26 駈 次 t6 25 02 117

1号土坂 127-26 1縮 次 [681 25 02 [98]

1 !l■ 127-27 範 次 26 02 [274

1 坑 127-28 籠 次 ど40 25 07 [ 4

1号土坑 127-28 統 訣 1081 25 07 13 1

1号土坑 127-28 緬 朕 3 25 07

1号土坑 128-1 正 映 E166] 34 03 298

1号土坑 128-1 議 鉄 33

1号土坑 128-2 臨 鉄 7 32 243

1号 十坑 128-2 範 鉄 1 30 4

と号 土 lrL 128-2 範 鉄 9 31 03 [39
1号土 il■ と28-3 碓 鉄 6 3 1 393

1号土坑 128-3 短 鉄 164

1号上坑 128-4 任 7 03 313

1号上坑 128-4 任 鉄 [86] 31 18 9

1号土坂 128-5 鉄 33 364

1号土坑 128-5 鉄 7 30

1号十坑 128-5 虚 鉄 14 30

1号土坑 128-6 籠 鉄 0 33 01

1号土坑 128-6 笠 珠 70 33 01 [225

1号土坑 128-7 術 渋 34 06 1508

1号土坑 128-8 頑 映 70] 07 11039

1号上坑 128-8 箱 欧 [H5] 04 318

1号土抗 128-8 市 欧 [58 02 8

と号土坑 128-9 鉄 02 に46 3

1号土坑 と28-10 鉄 [618:

1号 十坑 128- 駈 鉄 8

1号 土坑 128- 絶 鉄 9 08 196

1号土坑 128- 在 跡 08

1号土坑 128- 在 茨 02

1号土坑 種 次 05 685

1号土坑 腫 次 166] 28 05 467

1号土坑 籠 次 25 04

1号上坑 129- 祗 洪 [99] 25 04 15

1号土坑 129-2 准 珠 04 [103

H号土坑 130-7 打 鉄 07 22]

Ю号土坑 130-13 古銭 25 子L0 6 30 1寛永通賓」

と号石 列 132-19 古 銭 胴 23 子し06 3 1寛永□□ J

3号井戸 と35-6 唾管 (吸 口)  1銅 2 と 0 0 1 7

3号井 戸 135-7 耳 鉄 2 06 6

3号井 戸 135-8 】 鉄 05 8

3号井戸 135-9 】 0 6^フ 0 8 25

3号井戸 135- ∬ [3 06

3号井戸 汗 鉄 [1 0

3号井戸 ボ明 籐 状) 1鉄 4 8

3号井戸 示明 (棒状)  1鉄 4 3

3号井戸 不明 (棒状 )  1鉄 3 17

3号井 戸 135- 不明 (管 状)  1銅 38 0 05

3号井戸 135-15 不明 (棒状)  1鉄 2 05

3号井 戸 135-15 不明 (棒状 珠 1 0

3号井戸 135-16 不明 (棒状 映 4 2

3号井戸 135-17 不明 (棒 状 映 [4 6

3号井戸 135-18 不明 (棒状 鉄 [3 05 04 5
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遺構名
図版

番号
種  別 材 質

法  量
重量 (g) 備  考

長 さ・ 径 (cm) 幅 (cm) ナ早さ(cm)

3号井戸 135-19 不明 (棒状 ) 茨 2 1 05 05 109
3号井戸 135-20 不明 (棒状 ) 茨 05

3号井戸 135-21 不明 (管状 ) 洞 05 0 05 [26
3号井戸 135-22 不 明 洞 58 13 01 11 1

4号井戸 137-16 河 茨 55 0 65-1 0 L63
遺構外 143-10 ∬ 炎 30] 05 1 1

置構 外 143-11 不明 (棒状 ) 失 23] 1 1

置構 外 148-12 釘 失 281
童構 外 143-12 釘 次 22」 301
量構 外 143-13 不明 (円 盤状 ) 次 28 02 94
童構外 143-14 不明 (円 盤状 ) 決 乳 105 0 1 13
童構外 143-15 アル ミ銭 ア ル 19 10 一円J「 1□ |「□和 三十二□

法量 (
|は 復 よ である。

遺構名
版

号
図
番 機  種

法 量 (c血 ) 整

重量C 文様・装飾 ほか 色  調 備 考
長 さ 径 幅 厚 み

深

高
区
幅

様

・

文
径

瓦 当厚 三縁長 凹 面 凸 面 縁 面

9号溝 125-10 丸 瓦 [119] [8 1] 22 [65]
布 目
‐ラ削 り
ナデ

ナ デ
削 り

疋(5Y6/1)

29 34

3号井戸 135-23 丸 瓦 150 20 73 布 目
ヘラ削 り

‐ラ削り
ナヂ

へ
削 1520 天 (5Y6/1)

3号井戸 135-24 丸 瓦 [108] 78 33
布 目
ヘ ラ肖!り

ヘラ削 り
ナデ 肖1り

島灰 (10YR4/1)

3号井戸 186-1 丸 瓦 [140] 15 1 20 72 22
布 目
ヘ ラ削 り

ヘラ肖1り

ナデ 天(5Y4/1)

3号井戸 186-2 丸 瓦 [130] 14 8 21 70 25
布 目
ベ ラ削 り

ヘラ削 り
ナデ 削 り

煮灰 (25Y4/1)

3号井戸 186-3 平 瓦 [198] [1 4] ナ デ ナ デ
肖1り

疋(5Y4/1)

3号井戸 136-4 平 瓦 [191] [120] 21 [1 4] ナ デ ナ デ
へ
削 嗜灰 黄 (25Y5/2)

3号井戸 136-5 平 瓦 [187] [131] 21 [19] ナ デ ナ デ
肖Jり

灰オリーダ(5V3/2)

3号井戸 186-6 平 瓦 27 3 [125] 21 [17] ナ デ ナ デ
肖‖り 褐灰 (10YR4/1)

3号井戸 136-7 臨違い瓦 102
長 :

[100]
短 :50

16 ナ デ ナ デ 灰 (5Y6/1)

3号井戸 136-8 臨違 い瓦 98
[64]

15 布 目 ナ デ え責(25Y6/2)

3号井戸 186-9 論違 い瓦 106
[96]

25 ナ デ ヘラナデ 黄灰 (25Y6/1)

3号井戸 136-10 論違い瓦 [93] 貞
吐 19

ヘラ削 り

布 目
115 灰(75Y5/1)

3号井戸 136-11 論違 い瓦 10 8
・３

彙

長
毎

22 信目 ナ デ
ヘラ肖I

り 暗灰 黄 (25Y5/2)

3号井戸 137-1 綸違い瓦 10 9
長 :110
年 :48 17 ナ デ ラ肖」り 戻(5Y6/1)

第28表 出土遺物観察表 (西区瓦)

第29表 出土遺物観察表 (西区石製品)

法 量 は復元実測値 イ 存値 であ

出土遺構
版
号

図
香 種  別 材  質 長さ(cII) 幅 (cal) ナ享さ (cm) 重量 (g) 色  調 備  考

8号土坑 131-1 茶 臼 玄武岩
径:95高 さ:129軸 太子と:(15)

挽き手孔:19 灰 (N5/0)
臼

画

上

分
菱形模様  目のパターン人

〕8号土坑 131-2 茶 臼 安山岩
上径 :(330,底径 !(260)高

さ:H3軸 穴孔 :(15) 5250 天 (75Y6/1) 下口 目のパ ター ン四分画 か

掲号 土坑 131-3 砥 石 緑色疑灰岩 135 62 40 灰 自 (25Y71) 捺痕 あ り
13号土坑 132-7 碁石 粘板岩 径 :22厚 さ:06 32 黒 (N2/0)
1号井戸 132-29 石 鉢 玄武岩 径 :(330)高 さ 8 褐灰 (10YR5/1)
2号井戸 132-32 五 輪 舞山岩質疑灰岩 H■ 1lI:210J:110K:80 天 (75Y6/1) 火 輪
3井戸 137-2 砥 石 佑板 [45J [30] 06J 11 伐貢 (25Y7/3) 擦痕 あ り
3井戸 137-3 砥 石 佑板岩 95 60 1 5 死自 (5Y7/1 擦痕 あ り

遺構外 143-16 硯 粘板岩 57 05 庚 (10Y5/1:

重樗外 143-17 石 鉢 玄武岩 径 :(250)底 径 :(210)器 高 ■3 2320 黄灰 (25Y4/1)
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8溝 生
ド

一８ｍ8号溝A― A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)褐色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子を多く含む。

3号溝B― B'土 層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く含む。

跡
Ａ一

一

3号溝土層
l 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色粒子をわずかに合む。

A'2796m

― 卜
幸

今 _5;韓
酪 麟 鰤 毘っ

褐色土プロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

6清 A          A'2795押 色土プロックを多く含む。

6号清土層

7清 A
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。

A'2795m
26諄奪A      A'2794ド

A'2797m

―26号清土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼土をわずかに、褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを多く含む。

琳
Ｃ一

韓
二

弟
止

く17溝

7号清土層
l 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

炭化物および褐色粒子をわずかに合む。

第11図  耳ヒ区 清 (1)
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B                          B'

A'2796m

B   4溝

C'2794m

D'2795m

く―一lrfフ

3溝  2号 溝A一 A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。

2・ 4号溝B― B'上層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (101rR2/2)褐色粒子をわずかに合む。
4 黒褐色粘質土層 (101rR2/3)砂質の褐色粒子を多く含む。

2号溝C一 C'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗褐色粒子をわずかに含む。

しまりと粘性は強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)晴褐色粒子を少量含む。

しまりと粘性は強い。

4号溝D― D'土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色粒子をわずかに含む。

1清 _―

1号溝土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色土プロックをわずかに含む。

2982A告



マ ψ ψ

∬

第12図 北区 溝 (2)
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端
Ａ一

聯
Ｅ
・

―

25号溝E一 E'上 層

A'2799m B           B1 280 0m

E'

9号溝A一 A'上層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

2798m  
碍 磋8些留Υ

褐色粒子をわず州 こ拙

1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
λ化物および褐色粒子をわずかに含む。

C'2800m

9号溝C― C'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

ずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

色土プロックを多く含む。
9号溝D一 D'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

B'2799m ≦と

D             D'~          2798m

炭化物、焼土および褐色粒子をわ

λ化物および焼上をわずかに、褐

炭化物、焼土および暗褐色粒子を

暗褐色土ブロックを少量含む。

C'

9テ曽   2799m

褐色粒子をわずかに含む。
砂質の褐色粒子を多く含む。
褐色粒子を多く含む。
褐色土ブロックを多く合む。

l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
炭化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。

1で
          二 2799m 二

E

:iとЧく:至こと
=くミ三;三Ξ三:ι:Fテ

ア
=三=多

″……=::2798m

10号済D― D'土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
3 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

10号溝E一 E'上 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

13溝
A

10号溝B一 B'土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

9,10号溝C― C'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

ｏ
む

む
含

含

く

ｏ

に
多

む

か

を
合

ず

子

量

わ

粒

少

を

色

を

子

褐

子

粒

の
粒

色

質

色

褐

砂

褐

14溝
A A'2804m C

14号溝C― C'土 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色粒子をわずかに含む。
暗褐色粒子を多く含む。

14号溝A― A'上層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
2 黒褐色粘質土層 (10Y郎 /2)

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を多く含む。
褐色粒子をわずかに含む。
砂質の褐色粒子を多く含む。

褐色粒子を少量含む。
褐色土プロックを多く含む。

B'2803m

炭化物および焼土を少量含む。
炭化物をわずかに、焼土および褐色粒子を少量含む。

炭化物をわずかに、焼上を少量含む。

B               B'2801m

14号溝B― B'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物を少量、

焼土および褐色上ブロックをわずかに含む。

第13図  北区 溝 (3)

13号溝A一 A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
6 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
8 黒褐色粘質上層 (10YR2/3)

三 2798m l乳

'建

珍場会ぜ冒盈層 QOYR2か 褐色粒子をわず力Ч玲 む。

A'2803m

褐色上プロックを多く含む。
焼土塊を少量含む。
褐色土ブロックを少豊含む。
炭化物をわずかに、褐色土ブロックを多く含む。
褐色土ブロックを少量含む。
炭化物をわずかに、褐色土プロックを多く含む。

戊化物を多く、焼土およびHき褐色粒子をわずかに含む。

褐色粒子を少量含む。

l     Iと 2800m

?             (1140)            ♀m

-87-



A12,蕎       望壁2805m

12号溝A一 A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)褐 色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。
3 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)褐 色土プロックを多く含む。

B'2804m

354‐222

_lyO‐ 2,3

A'

2783m

16号清土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭化物をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質主層 QOYR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに、暗掲色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭化物をわずかに、褐色土プロックを少量含む。

12号溝B― B'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

C

褐色粒子をわずかに含む。
褐色土ブロックを少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。

6      2804m

12号溝C― C'土 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (101rR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
6 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

わずかに含む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

量含む。
8 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色粒子をわずかに含む。
褐色粒子をわずかに含む。
褐色粒子を少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。
褐色土プロックを多く合む。
炭化物、焼土および暗褐色粒子を

炭化物をわずかに、褐色粒子を少

褐色土ブロックを非常に多く含む。

12竜
4

D'2803m

11,12号溝D― D'土層
1 黒褐色粘質土層 (101rR3/2)

炭化物および褐色粒子をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土ブロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに含む。
5 黒褐色粘質土層 (10YR32)

褐色粒子を少量含む。
6 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色粒子を少量含む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く含む。

_とこ31_207

韓
生

11・ 12号清E一 E'土 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

わずかに含む。
5 黒掲色粘質土層 (10YR2/2)
6 黒掲色粘質土層 (10YR3を )

F

炭化物および褐色粒子を

褐色土プロックを少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。
炭化物および褐色粒子を

褐色粒子を少量含む。
掲色土ブロックを多く含む。

2301m二

11,12号溝F― F'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2カ )

少量合む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

褐色粒子をわずかに合む。
褐色粒子を少量含む。
炭化物をわずかに、褐色粒子を

褐色土ブロックを少量含む。

0        (1:60)      2田

(セ クション図)

0       (1:120)     4m

(平面図 )

第14図  北区 溝 (4)
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17溝

畔
生

A

A'2804m
15号済A― A'土層
1 黒褐色粘質土層
2 暗褐色粘質土層
3 暗褐色粘質土層
4 黒褐色粘質土層

15号溝B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

A'2807m

(10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。
(10YR3/3)褐 色粒子をわずかに含む。
(10YR3/3)褐色土プロックを少量含む。
(10YR2/3)褐色粒子を少量含む。

(10YR2/3)褐 色粒子をわずかに合む。
(10Y圏 /2)褐 色粒子を少量含む。

8    B'2805m

射

嚇
止

ュぱ

9

18号溝A― A'土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR2/3)

暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

に、暗褐色粒子を少量含む。

18号溝B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

子を少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

く含む。

O

A'2804m

B'2803m

炭化物を少量、焼土および

炭化物および焼上をわずか

炭化物、焼土および暗褐色

炭化物をわずかに、褐色粒

褐色土プロックを非常に多

(1:20) lm

(礫出土状況図)

0

?             (1180)            今m

(平面 図 )

北区 溝 (5)

-89-
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A' 2807m

19溝
A

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
粒子をわずかに含む。

2 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
少量含む。

22号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

A'2805m

19溝

20,曽
A    A'2707m

契 ど

Ｐ
Ｉ

　　　　「

_↓争2、232

19号溝土層
炭化物を多く、焼上および暗褐色

炭化物をわずかに、暗褐色粒子を

23,善
A

ー
23号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを多く含む。

A'2805m >
_l翠 6‐226

炭化物をわずかに、

_↓皇45‐230

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
炭化物、焼上および暗赤褐色粒子を
わずかに含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
砂質上を層状に多 く含む。

3 褐色砂質土層 (10YRy3)
しまりと粘性に欠ける。

(10YR3/2)炭 化物をわずかに、褐色土プロックを少畳含む。
(10YR2ん )炭化物および暗赤褐色土ブロックを少量含む。

(10YR2/3)炭 化物をわずかに、暗赤褐色粒子を少量含む。
(10YR2/3)褐 色土ブロックを非常に多く、灰責褐色土プロッ

(10YR2//2)灰黄褐色土プロックを非常に多く、4B色上ブロッ

うＬ
Ｉ

Ｉ

ノ
ｔ

＼
20号溝B― B'上層
l 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

20号溝C― C'土層
1 黒褐色粘質土層
彦 黒褐色粘質土層

クを少量含む。
3 黒褐色粘質土層

クを少量含む。

僻
?             (1:40)            ♀m

(セ クション図 )

0             (1130)            4m

(平面図 )

第16図 北区 溝 (6)

_1郵ゼ26
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、324が

21清

21号溝A― A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

を少量含む。

21号溝B一 B'上層
1 黒褐色粘質土層 (75YRy2)

しまりはやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
5 黒褐色粘質上層 (75YR3/2)

;;:、そぅそ括P「ど
と"二:と

2800m

C    1     2801m

ヤ
D

A'2803m

B'2803m

炭化物をわずかに含む。

暗褐色粒子を少量含む。
褐色土プロックを少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。
禍色上ブロックを少量含む。

A'2799m

D'2795m

E    E'2793m

慈糧包難享亀雀暴亀雹雑子塩詳≦姜毛二
2794m

げ

　

一
２３Ｐ

　

購
24号溝A― A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物および焼上を

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)え 化物、焼土および

暗褐色粒子をわずかに含む。

24号溝B一 B'上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 上をわずかに、暗

褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土ブロックを多

く含む。

(2追
i士

24号溝C― C'上層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

24号溝D― D'上層
l 黒褐色粘質土層

24号溝E― E'土層
1 黒褐色粘質土層

24号溝F― F'土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

(75YR3/2)炭 化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。
(75YR3/1)褐 色土プロックを少量含む。

(10YR2/2)褐色粒子をわずかに含む。

(10YR3/2)炭化物および焼上をわずかに含む。

(10YR2/3)え 化物および焼土をわずかに含む。
(101rR3/2)褐色土ブロックを少量含む。

108土

◎

、80″
2｀
°

″f

m

(21溝セクション図 )

m

(21溝平面図 )

0       (1:60) 2m

(24溝 セクション図)

0       (1,120)

(24溝平面図 )

第17図 北区 溝 (7)
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〆¢

雲
区

A'2805m

B'2806m

ギ
罪、6

樫
二

刊号竪穴、19号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
5 黒褐色粘質土層 (lllYR3/2)
6 黒褐色粘質土層 (lllYR2お )

炭化物をわずかに、掲色粒子および暗褐色土プロックを少量含む。
炭化物および褐色粒子を少量含む。
炭化物を少量、褐色粒子をわずかに含む。
褐色土プロックを多く含む。
炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
褐色土ブロックを多く含む。

A'2805m   ど上 B'280.5m一
上

19土
A

17号土坑土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼土をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物を少量、焼土および褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼土をわずかに、褐色粒子を少量含む。

A'2805m A'2805m

31号 ビット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

３‐ Ｐ

Ａ

一

炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
炭化物および褐色粒子を少量含む。

m

北区 竪穴状遺構 (1)

-92-
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2竪 A

B

2号ピット土層
を         1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

醐彰3亨儡とを与冨身
褐色土ブロックを多く含む。

褐色土プロックおよび炭化物をわずかに含む。
褐色土プロックを多 く、え化物をわずかに含む。

褐色土プロックを多 く含む。
炭化物わずかに、褐色粒子を少量含む。

C' 2306m

1号 ピット土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

褐色土プロックを少量含む。
2 黒褐色描質土層 (10YR22)

褐色土ブロックをわずかに含む。
3 黒櫓色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土プロックを多く含む。

2号竪穴、21号土坑土層
1 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物、焼上および暗褐色粒子をわ

ずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土プロックを多く、灰黄褐色粒
子を少量含む。

3 黒褐色油質土層 (10YR3/2)
炭化物、焼上、褐色土プロックおよ
び暗褐色粒子をわずかに含む。粘性
はやや強い。

4 黒褐色粘質上層 (7うYR2/2)
粘性はやや強い。

5 黒褐色粘質土層 (■5YR3/2)
災化物および暗褐色粒子をわずか
に、褐色粒子を少量含む。

6 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土プロックを多く含む。

7 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
褐色粒子を少量含む。

2P
A 止 279飾

3P
A ± 累獅

3土

_p∞ -207

A'2806m

B'2806m

４Ｃ一

‐Ｐ

Ａ

一

ヽ

キ <キ

355'か
8

2号土坑、23号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

B'2795m

4

A' 2795m

4@P

…Ⅲ夢4‐204

ν

・

(三
辺

く

バ 2796m

B             ぼ 2796m

1号土坑土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色上ブロックを少量合む。

7

ミ

批
Ａ一

炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
褐色土プロックを多く含む。
褐色土プロックをわずかに含む。
褐色土プロックを少量含む。

ルヽ
B'2795m

性    Oi40     4m
第19図 北区

_↓
go‐204

竪穴状遺構 (2)・ 土坑 (1)・ ビット(1)

∞
|

Q
3号土坑土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/4)
3 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
4 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
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正
い

予

_口 O?10

1。

ミ  '

_1毀7208  ハ 6土
6土

狛 飾

B

壁
Ｃ一 ｍ

σ

一２７９

6号土坑土層
l 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

|>

C

Ｂ
れ
イヽ
　
　
　
　
一
Ａ
一

B' 二Q
、3AⅢ

2｀
6

聾_髪と

くこ≡Ξπ
_=± 2797m

4号 ピッ ト土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色土ブロックを少量含む。
2 暗褐色粘質土層 (10YR3た )

褐色土ブロックを少畳含む。

7土
9上 A

|え

A'2797m

7号土坑土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物および禍色粒子をわずかに合む。

9PA A' 2797m

―9号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを少量含む。

9土

,

第20図  北区 土坑 (2)・ ピット(2)

8号 ピッ ト土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

福色粒子を少量含む。

D~~ 7P 2798m」型8' 2794m

PA゛
翡

錨 莞晏 」辮 客響
物お

2 暗協色粘質土層 (1瞬R3/3)炭 化物を
わずかに、桐色上ブロックを少量含む。

3 暗褐色粘質土層(10YR3/3)褐色粒子
をわすかに合む。

陣m

ヤ 54=上 A

2795m」土

渤

Ｕ

ズ
~

A 2796m

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および掲色粒子をわずかに合む。
暗褐色粘質土層 (10YR3/3)掲 色土ブロックおよび、にぶい黄褐色土
ブロックを少量含む。
暗褐色粘質土層 (10YRV3)炭 化物を少量、掲色粒子をわずかに含む。
暗掲色粘質土層 (10YRy3)に ぶい黄褐色土ブロックおよび褐色土
ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物をわずかに、褐色土ブロックを少量含む。
暗掲色粘質土層 (10YR3/3)褐 色土ブロックを非常に多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/3)褐 色粒子をわずかに含む。

・ギか

A'2795m

4。 5号土坑土層

54号土坑土層

(ゝ´

ギ6み。

・ Q:

i gB:機§。1滸脇
帥子ヒ____豊壁____誓m

l 黒褐色粘質土層 (10YR3混 )炭化物をわずかに、褐色
土アロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR2お )炭化物をわずかに含む。
3 黒掲色粘質土層(15YR3氾)炭化物を少量、境土およ

び褐色粒子をわずかに含む。
4 黒協色粘質土層 (10YR3 2)炭化物を少量、焼土およ

び褐色土プロッタをわずかに含む。
5 黒褐色粘質土層 (10Y毘 /3)禍色地子を少量含む。
6 黒協色粘質土層 (10Y肥 力)焼土および灰黄掲色土ブ

ロックをわずかに、褐色土ブロックを少量含む。

身 7号 ビットΞ慧

コく(亜愛五万
アラオ~~

l駆
呈り魯チ舅ど堺X雛!ド

父
A'2798m

1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
褐色上プロックを少量含む。

B                      8'
2799m

C'

2799m

-94-

10P A



型‐」′Ｗ
（∩）‐２ＰＶ

12P A             込' 2802m         13P A             どヒ2801m

鰯 土層H社鋭R3 彊生嬉キ■呻
褐色粒子をわずかに含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
褐色粒子をわずかに含む。

褐色粒子をわずかに含む。
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

褐色土ブロックを多く含む。

10上 A                                        A'

1『:'こ:;:こ;哲:~~弐
量昌ミ三:::::::夢π…

………`~~………………―‐、、ヽヽ―――――――――____―:二:Lll

l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物を少量、焼土および褐色粒子をわずかに含む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)炭化物を少量、褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。

18P
A    A'2803m

モ萱ノ
¬
f鍵 跳 冨土層 QOYRグ01

炭化物および焼上をわずか
に、褐色粒子を少量含む。

2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)
λ化物および焼土をわずか
に、褐色粒子を少量含む。

A    19P  20P   望と2803m   望と

1 旱禍色粘質土層(10Y92)炭 化物、悦土および褐色粒子を
わずかに含む。

2 黒褐色粘質土層(冊Y肥 /3)褐 色粒子を少量含む。
3 単褐色粘質土層(10YR3/2)褐 色とアロックを多く合む。

21P  22P    望ヒ2803m

B B'2803m

¬
中

「1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)焼 土および炭化物をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)焼 土および炭化物を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土および炭化物をわずかに合む。

B                                              ど主

A'         B
2804m      ~~

B'

2804m

ー ー
23号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗 褐色粒子をわずかに含む。

〒 十マ

B'

11土

13土

A'

14=上  2803m

_ご鰤QPく
13土

く  止

1 阜桐色粘質土層(10YRy2)炭 化物をわずかに、協し池
子を少畳含む。

2 黒協也粘質土層(10YR'lR)褐 色粒子をわすかに含む。
3 暗協t粘 質土層(llYP3/3)文 化助をわすかに、協也社

子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層(10Y砂 3)

ギ
A2A3

批
Ａ一

２

″ぜ
み̂ 二

駕

11・
A

グ11基土
生 上   ´ 280券

22号上坑上層
1 黒褐也粘質土層(10Y酵 3)鷲褐色土ブロッタを少量含む。
2 黒禍t粘質と唇(10hR〃 3)暗褐色土ブロックを多く含む。

ll夕
を多く含む。

58号 ピッ
B ユ 2802m▼「 重罷蘊

―

2 母桐也粘貿
3 黒禍色粘質

ゞ
59号 ビット土層 B B'

2804m

l 嗜褐色粘質土層(10Y肥 /3)褐色粒子および炭化物をわすかに含む。
2 暗禍色粘質土層(10Y肥 73)褐色粒子を多く含む。
3 暗為色粘質上層(10Y酵 8)禍色粒子を少量含む。
4 暗褐色粘質土層(10Y毘 /3)禍色辻子をわずかに含む。

A'2303m

B'2305m

鬱:糖彊|1勒鬱:撼:13を|,と
:  14号土坑■二菅

具協色粘質上層(10Y逮十ゝ 文化助および龍とをわずかに含b。

景褐色粘質i層 (10YR3 2)暗 褐色粒子を少昌含む。

黒協也粘質土層(10Y醐弘)嗜楊色IJ子を少量含む。

土層(10YR3/2)炭 化物を少三、続上をわすかに含む。
土層(10YR〉 り暗協色粒子をわすかに含む。
上層(10YR3/2)協 色土ブロックを少量含む。

上坑 (3)・ ピッ ト(3)

9            (1140)           ?m

也 1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼土をわずかに含む。
2 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

280 3m ll・ B５８
　
　
　
　
　
わ

13号土坑土層

17号 ピット土層

19。 20号 ピット土層

11号土坑土層

2

第21図 北区
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蘇礁 跡潔
腑抄量含む1 1黒褐色枯質土層

“

〕!物り脚助、

2蹴識腑D鰤崩気  
十-2鞠

鍋線静
T 止280平

9■  1 ±送紫
仙

15土 生

66号 ピッ ト土層
1 黒渇色帖質土層 (10YR2/3)

炭化助をわずかに、焼土および暗禍
色粒子を少量合む。

2 黒掲色粘質土層90YRyD
暗褐色ブロックを多く合む。  64PA

A'2804m

26号 ビット土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物および褐色粒子をわずかに含む。

黒構色粘質土層(10YRM)炭 化効を非常に多く、焼土を歩く
=む
・

暗掲色油質土層(10YR拙 )文化物および砂がわすかに混入する̀
焼
とをケ(含む。枯とはやや強い。

阜掲色お質土層(10YR能 )掟十七傷、焼土および掲色粒子をわすかに含む・
具褐色粘質土層(10YR肥 )協色花子をケ(含む。
黒欄ζお質土層(10Y財 お)掲也粒子を少量倉む,

B             B生 2804m

ピ
″

く 67P A A 2804m

A'

15号土坑土層

65号ピット土層 と`フ戸

A'2804m

65P
■ 2804m

黒協とお質立層(76YM2)焼上を少三、炭化物をわすかに含む,

黒協色祐質土層(10Y酷 9)焼主および掲色土ブロックをわずかに合む。

7号ピット土層
黒褐色お質土層(10報″3)炭十七物をわずかに、憶褐也粒子を少量含む
黒掲色粘貫土層(101R311)粘 性は常に強ヽ、
具褐也粘貿土層(恥 YR切)協色土アロックを少量含む,

A'2804m

B'2806m

28号 ピッ ト土層
1 黒褐色お質土層(1仙R3り

炭化物をわすかに、掲色土アロックを少三含む。
2黒褐色癌質土唇10YR2/dl

掲色土プロックを多くなむ。

週 占
4

29号ピッ ト土層
1黒褐色粘質土層住OIRνり

褐色粒子をわすかに含む。
2 黒褐也お質土層(10YRVD

褐色土アロックを非常に歩く合む。

A'

4

15土

Ａ

一
　

６５Ｐ

Ａ

一デゞぢЭ
″、6

A'2804m

60号 ビット土層
1盤

i}質

土層住悩M)焼とおよび暗馳池子をわす
t避ヒ

2 黒褐也粘質土層(1‖ R″2)暗褐色辻子をわすかに合む。
3 母協色粘質土層(lrJYR2イ2)協 色土アロックを多く全と,

3訂
みキ

可

く

25P

04

豫

やや強い。
3 黒掲色粘質と層(術YR3/2)褐色土アロックを多く含む。
4 早禍と粘質土層(15YRy2)褐 色土ブロックを少し含む。

▲Ω準
12土
A

ギ
み6

A'2804m

12号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く合む。

B                   B'2804m
3負 土

難一
Ｎ

20二上
A

И
＊
下

35号土坑土層
1 早褐色粘質土層(10YRy2)暗赤憾色

落詈ニサ
`争

夕む歩理鸞γ
わ詢ゝ

34土
2 黒禍色粘質土層 (10YR32)炭化物、焼

土および掲色粒子をわずかに含む。
3 早褐色粘質土層 (10YR32)焼 土およ

び灰費褐色土ブロックをわずかに合む。
4 単拐色粘質土層 (10YRyD炭 化物を

少員
～
雛土、暗赤褐色土ブロックおよ  A

び褐色粒子をわず力Чこ含む。
F32‐

鰤O

望生 2802m
蛙
Ｂ一

２

払
ホ
下可

3

20号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

Ｐ

ド
一

唸
６６Ｐ

Ａ
一

オ ~(も
ア

~~|>

;g患をlξi:解跳::|1争盈性はデく'A220

Ω 6P

I上

A'2804m

3亀i朝雖層曾5YR3/か  ~ド
+228

炭化物、焼土お よび褐色粒子 を少量含 む。

inl

B B'2806m

B'2802m

.349223

炭化物および焼土をわずかに含む。
褐色粒子を少量合む。
褐色土プロックを多く含む。

?            (1140)           子m

土坑 (4)・ ピッ ト(4)
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55P
A  1    2806m

甘
55号 ピッ ト土層
1 黒褐色お質土層 (75YR3カ )炭化物を多く、焼土

および掲色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘買土層(10YR2/3)炭化物を少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (75YRy2)禍 色土アロックを多

く合む。

56RA   A'2806m

56号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒掲色粘質土層

A     39P

35号 ビッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (75YR3氾 )

2 黒掲色粘質土層 (10激R3/2)

3 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

2805m 二

A' 2807m

54号 ピッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土ブロックを少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

57P
A 二 躙 飾

Ｖ
２ (10YR2/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。

(75YR2/2)暗 褐色粒子を少量含む。

И∩D     止 2807m

57号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

焼上を少量、炭化物および暗
褐色粒子をわずかに含む。粘
性はやや強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YRy2)
炭化物および暗褐色粒子をわ

ずかに含む。粘性はやや強い。
3 黒掲色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物および褐色土プロック
をわずかに合む。粘性はやや
強い。

4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く含む。

39'40号ピット土層
黒褐色粘質土層(10釈32)褐色粒子をわずかに含む。
黒福色北質土層(10Y岡2)禍色土ブロックを多く合む。
黒掲色粘質土層(10釈2/3)炭化物をわずかに、協色粒子を少量合む。
粘性はやや強ヤ、
早楊色粘質土層(10Y肥/3)炭 化物、焼土およ3鴫色粒子をわずかに合む

lh性はやや強い。
早禍色粘質土層(10hR312)楊 色土ブロックを非常に多く合む。
黒禍色粘質土層l10Y貶/3)楊 色粒子をわずかに含む。しまり
および北性はやや強い。
黒褐色粘質土層(10Ⅵ諺/3)褐 色土ブロックを多く含む。
具褐色粘質土層(10Y地ハ)褐色粒子をわずかに含む。
黒協色粘質土層(10YR3/2)褐 色土アロックを多く合む。

A~~34P A'2805m

33・ 34号 ピッ ト土層
l 黒掲色粘質土層 (75YR3氾 )

炭化物および掲色粒子をわずかに合む。
2黒掲色粘質土層 OllYR3/か

炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを非常に多く合む。

A'2805m」■ 35P51P

qlP
、/41P

18土
A A'2805m

18号土坑土層
1 黒褐色粘質土層(75YR2/2)褐 色粒子を少量合む。

B B'2805m
41号 ピッ ト土眉
1 黒掲色粘質土層 (lllYR3/2)

褐色粒子をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

掲色土ブロックを多く合む。
お

|

３５Ｐ

Ａ

一

3b芦
∞1     52F

/

_1こS2-217

B' 2805m

すヽ‐
9S922o

32号 ビッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (75YR3/2)

2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

色粒子を少量合む。
3 黒7B色粘質土層 (10YR3混 )

含む。

掲色粒子を少量含む。
炭化物をわずかに、褐

褐色土ブロックを多く

３６Ｐ中一７ ―

掲色粒子を少量含む。
炭化物および焼土をわずかに、褐色粒子を少量含む。
掲色土プロックを多く合む。

B'2805m

63PA A' 2804m

63号 ピット土層
l 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および暗掲色粒子をわずかに含む。
62L粘 性はやや強い。

=ヒ
2804m

36号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)炭 化物および暗褐色粒子を少量含む。

:量輻雹鞄暑圭橿継 財 誓部 ξ争チ拿ケ≧含む。

2805m二 52P37P旦 2805m 61吐A 38P

37・ 38号 ピッ ト上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (101rR3/2)

3 黒褐色粘質土層 (75YR3/3)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

62号 ピット土層
l 黒禍也粘質主層(10釈 2/2)

暗褐色粒子をわすかに合む。私とはやや強い。
2 黒掲色la質土層(10YR2イ 3)

褐色池子を少量含む。

61号 ピッ

礫および褐色土プロックを多く含む。  1 黒褐也
卜土層
!粘質土層 (10YR2/2)

褐色土プロック|

暗褐色粒子をわ事
少量含む。

褐色土プロックぞ
かに含む。

と多く含む。

第23図  北区 土坑 (5)・ ピッ ト

炭化物および焼上を少量、暗褐色粒子をわずかに合む。粘性はやや強い。

0   年O   御

(5)

34P  33P

37P
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″ヅ
226

B

31土 A 望ヒ 2804m

B' 2804m

31号土坑土眉
1 具褐ヒ格質土層(75釈移り炭十し物およびに協色粒子をわすかに、焼とを
少三含む,

2 黒褐色粘質土層(10Ⅵゼ■)掟化助をわすかに、褐色土アロックを少量含む。

30■A A' 2804m

B             B'2804m

30号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物を少量、焼土をわずかに、
暗褐色土ブロックを多く含む。73L     生 2804m~夢蓼ダ
~守

鵜と層i鯖
舟と防およ職とをわすかに、
絶肝砂鉛し,

2辮色括貿土層住0平酵0
79L   止 2804m囀を上アロックを蛙含む。

79号 ピッ ト土層
1 黒協色枯質土層(術Y貯 2)炭イと物および憾協色粒子をわすかに合b,

2 黒協色粘質土層(19Y貯 2)炭イヒ物、焼とおよび嗜得色粒子をわずかに含むt

＞
． ド

一　

悼
Ю
７９Ｐ土２７

Ａ

一

27=上

A'2804m⊥と

A' 2804m

B' 2804m l∞

1里

@土

Q酔

28:上

28ことA A' 2804m

A' 2804m

ド
一

６
７８Ｐ

口
．

27号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物、焼土および暗褐色粒子を

暗褐色土ブロックをわずかに含む。

・ 75P71P旦 28α粋

ヤ

71P
A

B            B'2304m

生 qオ
胃民     色肝 撤動抄抑ほ

71号 ビッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)Hき褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを少量含む。

70PA A'2804m

70号 ピット土層      ~
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 上をわずかに含む。

75号 ビット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗帽色粒子をわずかに、

24・ 25号土坑、69'77号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物、焼土および暗褐色粒子を

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質上層 (ЮYR3/2)褐色土プロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物、焼土および褐色土ブロッ

クを多く含む。
5 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗 褐色粒子をわずかに含む。
6 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)焼 土および褐色粒子を少量含む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを少量含む。

∀

4◎士⑥ 26と
70P     ＼Q

礫を多く合tr。 粘性はFitち

78P A    1    280 4m

一78号 ピッ ト土層
1 具協色粘質土層(10釈,り 炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐也粘質土層 (7うYRy)観色粒子をわずかになむ。粘性はやや強ヤ、

72P A

褐色土ブロックを少量含む。

焼土および暗褐色粒子を少量含む。
2 黒禍色粘質土層 (10YR3氾 )褐色土プロックを少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2潟 )褐色土プロックを多く含む。

B   76P  24=L     2804m     
・  24± 25二と77P    2804m

第24図  北区 土坑 (6)。 ビッ ト(6)
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鐵Ａ一

74P A A' 2804m

黒協とと層00Yttn炭化物を少量倉む,しま

'は

やや強く、枯性十溺ヤ|
黒掲色砂質土層(10Y昭,D暗福色粒子を少量含む,し ま)は弱く、粘性に欠けるす
構灰tゆ質土層10YR41〕 時協色砂利を少量含む。しま,と祐ll:欠けるt

暗褐也ゆ唇15Ytt131脚 駒をわすかに古↓。しま,は覇(、 祐性に欠ける,

黒褐色砂貰と層(10YRVl)暗褐色砂セ少三含む,しま〕と構性に欠けるt

暗掃色砂層(10Υ Ry働 しま,は弱(、 常性に欠ける,

協灰t粘質土層ll YttD醐色とアロッタを少量含む。しまりはやや強ヤ|
黒構也粘質土層は01剛か暗協t土アロックを少畳含むttま うと枯とはや韓|、

黒褐也粘質と層(101R胸 り炭化物をわすかに、協也土アロックを少量含む,

2803m止   止

7祈

曇壌鍵昂解馴鰐勢轡叛雛μ
崎悦

2803m坐生  I上 B'

2802m

Ю暗協t土層位OYtt ll協 色砂賃上を多く含む.しまりは弱く、祐性に

λける,

H 黒協色粘質と層十1lYRV跡 掲色土アロッタを少量含む。粘とはやや強い,

鯰黒協と祐買土層16YttD協と粒子をわすかに含む,

烙黒欄也粘質土層管5YR31D常 とはやや強ヤ、
H黒協色粘質土層徹ド酢D

脩黒構ヒ祐質と層Q併貯D粘性はやや強ヤ、
怖暗協色砂質土層但研RV)協 t土が層状に少豊入る,しま

'は

覇(、

縦に打する.

I↑ 阜桐色土層(10YRM)暗 協色土アロックをわすかに含む。しま,はや
や強く、縦弼

“

、

2803m望堂

歓
β 74P卜

33土

キ

36二上

33=上 A

ギて
1長

紀協穂冨よ屠婚督
ytク

を少畳含視

3摯 ＼ 上 __ジ 智

2807m

42土 マ

38号土坑土層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

炭化物をわずかに、焼土および

暗褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および焼上をわずかに、
褐色土プロックを多く含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを多く含む。

A 塾修306m I上 37土 B'

2305m

卜     3f篭
瀦 昆質土層 QOYR2/9暗 褐色粒子をわず力ヽ こ

∠▼ 工 .IJL工眉             妊 含む。
1 黒協也祐質土層(101的 9)協t土プロックを歩(含む。         2 黒協t祐質土層(10YttD ttt土 アロックを少量含む。粘性はやや強い。
2黒協也lle規 |‖剛り用を初、能とおよび暗桐t粒子をわすかになむ。 3黒禍也七質婦 Q研剛D褐ととアロッた多く含む。
3 黒桐也帖質土層T,Y闇 9)協也土アロックを多(、 焼とをわすかに含む,  4 里褐色粘質土層(101Plお )粘とはやや強い。

ん 40土

A

第25図  北区 土坑 (7)。 ビッ ト(7)
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J4
質婦 1僻M)焼土をわずか|

質土層l15YR3D焼土を少三、
子を

'ガ

か:含む。
質土層似5Y♂ D翔色土アロック

榊

◎
含む。

/～

卜

つ
席
ホ
下

「
す
／

＼ 9溝

撹 乱

1313215

A43=上 止 2800m二

I黒禍色帖質土層但叫MD炭1助をわすかに、焼とを蛙含む,

2黒協色祐貿土層1斜酷}♪ 続土および炭1助をわす州:含むt

祐性はやや強い。
]阜協色粘貿土層1科冊lll炭 1助をわすかに含む,

4帥齢難層0,m馳土アロッタを多(含む̀

98PA

B生 2799m
/∞

望笙 2798m望壁100P望生 2798m

101号 ビット土層
旱純腰螂 住ドM)
炭1働、続土および博色とアロッ
タを1,すれヽ十:含む,

黒舶llett mvD
暗掛色辻子を多(含む。
鳥掲也枯質土摺(ケ5Y〕イ1)
協色土ブロックを少(、 灰黄協
也粒子をわすかに含む・

91

_.220

4庵
)41
100P

潔,
5 黒将色粘貿土層
6 黒褐色枯質土層
暗掃色也子をわ

7 黒掲色枯質土層
少量含む。

91号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (25YR3/1)禍 色粒子を少量合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子を多く合む。

A'2799m 卜土眉
u悦徽o時傷色粒子を少量含む。
住伽町2)晴褐色粒子をわずかに合む,

1仙聯り協色土アロックを多(含む,

97P A    A' 2797m

97号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

炭化物、焼土および褐色粒
子をわずかに含む。粘性は
やや強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
暗褐色粒子を少量含む。

4鑑

A    A' 2798m98号 ピッ ト土層
彰

126PA

l 景褐色粘貫土層(10YR2/3)続 土および暗協色粒子をわす
2 景掲色粘質土層(75YR2/2)構 色池子を多く合む。

A'2795m

す
126号 ピット土層
1長
脇4:謡せ麟4与ぉ(合む。監|

2 早褐色祐質土層(10YR32)

褐色粒子を少量含む。

99号 ピッ ト土層
ユ 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼土および掲色土ブロックを
わずかに含む。

2 黒掲色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土ブロックを多く含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

③l“P

弱
黒褐色粘質i層 (10YR2/3)炭 化物をわずかに、褐色粒子を少畳含む。
黒褐色粘質土層QOYR3℃ )暗褐色粒子を力ず力H【合む。

長紀身を暑手掃樫評
°  引

A'2795m

1具楊色枯質土層位OIR3咆 1暗協也粒子をわすかになじ
2 具協色祐質と層(211y)協色辻子をみす州こなむ1

3黒楊色ll質土唇(15Y冊 1)協色土アロックを歩(含し,

115号 ピッ ド土層
1黒協色枯貿土層aOVRM)醐 色粒子をわすかに合↓t

2 黒褐色枯質J膏 0研 Piり 褐色とブロックを少宣含む̀

kl

具掲色祐質土層|〕YRy,)褐 色粒子を少畳、焼土および皮化物を
わすかに含む。
黒協色祐質土層は評yり 炭イ駒を,ガ州:合 b,

旱褐色粘質土層(1〕 YR213)境 土セわずかに、協色粒子を少量台I」

`

黒褐色粘質土層(1〕YR32)協 色紅子をわすかに含I」・t

黒協色祐質土層但〕Y肥0
黒協色祐賃土層lllR〕lrl電協色土アロックをわすかに含b`

祐性はやや強,、

黒掲色粘質土層0ド財19褐色七子をわすかに含む,

52土
17P

117P
A

134P 124P

56号土坑、124・ 134・ 135号 ピット土層
黒協色拙質土層但研R3A)楊 色也子を少し含b。

黒構色枯質と層徹‖聰り褐tlアロックおよび曽協色u‐Iを少三台む̀
黒協色描質土層(獅YR硼 焼土およblat土アロッタをわす0ヽに合む∫
黒褐也粘質土層(船Vn
黒掲色祐賃土唇但〕YR3D協色粒子をわすかに含む1しま,はやや強ヽち
黒協色粘質土唇allR3か 純粒子を多(含む。
単掲色ll質土層は任Ryぃ 祐性はやや強ヤ、
黒協色ll質土層句OY肥℃)嗜掲色池子を少量含杭

第26図  北区 土坑 (8)

C             C'
2794m

53号土坑土層
1黒協色枯質土層1併硝2)掲色辻子をわすかに合む1

2 黒掲也佑質土層0研郎D協色土アロックを少量含む。
3 黒桐色枯質土層1研RID

4 早楊色祐質土層1悩肥lll馳粒子および醐色池子を
わすかに含む,

122・ 123・ 132・ 133号 ピット土層

118P

:些.^く

Ξ55f!―
―――

=全
二2794m

l18号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YRy2)境 土をわずかに含む。
2 黒褐色油質土層 (10YR2/2)暗 褐色粒子をわずかに含む。
3 黒掲色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを少量含む。

6 黒掲也粘買土層(10YRyD競 土および褐色辻子をl・すかに含む,

6黒艶lle土層‖偶R3/〕 脚駒および焼土をわすかに、
褐也とアロッタを少畳含む,

7 黒掲色祐質土層(1側も2)禍色辻子を分(古む̀

A12795m

56こと
B        B'

ヤ、__だ
__::18m

黒欄色祐質土層|〕 lP″ )掲色土アロァクを少三合む,

黒暢色祐質土層lθYV働

黒艶祐質土層101P″ D協色土アロックを多(、 灰黄楊色辻子を
わすかに含む,

黒掲也粘質土層(101P″ 〕)
早褐色粘質土層nllT〕 D馳粒子をわすかに合む1

早掲色枯質itt nド vD褐色辻子を少量含む。
黒櫛色祐質土暇(雰Ⅳ〕州焼土および掲色粒子をわず〕Ч:含む。

8里掲色常質土層00報〕A)暗協色辻子を少量含む,

9 黒協色描質土層(10iPl11)

Ю黒褐色祐質土層但併R能 )炭1肋および焼土をわすかに含む1

祐性はやや強い。
H黒棚 土層鶴略け

C C'

2797m

m

43号土坑土層

B'2795m      ~~~…五Ξとる「
―ヽ

116号 ピット土層

引
◎
‐
＜‐

117号 ピザト土層      生       二 2795m

;勲睡暑
鴨 帯整ど;慧7A

869妙背      <
55E上

▲       ± 2795m二

黒掲色粘質土層+10YR2B)

絹也粒子を多く合む。      8

125P
A           A'

プ
125号 ビッ ト土層  く

|

1 黒褐色ll質土層(10YR2/3)焼 土および協色寇子をわずかに含むc

2 黒協色粘質と層(10Y虚 /2)焼土および褐色土アロックをわすかになむ。

k13黒
褐色祐質土層但‖M)  kl

0

びφ朱
´

ぐ

A                      A'

112P52E上  51±  2794m
l等

獅

   層

‐６

Ａ

一

割 ∬
を
拝15M 世

二く
|

⑥
‐

く―

B'2794m

A'

2795m

イ:口    1∵
P    A'

土Ａ
．
53

σ
一

４Ｐ

135P
134P
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A 109P A'2794m

―

109号 ピット土層

あ量糧色穂暮圭韻糧解長ン3箔糧皇歩言与夕ごみ畳暮段
A   49=上 A'

136P

49号土坑、107・ 136号 ピット土層
黒協色描質土層但研PR D褐色粒子を少量をむ,

黒掲t4質上層(術YR312)時協色也子を少量含む,

阜桐色枯質主層(101R3イを)龍とおよび暗協色紅子をわすかに含む1粘とはやや強ヤ、
具構色枯貫土層(10YRIID嗜褐色泣子を多(含むな
黒傷tll質土層(10rP静 り褐色土アロッタを多(含 b。

黒協色粘質主層(1研 R3イを)焼土をわすかに、晴桐色粒子を少量合し。祐性はやや強,I

黒協色描質土唇(2う Y3'1)暗 掃色土アロックを少量含むす
黒桐tFl貰上層(llYRVl)協色土アロッタを多(含む,

8'2794m

106P
A     A'2794m

3Y
106号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層l10YR3/2)協色il子 を少畳、嗜褐色粒子をわずかに
2 黒褐色粘質土層llttR3/2)協色土ブロッタを多く合む。
3 具褐色粘質土層l10YR3泥 )

どとと__|::多ァ々ξ娑ヨーーニ:±
2794m

6号 ピッ ト土層
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

暗褐色粘質土層 (10YR313)

黒掲色粘質土層 (10YR2/3)

黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

少量合む。
褐色粒子を

131P止 A'2794m

131号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

暗褐色粒子を少量含む。

AQttP
_牌

6 2A⑤

103号ビット土層     ・   27"岳
】鷺協t常魯主暑‖解謡8悟選呈学を手ケ尋,1。 子

含む。
130PA A.2794m

108P A A'2794m 481上

ー48号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

A       A'
2794m

2ヤ

A'2794m

A'2794m

褐色粒子および焼上をわずかに合む。
掲色粒子を少量含む。

A'2794m

A'2704m

ヤ

イヤ

ツ▲電現声 す
130号 ピット土層
1 早褐色粘質土層(10YR3/2)炭イと物および焼土をわずかに合む。

ど
29PA

129号 ビッ ト土遭`
(多π

′ノ…………

1 黒掲色祐質土層(10YRVり 焼土をわずかに、掲色土アロックを少量含む̀
枯
性はやや強ヤ、

2 黒欄色祐質土層,任冊イゆ暗褐色t子および協色土アロッタをわすかに合む。
121PA

120PA

47土A

ヤ

47号土坑

105号 ピッ
1 黒禍色粘質
2 黒楊色粘質
3 具栂色粘質
4 景褐色粘貿

得

‐
持

炭化物をわずかに含む。
掲色土ブロックを少量含む。
掲色粒子をわずかに合む。

1

2

3

4

鼻褐色枯質土層(10YR32)焼 土をわすかに、褐色也子をわずめHこ含む。

黒欄也粘質土層(15YRyl)焼土をわすかに、褐色粒子を少量全む。
具楊色粘質と層(10釈 3/1)褐 色li子を少畳含む。
具褐色帖質土層(10YR3/1)褐 也粒子を多く含む。

笠
1 28PA A' 2793m

V
128号 ピッ ト土層   3
1 黒禍色粘質土層(10YR3/D

褐色土ブロックを少量含む。2 黒褐色祐質土層(10YR3/D焼 土をわすかに、
ゎずヵ引こ含む。3 具禍色粘質土層(10YR3/2)暗 褐色ブロックを

105P A A' 2794m

|> 摯6
47=上

1注

、298209

127P
A

イヽ
299?ヽ

O

46
ｇ
・‐０４
Ａ
一

土４５

Ａ

一

<|

A1 2793m

A'2794m

―

104号 ビット土層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

褐色土ブロックをわずかに含む。

,p90_208

45号土坑土層
1 暗褐色粘質土層
2 暗褐色粘質土層
3 暗褐色粘質土層
4 暗褐色粘質土層
5 暗褐色粘質土層
6 暗掲色粘質土層
7 暗掲色粘質土層

多く含む。

(10YR3/め 焼上をわずかに含む。
(10YR2/3)

(75YR3/2)褐色土ブロックを少量含む。

(10YR2/2)

(10YR3/2)褐色土プロックを多く含む。

(25Y3/1)暗褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/1)褐 色土プロックを    生

ぜ
卜土層

土層(10Y貶/3)焼 土をわずかに含む。
土層(10YR3/2)焼 土および協色粒子をわずかに合む。
上層(76Υ R,D焼土および褐色粒子をわずかに合む。
土層(10YR3721褐 色粒子を多く合tl。

軽８一
B'2794m A'2793m

44号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

炭化物、焼土および暗褐色粒

: :そを怠8音:与 :|二与与1 払
炭化物、嗜褐色粒子および褐
色土ブロックわずかに合む。

4 黒褐色粘質土層 (25Y3/2)
褐色粒子をわずかに含む。           第 27図

103号 ビッ ト土層
l 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

2793m
127号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層

北区 土坑 (9)・ ピッ ト(9)

-101-

103P
C  C'2793m

予

A'

46=と A A'2794m

~拠

湧

46号土坑土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く含む。

A'2793m ど■ B'2794m

2清  46土

一(10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。

(10YR3/2)掲 色粒子を少量含む。

(10YR3/2)褐 色粒子を少量含む。
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42号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物および焼土をわずかに合む。
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43号 ピット土層
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1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
炭化物および褐色粒子をわずかに、
焼土粒子を少量含む。

A A

″野
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A           A'2799m

ll号ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子を多く含む。

悼
″ギ3

15P
A          A'2802m

W
15号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物、焼土および褐色粒子を
わずかに含む。

A'2808m

黒構色粘質土層(10Y毘 /3)欄 色粒子を少量含む。
粘性はやや強い。
黒褐t粘質土層(10Ⅵ器力)炭化物および格色池子を
わずかに、慌上を少宣含む。粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層(75釈移り協色土ブロックを多く合む。
黒褐色粘質主層(10Y肥 /3)悟色土ブロックを少豊含む。
具褐色粘質と層(10YR32)褐色土ブロックを多く含tr。
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50名
          B, 2306m

14号ビット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色粒子をわずかに含む。

49号 ピット土層
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1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
炭化物および褐色粒子を少量、

止28α3m 筆者墓て
かに含む。粘性は

一

2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
炭化物および褐色粒子を少量、
焼土わずかに含む。粘性はや
や強い。
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48号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭 化物および暁土を少量、

褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

16号 ピッ ト土層
l 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)炭 化物および褐色粒子を

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。
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疫|と紛竜ょび婚者皇写ごす娠拿み豊暮覆k島巻ット) 
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1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)1                  2 
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを少量含む。(46ピ ット)

醐鮒子をわずかに乱    511詰
増留主与亀守り秘多く含む。 若ピ
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44号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭化物および褐色粒子をわずかに、焼土を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)焼上をわずかに含む。

C'2803m  3 黒掲色粘質土層 (10YR2/3)焼 土をわずかに、褐色粒子を少量含む。

_暫°み9

45号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、焼土およ
び褐色粒子を少量含む。

2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
炭化物をわずかに、褐色粒子
を多く含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
焼土をわずかに含む。

4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを少畳、暗褐
色粒子をわずかに含む。

5 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
褐色粒子を少量含む。

46P 53P

V

第28図  北区 ビット(10)
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A'2800m

86号 ビッ ト土層
l 黒褐色粘質i層 (10YR3 2)

87P

∵獅mttP
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一

326フ虫
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87号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを少量含む。

A'2799m

88号 ピット土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに含む。褐色粒子をわずかに含む。
黒掲色粘質土層 (10YR2/

ダ 虫
″ 黒掲色粘質土層 (10YR2/3)

黒褐色粘質土層 (10Y鴎/2)

掲色土プロックを多く含む。

1:二

ζちデ与:::どとット土ぞ     
く

|

1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
焼土をわずかに、褐色粒子を少量含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
暗褐色粒子を少量含む。

脚ヒ物および協色上ブロックをわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層(10YR32)

暗綺色粒子をわずかに含む。
3 黒協色粘質土層(10YR3/2)

暗褐色土ブロックを少量含む。
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85号 ピッ ト上層
1 黒褐色粘質土層 (1餌R2/2)

暗褐色粒子をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

暗褐色土プロックをわずかに合む。

34P
A  1   2800m

サ
84号 ビッ ト上層
l 黒褐色粘質上層 (10YR〃3)

暗褐色土プロックを少量含む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR2//2)

褐色土プロックを多く合む。
92P
A      A'2800m

92号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および焼土をわずかに
含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く含む。

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼上を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および焼土をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。

93PA A'2800m          4PA
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93号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼上および暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質上層 (75YR3/1)

暗褐色土ブロックを多く含む。

83PA A'2801m

89。 90号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

焼土および褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

褐色土プロックを少量含む。
4 黒褐色粘質上層 (lKIYR3/1)

炭化物、焼土および褐色粒子を
わずかに含む。

5 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
暗褐色土プロックを多く含む。

A'2801m

94号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および暗褐色粒子を
わずかに含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを多く含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

止       止 塞 廟

W
83号 ピット土層

! 昌3:患§:giミミラ;鍾:ξ字,attg青多k含む。
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第29図  北区 ビット(11)
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A    A'2794m

一
lll号 ビッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

炭化物をわずかに、暗褐色粒
子を少量含む。

113P A    A'2794m

ツ
l13号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および暗褐色粒子をわ
ずかに含む。

114PA A'

,  2794m
甘

114号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、暗褐色粒
子を少量含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
灰黄褐色粒子をわずかに、暗
褐色粒子を少量含む。

50二LA  ,    どと2794m

予
50号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)

掲色土ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR32)

焼土をわずかに、褐色土プロックを
非常に多く合む。
B B'2794m
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C'2795m

D D'2795m
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呵号石組土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色土ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに、褐色上ブロックを多く含む。

3 焼上層 7う YR3/2の 黒褐色土中に、焼土塊が非常に多く入る。炭化物を少量合む。

4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土塊および炭化物を少量含む。
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B'2803m
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A A'2803m

第31図 北区 石列 (2)・ 石組遺構
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68号 ピット土層
1 具掲色粘質土層(15YR3172)文 化助および暗協色
粒子を力ずかに、焼土を少量合む。ll性はやや強い。

2 具掲色粘質土層(75釈3/り 鷲協也粒子を少畳含む。

A'2806m

ド

0

旱掲色粘質土層徹研�D協色土アロッタおよび単色土アロックを多
(含杭
阜掲色枯質土層徹隅 り炭化初および砂貫上を少量倉し̀

し
ま

'はやや強く、祐性は弱い。
掲色土層徹OIPlイい

"鶉

色土アロックを少量含む,祐性に欠ける,

灰黄3t祐貿土層は醐氾)航 ,、 褐色土アロックおよび黒色土アロッ
クを少量含む,

兵協色粘費土層(1ド Rlイ1)褐色土アロックおよび旱色とアロッタを少
畳含む,

黒掲色llei層 但oIPM)斯 を媛、絶土アロック、艶土アロッ
タをわすかに含む,

掲色枯貫土唇(1〕YP411 鉄弁を多く、灰黄協色主アロッタを少量含b4

灰黄協色祐質と層0ド P1/D協 色土アロッタを少昌含む。しま,はや
や強く、lltはややみ、
協色土層但OYlか 鋭分をわすかになむ,描性は所ヤ、
協色土層10Ⅵ附イい際を少量含む。しま,はやや強く、枯性は嘉Ⅲ
オリーア協色シルト層⑫るY1/tl協 色土アロックを少量含む。しま,は

弱(、 l14に欠ける̀
にパい黄協色と層(1研 Ptl}働 挟分をわすかに含む。黒褐色土が層llに

薄(入る.し まⅢはやや機(、 祐性は弱ヤ、
llにぷい黄協色土層付OittD黒協色土が層状に薄(入 る̀

し
まうはや

や強(、 411は加、
1早協色粘質襲 1研牌か層猟:薄 (入る,

η黒褐色祐質土唇亀OI�

"鼻

褐也土アロックをわすかに含む,

13早色土層|〕V肥十〕鉄分をわすかに含む,祐性は弱い,

u黒揚色土層1郷YR3′D鉄分を少三含むt il性は弱ヤィ
15黒協色llR層 (9留路′1)楳をケ(、 鉄分を少畳含悦
6黒協色土層S珊0し ま,はやや強(祐性弱ヤ、
17 オリーブ黒色ンルト層仰Vl)桐色シルトを含む。しま,はやや強(、

llllに 欠ける。
お畢也土層(V,1)しま,と祐性はやや強ヤ、
1,オ サーア黒色砂質土層lllyい しま,は弱(、 粘性に欠けるJ

翻オサーア黒色砂屎唇(評 Vい 礫を多量に含む。しまりはやや強く、祐性
11,ユ ⅢⅢ,

A

翠
夢~

ぐ
′ ,ガ

拶

ュぱ

少

″ぽ
224

ぐ

A

A

＼静
く

|

1号井戸土層      1
1 黒協色粘質土層(1仙RVを )褐色粒子をわすかに含む。         絡
2 暗褐色上層(101Ry)に バい黄褐色土ブロッタを歩(、 協也辻子を少
量含む。しまりはやや強く、ll性は弱い,                船

3にパい黄掲色主層はド融0黒協色土アロックおよび協と土アロッタ
を歩(含む。しま)は覇く、ll性に欠ける。              静

4 黒欄色祐費土層10Y肥か炭化初および褐と辻子を少量台む。しま

' 31はやや強ヤゝ。
5 黒褐色帖質と層10Ⅵ V動 文化初をわすかに、協色土アロックを少量 秘
合む∫

6 黒櫛色粘質と層住‖職衛文化物をわすかに、協色土アロックを多( 部
含む̀

7黒協色祐質土層1研牌D

まりまやや強く、純は弱ヤヽ,

95黒脚 土層に〕YVか しま,はやや弾ヽ,

昴黒棚 土層l10YR能 )購仕アロック鯵(含む、しま,と lallはやや弾上
折黒協也碑層

“

併R31か 磨構色土ブロックを少量合↓,し ま)と 粘性はやや強I、

0

第34図 北区 井戸 (1)
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2号
井

戸
土

層
1 

黒
掲
色
粘
質
土
層

(1
0Y
R3
/2
)炭

化
物
お
よ
び
暗
褐

色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
わ
ず
か
に
含
む
。粘

性
は
や
や
強
い
。

2 
暗
掲
色
粘
質
土
層

(1
伊
rR
3/
3)
黒

掲
色
土
ブ
ロ
ッ
ク

お
よ
び
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。 
  
 /

粘
性

は
弱
い
。

15
 
黒
色
土
層

(1
0Y
R2
/1
)鉄

分
を
わ
ず
か

に
合

む
。
粘

性
は
弱

い
。

灰
黄
褐
色
粘
質
土
層

(1
0Y
R4
/2
)掲

色
土
プ
ロ
ッ
ク

お
よ
び
黒
掲
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
合
む
。

褐
色
土
層

(1
0Y
R4
/6
)暗

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量

含
む
。
粘
性
に
欠
け
る
。

灰
黄
掲
色
粘
質
土
層

(1
0Y
R4
/2
)鉄

分
、
褐
色
土
ブ

ロ
ッ
ク
お
よ
び
黒
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

黒
褐
色
砂
礫
層

(2
5Y
R3
/1
)礫

を
多
く
、
鉄
分
を
  

上
少
量
含
む
。

オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
層

(2
5Y
4/
6)
し

ま
り
は
弱
く
、

粘
性
に
欠
け
る
。

オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
層

(2
5Y
4κ

)掲
色
土
ブ
ロ
ッ

ク
を
少
量
含
む
。
し
ま
り
は
弱
く
、
粘
性
に
欠
け
る
。

灰
黄
掲
色
砂
質
土
層

(1
0Y
R4
/2
)黒

褐
色
粒
子
を
わ

ず
か
に
含
む
。
し
ま
り
や
や
強
く
、
粘
性
に
欠
け
る
。

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
層

(1
0Y
R4
潟

)鉄
分
を
わ
ず
か
に

含
む
。
黒
褐
色
土
が
層
状
に
薄
く
入
る
。
し
ま
り
は
や

や
強
く
、
粘
性
は
弱
い
。

に
ぶ
い
黄
褐
色
土
層

(1
01
R4
/3
)黒

褐
色
土
が
層
状

に
薄
く
入
る
。
し
ま
り
は
や
や
強
く
、
粘
性
は
弱
い
。

黒
揚
色
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1 黒褐色粘質土層(10YRy2)炭化物および砂質土を少量
含む。しまりはやや強く、粘性は弱い。

2 異協色粘質と層(10YR3/2)炭化物をわずかに、暗褐色土
ブロックを少量含む。しまりと粘性はやや強い。

3 黒褐色粘質土層(75YR3/2)暗 赤褐色土ブロックを少量合む。
しまりは弱い。

4 黒褐色粘質土層(10YRy2)暗禍色土ブロックを多く、炭化物を
わずかに含む。しまりは弱い。

5 黒褐色粘質土層(10YR32)炭化物をわずかに、褐色上ブロック
を多く含む。

6 黒褐色粘質土層15YR32)炭 化物および暗禍色粒子をわず約1こ

含む。

とヽ コ

A' 2805m

78 協色砂質土層(10YRV4)鉄 分をわずか
に含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。

29 暗灰黄色土層 (25Y5/2)鉄 分をわずかに
含む。しまりはやや強く、お性は弱い。

30 灰黄協色砂質土層 (10YR4/2)黒 褐色粒
子をわずかに含む。しまりはやや強く、
粘性に欠ける。

31 にぶい黄褐色土層 (10YRγ3)鉄分をわ
ずかに含み、黒禍色上が層状に薄く入る。
しまりはやや強く、粘性は弱い。

32 におい黄褐色土層 (10YR4/3)黒 褐色土
層状に薄く入る。しまりはやや強く、粘
性は弱ヽ、

33 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)10YR2772の

黒褐色粘質とが層状に樽く入る。
34 黒禍色お質土層 (1いとRy2)黒褐色土ブロックをわ

ずかに含む。
35 黒色土層 (1併R2/1)鉄 分をわずかに含む。粘性は

弱 、ヽ

黒褐色土層(25YR3/1)鉄 分を少量含む。粘性は弱い。
暗褐色砂礫層 (10YR3犯 )礫を多く含む。しまりは
やや強く、粘性に欠ける。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

オリーブ黒色砂質土層 (5Y3/1)し まりはやや強く、
粘性に欠ける。
オリーブ黒色砂質土層 (評3/1)鉄分をわずかに含
み、埋め上側に協色砂質とを多く含む。しまりはや
や強く、粘性に欠ける。
黒褐色主層(10YRVl)し まりはやや強く、粘性は
弱い。
オリーブ黒色砂質土層 (5Y3/1)埋 め上側にオリー

ブ禍色粒子を含tr。 しまりはやや強く、活性に欠け
る。
黒色砂質土層(5Y2/1)し まりはやや強く、粘性に
欠ける。
オリーブ黒色秒質土層 (5Y3/1)埋 め上側にオリー

ブ褐色粒子を含む。しまりはやや強く、粘性に欠け
る。
黒色帖質土層 (5Y2/1)

黒色土層 (5Y2/1)し まりはやや強く、粘性は弱ヽ、
黒色砂質土層●5Y2/1)し まりはやや強く、粘性
に欠ける。
黒色砂質土層 (75Y2/1)暗 褐色土ブロックを非常
に多く含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
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ロツクおよび黒楊色土 鍋
8 黒協色粘質土層(10Y肥潟)暗褐色粒子を少量、灰黄褐色土ブ   2(

ロックをわずかに合む。
9 暗編色粘質土層(10YRy3)上部に灰黄褐色粘質土力琲常に多く、

暗褐色土ブロックを少量含む。            32
10 黒褐色粘質土層(10YR2/3)炭化物をわずかに、暗褐色土ブロックを

少量含む。
■ 黒褐色粘質土層 (10YR2お )淀化物をわずかに、暗褐色土ブロックを

少量含む。
12 黒褐色粘質土層(10YRy2)暗協色粒子、焼と、炭化物および反責協色

土ブロックをわずかに合む。
黒協色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色土ブロックを少量含む。

号写黒忙愚志F 
ωttD厳褐色土カ クを久 、賤 飩 子を 、

黒褐色粘質土層(10YR3/2)暗褐色土プロックを少量、炭化物をわずかに含む。ゝ
黒褐色粘質土層(10YR273)炭化物をわずかに、暗褐色土ブロックを多く含む。
灰貰褐色粘土層(10YR4/2)赤禍色土ブロックを多く含む。しまりはやや強い。沼

母常議FⅢ
褐銚 襲 mmp縮 色土ブ的 クを多く合視 しまげは 、

‐３

‐４

　

‐５
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‐９

捌

　

２‐

２

器

盟

２５

２６

２７

黒褐色粘質土層 (10YR3泥 )灰黄褐色土ブロックおよび褐色土プロックを多く含む。
褐色土層 (10YR4犯 )黒褐色土ブロックを少量、灰責褐色土ブロックを多く含む。   47
しまりはやや強く、粘性は弱ヽ、
灰責褐色粘質土層 (10Y馳 2)褐色土ブロックおよび黒協色土ブロックを多く含む。
暗褐色砂礫層(10YRV3)黒掲色土ブロックおよび褐色土ブロックを少量含む。粘性に欠ける。
褐色土層(10YR4 6)暗褐色土ブロックを少量含む。粘性に欠ける。
黄褐色砂質土層(25YV4)灰黄褐色砂質とを少量含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
灰責掲色お質土層 (10YR5/2)黒褐色粒子および鉄分を少畳含t・ 。
灰黄禍色粘質土層 (10YR42)黄褐色砂質とを多く、鉄分を少量合む。
灰責協色お質土層 (10YR4/2)黒褐色土ブロックを多く、鉄分をわずかに含む。
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(10YR3/2)炭 化物および掲色粒子をわずかに含む。
(10YRy2)暗 褐色粒子を少量含む。
(10YRy2)褐 色土ブロックを多く含む。
(10YRy2)褐 色土ブロックを少量含む。
(10YRyl)暗 褐色土ブロックを多く合む。
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5号井戸土層

8 黒褐色粘質土層

(10YRV2)灰 黄褐色土ブロックおよび暗褐色土ブロックを少量含む。
(10YRyl)掲 色土ブロックを非常に多く合む。
(10YRy2)掲 色土ブロックを多く、黒色土ブロックを少量含む。

A'2803m

9 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)灰 責掲色土ブロソクおよび褐色土ブロッ
クを多く含む。

10 掲色土層 (10YR4/4)灰 黄褐色土プロックを多く、黒褐色土ブロッ
クを少量含む。しまりはやや強く、粘性は弱い。

■ 灰黄褐色粘質土層 (10YR4/2)褐 色土ブロックおよび黒掲色土プロッ
クを多く含む。

12 褐色土層 (10YR4ん)暗褐色土ブロックを少量含む。粘性に欠ける。
13 灰責掲色粘質土層 (10YR4氾)鉄分、褐色土プロックおよび黒色土

ブロックを少量含む。
14 灰褐色粘質土層 (10YR4/1)褐 色土ブロックおよび黒色土プロック

を少量含む。
15 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)鉄 分を少量、褐色土ブロックおよび黒

色土ブロックをわずかに含む。
16 掲色粘質土層 (10YR4/4)鉄 分を多く、灰黄褐色土プロックを少量

含r」。
17 灰黄褐色粘質土層 (10YR4/2)褐 色土プロックを少量含む。しまり

はやや強く、粘性はやや弱い。
18 掲色土層 (lmん )鉄分をわずかに合む。粘性は弱い。
19 暗灰黄色シルト層 (25Y4/2)鉄分を少量合む。しまりは弱く、粘性

に欠ける。
20 掲色土層 (10YR74)礫 を少量含む。しまりはやや強く、粘性は弱い。
21 オリーブ褐色シルト層 (25Y4ん)し まりは弱く、粘性に欠ける。
22 オリーブ褐色シルト層 (25Y4/6)掲 色土プロックを少量含む。しま

りは弱く、粘性に欠ける。
23 灰黄褐色砂質土層 (10YR4定)黒褐色粒子をわずかに合む。しまり

はやや強く、粘性に欠ける。
24層  にぶい黄掲色土層 (10YR4/3)鉄 分をわずかに含む。黒褐色上が

層状に薄く入る。しまりはやや強く、粘性は弱い。
25層  にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)黒 褐色土力司冒状に薄く入る。しまりはやや強く、粘性は弱い。
26 黒褐色粘質土層 (10YR3泡 )層状に薄く入る。
27 黒褐色粘質土層 (10YR3犯 )黒褐色土ブロックをわずかに合む。
28 黒色土層 (10YR2/1)鉄 分をわずかに含む。粘性は弱い。

" 
黒褐色砂礫層 (25YR3/1)礫 を多く、鉄分を少量含む。

30 褐色シルト層 (75YR4/4)し まりは弱く、粘性に欠ける。
31 黒褐色土層 (75YR2/2)し まりはやや強く、粘性は弱い。
投 オリーブ黒色シルト層 (5Y3/1)褐色シルトを井戸側に含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
33 黒色土層 (5Y2/1)し まりと粘性はやや強い。
34 オリーブ黒色砂質土層 (5Y3/1)し まりは弱く、粘性に欠ける。
35 オリーブ黒色土層 (5Y3/1)し まりはやや強く、粘性は弱い。

黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒掲色粘質土層
黒褐色粘質土層

・
２４

２５

２６
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4号井戸・3号竪穴・20号溝土層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
2 黒褐色礫層 (10YRy2)鉄分を多く含む。
3 黒褐色礫層 (10YR3/2)多 量の礫を混入する。
4 黒褐色粘質土層 (10YR32)炭 化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および褐色上プロックを少量、焼土をわずか

に合む。
6 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土をわずかに、褐色粒子を多く含む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物、焼土および褐色粒子をわずかに、灰黄褐色

土プロックを少量含む。
8 黒褐色粘質土層 (76YR3/2)炭 化物および褐色土プロックをわずかに、焼土およ

び灰黄褐色土ブロックを少量含む。
9 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを多く含む。
10 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、焼土および褐色土ブロックを少

量含む。
11 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)焼 土および褐色粒子をわずかに、灰責褐色土ブロッ

クを少量含む。

静 く

A A'

A

認 {″

A' 2809m

1号炉土層
1 にぶい黄褐色土層 (101rR5/3)炭化物を多く、焼土を少量含む。しまりと粘性に久ける。
2 焼土層 (5YR3ん )

3 黒褐色土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに含む。しまりはやや強く、粘性は弱い。
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2・ 3・ 4号炉土層
1 黒鶴也土層951R32)炭 化物をわすかに、焼上を多く含む。しまりは覇く、粘性に欠ける。
2 黒福色土層V5YR3 21注化物をわすかに、焼上を非常に多(含む。しまりは,,く 、粘とに

欠1)る 。
3 暗褐色」習(10YR3/3)炭 イ助および焼とを少昌含む。しまりは1,く 、粘性に火ける。
4 黒欄也土層(10YR3カ )炭化助をわすかに、焼上を少量含tP。 しまりはやや強く、粘性は弱い。
5 黒傷色土層(75Y饂ゝ 炭イ助を少重、焼上を多く含む。しまりは弱く、祐性に欠ける。
6決イ助層
7 黒構色土層(Ъ

IR32)炭 化坊を非常に多く、続とを少量含む。しまりはやや改く、粘性は弱い。
B 黒構とと層(10Y肥73)文イ助を多く、暗楊を粒子をわすかになむ。しまりと粘性は弱い。
9 暗裾色お質と層(10YR3 3 文化助、焼土および階褐色粒子をわずかに合む。粘性はやや強い。
10 鼻協色土層(i5YR3/2)文化物をわすかに、能とを少量含む。しまりと粘性はやや強い。
■ 旱褐也土層(1‖RyD文化物および焼土を少豊全と。しまりと粘性は弱い。
12 黒褐也土層151R32)文化助をわずかに、慌とを少量含む。しまりはやや強く、粘性は覇い。
13龍 J琶

14 黒褐也土層(1ばR321炭イ

`物

を少量、焼とを非常にケ(含む。非常に積(凝化し、粘性に
欠1)る 。

15 黒褐也土層(1偶 R32)炭十助を少量、焼上を非常に多く含む。粘性に欠ける。
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黒褐色土層 (1げrR3/2)焼 土を多く、炭化物をわずかに合む。粘性は弱い。
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5号炉土層
1 黒掲色土層 (10YR3氾 )炭化物を少量、焼土を非常に多く含む。

非常に強く硬化し、粘性に欠ける。
黒掲色土層 (10YR〃 3)炭化物および焼土をわずかに含む。
粘性は弱い。
黒褐色土層 (75YRy2)炭化物をわずかに、焼土を少量含む。
粘性は弱い。

焼土層  炭化物をわずかに、黒褐色土
プロックを少量含む。
黒褐色土層 (■5YR3混 )炭化物をわずかに合む。
粘性は弱い。
黒褐色土層 (10YR2潟 )炭化物および焼土をわずかに含む。
粘性は弱い。
炭化物層  焼土および暗掲色土プロックをわずかに合む。
黒掲色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、掲色土ブロックを
多く合む。
極暗赤褐色土層 (5YR2潟 )し まりは弱く、粘性に欠ける。

冠纏急餡曇ナ
層いYR3/Dし まりはやや強く、ェ.

黒掲色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼土を少量合む。
しまりと粘性はやや強い。           

一黒褐色土層 (75YR3/2)焼 土を少量含む。
しまりは弱く、粘性に欠ける。
黒褐色土層 (10YR72)炭 化物および焼土を
わずかに含む。しまりと粘性は弱い。
極暗赤褐色土層 (5YR2/4)し まりは弱く、粘性に欠ける。
黒掲色土層 (10YR3/2)焼 土をわずかに含む。しまりと粘性は弱い。
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1溝
A'2792m

B'2792m

(10YR2/2)暗 褐色粒子をわずかに含む。
(10YR32)炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
(101rR3/2)褐 色土ブロックを多く、灰責褐色粒子を少畳含む。
(10YR3/1)
(75YR3/2)炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。

(10YR3/1)褐 色土ブロックを多く含む。しまりはやや強い。

C'2792m

D'2792m

i夢よへ94

1号溝B― B'土層
1 黒褐色粘質生層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層
4 黒褐色粘質土層
5 黒褐色粘質土層

粘性はやや強い
6 黒掲色粘質土層

1号溝D― D'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
6 黒褐色粘質土層 (75YR32)
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
8 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

´ゝ御A゛

M

Ⅷ

E

暗褐色粒子を少量含む。
暗褐色粒子を少量、褐色粒子をわずかに含む。
暗褐色土プロックを多く、褐色上プロックを少量含む。
炭化物、暗褐色粒子および褐色粒子をわずかに含む。粘性は弱い。
褐色粒子をわずかに含む。
炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
褐色土プロックを多く含む。しまりはやや強い。
暗褐色粒子をわずかに含む。

E'2792m

F' 2792m

(75YR2定)炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
(75YR32)暗褐色土プロックを少量、褐色土ブロックをわずかに含む。
(75YR3/2)褐 色土プロックを多く、灰黄褐色土プロックをわずかに含む。
(10YR3/2)暗 褐色土プロックを少量、褐色土プロックを多く合む。
(75YR3泡)炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
(10YR3/1)褐 色土ブロックを多く含む。しまりはやや強い。
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7号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

粒子をわずかに含む。
3 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)

A'2792m

炭化物および焼上をわずかに、

炭化物、暗掲色粒子および褐色

炭化物、焼土および暗掲色粒子

A'

3溝        2795m

壁 2791m

7溝 A

ぽ

をわずかに含む。
4 黒褐色粘質土層 (lllYR3/2)掲 色土ブロックを多く含む。
5 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐色土ブロックを多く含む。

4・ 5号溝A― A'・ B― B'土 層
4溝   1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

暗褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

B'2791m

C' 2791m

4・ 5号溝C― C'土層
l 黒掲色粘質上層
2 黒褐色粘質土層

A'2791m

炭化物および灰責褐色粒子をわずかに

褐色粒子を多く含む。
褐色粒子を非常に多く含む。

5・ 6号清土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色砂質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
4 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

(75YR3/2)暗 褐色粒子および炭化物をわずかに含む。
(10YR3/2)褐色粒子を少量含む。

2溝

2溝杭列
C

暗褐色粒子をわずかに合む。
褐色粒子をわずかに含む。粘性に欠ける。
炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
褐色粒子を少量含む。
褐色粒子を多く含む。

8号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

淀化物および暗褐色粒子をわずかに含むc

6溝
~・ 2791m

1 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)焼 土および暗掲色粒子をわずかに、炭化物、
褐色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロックを少量含む。

2 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロック
を多く含む。

3 黒掲色粘質土層 (10YR3犯 )褐色粒子および灰黄褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭 化物および暗掲色粒子をわずかに含む。
5 黒掲色粘質土層 (10YR3/1)灰 黄掲色土ブロックを少量合む。
6 黒褐色粘質土層 (10YR22)褐 色土プロックを非常に多く、灰黄褐色土

ブロックを少量含む。
B                                            B'

2溝         3溝     2792m

黒褐色粘質土層はOYR移2)楊色とアロックおよび灰黄楊色土アロックを少三、炭化
物をわずかに含む。
早楊色粘質土層(10YR,9炭イヒ物および暗褐色粒子をわすかに合む。
早禍色粘質土層l10YRy2)褐色土ブロックおよび仄責褐色生プロックを多く合む。
黒褐色粘質土層はOYR″D
黒禍色祐質土層(10YR32)炭 t物および暗褐色粒子を少量含む。
旱褐色粘質土層(75YR3/2)褐 色粒子を多く、嗜褐色粒子をわずおHこ含むe

旱褐色粘質土層(10Y脇 /2)炭 化物および暗褐色粒子をわず力引こ合む。
黒褐色粘質土層(10YR3/2)暗 褐色土ブロックを少畳、禍色粒子をわず力1こ 含む。
景掲色粘質と層(10YRV2)暗褐色上ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層(10YRy2)褐色土ブロックを多く含む。

(セ クション図 )

0
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A' 2787m

12溝

9・ 10・ 11号溝C― C'土 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

子をわずかに含む。

。10・ 11・ 12号溝A― A'上層    10溝
景協t粘質と層(10Y肥 12)炭イと物および尻貨褐色粒子をわすかに、嗜協色粒子を
少三含む。
黒協t粘質と層
少量含む。
景楊t粘質と層
景楊色粘質と層
暗編色砂質土層
黒褐也粘質土層
景褐色粘質と層
黒褐4_粘質土層

9溝  lo溝
B' 2787m

9。 10。 11号清B― B'上 層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3彦)炭化物をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
2 暗褐色砂質土層 (10YR3/3)に ぶい黄褐色の砂質上が層状に少し入る。しまりは弱く、粘性に欠ける。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)焼土をわずかに含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物、焼土および褐色土プロックをわずかに、

灰黄褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼土および褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (75YR3/2)  /
炭化物わずかに含む。粘性は
やや強い。

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
暗褐色砂質上層 (10YR3/3)
黒掲色粘質上層 (75YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを少量含む。

C'2787m

ォF6‐
A99

2785m=堂

14号溝土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを少量合む。

(10V肥 ,3)炭化物および暗褐色粒子をわず力Цt、 能とおよび礫を

(10YP3/2)能 とおよび褐色粒子をわすかに、槃を少量含む。
(10Y赳イ2)狭化物および傷色粒子をわすかに、暗褐色社子を少昌含t」

,

(lor鰯,oしまりは

'1く

、粘七に欠ける。
(10YRγ2)炭十と物および境とをわずかに合t」・。
(10YRγ2)文化物および暗協也粒子をわすかに含む。
(10V齢 2)文イと物および焼土を少三含む1

10清

黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
炭化物をわずかに含む。

216｀虫
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および暗褐色粒をわず
かに、焼上を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物を少量、焼土をわずか
に含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
暗褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土ブロックを少量合む.

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼土を少量、炭化物をわずか
に含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

褐色土ブロックを少量含む。

暗褐色粒子をわずかに含む。
炭化物、焼土および掲色粒子

10溝

13溝

第48図 南区 溝 (4)

A A' P787m

(10YR2/3)
(10YR3/2)

13号溝土層                    ・

1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
炭化物および焼土をわずかに含む。粘性はやや強い。

2 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
褐色土プロックをわずかに含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを多く含む。

9。 12号溝A一 A'上層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質上層

をわずかに含む。

13溝
A

♀             (1140)            子m

(セ クション図 )

m

(平面図 )

9溝

炭化物、焼土および暗褐色粒

炭化物をわずかに含む。
しまりは弱く、粘性に欠ける。
暗褐色粒子をわずかに含む。
炭化物および焼土をわずかに

◎
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A 16溝 A'2785m 埜-15溝

7 黒褐色粘質土層 (101rR2/3)暗 褐色粒子をわずかに合む。
8 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
9 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色土ブロックを少量含む。
10 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを少量含む。
11 黒褐色粘土層 (10YR2/2)粘性は特に強い。

B

黒禍色油質土層(10YR2/3)炭化物および焼土をわすかに、褐色主ブロックを少量含む。
黒褐色粘質土層(10釈y2)炭化物をわすかに、暗赤褐色土アロックを多く、褐色土ブロックを少量合tr。

黒協色粘質土唇l10YR32)褐色粒子をわずか1こ含む。
景構色粘質土唇(10YR2/3)拐 色土ブロックを少量含む。
黒楊色祐質土層(10釈2/3)褐色土ブロック、焼土および炭化物をわず力1と合む。
黒褐色粘質土層QO釈3/2)禍色土アロックをわずか|こ 含む。
黒褐色粘質と層 (10YR3/2)焼土および暗褐色li子 をわず力Чこ合む。

黒褐色粘質主層l10YRy2)褐t土アロックを多く含む。
具褐色粘質土層00YR3/2)暗鶴色粒子をわずおHこ 含む。
具褐色粘質土層l10釈2お)

旱掲色粘質土層(10釈2/3)暗褐色土アロックを
わずおHこ 含む。                 ｀

早褐色粘質土層l10YR3/D暗褐色土アロックを少畳含む。

18清

A12786m 二 B'2788m

(10YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。
(10YR3/2)褐 色土ブロックを少量含む。
(10YR2/3)褐 色土ブロックを多く含む。

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物、暗褐色粒子および灰責褐色土ブロックをわずかに含む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR2/2)褐 色土プロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物および焼土をわずかに合む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子をわずかに、褐色土プロ
5 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭 化物をわずかに、褐色土ブロック
6 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。

ックを少量含む。しまりはやや強い。
を多く含む。

15号溝B一 B'土 層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、暗褐色粒子を
少量含む。

B'2785m

18溝
A

以
前
の
ト
レ
ン
チ

1    2785m

―
18号溝A一 A'土 層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

焼土をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを多く含む。

B        B'2786m

▼

18号溝B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

炭化物および焼土をわずかに
含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを少量合む。

16溝  |>

苧

調
査
区
外

"夢
4´

A'2783m

17号清土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物および焼上をわずかに、

褐色土プロックを少量合む。

(1:40)            2m

第50図 南区 溝 (6)

19溝

19清
A                         A'2783m

19号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物を少量、焼土を

わずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (101rR3/2)褐色土プロックを少量

含む。

卿
Ｏ

癖
Ａ一

16号溝A一 A'土 層

16。 17号溝B― B'土 層

4m
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A'2778m

20号溝土層
l 早褐色粘質土層 (75YR2/2)1=溝 の覆土。炭化物粒子およびサピ粒子を合む。

径5～ 8cmの礫が混入する。
2 にぶい責褐色粘質土層 l10YR5ん )10YR3/1の 黒褐色上がまだらに混入する。

A'2791m 」主

1号土坑土層
黒掲色粘質土層 (10YR3混 )炭化物、褐色粒子および灰黄掲色粒子を少量含む。
黒掲色粘質土層 (10YR3氾 )掲色粒子を多く、灰貰褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)掲色土ブロックを非常に多く合む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐色土ブロックを多く含む。
黒掲色粘質土層 (10YR3/1)暗掲色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子および掲色土プロックを少量含む。

。11号 ビット土層
黒楊色粘質土層(10YR32)炭化物および褐色粒子をわずかに合む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子をわずかに合む。
黒褐色粘質土層(10YR3/2)褐色粒子を少量含む。
早褐色粘質土層 l10YR3/1)褐色粒子を少量合む。
黒褐色粘質土層 (10YR32)褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YRy)褐色粒子を多く含む。1

A'279

lω

2791mユ

″PttA9T

試
掘
療
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(20溝平面図)

13号 ピッ ト土層

A'

l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子および炭化物を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。しまりと粘性はやや強い。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子を少量含む。
4 黒褐色土層 (101FR3/1)し まりと粘性は弱い。

吉19
12P A

4号土坑土層
l 暗褐色砂質土層 (10YR3/3)淀化物をわずかに含む。しまりと粘性に欠ける。

、ヽ____ュ
「

一イ・
'8'2786m

（日川］切雪
．ギ

A

26号 ビッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗褐

色粒子をわずかに含む。

A'2786m

74号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層

4多く含
境PA

オ

rlビ百

DQ

1瞼P

±2790ド
PA

4かぃ4__:±
2790m

26PA

鰐 め 吐 駆
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭 化物

C'2786m

A'2786m
,)Q

掲色粒子お
よび暗褐色粒子をわずかに含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子を多く含む。

18P A A' 2790m  5PA A' 2790m

Aq荘

:

ド

一

Ａ

一

18号ピッ ト土層
1 黒褐色粘質上層 (75YR2/2)カ ーボンをわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)褐 色土プロックを多く含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐色粒子をわずかに含む。

牡
Ａ一

３９Ｐ

Ａ

一

４。Ｐ

Ａ

一
く

(10YR2/3)褐 色土プロックを

(10YR2/3)褐 色土プロックを

A'2784m

″βぃ96

４‐ Ｐ

Ａ

一

層

層

層

土

土

土

層

質

質

質

吐

酬

帥

鶴

ピッ辮
翻
騨

碍
覧
２
３

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。

A'2786m

(10YR3/2)褐色粒子を少量含む。
(10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)褐色土ブロックを多く含む。

40号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層

第51図 南区 溝 (7) 土坑 (1)・ ビッ ト(1)

A'2790m     厨鰐 ブ協弩場与霊歩望確発売
ブロツクお

A'2786m

(10YR3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)炭 化物および褐色土ブロックをわずかに含む。
(10YR3/1)褐 色土ブロックを非常に多く含む。

9             (1140)            ♀m

50号 ピット土層
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2号土坑土層
黒褐色粘質土層(10YR2/3)炭化物、焼
土および暗掲色粒子をわずかに含t」・。
景褐色粘質土層 (75YR3氾 )

黒褐色粘質土層(10YRy2)

黒褐色粘質土層(10YR32)禍色土ブロッ
クを少昌含む。

号土坑土層
黒褐色粘質土層 (10Y馳 浴)炭化物をわ
ず力Чこ含む。

6土

A'2786m

■2787m

3号土坑土層
l 黒褐色粘質土層(10YRV2)炭化物、境土および暗褐色粒子を

わずかに含む。
2 黒協色粘質と層(10YR3 2)炭化物、焼土および灰黄褐色粒子

をわずかに、暗褐色粒子を少昌含む。
3 暗褐色粘質土層(10YR3/3)炭化物および掲色粒子をわずかに、

灰黄褐色土ブロックおよび黒褐色土ブロックを少量含む。
4 暗褐色粘質土層 (10YR3月 )焼土、炭化物および褐色とブロッ

クをわずかに、暗褐色池子を少三含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2月 )暗褐色粒子をわずかに含む。
早褐色粘質と層(75YRVD暗 4B色粒子を少量含む。

B

ピット土眉
l 黒褐色粘質土層 (10YR2お )暗協色土ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR移り暗掲色粒子をわずかに、

lgl色 土ブロックを少量含む。

A

42P A     A'2785m

でN

デ▼JoAび

34P
A'2786m

Ａ

一
７ｍ

く

い
肝

|>

49P
A

黒褐色粘質土層(10YR〃 3)焼とを少量、
暗褐色粒子をわずかに合む。

34・ 35号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層(10YR3/2)炭化物、

42号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層(75YRV2)炭 化物および焼とをわずかに、暗

禍色粒子を少量含む。
2 黒禍色粘質土層(10YR2/3)焼とをわずかに含む。

43号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層(10YRy2)暗褐色粒子を少量含む。
2 旱褐色粘質土層 (10Y肥潟)炭化物、暗褐色粒子および褐色粒子

をわずかに含む。

44号 ビッ ト土層
黒掲色粘質と層 (10YR2潟 )炭化物、焼土および暗褐色粒子をわ
ず力Чこ含む。
黒褐色粘質土層(10YR3/2)褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層(10YR3/2)嗜褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3混 )暗褐色土ブロックを少量含む。

49号 ピット土層

だ
一６ｍ

7豊殖と宅詈全婚£為子R38暗褐色土ブロックを多く含む。 3☆上 雅
Ａ一

45号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3氾 )褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2潟 )焼土および褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗褐色土ブロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。

7号土坑土層
l 黒褐色お質土層 (10YRVD暗掲色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロックを

少量含む。
2 単褐色粘質土層 (10YRV)炭化物、暗褐色粒子および焼土をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YRV2)灰貰褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (75YRy2)炭 化物をわずかに、灰黄褐色土プロックを多く、

暗褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3泥 )褐色土ブロックを多く、灰黄褐色上を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3カ )粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YRVD褐色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロックを少
量含む。
黒禍色粘土層(10YR32)しまりは弱く、粘性はやや強い。   B'

れ      …… 2786m

だ

一
７ｍ

l 黒協色粘質と層(10YR32)炭化物をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層(10YR3/1)暗褐色粒子を少量含む。

9             (1140)            ?m
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A8土 A'2786m58号
ピッ ト土層

1 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

暗褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

80号 ビッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)
2 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)

A          A生 2786m
81P  ,32P

81・ 82号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色土ブロックを多く含む。

暗褐色粒子を少量含む。

褐色粒子を少量含む。

18二上A

17号土坑上層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/"
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

粘性はやや強い。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

A'2786m

A' 2785m

掲色土プロックを少量含む。
掲色土プロックをわずかに含む。

掲色土プロックを多く含む。

|ロ

具禍色粘質土層(10YR争 1)協 色とアロックを多く含t」

2786m
A

″サ
8A¢

灰黄褐色土プロックおよび褐色粒子を少量、黒褐色土

炭化物および褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

褐色土ブロックを多く、仄黄掲色土ブロックをわずかに

粘性はやや強い。
褐色粒子を少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。

A

B'2786m

66号 ビッ ト土層
1 婁掲色粘質土層はOYR3/2)炭化物を少量、黄褐色粒子を多く合む。
2 景楊色粘質土層 l10Y躙 /1)炭イヒ物を少量含む,

16上
A 2785m二

2735m」■

16号土坑土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

炭化物をわずかに、焼土および

褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (7 5YR3/2)

炭化物および暗褐色粒子をわず
力ヽこ含む。

3 黒掲色粘質上層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを非常に多く含
む。

15溝

Ｂ

一が一蜘

土樹
Ａ
一

３。Ｐ

Ａ

一

Ｐ７９

Ａ

一

サ
79号 ピット土層 【一▽7

ピ
ヽ

B                  B'

8号土坑土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

ブロックをわずかに含む。
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

含む。
暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

B

1号土坑土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)

焼土および炭化物をわずかに含む。
粘性はやや強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
炭化物および褐色粒子をわずかに含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色上プロックを多く含む。

A'2786m A'2786m

ソ

暗褐色粒子を少量含む。
褐色土プロックを多く、

l 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)焼 土をわずかに含む。粘性はやや強い。

:量籠 堤 報 盤 ,研
33ヒ

暢を解 稚 範 拐 在は鶉ぃ。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを多く含む。

:量帽琶韓畳圭層壮I予 多ヽ3焼上および褐色土ブロックをわずかに合む.

B'

2786m

58P A

18土

A 2786m 66P A

18号土坑上層
褐色粒子をわずかに含む。     1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。

層糧皇歩音争徘§ウイ巻む。    : 量糧琶韓暑圭層ti解登:チウ1増糧呈歩言与ケε寡萱巻む。
B        B'2786m88号 ピッ ト土層

歩 量梱包韓唇圭橿il解畳Bチ】1塩捏懲考手屎准t名毯量3留移クを
3 蜜尾Ё懇賢土層 (10YR2/2)褐色上プロックを多 く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

♀           (1140)           ?m

第53図 南区 土坑 (3)・ ビット(3)
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59・ 60号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

暗褐色土プロックを少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

二Q命

▲
◎府

Ю
二

71P

∬域

▲

 Q8P

67P
A     A'2785m

予
67号 ビッ ト土層
1 黒協色粘質土層(10釈 V2)炭イと物および暗褐也粒子をわずかに合む。
2 早鴇色粘質土層l10YRyll楊 色土アロックを多く合む。
3 黒掲色粘貿土層(1悦Ry2)灰黄褐色土ブロックを少量含む。

68PA A'2786m

68号 ピッ ト土層
と 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (1げrR3/2)炭 化物をわずかに合む。

71星 A     A1 278 5m

す
71号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (75YR3/2)

焼土および褐色粒子をわずかに含む。

A 2785m

86号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

褐色粒子を多く含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色粒子を少量合む。粘性はやや強い。

4

5

m

上建ゴ∵

止《こ∋光:

キ蜆

78P

頂・

87P A A'2785m

―

87号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

責褐色粒子を多量に合む。

A    77P 78P   望堂2785m  83

77・ 78号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3疱)炭化物お

よび暗掲色粒子をわずかに合む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR2/2)暗 褐色土

プロックを少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子

をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物を
わずかに含む。粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層 (75YR3定 )

第54図  南区 土坑 (4)

しまりはやや強い。
粘性は特に強い。

ギ
´

84号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

掲色粒子をわずかに含む。

ビッ ト(4)

61P止 A'2785m

61号ピット土層     B
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

A'

12土

A                     A'
62P     63P  2785m

8'

63P   64P 2785m
ツヽ

2君
糧亀学辱赤畳ざ怒子

昭D

12土 A A'2784m

、265‐
へ°6

|ロ
B B'2734m

14土 B B'2784m

72PA     A'2785m

1 黒掲色粘質土層 (10YR32)暗掲色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質主層 (10YR3/1)協色土ブロックを多く含む。
3 黒褐色粘質土層(10YR32)褐色土プロックを少量含む。

1 黒褐色粘質土層 (10Ⅵ昭A)褐色粒子を少量含む。
2 黒掲色粘質土層(10YR3/2)掲色土ブロックを多く、

灰黄褐色土ブロックを少量含む。

A/~
13土 A                A'

2784m

く

く
・hX

A

(ここ:))86P
ヾ

プA゛  _弐
_ノ｀

                           C'
2784m

く '   c

±  13土μ
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―
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70P A A 2785m

V
70号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2氾 )

2 黒掲色粘質土層 (10YR3混 ) 調
査
区
外

＞
フ

84P A A'2786m

響
85m

75。 76号 ピッ ト土層
1 黒楊色粘質土層 (10YR3/1)

躇褐色池子をわずかに含む。
2 晴褐色粘質主層 (10YR3潟 )

褐色池子を少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および境とをわずかに、
褐色土ブロックを少量含む。

85見 A .止 2785m

85号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

焼土および掲色粒子をわずかに合む。
2 黒掲色粘質土層 (10YRν l)

褐色土ブロックを少量含む。

啜1心

Ol

豹
乏

撃

路 C

♀    孟:ロルを考艶ビ:ぞ
提
早

2蜜羅銚宮ユ漕鞘 馬尤砕攪花物をわずかに、褐節 子を多く合む。73号 ビット土層
69民A      A'2785m

す
69号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗褐色粒子をわずかに

‐

―

―

―

胡

引

‐

83P A A'2786m

Ψ
号ピッ ト土層
黒協色粘質土層(1ドRy2)文 化物をわすおHと、褐色也子を少Ξ含む,

黒禍色粘質土層(101P散2)協色粒子をわずかに含む。
黒掲也枯質と層(10YRV2)協 色土アロックを少量含b.

黒協也粘質と層110Y財 3)炭 ll物 および暗協色粒子をわすかになむ,粘1は やや強い,

黒褐色枯質土層(101Ry2)掲 色上アロックを歩(含む。
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_.262188

15土

2591188  16潜

ガ
＊
Ｔ

15土
A A'2787m

Ａ
一

B         B' 2784m

一

.255,187

_.253‐ 187

A'

_.26日 89

即‐　　　聟
ハ

19土 A A'2783m

数
|

ミ
鰻 ゴ

A'2785m

24土
A A'2782m

B                B'2782m

24号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR22)炭 化物および

褐色粒子をわずかに含む。

げ
一２７８

世
Ｂ一

２

..Jl i口  Fム
＼_ェ :fii″

23 EL A

21号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR32)褐色土ブロックおよび灰黄褐色

土プロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物を少量、焼土および褐色

粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物および褐色土プロックを

少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (101rR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわず

かに、灰黄褐色土プロックを少量含む。
A'2786m

?            (1140)         _ 4m

第55図  南区 土坑 (5)

刀
＊
Ｔ

/ン
潔多塚メ思モこことと蒸、

21土
A
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刀
＊
下 ム

26号土坑土層

iq羞 1“

A' 2735m

上２５

Ａ

一

_.25盗引82

l 黒褐色粘質土層(75YR3犯)炭化物および褐色iブロックを
わずかに、焼上を少量含む。しまりは強く、粘性はやや強ヽ 10

B                          B'2782m

ュ?76“ 96

β
~

＼
ャ

1集石土坑

ュγ3

一

冷皐騒纂珍

黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗褐色粒
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)粘性はや
黒掲色粘質土層 (10YR3/2)炭化物を
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物を
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物および暗褐色粒子を少量含む。
6 黒褐色粘質土層 (10YRyl)

暗褐色粒子を少量含む。

14溝

A'2787m

章塞ょFか
崎む。lLttはやや強い。1部

y

わずかに含む。粘性はやや強い。
少量含む。

B           B'2785m

_↓ 2餅 コ84

碑ヒ  止27&翠
°PA

ぜ 笠

_↓274199

擦

91 PA N 94PAド 忠 ｀

4②
l亀

呻

3議論言弥t請ギ轟灘憩褐研!量仙

鰺 鞘

/わ

2 旱構色粘質土層(76YR312)炭 化物および焼土をわすかに含む。   ~~~            粘性はやや強い。
2 黒協也粘質と層(10Y門/2)演化物をわずかに含む。

90号 ピッ ト土層             94号 ピッ ト土層

j毒協t韓畳:暑 ‖I↓ 子ヽ〕そ告警奪|け狭曽客邑β奪と権寺4君 :μ
｀
 オ葺線を尊唇:暑 ‖1繰努1養 |1粉 1'学妹茫:ごなもぼ患;曽きと?三

含む,

3 黒協色粘質と層(10YN72)協 色土ブロックを多く、仄費褐色粒子を少畳含む。

⑭

〇
一プん

C'2787m

け
m

第56図 南区 土坑 (6)・ ビッ ト(5)

丞
イ

″
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1号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。

l 黒構色粘質と層(76Y貯2)暗桐色粒子をわすかに合む。
2 黒褐色粘質土層(1‖ R3/D灰 黄楊色とアロックを少宣含む。
3 黒褐t粘質土層(10YR3/3)褐 色土ブロックを多く、灰桐色土ブロッタを少三含む。

1 ド
と2791m生 A'2791m

1瓢饉酪潮緯罐↑
………

l鞘灘冊Mtti甥講缶

２Ｐ

Ａ

一ｍド
一

2号 ピット土層V

二弐 ∂
Ⅲ    管ヽW  ↓彗警編質嶋1腑

'惜

とゴ的飲触帥臨
'¥「

とR層

生
QI上

^▲
 牲基墨営�半実瑾発2791m7ヒ鬱勇11純

錯 プ浴籠 マ  帯
1 黒純粘質土層(1ド R3/2)紹 色也子をわすかに倉む,    5弓号ビッ ト

=L層
_   A,                   

｀       2 黒禍色粘質土層(10YM2)粘 性はやや強い。         1 黒協也北質と層(10YRM)炭 化物および掲ヒ粒子をわすかに含む。

7号 ビット土層

 ` 止

《⊃漕}   8Pと
ヨ施績襲

lwlYj!1浮 L2舗

鵬 岡 撤 肌

堅 爾 |

8号 ピット土眉

生照銚  ^轟 IⅧ鰍聯儡費嚇鞠驚美輛励躙t,涵
｀  19PA   〆 279絆

PA .写 子注容i二

碁

す

A'    22P A~~2791m ~~

戸

 π

`主

および禍色粒子を少宣含む。
よび焼とをわすかに、褐色粒子を少量含む。

3 黒褐色粘質土層(75YR32)褐色土ブロックを少量含む。    22号 ピッ ト」
1 黒褐色粘質上層(1

甘上層 (10YR3/2)炭 化物および褐色粒子をわずかに含む。
クを多く含む。霊土層 (10YR3/2)褐 色土ブロッ!

″ぽ
1亀

會達 将脚 鞘二箸甥 税tず
か崎帆 ぱ́が

生
筵 兆 P     (  

生

16◎ ⊂     28Pρ
:獅 篭

亀‐飾
て

6P            14P
A        A'      A

2793m

ィF。
20A

マ  W     
ハヽ 土層

   ょ褐色静 砂鉛 悦
｀16・ 17号 ピ

質土層 10YR3/D暗掲色粒子をわずか
写に多く含む。

1黒褐色粘
質土層 住OYR3氾 )褐色土ブロックを非

括色土プロックを多く含む。
2黒褐色粘

質土層 QOYR3混 )褐色粒子を少量、暗
懇む。

15P A  ど堂 2791m 二 重協色韓質土層 10YR2/0褐色粒子をわずかにモ

Ю ヵ

こ
さくごマィクテξ  :吾 担魯神[.tt rlrk lDい 崩・ ヱJガ追軒・

ゴ▼P°
2°
°

15号 ピット土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。
2 黒掲色粘質土層 (75YR3/2)褐 色粒子を多く含む。

3 黒欄色粘賢土層(10Y酢 2)桐 t粒子をケ(含む̀
粘
性はやや政い1

A279絆 ヒ 瑞

里 撃

撃
鰍 慮 噸 醐

打 調

く
23号 ピッ ト土層

2 黒禍色粘質土層(7う YR3/跡 炭化物および焼とをわすかに、褐色粒子を少量含む。        -20P
3 黒褐色粘質土層(75YR32)褐色土ブロックを少量含む。    22号 ピッ トユニ層

1 黒褐色粘質上層(10Y郎 氾)《
16;監 ュ 肖 唾 キ 昆 !申 ′.… ′、

^′
い ヽ こ れ .●jユ れ レ ● ‐jBと Lヽマ チ エ デ ユ ,‐ 人 上              単 ,ェ  い _IM・

…
′

q影
獅
糧嫁襲M随窪擾登。 ぱ

7 黒褐色粘質土層 (75YRν 2)褐色土ブロックをi

打
林
下

ω
２３

聖
　
．

-4QI

引
林
Ｔ趣

ド
|

_.287198

l 黒褐色粘質土層 (10YR骸 2)炭化物およ0靖掲色粒子をわずかに含む。

ハ      24L    止

サ

Om

24号 ピッ ト土層
l 景楊色お質と層(10Y貯 2)暗楊色粒子および掲色粒子わすかに、灰貰褐也上

ブロックを少量含む。
2 黒褐也粘質と層(10Y隠/2)楊 色土ブロックおよび灰黄協色とアロックを多く含む。

暗協也粒子をわすかに含む。3 黒桐色粘質土層(10Y路/2)協 色土アロックを多く、

0            (1140)           子m

_.299‐ 202

27P
A

_.299‐ 203

A'2792m

A      Aと 2787m

鰐的吐」蚕ジ『

（∪
２４

ハ
と 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに合む。
3 畢褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを少量、暗褐色粒子をわず力1こ含む。

第57図  南区 ビッ ト(6)

9号 ピット土層

A'
279三テ〒
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29P A A' 2787m

″ゾ
ぃ96

L9P2も号ビット」L)冒 二~ に

☆

猟
＊
下

、ダⅢA96

▲
針

10

101P
A A'2782m

r/ 31P >(D減
flP

33号 ビット土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒掲色粘質土層

-1ク 0,92

A'

2786m

・47号ビッ ト土層
旱褐色粘質土層(10YRyか 炭化助をわすかに、
賠掲色土プロックを少量含む。
景褐色猫質土層(10YR312)協 色土アロックを多く含む。
景掲色粘質土層(75釈3/2)暗 褐色粒子をわすかに含む。
黒褐色粘質土層(10Y踏72)暗協色土ブロッタおよび
反黄褐色主アロックを少量含む。

目綜告韓看罐 冊畝 1編豊与手み格を忌阜と
。
ユ

わすかになむ。
黒褐色粘質土層(1‖ Rノ0暗褐色土アロックを多く含む。

ド

一

Ｐ５３

Ａ

一

53号 ピット土層 ハ
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

54号 ピット土層
1 黒楊色粘質土層(10YR3r2)

2 早褐色粘質土層(10YR3/1)

わすかに含む。

Ю698L

98号 ビッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (1ぼrR2/3)

焼土を少量、掲色土プロックを
多く含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR2定 )

褐色土ブロックを少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2胞 )

褐色土ブロックを多く合む。

A' 2783m

B'
106P  ~~

105P

105。 106号 ピッ ト土層
1 暗掲色粘質土層 (10YRy3)

掲色土ブロックを多く含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3混 )

褐色土ブロックを少量合む。

99P
A      A'
~`~〔

::;墜

2m

Ｐ５４

Ａ

一

99号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 QttR2/働

暗褐色粒子をわずかに含む。

1 03PA

3
掲色とアロックをわずかに含む。
協色粒子を多く、仄黄褐也池子を

５５

Ａ

一

3 具褐色粘質土層(10YR3/1)暗 褐也粒子を少三合む。

■ 2786m

寸
55号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (10YRν2)

暗褐色粒子を少量含む

56P
A     A' 2785m

ー56号 ピット土層
1 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを少量合むc

ギ
゛

102号 ピット土層
1 黒褐色粘質と層●rDLRυり炭化物および焼土をわずかに合む。
2 早褐色粘質主層(10YR3犯 )掲色土ブロックを多く合む。(10YR3犯 )掲色土ブロックを多く合む。

ポ
A競

卜

(1:40)

1 黒褐色粘質土層 QOYR3/2)炭 化物をわずかに、暗楊色粒子および
    |>灰黄褐色土を少豊含む。

翌 欺郷細伊Ю
1   31・ 32号 ピット土層

黒楊色祐買土層(10YR3/2)炭 化物、焼とおよび掲色土ブロックをわずかに合む。
早褐色粘質土層(10YRy2)炭化物および褐色粒子をわずかに合む。
旱褐色粘質土層(10YRyl)楊色土アロックおよび仄費褐色土アロックを多く含む。
黒渇色粘質土層(10YRy2)憾褐色粒子をわずかに含む。

(10YR3/2)炭 化物および灰責褐色粒子をわずかに、褐色粒子を少量含む。
(75YR3/2)炭 化物を少量、暗褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)暗 褐色土ブロックを少量含む。   ,

A'

2786m

饒　　（［嘲》４８Ｐ

_1269‐ 19543号
ピット土層

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物、焼土および暗褐色

<主

《ED必電常   甘1  2 

董塔E魅含生著環孔岳急鬼;掲色土ブロックを多く合む。

103号 ビット土層
黒褐色消費生層l10YR2カ)炭化物をわずかに、焼土を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3宅)褐色土アロックを少量含む。
景楊色粘質立層(10YR3/1)褐 色土ブロックを少畳含む。

亘緑色韓畳圭暑隅8搭と坐発け歩と第奪僣少胤: ;

2783m    2PA            A' 2783m

92号 ピッ ト土暦

~<墨
透邑雰ξ

~

A' 2732m

2783m   どと       望堂2783m
105P 104P

104号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (10YR2/2)

焼土を少量、掲色粒子をわずかに
合む。

第58図  南区 ビット(7)

黒褐色粘質土層95WRy2)炭 化助および焼土をわずかに含む。粘とはやや強い。
黒協色粘質土層(761P32)炭 化初、焼土および暗禍色辻子をわすかに含む。
粘性はやや強い。
黒協色粘質土層(10Ⅵ」/0

黒楊色粘質土層(10YR3/2)文 化物をわずかに含む。
黒協色粘質土層(1‖ R3/1)楊色土ブロックを少量合む。

93PA A' 2783m

93号 ビット土層
黒翻色粘質土層(1科RγD焼土を少量、嗜褐色池子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層(75Ⅵむ2)文化物、焼主および鷲棚色粒子をわすかに合む。お性はやや強い。
具協色粘質土層(10釈 32)粘性はやや強い。
阜褐色粘土層(10YRyl)協 色土プロックを多く含む。粘とは常に強い。
具褐色粘質土層(10釈移り暗褐色土アロックをわすかに含む。結とはやや強い。

102PA

37P A A'2787m

V
37号 ビット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YRy2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (10YRノ2)掲色土ブロックをわずかに合む。

Ы PA 
▲ 2786m

弱「
可臨額Ⅲ甥蹄ス拙

1号 ピッ ト土眉
黒褐色祐質土層(10Y罷 お)炭化物、焼土および楊色土アロックを
少豊含む。
具栂色粘質土層(10YR2お )焼土および褐色土泣子を少畳合む。
景楊也祐質土層(10YR3/2)焼土をわずかに合む。
黒構色ll質土層(10YRy2)褐色土ブロックを多く合t・。

B
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二77とFlぜ
A鬱

_警6189

|ゝ

±1蛭L」 13P=27&Om

115。 116号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (101rR3/1)

戊化物粒子を含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

炭化物粒子を合む。

A' 2787m

B' 2787m

Ａ
ホ
下

|>

聖Pド独γttm∞態
零

2電

彗首∵y止翌槃イ場 的 吐 層
サ逢 雰

    丘累 ゝイ ビ

ニ ″ 亀
為 6P97P 監

1 黒揮色粘質土層 (7ち YR3/2)暗褐色粒子をわずかに合む。粘性はや 。A.1紳 EI・ R・瓢 観К切 呻
“

卿 体 ab呻
∞ Ю7号 ピ

糸
編 色醤われに｀

「
7鷲歩

提影

■_57号 ビット土層                ゃ改ヤ、
1 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)炭 化物および  2黒褐色粘質土層は5YR能)炭イ勁をわずかに、暗褐色粒子を少量 1い線々装蜃とf雨 甲 -1ロ ネ ー

′日  ヽ工V革 ヽ‐ ジ ′ ″ ヽ
'‐

中 ―
い ヤ    ″ ヽ Wし 四 八 ― Fヽ 'ψ

●●`中 ′ ″ヽ ■″ ‐
… … …

“
… … …

了 ‐ ン ー

  ぉ 性 は や や 強 い 。

暗褐色粒子をわずかに合む。          含む。粘性はやや強ヽ、

二重掲包韓畳圭層‖解ヽ,2指雹皇学講チ財卑猛:少

量合む。 :報を尊畳::冊艦8協をと
'常

チを癖紬こ合む。
4 黒楊色粘質土層(101R2/2)褐 色土アロックを多く含む。

A

憫 L2鶏
質
ギ岬

鵬
甥

陥 :鍮 量ゅ ① lを К がネW帆
乱親∬ 軋 愚4が・ピエ翠や
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こ井圭27aOm  l17■    二27;9ボ

褐色粘質土逼冊解登:チ酬余客雛小孝箋魯殺  了  監
|

114号 ピット土層   /ヽ

r尾
指亀絶督哲Ю邪3か 朔 五
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ゝ だ 滞 /歩ァ黒:ミヽ
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107P lo8P止 27aOm l°
9民とと と2780m れ、ぃ_ 1。8P

117号 ピット土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)サ ビを含む。 ‐９Ｐ

Ａ

一118号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)埋 め戻し上。

鰐的止
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)埋 め戻し上。マ

守A゛

B

命
惨

m

112P

|:F
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1号井戸土層
1 黒色粘土層 (5Y2/1)粘性は時に強い。
2 埋め土層 (10YR3/2)褐 色土プロックを少量、礫を多く含む。

ユ 君雹亀普星音盈よ寺裟歩ユ子
2重

糧琶圭チ:サ多慈多:t優墓糧雹圭夢Iサ 多慈欽畳g慈 :

: 息399息8三与甘g身?を意§:::,ぢを9言:こf与::そζ4含ξぞ二;:乾。
世重とこ詈撮鼠2ぞ壕悟峰習 ピ皇号毛冷う嫉 亀滝急蘊 説こ

弱こ粘性に鏃 。
12 黒色土層 (5Y2/1)粘性は弱い。

m

W
第60図  南区 井戸 (1)

-134-



ぽ
ゝ
Ｘ

団

　
「

2号井戸土層
1 黒掲色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層
4 黒褐色粘質土層
5 畢褐色粘質土層

やや強い。

(75YR3/2)炭化物を少し、焼土をわずかに含む。
(10YR3/2)褐 色ブロックを少し、炭化物をわずかに含む。
(75YR3/2)炭化物をわずかに含む。
(10YN72)炭 化物および焼上を少量、災化物粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)焼 土および褐色粒子をわずかに含む。しまりと粘性は

(10YR3/2)褐 色土ブロックを少量含む。
(75YRV2)炭化物および焼土をわずかに含む。しまりはやや強い。
(75YR2/2)焼土および暗褐色粒子をわずかに合む。しまりと粘性

６

７

８

　

９

１０

黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層
黒褐色粘質土層

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

”

側

はやや強い。
黒褐色粘質土層 (75YR3/2)し まりはやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物、焼土、嗜褐色粒子および灰黄褐色粒子をわず
かに含む。しまりはやや強い。

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。しまりはやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子をわずかに合む。しまりはやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックおよび黒色土ブロック少し合む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)赤 褐色粒子を多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR4/2)褐 色土ブロックおよび黒褐色士ブロックを多く含む。
粘性は特に強い。
黒褐色粘質土層 (10YR移り 黒色土ブロックおよび褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YRy2)褐 色土ブロックを多く、灰黄褐色土プロックを少量含む。
褐色粘質土層 (10YRV4)黒 褐色主ブロックを少量、掲色土ブロックを多く含む。
灰黄色粘質土層 (75YR4/2)黒 褐色ブロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質上層 (10YR3/2)黒 色土ブロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
明褐色砂礫層 (75YR5潟 )暗掲色土ブロックを多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
黒掲色砂礫層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
明掲色砂質土層 (75YR5/6)イ 礫ヽを少量含む。
橙色砂質土層 (7 5YR6/6)均質な砂質土層
橙色砂質土層 (75YR6汚 )下層の黒色土層との漸移層
黒色土層 (5YR2/1)

褐灰色砂質土層 (10YR3/2)暗 オリーブ揚色砂質土層
掲灰色土層 (10YR71)]音 オリーブ掲色粘質土層
褐灰色土層 (10YR4/1)黒 色土ブロックを多く合む。
離鐘は醐

♀   壁①   ?m
第61図 南区 井戸 (2)
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A'2783m

刊号不明遺構A― A'土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)炭 化物および褐色土プロックわずかに、焼上を

少量含む。しまりは強く、粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)炭化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子を少畳含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)し まりは弱く、粘性はやや強い。
5 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗褐色粒子をわずかに合む。
6 黒褐色粘土層 (10YR2/2)暗褐色粒子をわずかに含む。粘性は特に強い。
7 黒褐色粘質土層 (10Y硝 2)褐色土プロックを多く合む。
8 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色土ブロックを層状に多 く含む。

m

第62図 南区 不明遺構 (1)
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1号不明遺構B― B'土層1諭
輻琶騨群?＼

焼土をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

炭化物および褐色土粒子をわず
み〔i=香心f~‐

~~~‐ ~   16

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを層状に多く含む。
黒褐色粘土層 (10YR2/2)
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
褐色土ブロックを多く合む。
黒褐色粘質土層 (25YR3/1)
黒褐色粘土層 (10YR3/1)鉄 分を
わずかに、褐色土ブロックを少し含む。 ヽ
しまりはやや強く、粘性は特に強い。
黒褐色粘土層 (75YR3/1)褐色土ブロック
を少量含む。しまりはやや強く、粘性は特に強い。
黒褐色粘土層 (10YR2/2)褐 色土ブロックおよび暗褐色土
ブロックを少量含む。しまりはやや強く、粘性は特に強い。
黒褐色粘土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを多く含む。
しまりはやや強い。

ll 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)し まりはやや強い
12 褐色粘質土層 (7 51FR3/1)粘 性は特に強い
13 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)し まりはやや強い

14 黒褐色粘質土層 (10YR3/4)黒 褐色土ブロックを少量、褐色土粒子わずかに

含む。
15 黒褐色粘質土層 (25YR3/2)褐 色土プロックを非常に多く含む。
16 黒褐色粘質土層 (10YR4/1)し まりはやや強い

17 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土粒子をわずかに含む。
18 褐色粘質土層 (10YR2/1)し まりはやや強い
19 褐色粘質土層 (25YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。
20 褐色粘質土層 (10YR3/1)し まりはやや強い。

O__¬
______十~~イ ~ととr怪≧______―――――――rm

第63図

2号不明遺構土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)成化物および黄色土粒子を多く含む。ゴミ穴力、
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)炭化物粒子を多く含む。サビを含む。粒子は粗い。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)礫 を多く合む。3層に類似する。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)サ どを多く含む。炭化物粒子を少量、2～ 3 cm大の礫を含む。
5 暗褐色粘質土層 (10YRy3)木 片堆積層。5層 との間に炭化物層が有。 lc血大の礫が混

入する。
6 黒褐色粘質土層 (10YRyl)炭 化物粒子およびサビを少量合む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)砂粒子を含む。8層に類似する。
8 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)サ ビおよび炭1ヒ物粒子を合む。しまりはやや弱い。
9 褐色粘質土層 (75YR73)サ ビを多く合む。しまりは弱い。
10 褐色粘質土層 (75YRγ3)地 山とほぼ同じ。しまりは強い。掘り方の崩れ 埋め土か。

8

9

10

南区 不明遺構 (2)
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第65図 南区 石垣 (1)
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石垣

―-2755m

響津。とこ税藪

E' 2755m
E

石垣E一 E'上層
1 黒褐色土層 (75YR3/1)直 径 1儀血以内程度の礫を多く含む。下方に行くにしたがって土層の白みが強くなり礫の量が増える。しまりなし。

2 褐色土層 (75YR4/4)直 径 5clll以 内程度の礫を若干含む。
3 にぶい黄橙色粘土層 (101rR6/3)礫 を含まない。東岸は下方に行くと、(75YR3/3)の 褐色土 (101rR4麗 )お よび暗褐色土 (10YR3/4)を ブロック状に含む。縦方向に鉄分が集中する部分が点々と見られる。しまりあり。

4 礫層 (裏栗石層)礫 は拳大から人頭大が中心。礫間に暗褐色土 (75YR3/3)が 入る。しまりあり。

5 にぶい褐色土層 (75YR5/4)し まりあり。
6 黒褐色土層 (75YR3/1)直 径 15cm以内程度の礫を含む。しまりあり。
7 にぶい褐色土層 (75YR5/3)直 径 15cm以内程度の礫を含む。しまりあり。
8 にぶい褐色土層 (75YR5/4)直 径 覧Ocm以内程度の礫を含む。しまりあり。
9 明褐色土層 (75YR5ん)直径 10cll以 内程度の礫を含む。しまりあり。
10 暗褐色土層 (75YR3/3)直 径 10cln以 内程度の礫を含む。しまりあり。
ll 明褐色土層 (75YR5/8)直 径 15cm以内程度の礫を含む。しまりあり。
12 暗褐色土層 (75YR3/3)直 径 15clll以内程度の礫を合む。しまりあり。
13 黒褐色土層 (7 51FR3/1)直 径 15cm以内程度の礫を含む。しまりあり。
14 明褐色土層 (75Y郎 /6)直 径 15cm以内程度の礫を含む。しまりあり。
15 褐灰色土層 (75YR4/1)直 径 15clll以内程度の礫を含む。しまりあり。

謗 信黒ま是t冥暫醤
R3紀

モ驚が 饒 領電謂荒売毛義最み議離 しまりあり。
18 褐色土層 (75YR4/3)直 径 10cll以 内程度の礫を含む。しまりあり。
19 暗褐色土層 (75YR3/3)直 径 5cm以内程度の礫を着千含む。しまりあり。

基腺岳落暑讐蟹踊 盟諏;親藤g報徊挽
ち:鍵催肇鍵暫紀野絡謎鑽縣結鍮♂浄銚ヵ
ち,最舒韻縄誡畿臨磐毅報S憲維室転撫4ガ級2:
28 黒褐色シルト層(75YR3/1)し まりあり。
29 明褐色砂層 (75YR5/6)上 部に直径 5cm以内程度の礫を含む。しまりあり。

しまりあり。
粒子の流れが見てとれる。

が入る。しまりあり。

しまりあり。

0        (1:60)      2m

第66図  南区 石垣 (2)

(1:300)     10m

- 141・ 142-



1溝
_↓響1‐ 163

_172‐ 157

1号清B一 B'土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

C

A A'2786m

B'2785m

炭化物および焼上をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
褐色土プロックを少量含む。

(10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。
(10YR2/3)褐 色土ブロックを少量含む。

C'2735m

D'2734m

炭化物および暗褐色粒子をわずかに、礫を少量含む。粘性はやや強い。
暗褐色粒子をわずかに含む。
褐色粒子を多く含む。
災化物および褐色粒子をわずかに含む。
褐色土プロックを少量含む。

E'2783m

1号溝D― D'上層
l 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
2 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

E

1号瀧 4
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)H旨 褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子および暗褐色粒子を少量含む。

F                 _F' 2785m

4争日54 1号溝F―P上層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層

(10YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。粘性はやや強い。
(10YR2/3)褐 色粒子をわずかに含む。
(10YR2/3)褐 色粒子を少量含む。

G'2731m
~~~く

更匿フ〒ζ竜悪≡[土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色上プロックを少量含む。

H'2781m

1号溝H一 H'上層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質上層

_生 2780m

層層層層層

駆艇艇艇艇艇

溝Ａ一Ａ畿魏鋭畿畿

号１２３４５

1号清 I一
「

土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)褐 色土プロックをわずかに含む。

(25Y3/1)戻 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/1)褐 色土ブロックを少量、暗褐色粒子をわずかに含む。
(75YR3/1)褐 色土プロックを少量含む。
(75YR3/1)褐 色上プロックを多く含む。
(2うY3/1)暗褐色土プロックを少量、灰責褐色粒子をわずかに含む。

1号溝C― C'上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土および暗禍色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)焼 土および暗褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10Y門 /2)焼上をわずかに、褐色土ブロックを少量含む。

第67図 西区 溝 (1)

♀            (1140)           ♀m
(セ クション図 )
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2溝

△と2773m

17 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼土をわずかに含む。
18 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。
19 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子を少量含む。
20 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色粒子をわずかに含む。
21 黒褐色粘質土層 (10Y磁/2)暗褐色土ブロックを少量含む。

(平面図 )

普

A                   A'
三 ■

¬

〔 i邑 万
≠

聾

4ど こ
lm

4・ 5号清A― A'土層
1黒褐tll質土層は悩RyD焼土をわず州【含む。llltはやや強ヤ、
2単掲色帖質土層¢評1/い 協也土アロッタを少量含む。
3 黒掲也枯質土層95Yl11)嗜桐色辻子をわすかになむd

5溝
A A'

2781m

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
焼土をわずかに含む。

3・ 4・ 5号溝A― A'上層
1 黒掲色粘質土層 (10YR3混 )暗褐色粒子をわずかに合む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (1げrR3定 )炭化物および焼土をわずかに合む。粘性はやや強い。
3 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3定 )炭イヒ物をわずかに、暗褐色土ブロックを少量含む。
5 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)粘 性はやや強い。
6 黒褐色粘質土層 (25Y3氾 )暗褐色粒子をわずかに含む。

A 2781m

15号溝土層A― A'土層
1 黒褐色土層 (10YR3/2)焼土をわずかに含む。粘性は弱い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色土プロックをわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土プロックをわずかに含む。

B B' 2781m

15号溝土層B一 B'上 層 2
1 黒褐色土層 (10YR3/2)焼土をわずかに含む。粘性は弱い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)掲 色土プロックをわずかに

含む。

C

15号溝土層C― C'土層

7号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼土を少量含む。

|>

15号溝内ビット列 (57・ 58・ 59・ 60・ 6Ⅲ 62号 ピット)D― Di土層
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子、褐色土プロックおよび焼土をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土ブロックを少量、暗褐色土ブロックをわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YRy2)褐 色土プロックを少量含む。

6 黒褐色粘質土層 (10Y毘/3)炭化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
7 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)暗褐色粒子を少量含む。
8 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色土プロックを少量含む。粘性はやや強い。

嚇
生

ザ́
らAや

(セ クション図)

第68図  西区 溝 (2)・ ビッ ト(刊 )

三マ＼ Mギ ゛

15溝

7溝
A

C'2781m

12 黒掲色粘質土層 (25Y3定 )暗褐色土プロックを少量含む。
13 黒掲色粘質土層 (75YR3/2)焼 土および褐色粒子をわずかに含む。
14 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)焼土および褐色土ブロックをわずかに含む。
15 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに合む。
16 黒掲色粘質土層 (10YRy2)暗 褐色土プロックを少量含む。

9 黒褐色粘質土層 (10Y肥 /2)1 黒掲色土層 (10YR2/3)粘性は弱い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土プロックを少量含む。       10 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗掲色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

59P  H黒 絆
質土層 m冊

ぞ1智

色泣子をわず瀾こ

£皇甚 ュ 2発 OmD  57P          58P

0             (1:40)            ?m    O (1:80)           4m

電
鞠 麟 手隅 !亀盤鹸 考

綸 n…
… =ズ 縄 土勅 煽

:g::1患 i:。 ||1子1路 :;:;与莫 含争
工

諦B和貞郵 W慟・lR・

芭 を1号;ま指

粘性はやや強い。

2号溝B一 B'土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3泡)褐色粒子を少量含む。
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9号溝A― A'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

ζ 量糧包鞄暮圭層 冊麗認 3暗褐色土プロックをわず力■翁 む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土ブロックを少量含む。

9号溝B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子をわずかに含む。

A           A'2783m

―

   ヤ    
ー

20号溝A― A'上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。

10溝
C'2776mどと

1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)鉄分および礫を少量含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐 色土プロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YRyl)褐色土プロックを多く含む。

9。 10。 11号溝D― D'土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)鉄分および礫を少量含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)災 化物をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐 色土プロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを多く含む。

B            壁 2735m

9             (1140)            ?m

(セ クション図)

0             (1180)           4m

(平面図 )

A'

2776m
B             B' 2776m C

,ゾ
A A65

20号溝B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)戊 化物、焼土および褐色土ブロックをわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)褐色粒子を少畳含む。

第69図  西区 清 (3)

10・ 11号溝C― C'土層
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6溝
生       坐'2780m

―
6号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

黒褐色砂質上を多く、褐色粒子を
わずかに合む。

溝‐９

Ａ

一
A'2783m

A'

6溝

14溝

19号溝A― A'上層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色粒子をわずかに含む。
B

炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
褐色粒子を少量含む。

粘性はやや強い。

黒掲色粘質土層i5YR32)炭 化物、境とおよび禍色粒子を
わずかに含む。
黒褐色粘質土層(10Y路 /2)暗 褐色上アロックを少量合む。
黒楊色粘質と層(75YR3カ)焼土、褐色粒子および暗褐色粒子をわずかに
黒褐也絡質と層(25Yy2)楊 色上アロックを少豆含む。
黒褐色粘質と層(10YR32)続とおよび暗褐也粒子をわずかに含む。
黒禍色絡質と層(10YR32)焼とおよび憾禍色粒子を少畳含む。

C'2782m 19溝

B'2784m

C

19号溝C― C'土層

D

1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

l 早協色粘質と層(10YR3/2)褐色土ブロックを多く含む。
2 黒褐色粘質主層(10YRy2)暗褐色粒子をわずかに含む。
3 黒裾色粘質と層(75YR3/1)暗褐色土ブロックを多く含む。

堅 2781m

13清

8.

蜀
イ

18溝

19溝

暗褐色粒子を少量含む。
暗褐色土ブロックを多く含む。

一＜

ノ
咽

◎ LLE

26A Aう
よ`́

増ヽ

谷

褐色土ブロ

褐色土プロ
ックをわずかに含む。
ックを多く合む。

E

19号溝E一 E'上 層
1 黒褐色粘質土層 (75Y瑶 /2)

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
3 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

E'2782m

暗褐色粒子をわずかに含む。
暗褐色粒子を少量含む。
暗褐色土ブロックを多く含む。

14溝 A  A'

一

B

2781m
14号溝A― A'上層
l 黒褐色粘質土層

わずかに含む。

B'2780m

(10YRy2)炭化物および暗褐色粒子を
粘性はやや強い。

14号溝B― B'上虐
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

16清 A      A' 2782m

十

16号溝土層  1
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

17五        ド

暗褐色粒子を雰量≦ 。粘性はやや強益

18溝A           A' 2782m

18号溝土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く含む。

褐色土プロックを少畳含む。粘性はやや強い

2781m

17号清土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)
2 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

m

(セ クション図)

0            (1180)

第70図 西区 溝 (4)
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22号溝A一 A'土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層
4 黒褐色粘質土層

A'2785m

(10YR3/1)焼 土をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
(10YR3/1)褐 色土プロックを多く、炭化物をわずかに含む。
(10YR3/1)暗 褐色粒子を少量含む。
(10YR3/1)暗 褐色土ブロックを多く、褐色土プロックを少量含む。

B'2787m

(10YR3/1)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。
(75YR3/1)炭化物および褐色土プロックを少量含む。

(10YR2/2)炭 化物をわずかに、褐色土ブロックを多く含む。
(25Y3/1)暗 褐色粒子をわずかに、褐色土ブロックを多く含む。

22号溝B一 B'上層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層
4 黒褐色粘質土層
5 黒褐色粘質土層

σ

一
５ｍ

― ly
、286A56
″ヽ´

21・ 22号清C一 C'土層
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色粒子をわずかに含む。
炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
褐色土ブロックをわずかに、暗掲色粒子を少量含む。
暗褐色粒子および褐色粒子をわずかに含む。
焼上、炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
焼土をわずかに、褐色土プロックを少量含む。

1

2
3
4
5
6
7
8

21溝
D.2784m

21・ 22号溝D― D'上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼上、炭化物および褐色粒子をわずかに含む。

粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐 色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐 色粒子を少量、炭化物をわずかに、礫を

範 Ё亀脅竺警長島翻 占 河 ヒ物および暗褐飩 子を少量、礫を含む。

黒褐色粘質土層 (10YR3/1)戻 化物を非常に多く、暗褐色粒子をわずか
に含む。

6 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)炭化物および焼上をわずかに、暗褐色土ブ
ロックを多 く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)10YR3/1の 黒褐色土プロックおよび焼上を

少量、褐色土プロックを非常に多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 上をわずかに、褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)炭 化物および焼土を少量、暗褐色粒子をわ

ずかに含む。
黒褐色粘質上層 (101rR2/2)

黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

７

　

８

９

　

１０

■

１２

褐色粒子を少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。
褐色土ブロックを少量含む。

m

(セ クション図 )

第71図 西区 溝 (5)
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23号溝土層         4
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/2)炭 化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。

粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)焼 上をわずかに含む。粘性はやや強い。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
4 黒褐色粘質土層 (25Y3/2)褐 色粒子を少量含む。粘性はやや強い。

24号溝土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)焼 土をわずかに含み、暗褐色粘質上が

層状に入る。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)災化物および焼土をわずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (25YR3/1)焼 土および炭化物をわずかに含む。
4 黒褐色粘質土層 (25YR3/1)褐 色粒子をわずかに、灰褐色土ブロッ

クを少量含む。
5 黒褐色粘質土層 (25YR3/1)褐 仄色土ブロックおよび灰黄褐色土プ

ロックを多く含む。
Ｅ
。
卜
∞
劇

ン‐
引

1号竪穴状遺構土層
1 黒褐色土層 (75YR3/1)
2 黒褐色土層 (75YR3/1)
3 黒褐色土層 (10YR3/1)
4 黒褐色土層 (10YR3/1)
5 黒褐色土層 (75YR3/1)
6 黒褐色土層 (10YR3/1)
7 黒褐色土層 (10YR3/1)
8 黒褐色土層 (10YR3/1)
9 黒褐色土層 (10YR3/1)
10 黒褐色土層 (75YR3/1)
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第73図 西区 竪穴状遺構 (2)
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号土坑上層
1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)

粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)
3 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
5 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)
6 黒褐色粘質上層 (25Y3/1)

C

住 2730m

B'2800m

暗褐色土プロックをわずかに含む。

褐色土プロックを少量含む。
褐色土プロックをわずかに含む。
褐色土プロックをわずかに含む。
褐色土プロックを少量含む。

A'2300m

焼土をわずかに含む。
褐色土プロックを少量含む。
褐色粒子をわずかに含む。
暗褐色粒子を少量含む。
褐色土ブロックを多く含む。

1土 生

+
256‐ ＶＷ

・
躍
‐

A'2780m

2号土坑土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層
4 黒褐色粘質上層
5 黒褐色粘質土層

B'2779m

B' 2779m

254‐ 1彊↓_

(10YR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。
(10YR3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/1)褐 色上ブロックを多く、暗褐色粒子を少量含む。
(75YR3/1)暗 褐色土ブロックをわずかに含む。しまりはやや強い。
(10YR3/1)褐 色上ブロックを少量含む。

2561昭 l_ 255■ 52._

256‖ 理 _

キ

ヽ

9             (1140)           ?m

蛇
Ａ一

砒
Ｂ一

6号上坑土層
1 黒褐色粘質土層 (25Yyl)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

5土 A A'2779m

256¬ 昭↓_

第74図  西区 土坑 (1)
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A'2777m

1尋
塞 摺 惑 晶 土層 QOYR32)   

止
3P2P・ 2777m

2§落警患ヨご号子争盈意を「
かに含む

L.3号鴻
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)     1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)

褐色土ブロックを多く含む。       暗禍色土プロックを少量含む。

5三二__、こ匪ラπ_~:と 2777m       : ∃::::日 :aど期
5号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質上層 (75YR3/2)焼上をわずかに含む。

塩
一

A'2780m

9号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

炭化物をわずかに、褐色土プロックを少量含む。
褐色上ブロックを多く含む。

4土 A

″Thや
7号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。

A'  2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色粒子を少量含む。

A'2778m

］
Ｕ

土坑 (2)・ ピッ ト(2)

-151-

4L   ± 2777m

す

4号 ピット上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、褐色粒子
を少量含む。

ŕAお
A

A

4号土坑土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)

褐色土ブロックおよび暗褐
色粒子を少量含む。

2778m

6号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)し まりはやや強い。

A'

4土
B B'2778m

q＼

0             (1:40)            2m

第75図 西区



A lo土 止2782m 暉ゲイ

B'2782m
>

10号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼とを少量含む。

2瞥指七毎害肇す。OYR3/D脚 ヒ物を少畳、焼土を
望と

わずかに合む。ll性はやや強い。
3 黒褐色粘質と層 (10YRy)
4 暗褐色粘質土層(10YRyO褐色土アロックを少量含む。

A'278 1 m     B

″斜

B

>

18・ 29号 ピッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (25Yyl)

2 黒褐色粘質土層 l10YR3 2)褐 色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR32)

4 黒褐色粘質土層はOY肥氾)

赤褐色粒子をわずかに合む。

V

蛇
Ａ一

B'2781m

24号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

わずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

A'2783m

B'2734m

焼土および褐色粒子を

褐色粒子を少量含む。

116P
A'2783m  望二

■ /~襄
9号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに、焼上を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

7号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼土をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)掲色土ブロックを少量、暗褐色粒子をわずかに含む。
3 黒褐色土層 (10YR3/2)炭化物をわずかに含む。

雅
Ａ一

牡
Ａ一

２

５５Ｐ

Ａ

一

8号土坑土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層
3 黒褐色粘質土層

第76図  西区 土坑 (3)。 ビッ ド(3)
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焼土および褐色粒子をわずかに含む。
焼上をわずかに、褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色粒子および褐色土ブロックをわずかに含む。
焼土および炭化物をわずかに含む。
焼土および暗褐色粒子をわずかに、褐色土ブロックを少量含む。
褐色土プロックを多く含む。

A' 2783m

B'

2784m

9     ●:40

55号
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子を少量含む。

116号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
6 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

B

(10YR3/1)炭化物を少し、焼土および暗掲色粒子をわずかに含む。
(25Y3/1)炭化物および褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)褐色粒子を少量含む。

19号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色土ブロックを少量含む。

A'2784m

8'2780m

A12783m

B                                     Bと 2781m2782m   ~~
~―

ふ

ヂ

剪
性

2m
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2733m

ー
13号土坑土層

え化物および焼上をわずかに    、    ||      ‖ l黒馳鞭鯛 但‖R〕D周働、贈髄肝および

相P  ギ争的的  ＼ き＼ゥ )く
'含 む。

      ぺし く   〃 2彗脅とそ音1を中臨 )褐色土力翔 量含携

止    止 2782m る 11・~止 12土      ± 2732m l∞  石  ブ＼ミジ毛 土
沐   25坐

LP78未~~¬でコフ〒
=Jピ

ット土層                       ⌒  >  25号ピット土層     ヤ

ピ鞠雙捲 Ч 昇
一

        I     I

】量糧色鱚軽冊I¥登:チ3  ＼ :＼ヤ
// //オ⌒ヽ  ヽ と襲識蚤層任I¥長:8

褐色土ブロックを少量含む。     
―

 r    l /     1 イ        褐色土ブロックを多く含む。

L/箸 昂
互卜土昴

雌

黒褐色粘質土層 (1伊rRy2)炭 化物をわずかに、    1 黒褐色粘質土層 (10YRV2)暗 褐色粒子をわずかに合む。B             B' 2783m
14+孝か号合tt^                   粘性はやや強|ち

~~~~~~       
焼土を少量含む。 稲任はヤギ藪マち

¬ と

「

手離 撒棚 鰯 禄に銚
3譴 隅 協ψ

坐
2 黒褐色粘質土層(75YR3/2)暗 褐色粒子を少量含む。

1轍 (醐 媒 靱 雅 騨 躙 聯 鵬
"的

]染

差

d評

卿
Ψ

《 こ Dttp生

:‰輝i¶翻齢稲 弛P第希
4針

2P_｀パ猛mΥ A2781
爾 艤 爾 llt JtOFaV、

…  u
暗褐色粒子を少量含む。

盤

閉

ご::::|IL A278飾 ∇ た 4垣 ッ雌
V約 4

恥見ぞ読期5醐 2鶴網醒堪赫 を暑gg義畳J騨|´ぜ
42号 ビット土層  43号 ピィⅢ土眉    ^務 雹揺学をあ;ぶと言と。

ウ  ずかに、掲色土ブロックを少量合む。
A

79PA 二 2783m 41吐 A'2783m

1疎璽
ヽ
1申|||||を

;:麟彊illllI;|

暗協色粒子をわずかに含む。、27｀
‐`6｀

3 黒協色粘質土層(10YR3/2)｀

焼とをわずかに、褐色土アロッタを
多くなむ。

二鎌 等縄 穎偽嚇。
2 黒褐色粘質土層 (25Y3混)褐色土ブロックを少量合む。
3 黒褐色粘質土層 (1びrR2/2)炭 化物を少量、焼土をわず

4錘鞘易蕨撃″Tい
い

胤

79号 ビット土層
1 黒褐色土層り5YVl)褐色土ブロック、炭イ働および
焼土をわすかに、小礫を少量含む。llと は弱い。

2 黒掲色粘質土層(10Y冊 /1)協tiブロックを少Ξ含む。
粘とはやや強い。

40PA 
± 2783m 生

U
41号 ピッ ト土層
l 黒協也粘費土層(10Ⅵ齢氾)炭イ働および焼土を
わずかに含む。

2 黒褐t粘資土層(26Y躍 )掲色土プロックを少量
含む̀

A'

_三7P 38P278型
32P
A

32号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色土プロックを多く合む。

3か

Q弟
A'2783m

4∝
P

∀

27⑨

oP
焼土をわずかに、

マ
´

4

Δ

キ

39号 ビッ ト土層
含む,

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および焼土をわずかに合む。
2 黒褐色粘質土層 (25Y3/2)褐 色粒子を少量含む。

A 35P  14=上 坐生2783mどと B'

2783m

廻
A'

lP

(268 1roO

31P
A    A'2783m

W
14号土坑、35号ピット土層

A'

粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層

粘性はやや強い。
3 黒掲色粘質土層

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)炭 化物、焼土および褐色粒子をわずかに含む。
粘性はやや強い。

(lllYRyl)

(10YR2/2)

炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含むc

36PA

26号 ピット土層

褐色土プロック多く含む。
26PA

３３Ｐ

Ａ

一

ξL3号ビット土層k土」ダ3

36号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)炭化物および褐色粒子をわず力Ч【

合む。しまりと粘性はやや強ヽ、
黒褐色砂質土層 (25Y3/1)し まりはやや強く、粘性に欠ける。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)し まりは弱く、北性に欠ける。
黒褐色粘質土層 (25Y32)褐 色土ブロックを多く合む。

1 黒褐色粘質土層 (10YR3氾 )

暗褐色土ブロックをわずかに含む。
しまりはやや強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3混 )

褐色土ブロックを少畳合む。
3 黒掲色粘質土層 (1ドW/3)

晴褐色土ブロックを多く合む。
しまりはやや強い。

l 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色消質土層 (10YR3/2)暗掲色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR32)掲色土ブロックを多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色土プロックを多く合む。

19潜

31号 ピット土層

を昌掲宮驚§三£権ミ零,拿婚普肇;ひ錫騨豫,耳 0__司
げ__T__甘~≦上湮皇二_______―――rm

第77図 西区 土坑 (4)・ ビッ ト(4)

f遂望ヲギ
争W艶

鰐兆
1黒拐色粘質土層16YR硼 焼土をわすかに含む。 37・ 38号 ピット土層
2 早褐t粘貫土層(101R2/3)掲 也上アロックを少量全む。  1 黒褐色粘質土層(10YR勒 2)掟化物およじ粍土を39L 止27&3m  2輩活を指鵡14脇1縞とをす崎む。
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54P A A'2784m    56P A A'2783m

50P
l 畢岬隼沖軍土望目 (10YR?ィ

?ュ _  51P
炭化物を|

少量含む。
をわずかに、褐色粒子を ~A

3黒褐色粘質土層QOYR3 D褐 色土アロックを多く含む。  1 黒褐色粘質土層 (75YR22)炭 化物および暗褐色粒子を 2 蜜屠目霧賢土層 (10YR3/1)▼                     わギ外ι「合ナ↑̂

45P
A

ぐ

46P
A

1 黒桐色粘質土層(10YRノ3)文化物および暗招也辻子を
わすかになむ。粘性はやや強い。

2 黒純粘質土層(10Y冊72)暗褐也粒子をわずかに含む。 50堰}ピ ッ トニL層
簸

マlA゛ と78P,19土

憎土

l 黒褐色粘質土層 (10YR〃 3)炭 化物および
暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

4

A'2784m

褐色土ブロックを少量含む。

迎j岸
"“

53Pく ,

A'2784m

的 評
l 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

暗褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色土プロックを少量含屯
冒 (10YR3/2)
ックを少量含む。

y
56号 ピット土層

マ
びや

つ く
,

56P

15土
A

17P
A

密9P A

▲《蓮功i

―16号土坑土層

◎頂′
わずかに含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR32)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを多く含む。4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを多く含む
5 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐 色土プロックを多く含む。■→艶ゝΩがQtt j:48F

1黒褐色粘質と層95Y3/か  49号 ピット土眉
炭l物お|び掲也上ブロックを 1黒褐t粘貿土層llf」 i脇働
わすかに含む。 暗協也粒子をわすかに含む。

2 黒褐色粘質土層Q‖RM)
1 黒褐色粘質土層 (7う YR32)焼土および暗褐色粒子を    暗協飩子をわずかに、

わず力Hこ含む。                       掲色土ブロックを少宣含む,

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)協色土ブロックを多く含む。  3 黒協色粘質土層(7う Y隠 2)

楊也とアロックを多く含む16=上
A'

-2784m
A

A'

52P  53P  2784里
すヽ=造

‐
'SO

A'2784m

|∞

19土

52・ 53号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層(10YR,切

褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YRy2)

暗褐色粒子をわずかに合む。
4 黒褐色粘質土層 (10YRy2)

禍色土プロックを多く含む。

◎
４６Ｐ

く 趣  雪 ±27&3m Υ ±27&4m
47P ~47P
ビ 萱2784m唸葺覇漱 土層  u

F望者ピ落冒邑層(ЮYR2/21焼 土および褐色粒子をわずかに合む。4亨孔詈出,ど掟昂
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗 褐色粒子をわずかに含む。
3 暗褐色粘質土層 (10YRy3)褐色土プロックを少量含む。

マ
いお

iCt

生

《 こ )6:

B

19号土坑、78号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)

B'2784m

褐色粒子をわずかに含む。

炭化物および暗褐色粒子を

褐色粒子をわずかに含む。
褐色粒子を多く含む。
暗褐色粒子を少量含む。

A' 2784m

A'2784m

1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
焼土をわずかに含む。粘性はや
や強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、暗褐色粒子
を少量含む。粘性はやや強い。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
褐色土ブロックを少量含む。

20P
A        A'2784m

ｏ
層

層

層

む

土

土

土

含

質

質

質

に

粘

粘

粘

か

色

色

色

ず

褐

褐

褐

わ

黒

黒

黒

″r8A"

デぜ
A」

▲

Q詰

A((:ε

ガ P

65PA

m

具桐色粘質と層(10YR32)文 化物および暗欄色粒子を
わずかに含む。
具禍也粘質土層(10YR3/2)褐 色上ブロックを多く含む。

土層
土層(10YR3/か 欄色粒子、力峙ボンを多

く含と。
黒禍色粘質土層(10YR3/1)格 也、赤禍色粒子、カー

ボンを多(含む。
景構と粘質土層(10YR3/1)協 tli子 をわずかに含む。
暗楊色粘質土層(10YR3/3)禍 色粒子を多三に含む。
早構色粘質土層(10YR3/1)協 色粒子をわすかに含む。

3m

β
らA5T

第78図  西区 土坑 (5)・ ビッ ト(5)

15号土坑土層

2嶋いッこ違委翌野万
~

17号 ピッ ト土層
1 鼻裾也粘質土層(75Y磁弘)褐也辻子をわずかに含む。
2 鼻編色粘質土層(75YRクリ褐也粒子をわすかに含む。

A'2783m

W
65号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層(10YR3/2)焼 土をわずかに、掲色土ブロッ

クを少量含む。
2 単協色粘質土層 (10YRyl)掲 色土ブロックを多く含む。

64PA A' 2733m

17号土坑

64号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR32)

暗褐色土プロックを少し含
む。

具褐色粘買
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A 73P 聖壁 A 74P 望と 2783m A 75P  望堂2783m

74号 ビット土層

わずかに含む。
黒褐色檻質土層 (10YR2/3)暗 褐色粒子をわずかに含む。2 黒褐色粘質

1 黒褐色粘質土層 (10Y3/2) 褐色土プロックを少量、礫を

褐色土ブロックを多 く含む。

A

賞
ノ

248
ｍヽ

Ⅲ
 (【3)'3P  74P演建卜,:旨壱gと言:そ 腱禿

73号 ビット土層

72P
A      A'2782m

p

71P
A      A'2782m

託

「

 3黒 褐色粘質土層

二く力占
▲

≪ )嘉

A     A'2783m

A A'2783m

18土
A

76号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

く
′

18土

A' 2732m

249Aωヤ

(10YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)褐 色粒子を少量含む。

炉8Attf

20土

メlA虫
″

77号 ピッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (10YR3混 )

褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2混 )

3轟
雹急掌辱赤畳督評

R3/か <

∞
|

ノ罵
旦  k~~~・

~~ン″/  B,2782m
A

摯

20=上
A

◇
少量含Fu・。

72号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

焼上をわずかに、褐色粒子を少
量含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

暗褐色土ブロックを少量含む。

コ号ピットぢ」≦⊃度i
:量据色峰畳圭:豫科督〉徘

焼土をわずかに、褐色粒子を少量含む。望と
4 黒褐色粘質土層(75YR駐 1)褐色土ブロックを多く合む。

67号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

褐色粒子を多く含む。

18号土坑土層
l 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、褐色粒子を

,ギ
Aお

Q9P

B'B

20号ど                                 F
l

2

3
4

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物および焼上をわずかに、褐色粒子を少量含む。
粘性はやや強い。
暗褐色粘質土層 (10YR3/3)焼 土をわずかに、褐色粒子を多 く含む。粘性はや
や強い。
黒褐色粘質上層 (10YR3/2)炭 化物および焼上をわずかに含む。
黒褐色粘質上層 (75YR3/2)褐 色粒子をわずかに含む、粘性はやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗 褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (75YR3/1)し まりはやや強い。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色砂礫を多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色土層 (10YR3/2)礫 を少量含む。しまりはやや強く、粘性は弱い。

A だ解mm 68PA 生2784m 
Ю駄

牙
2781m:

屯 号的卜

~が
電ワ「

畠是怒鍔辮亀ξ    

巧
薩

1 黒褐色油
,ビ ッ ト土層     70号

ピッ ト土層

焼土およ
黒褐色粘質土層 (10YR3/)  l 

黒褐色粘質

かに含む
暗褐色粒子をわずかに含む(   2 

黒褐色粘質

2 黒褐色結贅土層 (10YR2/2) 2 
黒褐色粘質土層 (10YR2/2'  3 

黒褐色粘質

67P     
掲色土ブロックを多く含む。    褐色粒子を少量含む。

生  止 2780m  69PA A'2781m

(10YR3/1)炭化物およびH音褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)焼土および褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/1)褐色粒子を多く、暗褐色粒子を少量含む。

A' 2785m

85号 ピッ ト土層
1 暗褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。

(25Y3/1)鉄 分を多く合む。粘性はやや強い。
(25Y3/1)焼 上をわずかに、褐色粒子をわずかに含む。
(10YR3/2)褐 色土ブロックを少量、及化物をわずかに含む。

協盤�継 重ヽ号竜塚詮毯、
。 性____■ 坐____塑

第79図  西区 土坑 (6)・ ビッ ト(6)
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予

＼

一

25二上 A

92P A      A'2785m

92号 ピット土層
~｀基多石ダ

2ヽ83‐
158

90号 ピット土層

与`嚢争赫電2獅

91 PA     A' 2785m

鰐ピッ吐ぴ5「
l 黒褐色油質土層 (10YR3犯 )

褐色粒子をわずかに含む。

88P A  l A' 2784m

ヤ
88号 ピット土層
1 黒掲色粘質土層 (1瞬R3/ゆ

褐色粒子を少量、炭化物をわ
ずかに含む。

A'

2785m

1 黒編色粘貫土層(75釈yl)嗜褐色粒子を少三、褐色粒子を
わすかに合む。

2 黒褐色お質土層(75ilR3/1)暗 棚也土アロックを多く含む。

∫J:棚
色粘質土層10YR3A)

A92P    
氏更雲垂曇逐L三=デ

ン/

引Ю
止

;喩粋
21土

σ

一５ｍ

C'

21号土坑土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3氾 )焼土、炭化物および暗掲色粒子をわずかに

含む。

―   cc l

ピ́
、Aゆ

m

第80図 西区 土坑 (7)・ ピット(7)
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1 1 l PA  
止 2785m

ヤ
lll号 ビット土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

A        26=L
27:上

A' 2785m

93号 ビッ ト土層
1 黒褐色粘質土層
2 黒褐色粘質土層

A'2784m

M

炭化物をわずかに、褐色粒子を少量含む。

A'2785m

286Aワイ二@点 P

A'2785m

A

くご引r″
//

一霊
土２６

Ｂ

一
B'

27=上
A

26・ 27号土坑土層
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土を少量含む。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)黒 褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (75YR3/2)褐 色土プロックを少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 掲色粒を少量、炭化物および焼土をわずかに
含む。
黒褐色粘質土層 QOYR3/1)褐 色粒子を少量含む。         >

22号土坑・94・ 95ピ ット土層
鼻掲色粘質土層(10YR3/2)禍 色粒子を少三含む。
黒褐色粘質土層(10VR3/2)暗 楊也粒子を少三含む。
黒掲也粘質土層(10Yυ 3)文化物および暗褐色粒子をわすかに含む。
具褐色祐質土層(2評

yI)褐色Ij子を少畳含む。
具禍色粘質土層(25Y3/2)暗 褐色土アロックを少畳含む。
早協t粘質土層(10YR3/2)褐 色土アロックを非常に多く合む。
黒褐色粘質土層(10YR移 り焼土を少量、協也土アロックわすかに含む。
黒褐t帖買主層(10YR311)褐 色土アロッタを少量含む。

109号 ビッ ト土層           94P
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土プロックを非常に多く含む。

ギ

Ｄ

ｙ

(vr｀ァ

舛Ｂ一
一

ヤ 憚Lとリ
ギ

」

A'

2788m
批
Ａ一

２

‐０９Ｐ］子ｚ
2785m悧 牲  止2735m4俊 ◎ゴ

A  ((:,と

3P

28号土坑土層
ユ 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

炭化物をわずかに、褐色土

ザ
が

2ζ亀官宅:鋸聯ぼ鍵
色粒子を少量含む。

3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

褐色粒子を多く含む。
4 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)

褐色粒子を少量含む。

B

W

Ｐ９３

Ａ

一

Ｐ
‐０４
Ａ
・

110号 ピッ ト土眉
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色土プロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)掲 色土ブロックを非常に多く含む。
3 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)掲 色土ブロックを少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)褐 色土ブロックを多く含む。

Q噸 の 角 ヒ物を� 正 褐鮒 子抄 量含む。
(10YR3/1)褐色土プロックを多く含む。

Ю匙央主プ■
獅止⊆豆功ホぽ

104号 ピッ ト土層
1 黒掲色お質土層 (75YR3/2)褐色粒子を少畳合む。
2 黒褐色粘質土層 (1げFR3/1)

3 黒褐色粘質主層 (10YR3 2)

褐色土ブロックを多く含む。

106号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘土層 (25Y3/1)

褐色土ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘土層 (25Y3/1)

褐色土プロックを多く含む。

108P
A

ね亡107P
A 1  2   2784m

∀
107号 ピット土層
1 早褐色粘質土層 (10YR3/2)月 礫ヽおよび褐色粒子を少量含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを少量、灰黄褐色粒子をわずかに含む。
3 早褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに含む。粘性はやや強い。

y 琴
2784m(光

栂
毯釧卜土卵 P

108号 ビッ ト土層
1 黒褐色活質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに、暗

褐色土ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)礫 を少量、褐色粒子を

わずかに含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを少量

含む。

0 2m

O止AQtP

103P ピ́
ムや 、28A A52  4 

黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

″f

A    どヒ2784m

▼ 4  1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)炭 化物および褐色粒子をわずかに含む。1103号 ピット土眉)3号 ピッ ト土唐                 2 暗褐色粘質土層 (10YR3/3)炭 化物および褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

1 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)暗 褐色粒子をわずかに合む。  3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)褐 色子プロックを多く合む。O           rl(1:40)
粘性はやや強い。

2 黒褐色粘質土層 (10YRVl)暗 褐色粒子を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色粒子をわずかに含む。
5 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)粘 性はやや強い。

第31図 西区 土坑 (8)・ ビット(8)

9 黒褐也粘質土層(10YR3/1)暗 褐色粒子を少量合む。
10 黒協色お質土層(10Y酌ワ)暗棚色辻子を少三合む。
1翻帥 ele lloY醐 純肝をは 醒碗帥 絋 止

◎ 旅
デFp 生◎二

ωヽ       l° 9P
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_μvIB4 32土
ど生 A'2787m  29二上A A

1    2737m

B B' 2787m     」■ B'

2738m

2鍔土
32号土坑土層 1 黒褐色粘質土層(10YR3/1)炭化物をわずかに、
I憲
縫鱒斎ポポ沼懇α周ヒ物および

 :醗野塗談琶∫

∀

&ζ
ICll

И
＊
下

>

イ∞∀

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロッ
クを少量含む。

A        A' 2783m

l13P 31=上

す
B12788m

く   31号 土坑、113号 ビッ ト土層
1 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土

ブロックを非常に多く含む。
2 黒掲色粘質土層 (10YR3/1)炭 化物

を少量、褐色粒子をわずかに、焼土

_r41843急
3尋二与F層、堵駐]望學七▼夕を

少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色

粒子を少量含む。

B'2786m
l14P

1 黒褐色粘質上層 (10YR3/2)炭 化物をわず
かに、焼上および暗褐色粒子を少量含む。

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)炭 化物を少量、
暗褐色粒子をわずかに含む。

3 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)炭化物をわず
かに、褐色粒子を少量含む。

2 黒掲色粘質土層 (75YR3/1)焼とをわずかに、
暗褐色粒子をわずかに含む。

3 黒掲色粘質土層(10YR3/1)炭化物をわずかに、

A褐色土ブロックを多く含む。    A'
112P     30二 上  2788m

巳生2788m

30号土坑、112号 ビット土層
黒褐色粘質と層(Z5Yyl)協 色粒子を多く、文イし物および焼土をわすか
に含む。
黒協色粘買上層(25Yyl)焼 とおよび暗褐色土アロックを少三含む。
黒褐色粘質土層(25Yyl)焼 とをわすかに、暗褐色II子を少量含む。
景褐也せ賃上層(25YVl)焼 上をかすかに,福tiブロックを少量合む。
景褐色精質土層(25Yyl)焼 とをうすかに、暗欄也地子を少宣、褐色土
アロックを多く含む。

笛| 1曳

、
"ぃ

66

二

2ヽ93A65
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34号 ピッ ト上層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色土

ブロックを少量含む。
2 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)暗掲色粒

子をわずかに含む。
3 黒褐色粘質上層 (75YR3/2)炭 化物

をわずかに、褐色上ブロックを少量
含む。

114P
A

∞
．

(25Y3/1)暗 褐色粒子を少量含む。
(25Y3/1)
(25Y3/1)礫 および暗褐色粒子をわずかに合む。粘性はやや強い。
(10YR3/1)        16P
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号ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)

層
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層
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12号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)粘 性はやや強い。

13・ 14号ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR32)褐 色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子を少量含む。
3 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色粒子を多く含む。

８Ｐ． 一すげ〕15号 ピッ ト土層
l 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)
2 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)

2777m

2ヽ57A49 4職
す

第32図 西区 土坑 (9)。 ピット(9)

33号土坑土眉

粘性はやや強い。

三三正三正三二::至三三
(【:】】括:坐

曇ヽ一――`
2 
層糧皇券冨す捩どグX磐怒!

(10YR3/2)暗 褐色粒子をわずかに含む。

(10YR2/2)褐 色粒子を少畳含む。
(25Y3/1)褐 色粒子をわずかに合む。

A'2786m

暗褐色粒子をわずかに含む。
暗褐色土ブロックを少量含む。
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｀ことノ   
本 竜

“

本

マ          1 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)鉄 分を少量、褐色粒子をわずかに含む。
87号 ピット土層        2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)鉄 分を多く含む。
1三

手iを言:棚撒 3f鰯
層壮冊 1婚砦竺歩管す夕をど誓全良峯君解 警bクを多く缶

どと   どと278rm 4■    生2785m 9里二      1   2785m

83号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)暗 褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)H音褐色粒子を少量含む。

、276代
58

l 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

3 黒褐色粘質土層 (25Y3/2)

掲色粒子をわずかに合む。
褐色土プロックを少

98PA A'

2785m

&3P
生QT罐劃 奔

褐色土ブロックを多く含む。
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86号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)

褐色土ブロックをわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

褐色土ブロックを多く含む。
86P

35景

ョこξI;誤
斐攪協越 :藪 ∈ 甘翻

盈 。
褐色土ブロックを少量含む。

81P                    82P

第83図 西区 ビット(10)

A'2735m

115号 ピッ ト土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR2/2)

褐色土プロックを多く含む。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)

礫を多く、褐色粒子を少量含む。

115P

A   l  A'2784m

マ

81号 ピット土層
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1 黒掲色粘質土層 (25Y3/2)礫を多く、炭化物、焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。

2号石列B一 B'土層
1 黒褐色粘質土層 (251r3/2)礫 を多く、焼上をわずかに、暗褐色粒子を少量含む。
2 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)炭 化物および褐色土プロックをわずかに含む。
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1号井戸土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。
2 黒褐色粘質土層 (101FR3定 )褐色土ブロックを少量、暗褐色粒子をわ

ずかに含む。
3 黒褐色粘土層 (10YR2/2)粘性は特に強い。
4 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)暗褐色粒子をわずかに含む。
5 黒褐色粘質土層 (75YR3/1)褐 色土ブロックを多く、灰黄褐色土ブロッ

クを少量合む。
6 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを少量含む。
7 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックおよび暗褐色粒子を少量

含む。しまりはやや強い。
8 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを多く含む。
9 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗 褐色粒子を少量含む。しまりはやや強い。
10 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色土ブロックを多く、灰責褐色土ブロッ

クを少量含む。
11 褐色粘質土層 (10ArR4/4)黒褐色土ブロックを多く、灰責褐色土ブロッ

クを少量含む。
12 灰黄褐色粘質土層 (75YR4/2)黒 褐色プロックを少畳、褐色土プロッ

クを多く含む。
13 責褐色砂質土層 (10YR5/6)黒 色土ブロックを少量、褐色土ブロック

を多く含む。
14 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)黒 色土ブロックおよび褐色土ブロックを

少量含む。
15 黒褐色砂礫層 (25Y3/2)責 褐色土ブロックおよび小礫を少量、黒色土

プロックをわずかに含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
16 にぶい黄褐色砂層 (10YR73)鉄分を少量、灰責褐色の砂が層状に薄

く入る。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
17 暗褐色砂礫層 (10YR3/3)責 褐色土プロックおよび灰黄褐色砂を少量

含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
18 黄褐色シル ト (10YR5/8)黄 褐色土ブロックおよび鉄分を少量含む。

粘性は弱い。
19 黄褐色シルト(25Y5/3)褐色および黒色ンル ト層。鉄分をわずかに含む。

粘性はやや強い。
20 灰色粘土層 (5Y6/1)鉄分を少量含む。
21 灰色砂質土層 (5Y6/1)褐色土プロックをわずかに含む。しまるが粘性

に欠ける。
22 褐灰色土層 (10YR5/1)褐 色土ブロックをわずかに含む。粘性に欠ける。
23 黒褐色砂礫層 (10YR3/2)褐 色プロック多 く合む。しまりは弱く、粘

性に欠ける。
24 暗灰色砂質土層 (N3/0)灰 色上をわずかに含む。しまるが粘性に欠ける。
25 灰色砂質土層 (75Y5/1)白 色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
26 褐灰色砂質土層 (10YR5/1)赤 褐色粒子を多 く含む。しまるが粘性に

欠ける。
27 灰色砂質土層 (5Y5/1)白 色砂粒をわずかに含む。しまるが粘性に欠ける。
28 黒色砂質土層 (N2/0)灰 色砂質土をわずかに含む。しまるが粘性に欠

ける。
29 褐灰色砂質土層 (10YR5/1)黒 色砂質土を含む。しまるが粘性に欠ける。
30 黄灰色砂質土層 (25Y5/1)白 色砂粒を含む。しまるが粘性に欠ける。
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3号土坑土層
1 黒褐色粘質上層 (10YR2/3)

焼土および暗褐色粒子をわずかに含む。

A'2783m望生

2号井戸土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。

1号溝の土層。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物をわずかに含む。粘性はやや強い。
3 黒褐色粘質土層 (10YR2/3)粘性はやや強い。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色粒子をわずかに含む。粘性はやや強い。      ｀―、、_
5 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 化物、暗褐色粒および褐色粒子をわずかに含む。しまりはやや強い。
6 黒褐色粘質土層 (10YR32)暗 褐色粒子を少量含む。粘性はやや強い。
7 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)
8 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土プロックを多く、灰黄褐色ブロックを少量含む。
9 黒褐色粘質上層 (10YR3/1)褐 色ブロックをわずかに含む。
10 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)暗褐色ブロックを少畳、灰黄褐色土ブロックをわずかに含む。
11 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを非常に多く含む。
12 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックを多く、灰黄褐色上プロックを少量含む。
13 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)黒 色上プロックわずかに、褐色土プロック多く、灰黄褐色上ブロックを少量合む。
14 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐 色土ブロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量含む。
15 褐色粘質上層 (10YR4/4)黒 褐色上プロックを多く、灰責褐色土ブロックを少量含む。
16 灰黄褐色粘質土層 (75YR4/2)黒 褐色ブロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
17 黄褐色砂質土層 (10YR5/6)黒 色土プロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
18 灰色粘土層 (5Y6/1)鉄分を少量含む。
19 明黄褐色砂質土層 (10YR6/6)褐 色土ブロックを多く含む。
拗 灰色粘土層 (5Y5/1)灰 白粘土プロックを少量含む。
21 灰白色粘土層 (5Y7/1)鉄分を若干含む。
22 黒褐色砂礫層 (10YR3/2)2～ 5cm大 の礫を多量に、褐色ブロック多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。

鍵彊魯騒言:昂養妨
3ゃ

躙 塩憑爺T急橡こ少(ャナ
'る

。  ヒ
第86図  西区 井戸 (2)

ん
、

―警 S,

10号 ピット土層
1 黒褐色粘質土層 (75YR3/2)

濃化物および暗褐色土プロッ
クをわずかに含む。
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3号井戸土層
1 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)炭 化物および焼上をわずかに、褐色土プロックおよび灰黄

掲色土ブロックを少量含む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭化物および暁上をわずかに、褐色土プロックを少量、灰

黄褐色土ブロックを多く含む。
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黒褐色粘質土層 (75YR3/1)炭 化物および灰黄褐色プロックをわずかに、焼土および褐
色土プロックを少量含む。
黒褐色粘質上層 (10YR3/2)炭化物をわずかに、焼上を多く、褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土プロックおよび灰黄褐色土プロックを少量合む。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)焼土および掲色粒子を少量含む。
黒掲色粘質土層 (10YR3/2)焼上を少し、決化物をわずかに合む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)焼土および灰黄褐色粒子をわずかに、褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)焼上をわずかに、褐色上ブロックを少量、灰黄褐色土プロッ
クを多く含む。
黒褐色粘質上層 (10YR3/1)焼土をわずかに、褐色粒子を多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)焼土および炭化物をわずかに、褐色土プロックを多く、灰

黄掲色土プロックを少量含む。
黒褐色粘土層 (25Y3/1)粘性は特に強い。
黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼上、炭化物および暗褐色粒子をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)暗褐色粒子を少量含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼上をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐色土プロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/2)暗褐色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YRν l)焼上を非常に多く、炭化物をわずかに含む。
黒褐色粘質上層 (10YR3/1)焼土を多く、炭化物をわずかに含む。しまりは弱い。
黒43色粘質土層 (10YR3/2)褐色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR2/3)褐色土プロックを多く含む。しまりはやや強い。
黒褐色粘上層 (25Y3/1)し まりはやや強い。
黒褐色粘質土層 (25Yyl)炭 化物および焼上をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (25Y♂ 2)褐色土プロックを非常に多く含む。
黒褐色粘土層 (25Y3/1)暗褐色粘上をわずかに含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)褐色土プロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量含む。
褐色粘質土層 (10YR4 4)黒褐色土ブロックを多く、灰黄褐色土プロックを少量合む。
灰黄褐色粘質土層 (75YR4/2)黒 褐色プロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。

黄褐色砂質土層 (10YR5/6)黒色土ブロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/2)黒色上プロックおよび掲色土ブロックを少量合む。
黒褐色砂礫層 (10YR3/2)褐色ブロック多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (5Y5/1)白 色砂粒および褐色土ブロックを含む。しまるが粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (75Y5/D自 色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (5Y5/1)白 色砂粒をわずかに含む。しまるが粘性に欠ける。
黒掲色粘質土層 (10YR3定 )黒色土ブロックおよび褐色土粒子を含む。
褐灰色砂質土層 (10YR5/1)黒色砂質土を含む。しまるが粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (5Y5/1)褐色粒子を含む。しまるが粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (5Y5/1)褐色粒子をわずかに合む。しまるが粘性に欠ける。
褐灰色砂質土層 (10YR5/1)黒色砂質上を含む。しまるが粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (5Y5/1)白 色砂粒および黒色砂質上を合む。しまるが粘性に欠ける。
黒色砂質土層 (N2/0)灰色砂質土をわずかに含む。しまるが粘性に欠ける。
仄色砂質土層 (5Y71)自 色砂粒をわずかに含む。しまるが粘性に欠ける。
黒褐色礫層 (10YR/3)lcm～ 拳大の礫を含む。
黒褐色粘質土層 (10YR3/1)

黒褐色砂礫層 (10YR3/2)褐色プロック多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
灰色砂質土層 (75Y5/1)自 色砂粒を多く合む。しまるが粘性に欠ける。
黒褐色砂礫層 (10YR2/3)icm～ 拳大の礫を多量に含む。
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4井戸 4号井戸土層
1 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)炭 イヒ物および焼土をわずかに合む。粘性はやや強い。
2 黒褐色粘質土層 (10YR2/2)炭 イヒ物および焼土をわずかに含む。
3 黒掲色粘質土層 (10YRV2)炭 化物および礫をわずかに、焼土を少量含む。
4 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)焼 土および褐色土ブロックを少量含む。

:量福色線畳圭層l盤枡綴亮協亀手示最上を名察永倉P換抄監悦しま
"よ

やや陳、縦
に欠ける。

7 黒褐色粘質土層 (10YRy2)炭 化物および褐色粒子をわずかに、灰黄褐色土ブロックを多く含む。
8 黒褐色粘質土層 (25Y3/1)褐 色土プロックを多く含む。
9 黒褐色土層 (1ばrR3/2)炭 化物および焼土を少量、礫を多く合む。しまりはやや強く、粘性は弱い。
10 黒褐色砂質土層 (10YR3/2)炭 化物および小礫を少量含む。しまりはやや強く、粘性に欠ける。
11 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックおよび灰黄掲色土ブロックを多く含む。
12 黒褐色礫層 (25Yy2)礫を非常に多く含む。
13 黒褐色粘質土層 (10YRy2)褐 色土ブロックを多く、灰黄掲色土プロックを少量含む。
14 褐色粘質土層 (10YR4/4)黒 掲色土ブロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量含む。
15 灰褐色粘質土層 (75YR4/2)黒 褐色ブロックを少量、褐色土プロックを多く含む。
16 黄褐色砂質土層 (10YR5/6)黒 色土プロックを少量、褐色土ブロックを多く含む。
17 黒褐色粘質土層 (10YR3/2)黒 色土ブロックおよび褐色土ブロックを少量含む。
18 黒褐色砂礫土層 (10YRy2)掲 色ブロック多く合む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
19 黒褐色粘質土層 (10YR3/1)褐 色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロックを多く合む。
20 黒掲色粘質土層 (10YR3/2)黒 色土ブロックおよび褐色土ブロックを少量含む。
21 褐色粘質土層 (10YR74)黒 掲色土ブロックおよび灰黄褐色土ブロックを少量含む。
22 褐色砂礫層 (1鯛R4麗)掲色プロック多く含む。しまりはヨヨく、粘性に欠ける。
23 褐色粘質土層 (10YR4麗 )白色土ブロックを多く、灰黄褐色土ブロックを少量含む。
24 明掲色砂礫層 (猛5YR5潟 )褐色土ブロック多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
25 明褐色砂礫層 (75YR5潟)褐色土ブロック多く合む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
% 灰掲色粘質土層 (7税駅4犯 )灰褐色土プロックおよび褐色土ブロックを合む。
27 灰色砂質土層 (75Y5/1)褐 色土プロックおよび白色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
28 明褐色砂礫層 (75YR5/8)褐 色土プロック多く含む。しまりは弱く、粘性に欠ける。
29 掲灰色砂礫層 (10YR5/1)白 色砂粒を多く、黒色土および褐色土プロックを含む。しまりはやや強く、

粘性に欠ける。
30 灰色砂質土層 (75Y6/1)褐 色土プロックおよび白色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
31 黒色砂質土層 (N211)褐 色プロック奥および灰色砂質土を含む。しまるが粘性に欠ける。
32 暗灰色砂質土層 (N4刀 )褐色土プロックおよび白色土を含む。しまるが粘性に欠ける。
33 灰色砂質土層 (75Y5/1)褐 色土ブロックおよび白色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
34 灰色砂質土層 (75Yνl)褐色土ブロックをわずかに、白色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
35 灰色砂質土層 (15Y6/2)lB色 土ブロックおよび自色砂粒を多く含む。しまるが粘性に欠ける。
36 暗灰色砂質土層 (N3洵)灰色土をわずかに合む。しまるが粘性に欠ける。
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第 4章 ま と め

第 1節 遺構の変遷

第 1章第 4節でもやや詳しく触れたが、甲府城は、内 (―の)堀 と高石垣で囲まれた内は城内にあたり、本九、

二の九、鍛冶曲輪、楽屋曲輪、屋形曲輪、稲荷曲輪、清水曲輪などの施設が設けられていた。

城内の北、西、南を取 り巻 くように二の堀が巡っているが、この内側には武家屋敷が形成されている。二

の堀は、一の堀南西隅で近接 してお り、南北の二郭に分かれている。二の堀は石垣を持たないが、内側には

土塁が巡 り、15ケ 所の見附によって郭外と連絡する。その外側には三の堀が巡 り、堀の内外には武家屋敷を

囲むように、城の北西側には武田城下町遺跡を再編 した上府中26町、市東側には新たに編成された下府中

23町の町人町が形成された。

本調査地点は、甲府城内の北隅に位置する清水曲輪西側の石垣ならびに、清水曲輪とは一の堀を挟んだ北

側の武家屋敷地の一角、南側は一の堀沿いに東西に延びる「山手小路」、西側を「橘小路」、北側を「森下小

路」、東側は二の堀に囲まれた区画に位置する。

3地区合計2,965ど の発掘調査によって、甲府城石垣、武家屋敷地からは溝70条、竪穴状遺構 4基、土坑

118基、集石土坑 1基、ピット272基、石列 8条、石組遺構 1基、石敷遺構 1基、井戸11基、埋甕 l基、埋桶

1基、炉 5基などが発見された。調査地点は、甲府駅北口構内および隣接地であることから、近代以降は様々

な施設が建設されている。北区付近には製糸技術者養成所が大正14(1925)年 に建設され、翌年から山梨県繭

糸検査事務所として拡充された。西区には明治33(1900)年 に山梨農業試験場の回場が設けられるなどしてお

り、城下町遺跡としての残存状況は良好ではなかった。

ここでは、遺構内から出土した陶磁器類を手がかりとして、それぞれの遺構の変遷を追うこととする。

〔古代から中世】

本調査区からは、中世以前に属する遺構は確認されていないが、北区 5号井戸からは古墳時代前期に属す

る台付甕の脚部破片が 1点ではあるが出上 している。また、北区北東側に隣接する日向町遺跡の調査では、

古墳時代前期の壷の口縁部が出上しており、周辺に当該期の遺構が存在する可能性が高いものと考えられる。

中世の遺構 としては、北区 1号竪穴状遺構、 1号井戸、12号土坑、西区 1・ 2号井戸、28号土坑などを挙

げることができる (第 144図 )。 北区 1号竪穴状遺構からは、大窯期の瀬戸・美濃産陶器、景徳鎮の白磁皿な

どが出土している。近世の出土遺物はみられず出土遺物は、いずれも16世紀後半代に比定されるものである。

1号井戸からも大窯製品が出土しており、16世紀後半代に比定される。西区2号井戸からは 1点ではあるが

景徳鎮の白磁皿が、28号土坑からは大窯製品が数点出土していることから中世の遺構 とした。本遺跡から発

見された井戸は11基 になるが、16～ 17世紀前半代 と考えられるものは、深さがいずれも2～ 3.8mと 浅 く、

18世紀以降に掘 られたものがおおむね 4.5～ 5mと なるのと対照的である。北区5号井戸からは出土遺物が

ほとんどなく、大窯製品や北宋銭と思われる銅銭が認められるものの、小破片ではあるが瀬戸・美濃産の磁

器が認められることや、井戸の深さが確認面から4.68mと 深いことから、近世の所産であると考えられる。

一方、西区 1号井戸からは、土器、陶磁器類が出土 しておらず時期決定の根拠を欠くが、唯一出土した石鉢

が中世によくみられる遺物であること、確認面からの井戸の深さが3.67mと 比較的浅いことなどから、中世

の遺構であると判断した。

以上、本調査区における中世の遺構分布は、調査範囲では南側に位置する西区にも点在するものの、北区

北側に集中する傾向がある。本調査区の北側に位置する北口二丁目 17。 18。 21地点や北口二丁目 (桜 シルク)

地点、日向町遺跡の発掘調査においても中世の遺構が確認されている。武田氏館跡に近づ く北寄 りに中世の

遺構分布が濃密となるのは当然の帰結ではあるが、本調査区でもその傾向にあることが指摘できる。

また、東側に隣接する日向町遺跡第 2地点では、近世の地割主軸よりやや西に偏する 1号溝が中世の所産
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とされ、北区 2・ 5号溝なども同様な主軸をとることから、中世に遡る可能性 もある。

脚閲ケ崎館を中心とした武田城下町遺跡の広が りの南限をどこにするかは意見の分かれるところではある

が、甲府城下町遺跡 43街区の調査では甲府城屋形曲輪付近までをその範囲ととらえる。 しかし、北口二丁

目 17・ 18。 21地点からは、16世紀後半代の溶融物付着土器が多量に出土 し、工人の屋敷が付近にあったも

のと考えられ、北口県有地地点の調査では中世の墓壊が確認されている。また、清水曲輪内の発掘調査にお

いても、中世の遺構は確認されているが、当該期の井戸内からは宝医印塔の塔身のみが 8個体出土 している。

これらのことから、清水曲輪付近で発見される中世の遺構は、甲府城築城以前に存在 したとされる、長延寺

との関連が強いとも考えられ、本調査区付近を武田城下町遺跡の南限と考えるのが妥当だと思われる。

(17世紀前半代I

17世紀前半に比定される遺構はわずかで、北区では2号井戸、 3号溝、南区では 1号井戸がある (第 145

図)。 2号井戸は深さが 1,92mと 極端に浅 く、覆土中からは瀬戸・美濃産の悟鉢が出土 してお り、いずれも

16世紀末から17世紀前半にかけてのものである。そのうち、鉢は大窯の製品である。 3号溝の悟鉢 と瓶も17

世紀前半に比定されるものである。南区 1号井戸は深さ3.3mほ どを測 り、覆土中からは、本時期に属する

瀬戸・美濃、志戸呂製品が出上している。

(17世紀後半代】

17世紀後半代と考えられる遺構はほとんど確認できず、北区2号竪穴状遺構を挙げるにとどまる (第 146

図)。 北区北側に位置する2号竪穴状遺構からは、本期に属する瀬戸・美濃産の指鉢が出上しているが、こ

のほかに出土遺物はなく、やや根拠が希薄である。

〔18世紀前半代】

18世紀代になると比較的遺構の数は増加する。本期に属する遺構としては、北区37・ 38・ 54号土坑、南区

2号溝、西区19号溝、20号土坑、 3・ 4号井戸などがある (第 147図 )。 北区の3基の土坑からは肥前の陶磁

器、瀬戸・美濃ならびに信楽の陶器が出土している。南区2号溝からは肥前の染付皿、西区19号溝からは瀬

戸・美濃の陶器碗、20号土坑からは京焼の銚子が、 3・ 4号井戸からは瀬戸・美濃産の陶器、肥前産の磁器

が比較的豊富に出土している。また、南区3号溝は2号溝以前に開削されていたことが明らかであり、17

世紀代の遺構が希薄なことを考えれば、本期の所産とも考えられる。甲府城ならびに城下町は、享保12(1727)

年に大火にあっており、本九、二の丸をはじめとする城内や城下町の多くを消失している。おそらく、消失

に伴う建て答え工事なども行われたことであろうから、発見された遺構が多いことと関連があるかもしれな

ヤヽ。

【18世紀後半代】

18世紀後半代はもっとも遺構が顕著にみられる時期である。北区 12・ 18・ 24号溝、5号土坑、46号 ピット、

南区 12・ 13号溝、 1号石列、2号井戸、西区 1号竪穴状遺構、 5・ 15・ 22・ 23号溝、21・ 23・ 25。 33号土坑、

19号 ピットなどが挙げられる (第 148図 )。 いずれも陶器は瀬戸・美濃、磁器は肥前のものがほとんどを占め

る。北区12号溝からは油壺、18・ 24号溝からは碗が出上している。 5号土坑からは上記の組み合わせに加え、

信楽の壷がみられる。西区 1号竪穴状遺構は不整形な掘り込みをもち、遺構の性格は明らかではないが、出

土遺物は豊富で、瀬戸・美濃、肥前製品に加え、京焼の陶器碗、志戸呂の受付皿、高取・上野の鉢などがみ

られる。陶磁器類の多くは被熱しものであり、火災などによる遺物を廃棄した遺構と考えられる。享保の大

火によるものとも考えたいが、18世紀後半代に比定される被熱した陶磁器類もみられることから、当屋敷地

がこの時期にも火災にあったことが想定される。
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第144図 調査区内の遺構変遷 (1)(中世)
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第145図 調査区内の遺構変遷(2)(17世紀前半代 )
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第146図  調査区内の遺構変遷 (3)(17世紀後半代)
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第147図  調査区内の遺構変遷 (4)(18世紀前半代)
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第148図 調査区内の遺構変遷 (5)(18世紀後半代 )
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第149図  調査区内の遺橋変遷(6)(19世紀前～中葉)
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第150図 調査区内の遺構変遷(7)(近 。現代)
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【19世紀前葉から中葉】

19世紀前葉から中葉にかけての遺構 も点在する。北区では、 9。 13。 14・ 19。 25号溝、 6・ 8号土坑、

46・ 74号 ピット、南区では10。 ■・13号溝、西区では 17・ 21号溝、 1・ 2号石列、7号土坑がある (第 149

図)。 北区 13。 14号溝は、18世紀後半代の遺物が多くを占めるが、19世紀代の遺物が散見されることから、

本期と断定した。西区17号溝からは京焼のままごと道具が、21号溝からは瀬戸・美濃の磁器が出土している。

〔近代以降】

明治期以降と考えられる遺構も数多い。北区では4・ 20号溝、33・ 36号土坑、 3～ 5号石列、 3号井戸、

南区では 1。 14・ 16。 17号溝、21号土坑、 1号集石土坑、西区では1号溝、 1号石敷遺構、 1号埋甕、 1号
埋桶などがある (第 150図 )。 そのほか、調査区内には多くの攪乱が確認された。これらは、明治以降の当地

の開発によるものと考えられることから、近現代の所産としてとらえることができる。

第 2節 資料にみえる土地利用の変遷

発掘調査によって明らかとなった遺構の変遷については前節で明らかにしたが、ここでは、近世の絵図な

らびに明治期以降の地図等の資料を参考とし、本調査区付近の土地利用の変遷を考えてみたい。

甲府城下町遺跡に関する絵図資料は、城郭図も含めると100点以上確認されているという。ただし、本調

査区付近の土地利用が伺われる資料となると限定されるが、明治期以降の地図ならびに地籍図なども含める

とその数はかなりの数に上る。

【17世紀代】

甲府城築城間もなくから徳川綱豊・綱重の支配の時代にあたる。

甲府城下町を含む絵画資料の中で最も古いのは、近年発見された公益財団法人三井文庫所蔵の「甲州府中

町之図」とされ、記載された代官の氏名などから元和 9(1623)年 から寛永18(1641)年の絵図とされる (山梨

県埋蔵文化財センター 2011)。 また、京都大学工学部図書室の所蔵の F甲府城並近辺之絵図」も、寛永13(1636)

年から慶安3(1650)年 頃に成立した可能性が高いとされる (山梨県教育委員会 2009)。 これらの絵図では、

建物等の記載はないものの、絵図には三の堀まで整備された様子も伺うことが出来ることから、土地の利用

はされていたことは想定されるが、内容までは明らかに出来ない。また、この時期の絵図とされる松江城山

公園管理事務所蔵の F極秘諸国城図』にも土地利用された痕跡は示されていない。

柳沢文庫所蔵の「甲府城内屋敷図」 (第 151図 1)に は、綱豊時代の元禄2(1689)年 から宝永2(1705)年 に

城代を務めた岡野伊豆守御役屋敷の記載がみられることから、柳沢氏入部以前の絵図であることがわかる。

調査区付近の絵図には「町年寄弐人口屋敷」との記載がある。ただし、この屋敷が調査区のどのあたりに位

置するのかは明らかにできない。屋敷の南側および周辺にも土地区画が認められるが、拝領者の記載はなく、

「明屋敷」と記載されたところもある。

この時期の遺構としては、17世紀前半代に比定される北区2号井戸、南区 1号井戸などがあることから、

屋敷等の建物があり、人が居住していたであろうことは明らかであるが、土地利用としてはそれほど顕著で

はなかったことが、絵図ならびに発掘調査によって明らかになったといえる。

【18世紀前葉】

綱豊が将軍家養嗣子となると、将軍綱吉を後ろ盾として柳沢吉保・吉里親子が甲斐一円を拝領する。吉保

は入国することはなかったが、家臣団が大挙して入国しており、甲府城下町がもっとも賑わいをみせた時期

であり、F兜嘉雑記』には「別て隣國他囲より馳集る諸職人美を蓋し、御城内に入敷の館を建御築屋、比沙門堂、

橋荷宮、學文所、公文所、政所、墓所、贄殿、局部屋、四阿屋、御書院に績て進堂、持佛堂休所、櫓に至迄中々
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2「甲府城下絵図」(柳沢期)

大和郡山市教育委員会所蔵

3「柳沢時代ノ甲府ノ郭内郭外図」帥,沢期)

山梨県立博物館所蔵
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大和郡山市教育委員会所蔵
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5「甲府城下絵図」 (柳沢期)           6
柳沢文庫所蔵

第151図  土地利用資料集成 (1)
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1「改正甲府市全図」 (明治37年 )

山梨県立博物館所蔵

3「増訂 甲府市明細全図」(大正 8年 )

山梨県立博物館所蔵

5「甲府市内地図」(昭和 3・ 4年頃)

2「甲府市全図」(明治39年 )

『第3回 甲府市統計書』

6「甲府市全図」(昭和24年 頃)

『甲府市制60年誌』山梨県立博物館所蔵

第153図  土地利用資料集成 (3)
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筆頭に蓋かたく、庭前泉水の石、築山之遣水、蔵文庫、東西に鞠之場を構、四掛 りを植、見附御門、二之郭

十五ヶ所、其内には諸大脂、物頭井諸侍之部屋迄印に不及、土手より外は、先東之方は籠舎町、此所は町方

の組、足軽衆、長醇寺には御目附、典力、元樹木には御歩行、御料理方、御能組、役者、南は教安寺表門深

町、威田村之組合、典力、足軽也、扱十人町は城代組之足軽、表佐渡町、裏佐渡町、代官町、樹木町是等は

地方御代官、物頭、西は穴切明紳、弓手、右手此所には御川除方、代官付之地方、井典力、同心、田町、百

石町、小砂町、上下相川、横澤、是には近留取次、北は小納戸小路、人幡之宮近邊、元紺屋町、竪町、元三

日町、堕部村、増山町、相原、御崎町、誓油町、岩窪村、元館、下之丸に至迄敷高軒の御家中、竪小路、横

小路、棟々棟門に門を並へ、作 り並へ し有様は是そ甲府の花盛 り、時を得たりと見へにけり、君々たれは臣々

たり、上を敬下を撫、誠に目出度御代成と高民高成を唱る」と書かれており、城内の4多築事業にとどまらず、

城下町も整備・拡張が行われていることが解る。前代と大きく異なるのは、二の堀内の家臣屋敷は南北とも

埋まり、南西の郭タトには与力、足軽、代官などの屋敷が広が りを見せる。この時期の絵図は、柳沢文庫所蔵

資料をはじめとして豊富である。

この時期の絵図の前後関係を知るのに有効なのが、柳沢家の家老職にある薮田重盛である。大名に列 し家

臣を集めていた柳沢吉保に召 し出され、五郎右衛門を名乗る。その後、宝永 5(1708)年 には通称を阿波と変え、

正徳 2(1712)年 には、吉保・吉里親子より柳沢姓を与えられ、柳沢市正を称 している。重盛は吉保が甲府城

を拝領すると入部し、山手御門前に3,011坪の屋敷地を賜 り、吉気に代わって甲斐国を統治 している。重盛

の屋敷地は、本調査区のうち南区とは小路を挟んだ東側に隣接する地区である。この、重盛の拝領地の記載

には、荻田五郎右衛門、薮田阿波、柳沢市正という記載がみえ、これにより絵図を少なくとも3期に分ける

ことが出来る。薮田五郎右衛門の記載が見える絵図には、大和郡山市教育委員会所蔵の「甲府城下絵図」 (仮

目録番号 8010)(第 151図 2)、 柳沢文庫所蔵の「甲府御城下絵図」などがある。本調査区の山手地区武家屋

敷地にも拝領者の記載で満たされている。両絵図は類似点が多いが、詳細にみると異なる部分 もあり、前者

が後者より古いことがわかる。これについては後述する。

これらの絵図によれば、内城を囲む―の堀周辺には柳沢家の家老、城代などの重臣の屋敷が立ち並んでお

り、中でも家老の柳沢権太夫の屋敷は柳御門付近に五千坪を超す屋敷を構えている。『裏見寒話』には、「権

太夫の喜邸は、石垣切石長屋の様子一高石以上に見ゆ」とみえ、大きな屋敷であったことが伺える。武家屋

敷地のうち南側はすべて埋まっているが、北狽1で は御先手小路西側には同心屋敷として記載され個人名の記

載はなく、武家屋敷がみられない。時代が下ると二の堀沿いまで屋敷地は埋まり、一部は二の堀北側の堅町

まで屋敷地となる。

本調査区のある、南側を山手小路、西側を橘小路、北狽1を 森下小路、東側を二の堀によって囲まれた一角

は、小路によって東西 2区画に区分される。東西 2区画のうち東側の区画には、薮田五郎右衛門の屋敷が位

置する。

本調査区の位置する西側の区画内は、南北に二等分、東西を3分割 し屋敷を6区画としている。柳沢文庫

所蔵の『楽只堂年録』所載の「甲府城絵図」には、堀の立ち上がりから屋敷地までを「是ヨリ長屋マテ拾六

間四尺」と山手小路の道路幅の記載があり、おおよそ30mの 道路敷きであったことがわかるが、今回の発掘

調査において、堀の立ち上がりを確認することが出来なかった。現在、詳細な地籍図でもっとも遡れるのは、

大正12年 の刊行の「甲府市地籍図」1,800分 の 1であり、これと重ね合せると、北側の二の堀立ち上が りか

ら森下小路まで約75間 あるが、立ちあがりから推定される道路幅の位置は、西区で確認されている5号溝な

いし15号溝あたりと考えられる。

調査区は、南・西区とも寄合を務めた根津文左衛門の、北区は御鎗奉行を務めた矢野庄兵衛 (「 甲府城下

絵図」では拝領者の記載はない)の屋敷地にあたる。小路に囲まれた調査区のある屋敷区画内には、御績奉

行の山東小一郎、青木左兵衛 (「 甲府御城下絵図」では青木藤兵衛 )、 御軍使番の山東久左衛門、大日付の安

藤七右衛門などの屋敷が並ぶ。南北の長さは橘小路側で 75間である。北側の 3区画はそれぞれ600坪 とあり、

均等区画であることがわかる。南側の区画は根津文左衛門の屋敷が1,050坪、山東小一郎、青木藤兵衛の屋
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1「御家中惣絵図」 (柳沢期)

柳沢文庫所蔵

「元文三年甲府城下町絵図」(勤香期)

坂田邦夫氏所蔵

2「甲府城郭内並町割図」(柳沢期)

山梨県立博物館所蔵
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「甲府郭内外邸第図」(勤番期)

山梨県立博物館所蔵

6「懐宝甲府絵図 (第二版)」 (柳沢期)

山梨県立博物館所蔵
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5「懐宝甲府絵図 (第一版)」 (勤番期)

山梨県立博物館所蔵

第155図 調査地点の土地利用変遷図 (2)
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2「御巡検に付甲府城内外書上絵図」(勤番期)

山梨県立博物館所蔵

(勤番期)             4「 懐宝甲府絵図」 (明治期)

東北大学附属図書館所蔵                 山梨県立博物館所蔵

第156図 調査地点の土地利用変遷図 (3)

敦がともに650坪 とある。先の地籍図と重ね合せると、本区画内はほぼ65間 四方ということになる。これを、

各屋敷の坪数と重ね合わせると、南側の屋敷地の南北幅は 37.5間 ほど、北側の屋敷地の南北幅は 27.5間 ほ

どとなる。また、それぞれの坪数から間口を割 り出すと根津邸が29間 、山東、青木邸がそれぞれ18間 ほどと

なり、北側の屋敷地はそれぞれ 600坪 と均等であることから、21.6間 ほどと推定される。

山梨県立博物館所蔵の「文政 7年甲府郭内外番附屋敷仮絵図帳」は、文政 7(1824)年 に写 したものと表書

きがある。調査区東側の拝領者氏名をみると、柳沢市正とみえ、正徳 5(1715)年から享保 9(1724)年 頃の絵

図を写 したものであることが解る。絵図には、拝領者が朱書きされ、番地、表口・裏行数、坪数などが書か

れている。調査区が位置する区画内の朱書 きされた拝領者をみると、青木清右衛門、山東 (本)久左衛門、

根津丹下、安藤七右衛門、矢野庄兵衛などの名前がみえ、柳沢文庫所蔵の「甲府城下絵図」 (第 154図 6)、「御

家中惣絵図」 (第 155図 1)な らびに山梨県立博物館所蔵の「甲府城郭内並町割図」 (第 151図 6、 第155図 2)

に類似するが、市正屋敷北側の中央区画内の拝領者が、前二者は柳沢内蔵助であるのに対 し、「甲府城郭内

並町割図」では柳生内蔵助となってお り、この絵図と最も近い内容となる。ただし、山手小路沿いの屋敷は

4区画分の氏名が記載されてお り、勤番期の屋敷区画を記載し、柳沢期の拝領者の氏名を朱書きしたもので

_II「
…………

11
1「甲府絵図 全」(勤呑期)

3「甲府絵図」(勤番期)
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ある。また、その横には、上田中勢、岡田庄大夫、本村万之助、花房弥太郎、成田十三郎など勤番士の名前

が記載されている。岡田庄大夫、木村万之助、花房弥太郎は『甲府御城付』巻之七に名前がみえ、天保 4年

に在勤 したことが書かれている。また、森下小路を挟んだ北側の52番 に書かれた庵原六兵衛は『甲府御城付』

巻之四に名前がみえ、天保11(1840)年 から弘化 3(1846)年 に在勤 したことが書かれていることから、この時

期にも加筆されたことが解る。

青木清左衛門邸の表口は 18間 、裏行は 36間 とあり、先に地籍図から想定 した数値 とほぼ同じとなる。東

隣の山東久左衛門邸は、青木清左衛門邸 と同じ650坪であり、裏行は同じ36間 とあるが、表口は 29間 と

書かれている。同じ坪数であれば、18間 となるはずである。また、山手小路に面 した屋敷地の柳沢期の坪

数は根津邸 1,050坪 、山東邸 650坪、青木邸 650坪の 2,350坪 となる。本絵図帳の山東邸を除く坪数は 1,708

坪となり、山東邸は 642坪 となるはずであり、柳沢期の絵図記載の坪数の 650坪 に近 く飢齢はない。山東邸

東側の屋敷地である根津丹下屋敷の想定された表口が 29間のため、写 し間違いである可能性が高い。

これらを調査成果と重ね合せると、南側の屋敷と山手小路の境界は、先述 したように西区15号溝ないしは

5号溝あたりの可能性が高い。15号溝中には 1間間隔で柱穴が掘 られてお り、 5号溝は溝中に杭列が確認

されており、他の溝とは構造が異なる。加えて、両溝の南側は、調査によって発見された遺構が極端に希薄

であり、時期が特定されているのは、中世および近 。現代の遺構であることから、近世には道路敷きであっ

たと想定することが可能である。この両溝の延長線上にあたる南区は、丁度攪乱により溝が確認できていな

い。ただ、道路敷きと想定される南区南端付近は同様に遺構が希薄である。西区と南区に挟まれた山梨県教

育委員会調査の北口県有地地点Ⅱ区では、この溝に対応するような遺構は確認されていない。

根津文左衛門邸と山東小一郎邸の屋敷境は西区西側にあたるが、区画整理事業直前まで鉄筋コンクリー ト

の建物が建っており、攪乱を受けていたため調査が行えなかった。

南側 と北側の屋敷区画境は、北区18号溝付近ということになるが、残念なが ら溝からの出土遺物はなく、

時期を決定することが出来ないが、覆上の状況からは、近世の所産の遺構 と考えられる。また、隣接する北

回県有地地点 I区40号溝は18号溝の延長線上にあり、同一の溝と考えられるが、溝中からは燈火皿が出土 し

ており、18世紀中頃とされていることから、屋敷の区画溝である可能性が高い。本期の遺構は西区中央付近

に集中してお り、これらの遺構が根津邸にかかわる遺構であることが想定される。

本期に属する絵図 2点のうち前者には青木左兵衛、本多彦四郎の名前が見えるが、後者では青木藤兵衛、

本多平馬となっている。本多彦四郎は、宝永元 (1704)年 から同 6(1709)年 の吉保時代の『松平美濃守様御家

中覚』に青木藤兵衛、山東小一郎 とともに御技奉行 として名を連ねている。一方、平馬は、享保 4(1719)

年の『御家中御役人付』に御鉄砲頭衆に 300石 として名を連ねる。薮田阿波の時代の絵図では、本多彦四郎

と記載され逆転傾向もみられるものの、柳沢市正と変わってからの絵図には一貫 して青木藤兵衛、本多平馬

の名前が見えることからも、前者がより古い絵図であることが理解される。

家老である薮田五郎右衛門の通称が薮田阿波と変わった時代の絵図も数点みられる。山梨県立博物館蔵の

「柳沢時代ノ甲府ノ郭内郭外図」 (甲州文庫)(第 151図 3、 第154図 4)、 大和郡山市教育委員会蔵の「甲府城

下絵図」 (仮 目録番号 8011)(第 151図 4、 第154図 5)な どである。前代 と土地区画には基本的な変化はみ

られないが、荻田阿波が拝領する一画は、阿波の坪数が増加 したようで、北側の土地区画が縮小 したように

描かれている。前者では、調査区のある区画内は、北区にあたる区画の拝領者が矢野庄左衛門から酒井幸太

郎に、その東隣の区画が安藤七右衛門から山田小左衛門へと変わっている。 しかし、この拝領地は、この時

代の前後の絵図をみても矢野庄兵衛、安藤七右衛門の拝領となってお り、前者の絵図では、酒井幸太郎、山

田小左衛門とも阿波の拝領地の北側に記載されていることから、誤記の可能性 もあろう。

柳沢市正となってからの絵図には、柳沢文庫所蔵の「甲府城下絵図」 (第 151図 5、 154図 6)、「御家中惣絵図」

(第 155図 1)、 山梨県立博物館所蔵の「甲府城郭内並町割図」 (甲 州文庫)(第 151図 6、 第155図 2)な どがる。

調査区がある区画内の地割に変化はみられないが、市正が拝領する区画内はさらに加増されたためか他の拝

領者が消え、市正のみが拝領するようになり、4,251坪 となる。また、周辺の区画内も空き屋敷がなくなり、
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前代には同心屋敷 とされた御先手小路西側の武家屋敷地も400坪 クラスの家臣屋敷で埋め尽 くされる。その

中には、1,000石以上の禄高の柳沢家家臣川口石見、酒井志摩などの名前もみられる。

調査区内において、本期に属する遺構はそれほど多 くはない。矢野氏の邸宅にあたる北区においては、

37'38・ 54号土坑などしか確認できていない。南 。西区においては、南区 2・ 3号溝、西区19号溝、 3・

4号井戸、20号土坑などがあるが、これらの遺構は、根津家の邸宅に関係する遺構だと推定される。南区 2。

3号溝の西側の廷長線状に位置する北口県有地地点 I区37号溝は、18世紀中葉以前に比定されるもので、時

期的にも触船はなく、同一の遺構の可能性がある。

【18世紀中葉から19世紀中葉】

将軍吉宗が行った享保の改革では、幕府直轄領拡大政策が行われ、その一環として享保9(1724)年 、吉里

は大和郡山へ転封され甲府落は廃落となった。甲斐一円は幕府直轄領化され、甲府町方は町奉行から勤呑支

配へ、在方は三部代官の支配下へ置かれることとなった。

甲府勤番の構成は役宅の所在する追手・山手の 2組からなり、各組の長として甲府勤呑支配が置かれ、配

下に組頭 2名、勤呑±100名、与力10騎、同心50名 などが配置され、月番で勤務にあたった。

本期に属する絵図も多くみられる。坂田邦夫氏蔵の「元文三年甲府城下町絵図」 (第 152図 1、 第155図 3)、

大和郡山市教育委員会所蔵の「甲府城下絵図」 (仮 目録番号 8012)、 いずれも山梨県立博物館所蔵の「甲府

郭内外邸第図」(第 155図 4)、「懐宝甲府絵図 (第一版)」 (第 152図 2、 第155図 6)、「懐宝甲府絵図 (第二版)」 (第

152図 3、 第155図 5)、「甲府絵図全」 (第 156図 1)「御巡検に付甲府城内外書上絵図」 (第 152図 4、 156図 2)、

東北大学附属図書館所蔵の「甲府絵図」 (第 156図 8)、 京都大学大学院工学研究科建築学専攻所蔵の「(甲 府)

城下絵図」などがある。

吉里の転封に伴い、家臣団一同も移転したため、武家屋敷地は大きく様変わりした。

「文久三年甲府城下町絵図」は、吉里が大和郡山へ転封になってから15年 ほど後の様子が描かれており、

勤番支配時代のなかでは比較的古い資料である。絵図では、土地区画は柳沢期のものを踏襲しながらも、柳

沢市正屋敷が空き地となり、清水曲輪西側に位置する柳沢矢柄の屋敷地は山手役宅となっている。その他の

屋敷地は、後に組頭や仮日付などを務める和田小左衛門、浦野権兵衛、薬師寺次郎左衛門などの名前で埋まっ

ている。調査区のうち北区は天野主計、南区は小川惣左衛門、西区は小栗千次郎の屋敷地となる。大和郡山

市教育委員会所蔵の「甲府城下絵図」も類似した絵図である。

「懐宝甲府絵図 (第一版)」、「懐宝甲府絵図 (第二版)」 、「甲府絵図全」、「御巡検に付甲府城内外書上絵図」、

「甲府絵図」のうち、年代がある程度明らかなのは、嘉永2(1849)年 刊行の「懐宝甲府絵図 (第一版)」、嘉

永2(1849)年 以降刊行の「懐宝甲府絵図 (第二版)」 、文久2(1862)年 刊行の「甲府絵図」である。「甲府絵図」

は、詳細は異なるが前二者の「懐宝甲府絵図」と同じ版のものである。「甲府絵図全」は、手書きのもので、

「懐宝甲府絵図 (第二版)」 と類似′点が多く、写しだと思われる。「御巡検に付甲府城内外書上絵図」は、「甲

府絵図」と類似点が多く、これの写しかと思われる。

「J膜宝甲府絵図 (第一版)」 では、山手組の屋敷地は概して空き屋敷が目立ち始める。柳沢市正の屋敷地で

あつた区画も12区画に区分され、勤番士の屋敷となっている。調査区内でもこれまで3区画であつた北側の

屋敷地は4区画に変更されている。また、森下小路北側の区画では、縦方向に4区画であったものが、西端

の区画が南北に区画され、隣接する東側の区画も3区画から4区画へと変更されており、概して屋敷地が小

区画化されていく傾向にある。調査区のうち、北区、南区とも空き屋敷、西区はカトウの屋敷にあたる。

「懐宝甲府絵図 (第二版)」 は、刊行年代が明らかではないが、さらに空き屋敷地が目立つようになり、二

の堀と橋小路に囲まれた武家屋敷地は、30区画みられるが11区画しか拝領者が記載されていない。北、南区

は空き屋敷のままであり、西区はカモミヤの屋敷地となる。

「甲府絵図」では、北区は小ハヤシ、南区は加モノミヤ、西区は中川氏の屋敷跡となる。この絵図と類似

する「御巡検に付甲府城内外書上絵図」では、北区が難波田氏、西区が佐々井氏と拝領者が変わっている。
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勤呑士の氏名や勤続時期は、『甲府御城付』が参考になるが、記述の下限が安政 5(1858)年 であるため、上

記の両資料の考定には役立てることは出来ない。ただし、両絵図にみえる橘小路西側の区画内を拝領 した権

太氏、後者にみえる難波田氏は、それほど多 くはない苗字である。権太氏は、『甲府御城付』巻之九に権太

平大夫として載 り、文政 9(1826)年 に江戸へ向かって出立 したとの記載がある。また、難波田氏は、『甲府

御城付』巻之七に難波田小人という名前が見え、文政 7年に小普請組に配属されたことが記載されている。

この二者は、文政年間の近い時期に勤番士として在勤 しており、一般的にみられる苗字でないにもかかわら

ず、先の絵図に拝領者 として氏名が載っていることは偶然の一致とするには無理があり、文政年間に描かれ

た絵図を写 した可能性 も考えられる。

「甲府絵図 全」は、「懐宝甲府絵図 (第二版)」 に類似 している。ただし、後者ではかつての柳沢市正の

屋敷地北側に北条、久田、井出の屋敷が位置するが、前者では森下小路北側に記載されている。先にみた「御

巡検に付甲府城内外書上絵図」では、前者と同様な屋敷位置となっており、この部分についてはどちらかの

誤記かもしれない。

「 (甲府)城下絵図」は、その記載内容から寛政 5(1793)年 以降、文政10(1827)年 までに完成したとされる

(山梨県教育委員会 2009b)。 調査区のある区画の西側四分の三ほどは「屋敷」と記載されているが、残 りの

東側および柳沢期に柳沢市正が拝領 していた区画は、「畑」と朱書 きされている。また、他の絵図では山手

小路として小路幅が広 く描かれているが、本絵図では小路北側が「新馬場」と記載され、小路とは色を変え

明らかに区別している。

18世紀後半代の遺構は、天野家の邸宅にあたる北区では12・ 19。 24号溝が、小川惣左衛門の屋敷にあたる

南区では 9。 12。 15号溝、 1号石列、 2号井戸が、小栗千次郎の屋敷地にあたる西区では 5。 15。 22・ 23号

溝、 1号竪穴状遺構などがあるが、溝跡が多 くを占める。柳沢時代から勤番支配時代へ移行 した本期におい

て、屋敷内の再整備が行われたことが想定される。享録12(1727)年の大火によって、甲府城の内城および郭

内外 も多 くが消失している。屋敷建物の再築なども行われたであろうから、発見された遺構の在 り方はこの

ような状況を反映しているのかもしれない。

19世紀代の遺構は、北区 9・ 13・ 14・ 25号溝、 1号井戸、南区10'11。 13号溝、西区 17・ 21号溝、 7号土坑、

1,2号石列などがあるが、遺構の分布は散浸で希薄である。絵図にみられる空閑地の様子を反映している

可能性が高いものと思われる。

【明治～大正時代l

慶応4(1868)年 正月、鳥羽・伏見の戦いに端を発する戊辰戦争は、甲斐の地にもおよび甲府城もその舞台

となった。同年3月 5日 には東山道参謀板垣退助率いる隊が甲府に入り、甲府城に無血入城した。甲府城は

維新政府の本営となり機能したが、明治3(1870)年 には一部を撤去する命令が出されるなどした。武家屋敷

地にあたる内郭も同6年以降、諸門を撤去し堀を埋め立て市街地とすることになった。保存されることになっ

た内城も同9年には勧業試験場、翌10年 には葡萄酒醸造所が、同32年 には県立甲府中学校が建設されるなど

した。また、同29年 には中央線の停車場位置が決定し、翌30年 には兵部省から鉄道院に清水曲輪の北側半分

が割譲された。笛吹市石和町松本から甲府停車場を経て荒川橋に至る区間を第21工 区として、明治34年 3月

より翌35年 3月 の工期で発注している (鉄道院名古屋建設事務所 1911)。 工事は明治34年 3月 15日 より実施

された (『山梨日日新聞』明治34年 3月 7日 記事)。 実際に甲府城が何時から取り壊しを開始したのかはつき

りしないが、同年10月 には、甲府停車場の工事が入割方終了し、プラットフォームを建設する地盤の石積み

工事に着手する予定であること (『山梨日日新聞』明治34年 10月 5日 記事)、 翌35年 1月 には、停車場の工事

も北側の城壁を取り壊すのみとなっていることが記事となっている (『山梨日日新聞』昭和35年 1月 26日 記

事)。 そして、明治36年 6月 、八王子、甲府間が開通した。このような経緯によって、甲府城ならびに甲府

城下町は大きく姿を変えることとなった。ただし、戊辰戦争による官軍の入甲に際し、総督府参謀から甲府

城代に対し、4日 入つ時までに場内詰めの勤番士の場内からの立ち退きを命ぜられた。城代はこの命を取り
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違えたようで、居住区である郭内からも立ち退 くようにとの指示を出したという。この様子については、岩

窪村深沢平右衛門による「見聞誌」によると「御存【内外御勤番並与力同心二至迄、家財諸道具板敷根太等迄

相放、夫々へ運送致、其騒動言語同断、銘々知行所へ立退候 も有、或は在町へ忍候も有、御郭内不残明屋ニ

て其動揺誠二言語の及処二無之侯」とあり、この時点で武家屋敷地としての機能を既に失っていたものと思

われる。

本調査区も甲府駅に隣接 した地区のため、その後もさまざまな施設が建設されていくこととなる。

明治初期の状況を知 りうる資料として、山梨県立博物館所蔵の明治 4(1871)年 刊行の「懐宝甲府絵図」 (第

152図 5)がある。嘉永 2(1849)年 以降、何度か版を重ねているもので、土地区画は「懐宝甲府絵図 (第二版)」

を使ってお り、拝領者の氏名の消去にあたって、屋敷区画も消去 している箇所が多々認められる。大手役宅

は御政衛となり、柳御門前の屋敷地は調練場、隣接する御米蔵の南側には御米中積所が置かれている。山手

役宅はそのままの表記であり、この時代には新たな施設として使用されておらず、武家屋敷地の再開発はほ

とんど進んでいなかったようである。

明治 9(1876)年 刊行の「山梨県下甲府之図」 (甲州文庫)(第 152図 6)で は、城内には稲荷曲輪、鍛冶曲

輪あたりに勧業試験場の記載があり、本調査区のある二の堀と橘小路に囲まれた一角には建物等はみられず、

一帯は水田として使用されていたようである。明治16(1883)年 に設立された山梨県養蚕協会によって、同

18(1885)年 に橘町地内に生糸の品質管理を目的とした実業伝習所が創設されている。また。翌19(1886)年 に

は蚕糸業取締所が橘通 り沿いに置かれた。

明治 9(1876)年 の地図に続 く資料に恵まれないが、明治37(1904)年 の「改正甲府市街図」 (甲 州文庫)(第

153図 1)では、前年に開通 した中央線ならびに甲府駅が書き加えられているが、蚕糸業取締所の記載はみ

られない。同39(1906)年刊行の『甲府市統計書』付図の「甲府市全図」 (同 2)は、蚕糸業取締所が蚕業取

締所 として森下小路南側に記載されており、森下小路北側日向町地内および西隣の橘町には製糸工場が建設

されていることがわかる。

大正時代に入つても同様な状況にあったようで、大正 7(1918)年 刊行の『甲府略志』付図の「甲府市全図」

においては、明治39(1906)年 の地図と同様なものである。翌 8(1919)年 発行の「増訂甲府市明細全図」(同 3)

では、日向町地区の中央には農事試験場試作地が、橘小路と山手小路に面 した位置には蚕業取締所の記載が

みられるが、これ以前の地図類 と位置が異なる。翌 9(1920)年 発行の山梨県立博物館所蔵「甲府市街明細地

図」 (甲 州文庫)には、橘小路沿いの森下小路を挟んだ北側には丸茂製糸場、南側には建物の記載があるが

名称は記されていない。前後の地図の記載から蚕糸業取締所であろうと思われる。また、山手小路沿いにも

建物が建てられているようであるが、名称の記載はない。

大正10(1921)。 15(1926)年発行の山梨県立博物館所蔵「甲府市全図」 (甲 州文庫)においても、ほぼ同様
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第157図  甲府駅北口周辺の写真 (大正末前後)

三沢一也氏所蔵

な記載がなされている。

甲府城より北側市街を写 した三沢一也氏

所蔵の絵葉書がある (第 157図 )。 撮影日時

は不明であるが、甲府城から北側を撮影 し

たものである。手前には中央線が、左手中

央には山手御門の石垣が写っている。中央

やや奥には九茂製糸の工場ならびに煙突が

見え、その手前が調査区となっている。調

査区付近には建物等はみられず空閑地 と

なっており、大正 8年の地図に掲載された

農事試験場試作地として使用されていた時

のものかもしれない。また、同様な構図を

とるものに、『甲府市制40年記念誌』に掲
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載された回絵写真がある。先の絵葉書よりやや東側を撮影したもので、右手中央には甲府電力会社瓦斯部の

ガスタンクなどが写っている。本書は昭和 3年 に刊行されたものであ り、それ以前の撮影となるが、両者を

比較すると中央付近に建設された住宅が、後者の方が増加 してお り、新 しいことが解る。よって、絵葉書の

写真は、大正末前後に撮影されたものと考えられる。

【昭和初期～戦前】

昭和に入ると、やや土地利用に変化が見え始める。『甲府市統計書』付図の「甲府市全図」 (第 153図 4)

をみると、大正期のものと変化は認められないが、翌4(1929)年 刊行の同書の同図では、山手小路沿いに県

庁官舎が、小路を挟んだ南側の清水曲輪地内には鉄道官舎が建設されている。また、昭和 3(1928)。 4(1929)

年頃刊行されたものと思われる山梨県立博物館所蔵の「甲府市内地図」 (同 5)では、蚕業取締所の位置は

同じであるものの、県庁官舎は森下小路に近い位置に描かれており、やや異なりをみせる。

大正12(1923)年の「盲学校及聾唖学校令」によって盲唖学校の設立が義務化されたが、山梨県ではそれ以

前から存在した私立山梨盲唖学校を県立代用盲唖学校としたのは昭和 6(1931)年になってからである。それ

が、昭和19(1944)年 に蚕業取締所の一部に校舎を移転している。

〔第2次世界大戦以降】

第2次世界大戦末期の昭和20(1945)年 7月 6日 疲から7日 未明にかけて受けた甲府大空襲により、甲府市

街は壊減的な打撃を受け、市街地の 740/Oが焼土と帰したとされる。

昭和24(1949)年 に刊行された『甲府市制60年誌」に掲載された、甲府大空襲による消失範囲の地図によれば、

調査区のある日向町から、橘町、新紺屋町、元城屋町などはかろうじて消失を免れている。同書付図である

「甲府市全図」 (第 153図 6)は、戦後間もなくのものと思われるが、調査地点が山梨県庁官舎として掲載さ

れており、その後も、北口県有庁舎ならびに県営北口駐車場として使用されてきた。

そして今日、山梨県立図書館として新たな施設が建設され、様変わりしようとしている。

第 3節 甲府城跡の石垣について

今回の調査では、清水曲輪の西側の石垣下部を確認した。これにより、これまで明確ではなかった石垣の

ラインが確定 したことになる。石垣は地山層 (第66図 E―E'3層 )を掘 り込んで、基礎に胴木を敷設 し、裏

栗石を施 しながら築かれていた。野面積みであり、築城期の石垣 と考えられる。基底部を横から覗き込むと

枕木上に胴木が敷かれている様子が窺えるが、その奥の構造は把握できなかった。今回の調査は遺構確認の

ためのもので、石垣の解体を前提 としていないためである。見える範囲では、枕木は直径12～ 18cm程度、胴

木は直径 15cm前 後であり、これまでに甲府城跡で調査された鍛冶曲輪 (山梨県教育委員会 2005)や県庁防

災新館建設予定地 (―の堀南西石垣)の胴木の類と比較すると細めである。

もう一つの調査成果は、この部分の堀幅が明らかになったことである。石垣に直交する トレンチの南壁 (第

66図 E―E')に よると、堀底幅は約 13.4mで 、確認できる範囲での上幅は 17.6mほ どである。『楽只堂年録』

所収の宝永 2(1705)年 絵図にはこの付近の書き込みとして「ホリ巾七間四尺 (約 13.9m)」 とあるので、この「ホ

リ巾」は堀底幅を指 しているのであろうか。石垣の対岸の法面は、約45° の角度であったことも調査によっ

て確認された。

さらに第66図 E―E'は、石垣が破壊され埋め土が繰 り返されて整地されたことも如実に物語つている。石

垣や裏栗石層は破壊されて堀底に平 らに敷き詰められ (25層 )、 その上に段階的に東側 (城内側)か ら西側

(城外側)に向けて随時土などが埋められていった (8～ 24層 )。 21層 の礫層は上方の裏栗石層を崩したもの

であろうか。最後に 2・ 6'7層 によつて平らに整地されている。調査地点は甲府駅の線路のすぐ北側にあ

たり、この石垣を破壊 し堀を埋める作業は第 2節で示したとお り、甲府停車場建設に伴い明治34(1901)年 に
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実施されたと考えられる。

今回の調査では裏栗石層や石垣の隙間から凹石や石臼が出土 し、堀から検出された五輪塔空風輪 も、裏栗

石層に含まれていたものと推測される。甲府城跡の中心部分の発掘調査 (山梨県教育委員会 2005)で も石

垣の裏栗石層から、石臼や石塔・石仏類などが多 く出土 している。これらの遺物は、築城前にこの一帯に存

在 した一蓮寺などの寺院に伴 うと考えられてお り、この調査地点に近いのは、天文年間(1532～ 1555)に 創

建されたといわれる真宗の長延寺である (秋山 1998)。

第 4節 相川扇状地における井戸跡の形態について

相川扇状地に所在する甲府城跡・甲府城下町遺跡・武田城下町遺跡および甲府市内の遺跡調査で検出され

た井戸跡は、確認できた範囲で115基 を数えた。今回の集成は、井戸跡の形態や構成を把握 して年代的傾向

等の特徴を看取できるか検証する目的で実施 した。紙面の都合上、本稿では集成データの掲載を割愛 したが、

第 158。 159図 にこれまで検出された事例の傾向を示す27基 を抽出し、集成 した事例を概観 して看取できた

特徴を下記のとお り形態ごとに挙げてみた。なお、図版の作成にあたっては各報告書より遺構図を転用 し、

縮尺の統一と掲載の体裁を整えるため、一部加工を行った。

(1)形態について

甲府城下町における井戸の形態については、保坂和博氏が素掘 り井戸、積み上げ式井戸枠の結桶組型井戸、

積み上げ式井戸枠の石組型と分類 されている (山梨県教育委員会 2004b)。

今回の分類 もほぼこれに沿ったものであるが、 I型 (素掘 り)・ Ⅱ型 (木材 )。 Ⅲ型 (石積み)と 井戸の構

造別に大別 した。なお、各型ごとに細分が可能と思われるが、立地環境や遺存状況などさらに検討を加える

必要があるため、形態分類については今後の課題とし、今回は特徴を指摘するに留めておく。

I型 (素掘 り):41基 (下部未調査で、開口部が崩落していた可能性のある事例を含む)

掘 り方のみで井戸粋を伴わない事例 (第 158図 1～ 9)であり、今回の調査では西区 3・ 4号井戸が該当する。

井戸遺構については確認に至るまでの遺存状況にもよるが、掘 り方は開口部が広 く掘削された漏斗状のもの

が多 くみられた。武田氏館跡・武田城下町遺跡で検出した中世段階の遺構 (同 1・ 8)は掘 り方はやや胴張

り型を呈す。年代的には甲府城下町遺跡で検出した遺構 (同 6・ 7)も 同時期の遺構であるが、掘削が深 く、

立地環境による相違とも考えられる。但 し、深さや規模については、遺存状況による影響や、安全を配慮し

て調査時に掘削できなかった場合 もあ り、数値的な特性を看取するのは難 しい。また溜井戸等の存在 も考慮

しなければならず、報告されている事例の精査 も今後の課題のひとつである。その他、近世末～近代にかけ

ては方形プランに近い事例 (同 9)な どもある。

Ⅱ型 (木材):15基

井戸枠に桶や木製板材のみが用いられていた事例 (同 10～ 15)であり、今回調査の調査では北区3号井戸

が該当する。その他、井戸廃絶後に丼戸上層部に桶を配された西区3号井戸や、Ⅲ型にあげた石積みを伴う

事例も検出されている。

井戸枠に桶を複数段積み重ねた遺構 (同 10～ 12、 14)は、保坂氏が分類した積み上げ式井戸枠の結桶組型

井戸にあたる。遺存状況の影響も考慮しなければならないが、集成した事例の中では、主に18世紀以降のも

のが多くみられた。また、井戸底に 1段のみ桶粋が確認される事例 (同 13)に ついては、上部の材が抜かれ

た可能性もあるが、浄水施設等の用途で設置される場合もあり、検討が必要である。その他、桶材以外に方

形に組まれた板材を伴う事例 (同 15)や、上部の井戸枠として方形に板材を巡らせた事例 (同 16)がみられ

た。後者については、おそらく断ち割り調査されていないため明確ではないが、鎌倉～室町時代に比定され、

同地域で検出された最も古い井戸跡のひとつである。

Ⅲ型 (石積み):44基 (桶や板材を伴う事例を含む)

石積みが伴う事例 (第 159図 17～27)であり、今回調査の調査では、北区 l。 2・ 4・ 5号井戸、西区 1・
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Ⅲ型 (石積み)
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2号井戸、南区 1号井戸が該当する。石積みは構築の自由度が高 く、総石積みから補強や修築等の用途で部

分的に積 まれた形態 まで、様 々な事例が報告 されている。石積みの特徴 としては、掘 り方に直接石積みだけ

で構築する場合 と、胴木・桶材等 を用いてか ら積み上げてい く場合があ り、時代が下るとともに他材 と併用

する傾向が窺えた。

甲府城天守曲輪で検出 した石組み井戸 (同 17)は 、底か ら開口部 まですべて石積みで構築 され、底部に桶

材がある稲荷曲輪の井戸 1(同 18)と ともに強固な構造 となっている。遺存状況にもよるが、その他は開口

部付近のみ石積みする形態 (同 19～28)で、胴木や桶の他、近代のレンガを組み合わせて用いた事例 もある。

なお、胴木を用いた石積みの工法については、胴木な しで石積みする事例 と同様に、中世段階か らみられた

(同 19'21)。 おそ らくは、これ も立地環境の影響 によるもの と考えられる。

桶材 を伴 う形態 については近世以降にみ られる傾向があ り、同地域における集成か らは、少 な くとも17世

紀以降の構築法 と推定 される。なお、明治前後の事例では、胴木や板材など複数の構築材 を組み合わせて用

いる傾向がみ られた。 また、中世 。近世段階の遺構 と比べて掘 り方が不整形であった り、開口部付近の掘 り

方が大 きく垂直に掘削 されていた事例などがあ り、既存の井戸を改築 したような状況 も想定 される。

(2)ま とめ と課題

以上、同地域の井戸跡を概観 してみた。年代的傾向については、素掘 りが古手で、石積み、木材 (桶)の

順に取 り入れ られ、状況に応 じて併用 されていったと推定で きる。但 し、前述のとお り井戸跡 は廃棄後の遺

存状況によって構造の捉 え方が異なる場合 もあ り、さらに資料の検討 を重ねる必要がある。また、井戸跡の

規模や形態は、当然なが ら所有者や立地環境が反映 していることを再認識することがで きた。今後は城下町

の形成 と合わせ、検討 を進めてい くことにしたい。
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おわりに

本書に掲載した甲府城ならびに甲府城下町遺跡の発掘調査は、平成18年 10月 より開始し、翌年3月 末まで

の約半年にわたる発掘調査であった。

甲府城の調査では、清水山輪の石垣の基底部や堀幅なども確認することができた。甲府駅を中心とする市

街中心部に位置する甲府城において、これらを確認することは困難であり、貴重な調査例となった。また、

城下町遺跡における武家屋敷地の調査では、近代以降の改変が激しく遺構の残存状況は決して良好なもので

はなかったが、柳沢吉保が入部した18世紀初頭から、遺構が顕著にみられるようになり、城下町遺跡が活況

を呈したことが伺えた。山手小路と武家屋敷地を区画した溝や屋敷地を区画した溝と想定される遺構の確認

など多くの成果を上げることが出来た。

今回の発掘調査は、水との戦いでもあった。石垣地区の調査では、堀内に湧出する多量の水の処理に苦慮

し、城下町遺跡の調査では、降雨による冠水を幾度となく経験した。

このたび、発掘調査の成果がこうして公にできたのも、半年もの長きにわたり発掘調査に参加していただ

いたスタッフの方々、 3ヶ年にわたり地道な整理作業に携わっていただいた多くの方々の協力によるもので

す。

最後になりましたが、発掘調査開始から報告書刊行に向けて、ご協力いただきました関係機関、各位に対

しまて、おネし申し上げます。
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図版 2

1.北区航空写真

2.南区航空写真



図版 3

1.石垣航空写真
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図版 4(北区)
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甲府城下町遺跡Ⅵ報告書抄録

ふ り が な こうふじょうかまちいせきⅥ

圭
百 名 甲府城下町遺跡Ⅵ

言
田 書 名 甲府駅周辺土地区画整理事業 (舞鶴城公園西通 り線)に伴う発掘調査報告書

シ リ ー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シ リー ズ 番 号 ワ
イ

医
υ

著 者 名 畑 大介、望月秀和、宮澤公雄

発  行  者 甲府市教育委員会

編 集 機 関 財団法人山梨文化財研究所

住 所 。電 話 〒4060032山梨県笛吹市石和町四日市場1566 ЪL055 268 6441

E「   帰1   日 2012年 3月 23日

発  行  日 2012年 3月 30日

所  在  地 山梨県甲府市北口二丁目180外・丸の内一丁目12-11

地 図 名 25,000分の 1地形図 甲府

位 置 北緯35度40分07秒、東経138度34分55秒

標 一局 2791n

市 町 村 コ ー ド 19201

調 査 原 因 甲府駅周辺土地区画整理事業

調 査 期 間 2006年 10月 22日 ～2007年 3月 31日 ・2009年 7月 21日 ～2009年 8月 6日

調 査 面 積 2,965ゴ

遺

跡
概
要

主 な 時 代 中 。近世

主 な 遺 構 中世の竪穴状遺構・溝、近世の溝・土坑・井戸、甲府城石垣

主 な 遺 物
中世の土器・陶磁器類、近世の上器・陶磁器類・金属製品・石製品・土製品 。

木製品など

特 殊 遺 構 甲府城石垣
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甲府城 下町遺 跡 Ⅵ

― 甲府駅周辺土地区画整理事業 (舞鶴城公園西通 り線)

に伴う発掘調査報告書 ―
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